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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～』（著：とーわ）お試し版が収録されています。
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プロローグ







〝サトゥーです。人生、悩む事は多々ありますが、一人で悩んでいて良い答えが出る事は希まれでした。最後に決めるのは自分でも、色んな人に相談して自分以外の視点を知る事が重要だと思うのです。〟






「れべるさんびゃくじゅういちぃいいい？」

　オレの話を聞いて、耳が痛くなるような大声を上げたのは紫髪の幼女アリサだ。

　魔王「狗く頭とうの古王」の一件で仲間達に心配をかけてしまったので、まず心配性のアリサとリザの二人にオレのレベルを教えてみた。

　アリサには狗頭を倒した事や流星雨の事を教えていたので「ふーん」くらいの軽いリアクションを予想していたのだが、思ったよりも驚かせてしまったようだ。

「落ち着け」

「落ち着いてられるわけないでしょ！　レベル三一一なのよ？」

　この間までレベル三一〇だったのだが、狗頭を倒した時に経験値が溜たまりきったみたいで、レベルが一つ上がっていたのだ。

　大騒ぎするアリサと違い、橙とう鱗りん族のリザは驚きこそしたものの静かに受け入れてくれた。

「さすがはご主人様です」

　ニマニマするリザというのはレアかもしれない。

　リザの尻しつ尾ぽがピタピタと地面を叩たたいている。かなりの上機嫌のようだ。

　そんな彼女の感情を反映しているかのように、彼女の種族特徴である首元や手の甲にあるオレンジ色の鱗うろこがキラキラと光を帯びている気がする。

　たぶん、無意識に魔力鎧よろいスキル的な魔力を放出してしまっているのだろう。

「もうリザさんてば、『さすごしゅ』してる場合じゃないって！　もっと驚いてよ！」

　アリサが「ウガーッ！」と吠ほえた後、リザに食ってかかる。

「王祖ヤマトやサガ帝国の初代皇帝でもレベル八九とか八八よ？　歴代最強クラスの勇者でそれなのに、ご主人様はその三倍以上だなんて！」

「私達もご主人様のお力になれるように、もっと精進していかねばなりませんね」

　リザが神妙に頷うなずく。

　この二人の反応の差は、異常さを実感できる情報を持っているか否かの違いだろう。

　特にリザはブースト装備で格上の敵を中心に討伐していたので、レベルが上がるほどに必要経験値が指数曲線を描きながら増えるという事に実感がないはずだ。

　彼女にしてみれば、レベル三一一も「頑張ればそのうち到達できる」くらいの認識なのだろう。

「落ち着け、アリサ」

　オレはそう声をかけてから、二人にオレのレベルについての情報は極秘にするように言い含めておく。

「わーってるわよ」

「承知いたしました。我が身に代えてもこの秘密は口外いたしません」

　二人が異口同音に首肯する。

　問題なさそうなので、他ほかの仲間達も呼んでオレのレベルについて教えようと思ったのだが、リザとアリサの二人に止められてしまった。

　オレが勇者である事や無詠唱で魔法を使える事は他の仲間達も知っているが、今まで誰だれ一人それを口外していないから大丈夫だと思ったのだが──。

「タマとポチは子供ですから」

「悪い大人に誘導尋問されたら、うっかり答えちゃうかもしれないもんね」

　──という理由を聞いて納得した。

「二人だけ秘密にするっていうのもかわいそうだし、他の子達にも秘密にしておいた方がいいわ。わたしとリザさんだけはご主人様から無理矢理聞き出した事にしましょう」

　アリサの言葉にリザが首肯する。

　オレが難敵との戦いに赴く時に、リザとアリサの二人が大丈夫だと太鼓判を押せば、他の子達もそれほど心配しなくて済むだろうし、それでいいか。

「レベル三一一なんて言っても眉まゆ唾つば物ものだから、漏らしても大丈夫だとは思うんだけどね」

　アリサがおちゃらけて言う言葉に苦笑を返しつつ、オレは迷宮別荘から仲間達とエルフ師匠達が滞在している迷宮温泉へと空間魔法の「帰還転移リターン」で戻った。




「言えなかったな……」

　未いまだに「神の欠片かけら」関連の話をアリサとはしていない。

　対策もなしに裏付けのない話をしても、アリサを不安にさせるだけだと思ったからだ。

　オレの脳裏に、狗頭との一連の会話がリフレインする。

『「神の欠片」を内に秘めた種子の娘よ──』

　その言葉から始まったアリサ達転生者にまつわる話は、決して全すべてではなかったし、オレの推測も多分に含まれるが、幾つもの重要な事柄を含んでいた。

　要約すると、アリサ達転生者には「神の欠片」が内包されており、その「神の欠片」が原因で魔王化に至る可能性があるという話だった。

　もっとも、揺り篭クレイドルで対たい峙じした「不死の王ノーライフキング」ゼンの話からすると、ユニークスキルの濫用が破滅へのトリガーのような話だったし、今すぐアリサに魔王化の危険があるわけではないと思う。





◆






「──神の欠片？」

「知らん」

「魔王を倒した時に現れる紫色の光か……悪いけど見た事はないね」

　エルフ師匠達に「神の欠片」や転生者に関する事を知らないかと尋ねてみたが、新しい情報は得られなかった。

「勇者ダイサクも魔王討伐の話はあまりしなかったし、私達エルフも『魔王の季節』はよほどの事がない限り、自分達の森に帰るように言われているんだよ」

　長文エルフことヒシロトーヤ氏がそう教えてくれた。

「そうですか……お手数をおかけしました」

「構わないさ。ボルエナンの森に戻ったら、知っている者がいないか聞いておくよ」

　オレが彼らの部屋を退出する時に、そう請け合ってくれた。

　一人になったオレは、空間魔法の「遠話テレフオン」でボルエナンの森に住むハイエルフ、愛いとしのアイアリーゼさんへと通話を試みた。

　魔王達がこの世界に現れるよりも前から生きている彼女なら、何か知っているかもしれないと思ったからだ。

『──サトゥー！』

　コールした瞬間に、弾んだ声がオレの名を呼ぶ。

『こんにちは、アーゼさん。今、通話しても大丈夫ですか？』

『ええ！　もちろん、大丈夫よ！』

　涼やかな聞き心地の良い声が、不安に揺れるオレの心を癒いやしてくれる。

　オレは先ほどのエルフ師匠達と同じ事をアーゼさんに尋ねてみたが、エルフ師匠達と同じような回答しか得られなかった。

『ごめんなさい、サトゥー』

『謝らないでください、アーゼさん。わざわざ世界樹の記憶庫まで行ってくださったんですから──』

　アーゼさんは記憶庫と接続した「亜神」モードの自分なら知っているかもしれないと言って、樹家から世界樹まで行ってくれたのだ。

『また、遊びに行きますね』

『いつでも大歓迎よ。ミーア達のお祝いもしたいから、来る何日か前に連絡してくれたら嬉うれしいわ』

　名残惜しく思いつつも、別れの挨あい拶さつをしてアーゼさんとの通話を終了する。

　さらに、ボルエナン氏族以外のハイエルフ達にも尋ねてみたが、残念な事に「神の欠片」や「ユニークスキル」の相関関係や魔王化の原理などについて知っている者はいなかった。

　エルフ達は世界樹周辺に引きこもっている事が多いし、転生者事情にはあまり明るくない感じだ。

　ダメ元で狗頭討伐の時に現れたストーカー謎なぞ幼女にも呼びかけてみたが、一度も応こたえはなかった。

　全てを知っているような長生きな転生者でもいればいいんだけど、物語でもあるまいし、そう都合良くいくとは思えない。

　手持ちの資料にもなかったし、古い資料を地道に漁あさるしか答えに近付く方法はないと思う。

「ご主人様、こんな所にいた！」

　執務室で悩んでいるところに、アリサが現れた。

　明るい彼女の声がオレを元気付ける。

「エルフ師匠達が温泉で水魔法アートしてくれているの！　一緒に見に行きましょう！」

「それは楽しそうだね」

　オレは気持ちを切り替え、アリサと一緒に温泉へと向かう。

　速攻で「階層の主フロア・マスター」を討伐してしまったために、迷宮内で五日ほど時間稼ぎで宴会の日々を送る予定だし、温泉でゆっくりと静養してから本格的に資料を集める方法を考えていこうと思う。

　無む闇やみに焦っても碌ろくな事がないしね。








凱がい旋せん







〝サトゥーです。お祭り騒ぎに参加するのは嫌いじゃありませんが、お祭りの主役になる事があるとは思ってもみませんでした。祝ってくれるのは嬉しいけど、少し気恥ずかしいですね。〟






「「「ペンドラゴン！　ペンドラゴン！　ペンドラゴン！」」」

　沿道からオレ達の探索者チーム名を連呼する歓声が届く。

「うっひゃー、凄すごい声援だわ！」

　魔法少女風ドレスを着たアリサが、豪華な二階建て馬車の先頭に陣取って沿道に集まる人達に大きく手を振っている。

　もちろん、彼女の不吉と言われる紫髪は金髪のカツラで隠したままだ。

「アリサ、身を乗り出して落ちるなよ」

　オレは身を乗り出すアリサのベルトを摑つかんで引き戻す。

　今日は朝から、ギルド長と太守が共催してくれた「階層の主フロア・マスター」討伐のパレード中だ。

　迷宮都市の迷路のような道を、ゴーレム馬に引かれた大型馬車が器用に進む。馬車の前を歩く探索者学校の子供達が、竿さおの先に花びらの入った篭かごを振りながら先導してくれていて、華やかなお祭りっぽさがとても良い。

「わーってるってば、ご主人様」

　アリサがニパッと笑顔で答える。

　オレ以外の席順は昨晩の内にくじ引きで決めたようだが、予備抽選で引く順番を決めてからという厳重すぎる手順を踏んでいた。

　よっぽど、このパレードが楽しみだったのだろう。

　皆、ドレスアップして周囲に笑顔を振りまいている。

　ドレスの上にコスプレ風の肩当てやショートマントを着けた「なんちゃって探索者」のファッションだ。特に意味のないオーブ風の丸っこいガラス玉が肩当てに付いているのが昭和風で、なんだか懐かしい。

　もちろん、仲間達だけじゃなく、オレもいつもとは違う装いだ。

　金糸刺し繡しゆうを施した白い貴族用礼服に、アリサの選んだ派手な金モールのついたショートタイプのマントを羽織っている。

「人いっぱい～？」

「皆、笑顔で手を振ってくれてるのです！」

　アリサの左右に陣取って、手や尻尾を振っているのは犬耳犬尻尾の幼女ポチと猫耳猫尻尾の幼女タマの二人だ。

「マスターも沿道の人達に手を振るべきと告げます」

　二階建て馬車の二列目、オレの左に陣取る金髪巨乳のナナが、いつもの無表情な顔にわくわくした雰囲気を纏まといながらオレの腕を取った。

　分かったから、手を胸に押し付けるのは止やめなさい。

　金属製の胸当てがあるから痛いんだよね。

「むぅ、ぎるてぃ」

　オレの右側に座っていたエルフのミーアが、ナナの胸元に押し付けられたオレの腕を引き剝はがした。

　勢いを付けすぎたのか、そのままオレの膝ひざの上にダイブする形だ。

「馬車の上で暴れたら危ないよ」

　膝の上でミーアが顔をこちらに向ける。

　ツインテールに結った彼女の淡い青緑色の髪が揺れ、エルフの特徴である少し尖とがった耳が覗のぞく。

「ごめ」

　相変わらず、彼女の言葉は短い。

「マスター、手を」

　ナナが尚なおもリクエストしてきたので、オレも手を振る。

「「「若様～！」」」

　手を振った途端、沿道の若い娘さん達から黄色い悲鳴が上がった。

　なんとなく、歌手や俳優のような有名人になったようで気恥ずかしい。

「ルルも手を振ってあげなよ」

　オレは後列で小さくなっているルルに声をかける。

「そ、そんな、私なんかが手を振っても……」

　絶世の美少女という言葉さえ霞かすむような美び貌ぼうをしているのに、こっちの世界の人達に不美人と評される不遇な子だ。

　今日は武装をせず、いつものメイド服にアリサ達とお揃そろいのコスプレ甲かつ冑ちゆうを増設している。

「そんな事ないよ。ほら見てごらん」

　オレはルルの黒髪を撫なで、沿道の一角を指さす。

「「「ルル様ー！」」」

　屋敷のメイド幼女が一生懸命手を振っている姿があった。

　彼女達はルルから調理や護身術を教わっているので、ルルの事をとても慕っている。

「……皆みんな」

　それを見たルルの顔が綻ほころぶ。

　うん、眼福眼福。

「ほら、リザも手を振ってあげなよ」

「はい……ご主人様がそう仰おつしやるなら」

　リザが緊張気味の顔で答える。

　パレード中も手放さない魔ま槍そうドウマを肩に担ぎ、戸惑い気味に手を振ると、橙とう鱗りん族の特徴であるオレンジ色の鱗うろこが陽光を反射してキラキラと輝く。

「「「うぉおおおおおお！　黒くろ槍やりのリザだ！」」」

　沿道の探索者達が男女を問わず大きな声でリザの名を呼ぶ。

　リザはお澄まし顔でなんでもないような風に見えたが、彼女の尻しつ尾ぽはピタピタと馬車の床を叩たたいていた。

　きっと内心では悪くない気分なのだろう。

「豆まめ鎧よろい！　怪け我がは治ったのかー！」

　沿道の人達から色々な声援が届く。

　豆鎧というのは丸鎧を着たポチとタマの愛称だろう。

　彼らが心配してくれている怪我は、二日ほど前に「階層の主」討伐をして帰還する時に、全員無傷だと不自然すぎるので、皆に負傷したような偽装をした奴やつだ。

　ポチとタマはダミー鎧を大げさに裂いて、死体のポーズでリザに抱えられて帰還したので、印象が強かったのだろう。

「だから言ったろ？　愛想良く手を振っていたから大丈夫だって」

「いや、そう言っても、『傷知らず』のペンドラゴンがあんだけ血まみれだったんだぜ？」

　沿道のギャラリーが言う「傷知らず」というのは、オレ達チーム・ペンドラゴンが毎回無傷で迷宮から帰還する事から、探索者達の間で呼ばれだした二つ名らしい。

　もっとも、いつも戦闘後や地上に戻る前に治療しているだけで、後衛三人も含めて一度も怪我をした事のないメンバーはいないんだけどさ。

「あの盾姫ご自慢の大盾も割れてたしな」

　盾姫というのはナナの愛称らしい。

「盾姫！　今日は盾なしかー！　新しい盾が必要なら防具屋ベンソンに来てくれー！」

　ちゃっかり、自分の店を宣伝するところが逞たくましい。

「黒槍のリザ！　今度は勝つぞー！」

「馬ば鹿か野郎！　最初に勝つのは俺様だ！」

「けっ、魔刃を覚えてから出直せ！」

　迷宮から戻って以来、オレ達に挑みに来る探索者や武人が増えた。

　忙しいオレに代わって、リザが撃退してくれていたのだ。

　最近では最初からリザに挑む者も増えてきている。

「「「アリサちゃ～ん、こっち向いて～」」」

「「「ナナ～！　よーせーたいって言って～！」」」

　沿道から子供達の声が聞こえた。

　私立養護院の子達もパレード見物に来ているようだ。

「「「ミーア様～！」」」

　反対側の沿道から叫ぶのは妖よう精せい族らしき線の細い若者達だ。

「ミーア様！　目もくらむような麗しいお姿です！」

「ああ、ミーア様。今日も儚はかなげなその横顔が鈴すず蘭らんのように爽さわやかで──」

　おお、ミーアがモテている。

　ミーアに「モテモテだね」とからかいの言葉をかけたら、「違う」と強い口調で否定されてしまった。

　ちょっとデリカシーが足りなかったかもしれない。反省反省。

「「「アリサ！　今度、串くし焼やき奢おごれよ！」」」

　それにしても、さっきからアリサに声をかけるのが童女や悪ガキばかりなのが憐あわれだ。

　きっとアリサも慰められたくないに違いないので、そっとしておこう。さっきからチラチラとこっちを見たり「またガキんちょか～」とか呟つぶやいては視線を寄よ越こしたりしているが、優しさが辛つらい時もあるだろうからスルーしておくのが正解だろう。

　それにしても人々に笑顔が溢あふれている。

　魔王「狗く頭とうの古王」が迷宮都市西方の大砂漠に出現し、天を裂く「星降り」によって倒された事件があってから一小月──一〇日も経たっていないのに、もうそんな事など忘れたかのようだ。

　もっとも、それでこそ、大砂漠の下に眠っていた旧フルー帝国の都市核シテイ・コアを使って、二次被害が迷宮都市に届かないように尽力した甲か斐いがあったというモノだ。

　まあ、「階層の主」を呼び出す儀式で魔王が現れた時は驚いたけど、オレの前に現れてくれたお陰で知り合いが殺されたりしなくて済んだとポジティブに思っておこう。

「ペンドラゴン士爵～、将軍がとっておきを開けてくれるってさ～」

「早く来ないと全部飲んでしまうぞ！」

　人々の間に、大きく手を振る迷宮方面軍の狐きつね将校と隊長さんが見えた。

　オレは狐将校達に軽く手を挙げて応こたえておく。

　あの偶然がなかったら、狐将校や彼が調査案内していたシガ八剣のヘルミーナ嬢達が、魔王に殺されていたのは確実だったろうしね。

「ご主人様ももっと手を振ってあげないと！」

　笑顔のアリサがオレの手を摑んで大きく振る。

「「「若様～」」」

　沿道の娼しよう婦ふっぽい綺き麗れいなお姉さん達に声をかけられたので、笑顔で手を振って愛想を振りまく。

　なぜか、アリサとミーアに左右から抓つねられた。解せぬ。

　最近は夜遊びもせずに修行僧のように清らかな日々を送っているというのに。

　そろそろ暇になるし、迷宮都市で知り合った人達でも誘って夜遊びにでも行こうかな。

「ぎるてぃ」

「その顔は何か良からぬ事を考えてたでしょ！」

　おかしい、「無表情ポーカーフエイス」スキル先生が頑張っていたはずなのに、なぜかミーアとアリサの二人にバレてしまった。

「ハッハッハ、ソンナコトナイヨ？」

　オレが片言で答える間に、二階建て馬車は終点へと辿たどり着いた。




「うわ～、会場は人でいっぱいね」

　パレードの終点、西探索者ギルドの近くの会場は様々な階級の人達で埋まっている。

　この会場は太守夫人や迷宮方面軍のエルタール将軍やギルド長といったオレの知り合いの厚意で設営された。

　そんな大げさなモノはいらないと思ったのだが、この凄すごい人出を見ていると、西門前のすり鉢広場には入りきらないと判断した彼らは先見の明があると言えるだろう。

　実際、ジェリル氏達が「階層の主」討伐のお披露目をした時はギルド前まで人が溢れていたしね。

「それじゃ、予定通りオレが挨あい拶さつを済ませたら、戦利品の紹介はアリサ達に任せるよ」

　間に来賓の祝辞があるけど、オレ達は校長先生の訓示を聞く生徒のように聞き流すだけなので省略した。

「おっけー！」

　オレの言葉にアリサが元気良く答える。

「オークションで高く売れるように、たっぷり煽あおってくるわ！」

「ほどほどにね」

「わーってるわよ！　出品前に鑑定書も付けるだろうし、噓うそは言わないように注意するってば」

　アリサがそう約束して、戦利品の鑑定結果を書いた紙を読み直す作業に入った。

「あれほどの品が手元に残せないなんて残念ですね」

　ルルが気遣うように言う。

　──そうなのだ。

　仲間達が倒した「階層の主」の戦利品は「国王に献上する」という形で一いつ旦たん没収され、王都で開かれる公正なオークションで売却された後に、その収益と同じ金額が後日「褒美」として国王から与えられる。

　迷宮から帰還したオレ達を呼びつけたギルド長が、そう教えてくれた。

　なお、ごくごく希まれに戦利品として出る「国家間の均衡を崩す」ような武具や魔法道具マジツク・アイテムは、オークションに出品されず王城の宝物庫に納められたままになるが、その品が出品された場合に入札されると予想される額の三倍を支払われるそうだ。

「まあ、仕方ないよ。長い歴史の間にトラブル防止のためにできた慣例だしね」

　過去にそういった戦利品を巡って、貴族達が血みどろの争いを繰り広げた事があったそうだ。

　一応、戦利品の中の一品だけは、討伐したパーティーに優先所有権がある。

　それを求めて後援する貴族はいるけど、出るかどうか分からない戦利品を求めて後援するよりはオークションで望みの品を落とす方がコスパがいいので、この慣習が浸透してからは、そういった争いは影を潜めたらしい。

「──ご主人様、見直し終わったわ。いつでも行けるわよ」

「それじゃ、行こうか」

　オレは仲間達を引き連れて会場へと向かった。




「本日は私達チーム『ペンドラゴン』のためにお集まり頂き──」

　壇上に上がったオレは、リザが赤雷烏賊帝サンダー・スキツド・エンペラーの魔コ核アを掲げている横で定番の挨拶を行う。

　その挨拶の次は、貴族や町の名士、ミスリル証の探索者達からの祝辞が延々と続く。

　偉い人の話が長いのは、世界を違えても共通らしい。

　オレは「無表情」スキルの助けを借りて、苦痛な時間を笑顔で乗り切る。

　もっとも、子供達やナナは途中で飽きたみたいで、凄く退屈そうにしていた。

「──お待たせ。後は頼むよ」

「まーかせて！」

　オレは司会から受け取ったマイクをアリサに手渡す。

　実際にはマイクではなく拡声機能のある錫しやく杖じよう型魔法道具の一種なのだが、現代日本の知識がある者にはマイクにしか見えない。

　本来は戦場で指揮に使ったり、味方を鼓舞したりするための品だそうだ。

「それじゃ、お待ちかねの戦利品の紹介よ！」

　アリサの元気な声が会場に響く。

「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

　会場に集まった人達も、アリサに釣られてノリノリな感じだ。

「まずは、これ！　万能の願望器──じゃなかった、万能の霊薬！　部位欠損から毒に石化、不治の病から魔王の呪のろいまで、なんでも治しちゃうエリクサーだぁああああああああ！」

「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

　アリサの横で、ルルが深紅の液体が入った五〇〇[image: ]サイズの大きな瓶を掲げる。

　宝箱から見つかったエリクサーは、なぜかオレが作ったのと色が違ったんだよね。

　鑑定結果はエリクサーだったし、効能も同じみたいなんだけど、オレの青いエリクサーが普通の小瓶サイズだったのと比べると妙に量が多かった。たぶん、製法や素材が違うのだろう。

　前に「区画の主エリア・マスター」の宝箱から出た下級レツサーエリクサーは色なんて気にする暇もなく使ったから違いに気付いたのは、最近だったりする。

「魔法薬は他ほかにも色々出たんだけど、そっちは後回し！　次は皆みんな大好き、魔法の装備品よ！」

　順番に全部紹介したら観衆が飽きるから、目玉商品を中心に紹介するのだとアリサが言っていた。

　ジャンル別の一覧表は、昨日からギルド前に掲示されているしね。

「今日の主役がもう舞台袖そでで休憩かい？」

　そう後ろから声をかけてきたのは、礼服を着たギルド長だった。

「いえ、今日の主役はあの子達ですよ」

「『傷知らず』のペンドラゴンが大怪我して戻ってきた時は心配したけど、あの様子ならちゃんと治ったようだね」

　ギルド長が優しい目で会場の仲間達を見回す。

「一緒に『階層の主』に挑んだ連中はもう帰っちまったのかい？」

「ええ、ギルドを訪問したその日の内に、迷宮都市を発たたれました」

　オレはギルド長にそう答えながら、帰還した日の事を思い出していた──。
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「まったく、本当に『階層の主』を討伐しちまうとはね」

「ええ、こちらの方々と合同で、ですけどね」

　迷宮から戻った直後、オレはギルド長の執務室で「階層の主」討伐の詳細を報告していた。

　ここにいるのは討伐に参加したという事になっている各パーティーのリーダー役だけだ。他の者達は怪け我がの治療を理由に屋敷に移動させてある。

「それでは八団体一〇二名で挑んで生存者一六名ですか。被害が大きい方ですが最短記録ですね」

　最短というのに少し驚いたが、「無表情」スキルが、頑張ってくれた。

　討伐後に迷宮内で五日ほど時間稼ぎで宴会の日々を送ったのに、それでも最短記録を叩たたき出すほどだったのか……。

「火力重視の構成でしたからね」

　とりあえず、適当に話を合わせておく。

　ウシャナ秘書官が色々な書類を机に並べながら話を続ける。

「それで、ミスリル証を申請されるのは、『ペンドラゴン』と『精霊弓』『侍大将』『青薔ば薇ら』『双鬼』『大精霊の祝福』の六団体一六名で宜よろしいですか？」

「拙者は遠慮しておこう」

「我らは不要だ」

「短命な人の子からの称号などいらん」

「同じく」

「私達は氏族の借りを返しに来ただけですから」

「あ、あの……」

　エルフ師匠達の演技指導は、もう一度しておくべきだった。昨日までの宴会で、レクチャーしておいた内容が消し飛んでしまったみたいだ。

　ウシャナさんが、予想外の返答に困っているので、フォロー気味に切り出す。

「私達は申請させて頂きます」

「は、はい、それでは本当に『ペンドラゴン』以外の方は申請なさらないのですか？」

「くどい」

「後の差配はペンドラゴン卿きように任せる」

　エルフ師匠達にそう断言されて、ギルド長やウシャナさんは引く事にしたようだ。

　オレ以外はギルド長に許可されて執務室を出ていった。

「取り付く島もないとはこの事だね」

　ギルド長が閉ざされた扉を眺めながら嘆息した。

「後からもう一度声をかけてみますか？」

「いや、ミスリル証は強制じゃないんだ。必要ないって言うなら無理強いする事はないさ。とりあえず、戦利品の目録とサトゥー達の申請書類の作成を始めてくれ」

「承知しました」

　ウシャナさんが部屋を出たのを確認して、ギルド長がオレの方へと向き直った。

　この部屋に残っているのは、オレとギルド長だけだ。

「偽装していたけど、さっきの連中はボルエナン氏族のエルフ達だね？」

　ギルド長の問いに、オレは明確な答えを返さず、笑顔で誤ご魔ま化かした。

　まあ、エルフ師匠達は「短命な人の子」とか「氏族」とか妖よう精せい族特有の言い回しを使っていたし、ギルド長の相談役でブライナン氏族のエルフであるセベルケーア嬢と付き合いの長いギルド長なら、その事に気がついても不思議じゃない。

「借りって言ってたな。どんな借りを作れば『階層の主』と戦えるような戦力を借りられるって言うんだい」

「つまらない詮せん索さくはそのへんにしておきな、リリアン」

　手に持った古木の杖つえで、ぽかりとギルド長の頭を叩いたのは、いつの間にか部屋に入ってきていたセベルケーア嬢だった。

「その名前で呼ぶな」

　過去の痛い愛称を呼ばれたギルド長──本名ゾナが吠ほえる。

「それと興味本位の詮索じゃないよ。こいつは都市を落とせるほどの戦力を軽々と用意してみせたんだぜ？　さすがになあなあにするわけにはいかねぇっての」

　仲間達の装備や強さを誤魔化すためのダミー戦力が問題になるとは思わなかった。

「まったく、杞き憂ゆうもいいところさ」

　セベルケーア嬢がぽかぽかとギルド長の頭を杖でノックする。

「止やめろ。あたしだってサトゥーが大それた野望を持つなんて思ってないさ」

　ギルド長がセベルケーア嬢の杖を払う。

「だけど、誰だれもがサトゥーの無欲さを知っているわけじゃないんだよ？」

　なるほど、尋問ではなく、オレを心配してくれていたのか。

「心配ご無用ですよ、ギルド長。今回の助力はただ一度の奇跡です。二度目の奇跡はありません」

　オレは詐術スキルや弁明スキルの助けを借りて、今回のエルフ師匠達の助力が一度だけの特別な事だと告げた。実際、今後はエルフ師匠達に出張してもらうような案件は思いつかない。

「まあ、それならいい。さすがに知っているとは思うが──」

　なんとか納得してくれたギルド長から、「階層の主」の戦利品についての慣例などを聞かされ、その後に今回の凱がい旋せんパレードや王都での叙勲の話などを聞かされた。

　来月の初めにある王国会議で、ミスリル証を得た探索者達には国王から勲章や名誉士爵の爵位などが与えられるそうだ。

　オレのように最初から爵位を持つ者の場合は勲章の授与だけが多いそうだが、対外的にはオレが「階層の主」討伐のリーダーなので、名誉准男爵への昇格は確実との事だった。

　まあ、オレとしては貴族としての扱いが受けられる名誉士爵位で十分なんだけどさ。
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「──サトゥー。聞いているのか、サトゥー」

　ギルド長に肩を揺さぶられて、オレは記憶の底から戻る。

「ああ、すみません。少しぼうっとしていました」

「それで、戦利品の内のどれを手元に残すのか決めたのか？」

「はい、優先所有権の行使対象は『物品鑑定』の宝珠にしようと思っています」

　宝珠とは使用する事でスキルが得られる「祝福の宝珠ギフト・オーブ」の事だ。

　オレ達は戦利品が入った宝箱の中に、三つの「祝福の宝珠」を見つけた。

　それぞれ、使用者に「物品鑑定」「麻ま痺ひ耐性」「水魔法」のスキルを与える使い捨ての「秘宝アーテイフアクト」だ。

　密ひそかに「詠唱」の宝珠を期待していたのだが、世の中そう甘くはないらしい。

　今回見つかった三つの宝珠はどれも当たりの部類で、特に「物品鑑定」はレア中のレアだとギルド長が教えてくれた。

　どの宝珠を選ぶかについては、盾役のナナか回復役のミーアに「麻痺耐性」を持たせるか、盾役のナナか後衛のルルに「水魔法」を持たせるか、斥候のタマか料理番のルル、物知りのアリサに「物品鑑定」を持たせるかで、大いに議論を戦わせていた。

　結局、ルルが「物品鑑定」を持っていれば食材の安全が確保できるという事で、指名できる戦利品には「物品鑑定」を選び、ルルに使わせる事に決まったのだ。

　選ぶ基準が食事というのが、食いしん坊なうちの子達らしいよね。

「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

　野太い歓声にオレとギルド長は会話を中断させる。

　どうやら、会場では魔法の武器が紹介されているようだ。

「今回は当たりの武具が多かったみたいだね」

「ええ、呪われた武具を除いても一〇個以上ありましたから」

　目玉のアダマンタイト製の戦鎚ウオー・ハンマーや麻ま痺ひ棘とげ槍やり以外にも、ミスリルの短剣や双剣、青せい鋼こうの戦せん斧ぷや斧槍ハルバード、顔面樹フエイス・ツリーの大弓、蟷螂かまきりの蛮刀、雷晶杖、数本の雷かみなり杖づえなどがあった。

「あん？　呪われた武具は嫌いか？」

　ギルド長が不思議そうな顔で尋ねてきた。

「嫌いというか、普通は避けるのでは？」

「そうでもないぞ──ほれ」

　ギルド長が促した方を見ると、黒い刃やいばの大剣を背負った赤鉄の探索者がいた。

　瘴しよう気き視しを有効にするまでもなく、呪われた武器だと分かる怪しげなフォルムをした大剣だ。

「他にも──」

　ギルド長が指し示す方を順番に見る。

　会場に集まったレベルが高めの探索者の内、二割から三割が呪のろわれた武具を装備していた。

「こうして見ると意外に多いですね」

「ああ、普通の魔剣に比べたら、呪われた武具は迷宮の宝箱から出やすいんだよ。それに何より、普通の武具よりは遥はるかに強力だ。多少の欠点に目を瞑つぶっても、使う奴やつはそれなりにいるって事だ」

　ゲームに出てくる「一度手にしたら、解かい呪じゆしない限り手放せない武器」はめったに出ないそうだ。

　さすがに、致死性の呪いをもたらすような武具は、すぐに神殿に持ち込まれて浄化されるらしい。

　そういえばオーユゴック公爵領のボルエハルト自治領で一緒に妖精剣を作ったドワーフのドハル老も、呪われた戦斧を使っていたっけ。

「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

　またしても大きな歓声が上がった。

　アリサが戦利品の紹介をするたびに、会場に集まった群衆が沸く。

「じゃーん！　これが、今回の目玉！」

　アリサの声に合わせて、じゃじゃ～んと効果音が鳴った。

　ミーアが場を盛り上げるためのＢＧＭやＳＥを奏でているようだ。

　わざわざ精霊魔法で「奏でる者」という楽器系の疑似精霊を呼び出して補助させている。

　なかなか、凝り性だ。

「『雷手鎧よろい』よ！　主な素材はミスリル製とありふれているけど、この触手が凄すごいのよ！」

「「「おおおおおお！」」」

　いや、君ら「凄い」の説明前にどよめくのは止めないか？

　お手伝いのポチとタマが雷手鎧の触腕を「びろ～ん」と引っ張って、最大の長さを示している姿がかわいい。

「なんと！　鎧の着用者への攻撃を勝手に動いて防御してくれるのよ！」

「「「おおお！」」」

　あれ？　期待した内容じゃなかったのか、声が減った。

　けっこう便利だけど、ＭＰの上限が常時一〇〇ポイント減るらしいので、魔法使いには使いにくい品かもしれない。

　雷手鎧は全身甲冑スーツ・アーマーだが、着用者に合わせて大きさを自動調整してくれる機能があったので、使用者を選ばずに使用できるようだ。

　非常にゲームっぽい機能だが、迷宮産の魔法鎧としてはさほど珍しくないらしい。

　もっとも、ゲームと違って自動調整にも限界があり、プラマイ二〇％ほどの範囲で調整してくれるとの事だ。範囲が狭いような気もするが、極端な体形をしていない限り概おおむねカバーしてくれる事だろう。

　エルフの里で聞いた話だと、迷宮の宝箱で希まれに出るサイズ調整機構付きの金属防具は、ティルシルバーとアダマンタイトの合金バリエーションである事が多いという事だったが、この鎧はミスリルが主成分だった。

　きっとオレの知らないレシピがあるに違いない。

　研究意欲に負けて分解しそうになったのは秘密だ。

　結局、アリサが目玉だと宣言した鎧よりも、アダマンタイト製の戦鎚や金剛貝ダイヤモンド・シエルの大盾の方が反応が大きかった。

　金剛貝の大盾は使用者に「金剛殻」スキルと同じ効果を付与するので人気が高いらしい。

　素材はあるので、今度暇な時に作ってみよう。

　見た目が綺き麗れいなので、ナナのダミー装備に良いかもしれない。
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「お疲れ様」

「ふ～い、疲ちかれたわ」

「ん、疲労」

　オレは舞台から戻ったアリサ達に冷やしたベリア水を手渡す。

　オレ達は二時間にも渡る「階層の主」討伐お披露目会を無事に済ませた。

　エンターティナーなアリサの語り口調に加え、ミーアの制御する演奏用疑似精霊による効果音が人々の興奮を倍増させ、会場のテンションが危ないくらい高くなっていた。

　先ほど全すべてのプログラムが終了し、会場では立食パーティーが始まっている。

　ステージの上では太守夫人が呼んでくれた楽団が楽しげな曲を奏で、探索者学校の特待生選抜試験で知り合った吟遊詩人のサリシューサスが、オレ達を題材にした詩を朗読しているようだ。

「魅惑の香り～？」

「美味おいしそうな匂においなのです」

　タマとポチが目を閉じて鼻をスンスンさせている。

　この会場の外周に設営された無数の出店には様々な料理や酒が用意され、全て無料で振る舞われている。

　費用は探索者ギルド──というか国王が負担してくれるらしい。別にオレが出しても良かったのだが、慣例という事なので甘えておく事にした。

「二人とも、食事はまだです。先に仕事を片付けますよ」

　リザがギルド職員達と一緒に戦利品の運搬を始める。

　防犯のために、王都搬入までの間、探索者ギルド地下にある大金庫で保管されるのだ。




「でもさ、良かったの？」

「何がだ？」

　地下大金庫への移動中に、アリサが気まずそうに話しかけてきた。

「だって、あんまり目立ちたくないって前に言ってたじゃん」

「構わないよ。目立ちたくなかったのは、うちの子達が自分で身を守れるようになる前に、変な奴に目を付けられるのが怖かったからだよ」

　今の仲間達なら軍隊相手でもなんとかなるはずだ。

　人脈も十分に築いたし、オレ達に敵対する者や勢力があれば自然と耳に入ってくるので、抱き込むなり敵の敵を利用するなりしてサクサクと排除すればいいだろう。

　オレの場合は、変なのに目を付けられて排除する内に、魔王フラグが立ちそうだったから目立ちたくなかっただけだ。

　周りに追われる事になったら、物見遊山とかがしにくくなる。

　同じ理由で、勇者ナナシがオレ自身である事を身内以外にカミングアウトする気はない。

　勇者ハヤトみたいに、公務で遊ぶ暇もない状態になりたくないからね。

「でも、シガ王国で変な役職とか押し付けられないかな？」

「大丈夫だろう。ギルド長──迷宮資源大臣以外の大臣職や将軍職は、門閥貴族が独占しているらしいからね。もし、オファーが来るとしても騎士団や諜ちよう報ほう部署なんかのお誘いくらいだろう？　そのへんならコネでどうとでも断れるから大丈夫だよ」

　むしろ、王宮の料理人になれと言われる可能性の方が高そうだ。




　ギルドの職員に付き添われて、先ほど紹介していた戦利品を地下金庫へと運び込む。

「──搬入完了です。後はギルド職員と王都の近この衛え騎士団が責任を持って王都へ運びます」

「宜よろしくお願いします」

　地下大金庫のカギを閉めたウシャナ秘書官に後を任せる。

　念のため戦利品の主だった品にはマーカーを付けておいた。

「皆みんな、お疲れ様。オレは立食パーティーでお偉いさん達に挨あい拶さつしに行くけど、皆はどうする？　疲れたなら屋敷に帰って休んでもいいよ？」

　皆の予定を聞きながらギルドの地上階に戻る。

「ダメよ！　ミーア達と一緒にステージでライブするの！」

「──ライブ？」

　さっきの戦利品紹介で正規プログラムは終わりだったんだけど、空いているステージでさらに余興のライブをするようだ。

「ん」

「タマは魅惑のだんさ～？」

「ポチだって、クルクルと踊るのです！」

「それは楽しそうだね。後で必ず見に行くよ」

　子供達の頭を撫なでつつ約束する。

「ん、指切り」

「ぜったい来てよ?!」

「がんばるる～」

「サイコーの舞台にするのです！」

　気合いを入れた四人はそれで良いとして、他ほかの面々は？

「マスター、私は養護院の幼生体達と出店を回る約束があると告げます」

「休んでなどいられません。私には出店の全ての肉を制覇する使命があるのですから！」

　この二人はブレないな。

「肉～？」

「大変なのです。肉がダンスで踊ると食べ損なっちゃうのです」

「難問～？」

　タマとポチが腕をわちゃわちゃとさせながら右往左往する。

　どうやら、ライブに行くと出店に行けない事に気がついたようだ。

「大丈夫よ、二人とも！　お屋敷のメイド幼女達に、出店の美味しそうな肉を確保して楽屋に運ぶように頼んであるわ」

「ぐれいと～？」

「さっすがはアリサなのです」

　抜かりのないアリサをタマとポチが称賛する。

「ご主人様、私は迷宮大魚メイズ・バスの解体ショーを頼まれているのですが、行ってもいいでしょうか？」

「もちろん、いいよ。でも、包丁はこっちの普通の奴を使うようにね」

　オレはストレージの中で巨大包丁を収納した「魔法の鞄マジツク・バツグ」をルルに手渡す。

　さすがに、迷宮別荘でいつも使っている黄金色に輝くオリハルコン製のマグロ包丁は、人前に出せないからね。

「はい！」

　それにしても、迷宮大魚なんて中層にしかいないのに、誰だれが獲とりに行ったんだろう？

　オレ達の帰還後から獲りに行っていたら間に合わないだろうから、食通な商人が依頼していた品を回してくれたのかもね。

「ルル様、そろそろ行きませんか？」

　エプロンを着けた屋敷メイド達がルルを呼びに来た。

　彼女達もルルの迷宮大魚の解体ショーを手伝うようだ。

「ご主人様──」

「うん、行っておいで。オレも後で寄るよ」

「はい！」

　ルルが凄く嬉うれしそうに頷うなずいた。

　これは忘れずに行かねば。

「マスター、私も養護院に幼生体の回収に向かうと宣言します」

「待ちくたびれているだろうから、早く行ってあげるといい」

「イエス、マスター」

　ナナがこくりと頷いて私立養護院に向かう。

「それじゃ、わたし達も行きましょう」

「そうだね──」

　アリサに返事をする途中で、オレは言葉を止める。

　ＡＲ表示しているレーダーが、懐かしい人との再会が近い事を教えてくれた。
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「やっぱり、本場の探索者ギルドは混こんでいますわね」

「そうですね、イオナさん……。こんなに混んでいるとは思いませんでした」

　まだ、人ひと混ごみに隠れて姿は見えない。

「ルウ、あたしにもそっちの肉にく串ぐし一本分けてよ」

「おう、いいぜ。そっちの赤い串と交換だ」

「もう！　二人ともいないと思ったら買い食いに行ってたんですね！」

「だって、どの露店もタダなんだもん。食べなきゃ損じゃん」

「何かのお祭りみたいですけど、全てタダなんてずいぶん気前がいいですわね」

「うん、ペンドラゴン士爵って貴族様が、ものすっごく強い魔物を討伐したお祝いだってさ」

　相変わらず姦かしましい。

　人混みの向こうに、お日様色の髪が見えた。

　ナナよりも明るい金色だ。

「もう！　職員の方にご挨拶しないといけないのに──」

　──目が、合った。

「サ、サトゥーさん！」

　手に持っていた荷物を投げつけるようにリリオに渡して、人混みを搔かき分わけて駆けてくる。

　ぶつかりそうになった人に律儀に謝りながらも、視線はこちらを捉とらえて離さない。

「サトゥーさん」

「はい」

　勢いが付きすぎて止まりきれず、オレの腕の中にぽふんと飛び込んできた彼女を優しく受け止める。

　軽装の革かわ鎧よろい姿だが、柔らかさは健在だ。

「サトゥーさんっ」

　オレの名前を繰り返す彼女の言葉を待つ。

　胸元から見上げてくる彼女の目め尻じりに涙が浮かぶ。

「──来ちゃいました」

　その一言に万感の思いが篭こもっていたのだろう。

　彼女は震える声で言葉を紡ぐ。

「迷宮都市へようこそ、ゼナさん」

　オレの歓迎の言葉を耳にして、ゼナさんの少し不安げな笑顔が大輪の花のように咲き誇る。

　お久しぶりです。

　ゼナさん。

















再会







〝サトゥーです。『男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ』という言葉がありますが、しばらく会わない内に成長するのは男性だけではありません。むしろ、女性の方が大きく変わる気がします。〟






「いつ迷宮都市に？」

「はい、昨日遅くに」

　ゼナさん達はセーリュー伯爵領軍迷宮選抜隊という部隊に所属しているようだ。

　彼女達が迷宮都市セリビーラに来たのは、マップ情報で知っていたのだが、ゼナさん達迷宮選抜隊の拠点に偶然を装って遊びに行くのは何かストーカーっぽかったので控えていた。

「ちょーいっと失礼。はいはい、離れて離れて～」

「ん、破廉恥」

　うっかり、抱き合った姿勢のまま会話していたオレとゼナさんの間に、アリサとミーアがぐいぐい割り込んできて、オレ達を引き離す。

　抱き合ったままだったのに気がついたゼナさんが、パントマイムのようにわたわたと手を振りながら離れた。

「ご、ごめんなさい、私ったら……」

「いえいえ、再会を喜んでくれて嬉しいですよ」

　ゼナさんって意外に情熱的な所もあるんだよね。

　セーリュー市の迷宮事件で再会した時も、タックル気味に抱きつかれたし。

「へー、サトゥーのいい人かい？」

　ギルド長が首を突っ込んできた。

「こちらはセーリュー市でとてもお世話になった方で、領軍の魔法兵をされているマリエンテール士爵家のゼナさんです」

　紹介の仕方が悪かったのか、ゼナさんの表情が少し曇った。

　ここは「大切な友人」と紹介するべきだったかな？

　背後のギャラリーがセーリュー伯爵領の噂うわさ話をしている。「新たな迷宮ができたらしい」「上級魔族に襲われても無事だった」「兵卒でもワイバーンと戦わされる無慈悲な軍団だ」とか色々だ。

　国の反対側にある遠く離れた領地なのに知っている人が多いという事は、それだけ有名なんだろう。

「──ゼナ様」

　リザが魔ま槍そうドウマを地に置き、片かた膝ひざをついてゼナさんに最敬礼をする。

「お忘れかもしれませんが、セーリュー市であなた様に命を救われたリザと申します。ゼナ様のお陰でこうしてご主人様にお仕えし、偉業を成す事ができました。いかに感謝の言葉を重ねても足りません」

　セーリュー市の「悪魔の迷宮」で合流した時もお礼を言っていたのに、なかなか義理堅い事だ。

　ゼナさんがリザの態度に恐縮しながら「ちゃんと覚えていますよ」と答えている。

「おい、黒くろ槍やりのリザが槍を手放したぞ！」

「というか、あの女傑の命を救うとか、どんだけだよ」

「やはり、セーリュー市の兵隊がワイバーンを雑ざ魚こ扱いにするって噂は事実だったんだな」

「あの娘、地味だけど意外にかわいくないか？」

　ギャラリー達が喧やかましい。

「感謝～？」

「ありがとなのです」

　リザの態度にゼナさんを思い出したタマとポチも、リザの横に並んで片膝をつくポーズをまねる。

「非才の身ではありますが、私で役に立つ事があればなんなりとお申し付けください。ご主人様の許可を頂いて、すぐにでも駆けつけさせて頂きます」

「そんなっ、お礼の言葉だけで十分ですよ」

　真しん摯しなリザの言葉に、ゼナさんが恐縮している。

　今のリザがいれば、竜ドラゴンは無理でもワイバーンくらいならソロでも余裕だ。

「ありゃりゃ、なのです」

「ぽち～？」

　ポチがバランスを崩してころんと前転してしまい、「てへへ、なのです」と照れ隠しする姿に、恐縮していたゼナさんも笑顔になる。

　周りの人たちもポチの愛らしい姿に微笑を浮かべている。

　だが、そこに空気を読まない壮年の男の渋い声が割り込んできた。

「黒槍のリザ！　俺様は『白矛の騎士』ケルン！　貴殿に、一騎打ちを挑む！」

　白軸の矛を持つケルンと名乗る男は、見覚えのある鎧を着ていた。

　あれは聖騎士の鎧だ。

「ご主人様。宜よろしいですか？」

「ああ、いいよ。殺さないようにね」

「はい」

　オレの横でゼナさんが「ええっ？」と驚きの声を上げるのが聞こえた。

「はっはー！　そんな余裕があるのも今のうちだけだ！」

　聖騎士ケルンが余裕綽しやく々しやくの態度で矛を構える。

　おいおい、ここで戦うつもりか。

「ギルド内の決闘は禁止だよ。駐屯地前でやりな」

　迷宮方面軍の駐屯地前に闘技スペースが仮設されているそうだ。

　迷宮都市で催事を行うと、盛り上がって喧けん嘩かを始める者が後を絶たず、戦闘力が高い故に迂う闊かつな場所で決闘を始められると建物が壊れるための処置らしい。

「分かりました」

　リザが首肯し、聖騎士ケルンを促してギルドの外に向かう。

「あのっ、サトゥーさん、ついていかなくていいんですか？」

　ゼナさんが心配そうな顔で、ギルドから出ていくリザの背中とオレの顔を交互に見る。

「大丈夫ですよ。リザなら相手に怪け我がを負わせずに上手うまく倒すでしょう」

　レベル差もあるし、ワンサイドゲームで終わるだろう。

　オレが見に行ったりしたら、リザが張り切って相手の怪我が増えそうだ。

「で、でも。凄すごく強そうな方でしたよ？」

　もしかして、ゼナさんはリザが強くなった事を知らないのかな？

「だいじょび～？」

「リザの方が強いのです！」

　リザの強さを保証するタマとポチの顔を、ゼナさんが当惑した顔で見下ろす。

「本当に大丈夫なんでしょうか？」

「ええ、リザなら大丈夫です」

　オレは確認してくるゼナさんにもう一度保証する。

　その理由を説明しようと口を開いた時に、幼い声が割り込んできた。

「あー！　アリサちゃん、まだこんなトコにいた！」

「アリサにミーア様、早く舞台の方に来てくれ。ポチとタマもだ」

「前座の連中に引き延ばしを頼んであるけど、そういつまでも続かないわよ」

　ステージの進行管理をさせられていた屋敷のメイド幼女と「麗しの翼」のイルナとジェナが、アリサ達を呼びに来た。

　そういえば、アリサ達年少組がライブをするって言ってたっけ。

「うっわ、もう時間？　うっかりしてたわ」

「ん、忘却」

「急げ～？」

「大変なのです！」

　年少組がわたわたと慌てて駆けだした。

　その途中で年少組が振り返る。

「ご主人様も、いつまでもイチャイチャしてないで、ちゃんと舞台を見に来てよ！」

「そうなのです！　ポチ達の勇姿を近くで見てほしいのです！」

「分かった。後から追いかけるよ」

「ん、絶対」

「待ってる～」

　叫ぶ年少組にそう答え、手を振って送り出した。
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「あらら、少年じゃない」

「どうりでゼナが慌てて走っていくはずだぜ」

「思ったより早く再会できたみたいですね」

　ゼナさんに追いついてきたゼナ分隊の三人──斥候のリリオ、大盾持ちのルウさん、美人で大剣使いのイオナ嬢が人ひと混ごみの向こうから姿を現した。

「ご、ごめんなさい。用事も終わってないのに」

「構いません。積もる話もあるでしょうし、用事は私達が済ませておきます」

　謝罪するゼナさんにイオナ嬢が母のような笑みを向ける。

「それに集合時間まで、まだかなりありますから、お二人で旧交を温めていらしてください」

「ゼナっち、あたしが許す。少年を押し倒しちゃえ～」

「ゼナも色恋だけじゃなく、ちゃんとメシも喰くっておけよ」

「リリオ、ルウ、余計な事は言わなくても大丈夫ですわよ。お昼の鐘までに西門に集合なのを忘れないでくださいね」

　ゼナさんの同僚三人は姦かしましく言い置いて、人波に紛れて行ってしまった。

「もう！　皆みんなして！」

　ゼナさんが仲間達の後ろ姿に怒っていたが、その口元は笑みの形に緩んでいる。

　本心から怒っているわけではないようだ。

「サトゥー、あたしらもただ酒を飲みに行ってくるよ」

　ギルド長達もゼナ分隊の面々が消えた方へ歩み去っていく。

　ギャラリー達を除けば、今ここに残っているのはオレとゼナさんだけだ。

「皆、行っちゃいましたね」

「そうですね」

　周囲を見回しつつ、ゼナさんの言葉に首肯する。

　──あれ？

　なんだかゼナさんが少し意気消沈した感じだ。

「若様、ひでぇ」

「美少女があんなに雰囲気作ってるのに流すとかないわー」

　ギャラリーの言葉で気付いた。ゼナさんが乙女な雰囲気で呟つぶやいたのに気付かずに、素で答えてしまったようだ。

「すみません、ゼナさん」

「い、いえ、そのっ。気にしないでっ。気にしないでください！」

　さっきの声はゼナさんにも聞こえていたみたいで、真っ赤な顔でゼナさんが怪しいパントマイムをしながら恥ずかしがる。

　オレは気を取り直して、ゼナさんに話しかけた。

「分隊の皆さんが一緒という事は、迷宮都市へは軍務で来られたのですか？」

「はい！　伯爵様の命で編制された迷宮選抜隊なんです」

　なんでも、ゼナさん達迷宮選抜隊は迷宮都市セリビーラで迷宮運営や治安維持のノウハウを学ぶために来ているのだそうだ。

「先ほど西門前に集合と仰おつしやっていましたが、迷宮に入られるのですか？」

「はい、お昼から案内役の方達と迷宮に入って、セーリュー市の迷宮との違いを体験しに行くんです」

　迷宮を攻略するのが、どう迷宮運営のノウハウを学ぶ事に繫つながるのかは不明だが、ゼナさん達と一緒に文官達も来ているみたいなので、ギルド側のノウハウはそちらが担当するのかもしれない。

　ゼナさん達の担当は探索者サイドから見た迷宮に必要なモノを知る事なんじゃないかと思う。

「昨日の今日で迷宮ですか？　なかなか大変ですね」

「一日休暇を頂きましたし、鍛えているから大丈夫です」

　ゼナさんがブラック企業の社員みたいな事を言う。

　まあ、オレ達も到着した当日に迷宮に挑んだから、人の事は言えないけどさ。

「探索者登録はお済みですか？」

「はい！　昨日到着した時に東ギルドで登録手続きをしました」

　ゼナさんが胸元から木証を見せてくれる。

「探索の準備はもうお済みですか？」

「はい。探索に必要な物資や道具類は補給担当のモランドさん達工兵隊が準備してくれていますから、私達は自分達に割り当てられた装備を身に着けて集合するだけなんです」

　そう言うゼナさんはセーリュー市で見た革かわ鎧よろい姿に外がい套とうを纏まとい、腰に短たん杖じようを挿している。

　ゼナさんが持っていた荷物はルウさんがそのまま持っていったので、わりと身軽な感じだ。

　ギルドでの用事はイオナ嬢達がするって言っていたし、いつまでもここにいる必要はないかな？

「お昼からは軍務で迷宮なんですよね？」

　お昼の鐘までは、二時間ほどある。

　ゼナさんが首肯したので、無料屋台を物色しつつアリサ達のライブを見に行く事にした。

「行きましょうか、ゼナさん」

「はい！」

　ゼナさんと一緒に西ギルドの建物を出る。

「凄い人混みですね」

「まあ、今日はお祭りみたいなものですから」

　それにしても人が多い。

　何度か人波に吞のまれて、ゼナさんとはぐれそうになる。

「こんなに人が多いと、一度はぐれたら会えなくなりそうですね」

「そうですね──」

　はぐれてもレーダーで見つけられるけど、人波に逆らって移動するのも大変そうだ。

「手を繫いでいきましょうか、ゼナさん」

「……はい、サトゥーさん」

　ゼナさんはオレが差し出した手を見つめて、少しはにかんでからそっと手を繫いだ。

　高校生の時にこんなシチュエーションがあったら、恋に落ちたかもしれない。

　なんとなく、エルフの里にいる愛いとしのアーゼさんに申し訳なくなったので、心の中でこっそり詫わびておく。

「お昼からは泊まり込みで迷宮探索ですか？」

「いいえ、今日は日帰りの予定です」

　今回の半日試行で装備に過不足がないかを確認してから、明明後日しあさつてから泊まり込みで本格的に迷宮を攻略する予定らしい。

「明日あしたや明後日あさつてはお休みなんですか？」

「明後日は分かりませんけど、明日はお休みが貰もらえる事になっています！」

　ゼナさんが両手の拳こぶしを握りしめて答える。

「もし宜しければ、迷宮都市をご案内しますよ」

「本当ですか！　嬉うれしいです！」

　ゼナさんがキラキラと点描が散りそうな笑顔で即答する。

「──あ、若様だ」

「若様、今度冒険の話を聞かせてくれよ！」

「酒は若様の奢おごり？」

「ばーか、俺達が奢るに決まっているだろ」

　パレードをした直後だからか、見知らぬ探索者や街の人からも声をかけられる。

　そのせいで勘違いしたゼナさんに「お知り合いが多いんですね」と妙な感心をされた。

「あら、若様」

「若様だったら、商売抜きで抱いて──あん」

　途中で露出が多い風俗店所属の美女や美少女に言い寄られたが、リーダーらしき美女がオレの横にいるゼナさんに気がついて他ほかの子達のアピールを中断させた。

「あらあら、かわいらしいお嬢さんとご一緒でしたのね」

　そう言って去る時にオレの耳元で「若様、一度くらいお店に来てくださいね」と色っぽい声で囁ささやいていった。

　ＡＲ表示によると、大人向けの高級ご奉仕店の従業員達のようだ。

　興味はあるけど、ゼナさんと一緒の時にデレデレするわけにもいかない。

　適当な社交辞令で、その場を流しておく。




「まだ始まっていないみたいですね」

　ステージに辿たどり着いたのだが、アリサ達はまだ楽屋のようだ。

　前座の人達が退場するのが見える。舞台の入れ替えをしているところらしい。

　ミーアが演奏補助用の疑似精霊を召喚する必要もあるし、年少組のライブが始まるのはもう少し先だろう。

「──ちょっと寄り道しましょう」

「は、はい！」

　周囲を見回したら、ルルが魚の解体ショーを始めるところだったので、ゼナさんを連れてそっちに向かう。

「大きな魚ですね」

「迷宮中層にいる迷宮大魚メイズ・バスという魚です。美味おいしいそうですが、運搬が大変だからあまり見かけませんね」

　迷宮都市セリビーラの高級料理店で供される事があるそうだが、あまり外食していないので食べた事がない。

　貴族達は魔物の肉を忌避するので、彼ら主催の晩ばん餐さんや会食では出ないしね。

「うわっ、サトゥーさん、見てください！　もの凄すごく大きな包丁ですよ！」

　ゼナさんが大剣サイズの巨大包丁を見て興奮した声を出す。

　あれは南洋でマグロを捌さばくために作ったオリハルコン包丁の劣化コピー品だ。

「凄い！　あんなに大きな包丁なのに、自在です！」

　ルルの包丁捌きを見たゼナさんが、繫いだ手と反対側の手でオレの服を引っ張る。

　もちろん、ゼナさんだけでなく、周りにいる人達も食い入るようにルルの包丁捌きに見み惚とれているようだ。

「すげぇ、鋼鉄の剣でもなかなか傷付けられない迷宮大魚を軽々と切り裂いている」

「さすがはメイド王ってとこか……」

　ギャラリー達の妙な感心の仕方はスルーしておこう。

　解体を終えたルルが、流れるような手際で迷宮大魚の切り身をフライにしていく。

　じゅわっ、という揚げる音を聞くだけで口の中に唾つばが溢あふれてきそうだ。

「できたての迷宮大魚フライでーす！　ぜひ食べていってくださーい！」

　元気な声で魚のフライを観衆達に配るのは、我が家のメイド幼女達だ。

　台所キツチンメイドのロジーとアニーの二人はメイド長のミテルナさんと一緒に、ブース内でルルの調理補佐をしている。

「旦だん那な様！」

　メイド幼女の一人がめざとくオレを見つけた。

「やあ、頑張っているね。二つ貰えるかな？」

「はい、すぐに！」

　元気良く答えたメイド幼女が、ポチやタマのシュピッのポーズをまねる。

　ゼナさんが「旦那様？」と呟くのが聞こえたので、「我が家で雇っている使用人なんですよ」と答えておく。

　視線を戻すと、メイド幼女がシュピッのポーズのまま固まっていた。

「──あれ？　知らない女の人と一緒だ！」

　どうやら、オレの横にいるゼナさんを見て驚いたようだ。

　しきりに、後ろで調理を続けているルルとオレ達の間で視線を彷徨さまよわせている。

「心配しなくても、彼女の事はルルも知っているよ」

「え、えへへ……っと、すぐ魚フライ持ってくる！」

　メイド幼女は照れ隠しに笑うと、敬語も忘れてブースの方へ飛んでいった。

　彼女達は厨ちゆう房ぼうでルルから色々と教えてもらっているから、ルルの味方なのだろう。

「旦那様、お待たせしました！」

「ありがとう」

　メイド幼女から受け取った魚フライの紙包みの一つをゼナさんに勧める。

　ゼナさんは一瞬だけ躊躇ためらってから、オレと繫ぐ手を離して紙包みを受け取った。

「温かい内に頂きましょう」

「は、はい……」

　迷宮大魚は少しグロテスクな外見の魚だったので、ゼナさんは食べるのを躊ちゆう躇ちよしていたがオレが食べるのを見て、意を決して口に入れた。

「──美味しい！」

　あまりの美味しさにゼナさんが目を見開いて驚く。

「……凄い、あんな見た目なのに、こんなに繊細な味なんですね。セーリュー揚げそっくりなのに口の中でフワリと砕けて凄く美味しいです。それにこの白いソースが不思議なくらい合います」

　囓かじった一口を食べ終わってから、滔とう々とうと感想を述べるゼナさん。

　瞬く間に彼女の持っていた魚のフライは、お腹なかの中に消えてしまった。

「とっても美味しかったです。あんなに若いのに凄いですね」

　ゼナさんがルルの事を褒めてくれるのが、我が事のように嬉しい。

「ありがとうございます。ルルは迷宮都市でも随一の料理人なんですよ」

　ちょっと自慢しつつ、照れ隠しに周囲を見回す。

　オレの視線の先で、いつの間にか長蛇の列ができていた。

　これだけ美味しければ、もの凄い行列ができているのも致し方なしだ。

「ルル、美味しかったよ」

「ご主人様！　来てくださっていたんですね！」

　オレが声をかけると、ルルが弾はじけるような笑顔でオレを見る。

「ちゃんと解体ショーから見てたけど、とっても見事だったよ」

「そんな！　私なんて、ご主人様に比べたらまだまだです！」

　可か憐れんな笑顔で謙けん遜そんするルルだが、忙しそうに動かす手はベテラン料理人のように淀よどみない。

　彼女がシガ王国で知らぬ者のない料理人になるのも、そう遠くないと思わせるには十分な手際だ。

「邪魔になりそうだし、そろそろ行くよ」

　忙しそうなルルに手を振って、解体ショーのブースから離れる。




「そろそろ始まるみたいですね」

　丁度、アリサ達のライブが始まるところだった。

　会場には貴賓席だけでなく、今日の主役であるオレ達用の席も用意されているのだが、そこに座っているのは養護院の子供達を侍はべらせたナナだけだ。

　オレもそこに向かおうとしたのだが、途中の通路が人でいっぱいだったので一般席から見物する事にした。

「わたしの歌を聴けぇええええええええ！」

　どこかの銀河の歌姫みたいなアリサのシャウトでライブが始まる。

「素敵な音楽ですね。あの子達の後ろで光る球体が音を鳴らしてるんでしょうか？」

「ええ、『奏でる者』と呼ばれる妖よう精せい族の魔法らしいです。でも、音楽が素晴らしいのは演奏者の腕が良いからですよ」

　ミーアの制御する演奏用疑似精霊について簡単に説明する。

「ええ……。ええ、分かります。なんて素敵な音色」

　確かに一人でオーケストラをやるミーアも凄いが、それをアニメの主題歌の伴奏にするアリサも侮れない。

　音楽に耳を傾けながら、舞台の上を歌に合わせてクルクルと踊るポチとタマを見て癒いやされよう。羽妖精の衣装で軽やかに飛び回る二人に、会場からも黄色い声がかけられている。
















　よく耳を澄ましたら、ポチとタマも踊りながら歌っているのが分かった。

　会場から聞こえる歌声は、ナナが連れてきた養護院の子供達かな？

　魂を込めて絶叫するアリサは気がついていないが、ポチとタマはオレに気がついたようで空中で回転しながら手を振ってくる。

　こちらからも手を振り返すと、嬉しかったのか空中での回転数が増した。

「凄く身軽ですね！　サトゥーさんみたいです！」

　ゼナさんらしい褒め言葉が飛び出した。

　まあ、確かに身軽だとは思うけどさ。




「──ふう、凄かったですね」

　上気した顔でゼナさんが感想を口にした。

　一時間ほど続いた年少組のライブが、先ほど終わったところだ。

　ライブは終始興奮に包まれ、周りの客達もゼナさんと同様に興奮冷めやらぬ感じでふわふわしている。

　できれば楽屋裏まで行って仲間達を称賛したいところだが、そろそろゼナさんの予定が迫っているので、仲間達には空間魔法の「遠話テレフオン」で労ねぎらいの言葉をかけ、ゼナさんを西門まで送っていく旨を伝えておいた。

「迷宮探索前に時間を取らせてすみません」

「いえ！　凄く楽しかったです！」

　ゼナさんが本心から嬉しそうな顔で即答した。

「それなら良かったです。では、西門に向かいつつ、何か軽食を摘つまみましょうか」

「はい！　サトゥーさん！」

　今日のゼナさんは常時声が弾んでいる気がする。

　やっぱり、お祭りの雰囲気って、何もなくてもわくわくするもんだよね。

　ゼナさんと二人で出店のベリア水で喉のどを潤し、多種多様な肉にく串ぐしや名物の迷宮饅まん頭じゆうを摘まみながらお祭り騒ぎを楽しんだ。

　なんだか、セーリュー市の露店を冷やかして回ったのを思い出す。

　そうだ、セーリュー市ではゼナさんにとっておきの品を紹介してもらったんだし、こちらも相応に珍しい品を紹介しよう。

　そう考えて、ちょっと遠回りを承知で、下町長屋──今はエチゴヤ商会セリビーラ支店のネル達がやっている屋台の方へと向かう。

「サトゥーさん、あの樽たるや木箱ってなんのために積んであるんでしょう？」

　ゼナさんが人ひと混ごみの向こう、西門前のすり鉢広場に積まれた樽や木箱の山を見て呟つぶやいた。

「ああ、あれは空き箱ですよ。今日のお祭り騒ぎのために運び込んだ物資が入っていたんでしょう」

「こ、このお祭りのためですか？　凄いですね！」

　どうしてあの場所に積んであるのかは謎なぞだが、たぶんあらかじめ置く場所を計算していなくて、なし崩しに隅っこに積み上げるはめになったといったところだろう。

　大学の学祭なんかでも、段取りの悪い運営委員会だとたまに見かける光景だ。




「──なんだとっ！」

「なんだ？　気に障ったのか？　アシネン卿きよう？」

　屋台の近くまで来たところで、前方から言い争う少年達の声を聞き耳スキルが拾ってきた。

「喧けん嘩かでしょうか？」

「迷宮都市ではよくある事ですよ」

　なんとなく知り合いの声っぽいが、子供の喧嘩に大人が割り込むのもなんなので、スルーして屋台の方へと向かう。

　声の方向からして屋台からは少し離れているようだし、そうそう巻き込まれる事はないはずだ。

「若様っす！　食べていってくださいっす！」

　屋台の一つから高校生くらいの赤毛の娘──ネルが手をブンブンと振りながら、下っ端口調で呼びかけてきた。

　熱い鉄板を使う仕事のせいか、タンクトップにノーブラで目のやり場に困る。

「こんにちはネルさん。凄い行列ですね」

「今日は支払いが太守様持ちっすからね。朝からこんな感じっす」

　なるほど、普段は小遣いに余裕がなくて買えない子らが、今日こそ食べようと並んでいるようだ。

　どう見ても一時間くらいは並ばないと無理っぽい。

「さすがにこの行列に並んだら間に合いそうもありませんね。ゼナさん、他ほかの屋台に行きましょうか」

「残念ですけど、またお祭りの後にでも来てみます」

　ゼナさんが屋台の看板を見回して残念そうに頷うなずいた。

　彼女もタマ画伯が描かいた四枚の看板「流転するタコヤキ」「踊るコロッケ」「勝利する串カツ」「羽ばたくフライドポテト」を見て食べたくなっていたのだろう。

「若様、お待たせしました」

　そう言って、タコヤキを始めとした四種の料理が載った包みを差し出してきたのは、ネルと同じくエチゴヤ商会に所属する支店長のポリナだ。

「並んでいる人がいるのに割り込みは──」

　後ろめたいので特別扱いを断ろうとしたのだが、ポリナが笑顔で首を横に振った。

「今日は若様の偉業を讃たたえるお祭りですもの。誰だれも文句を言ったりしませんよ」

　そう言ってポリナが行列の人達を振り返ると、行列の人達も笑顔で「あたりまえだぜ！」「俺達は若様のお陰で美味うまいもんがいっぱい食えるしな！」と肯定的な言葉をかけてくれた。

「では、お言葉に甘えさせて頂きます」

　オレは行列の人達に一礼して、ポリナから料理の包みを受け取った。

「サトゥーさんのお祭り？」

　ゼナさんが不思議そうに首を傾かしげている。

「ゼナさん、今日のお祭りがなんのお祭りがご存じですか？」

「は、はい。確か──」

「ゼナっちー！　こっちだよ、ゼナっちー！」

　ゼナさんの言葉を知り合いの声が上書きする。

「リリオ！」

　言い争いを見物する野次馬の中に、リリオを始めとしたゼナ隊の三人がいた。

　彼女達もタコヤキや串カツの包みを持っている。

「ゼナっち達も並んでたの？　このタコヤキっての凄すごく美味おいしいよ」

「串カツも絶品だぜ」

「私はフライドポテトというのが好みです」

　仲間達に勧められながら、ゼナさんが料理に口を付けて「美味しい！」と称賛する。

　立ち食いもいいけど、どこか腰を落ち着けて食べたい。

　そう思って周囲を見回していると、野次馬の向こうにいた幼い外見の少女と目が合った。

「サトゥー殿！」

　少女がオレの名を呼ぶ。

「サトゥー殿！　こっちなのじゃ！」

　人混みの向こうでぴょんぴょん飛び跳ねる少女は、ノロォーク王国のミーティア王女だ。

　アリサやミーアの友人だが、彼女を迷賊王ルダマンから助けて以降は、仲間達の修行や「階層の主フロア・マスター」討伐にかまけてあまり交流できていない。

　彼女の横には巌いわおのように頼もしい女騎士ラヴナが静かに控えている。

　さすがに無視するのも悪いので、料理を持ったままそちらに向かう。

「こんにちはミーティア様」

「こんにちはなのじゃ。わらわに偉業を成したサトゥー殿を祝福させてたもれ」

　ミーティア王女が顔の前に手を添えて、ふうっと息を吐き出す。

　彼女の持つヘラルオン神のギフト「浄化の息い吹ぶき」だろう。

「ありがとうございます、ミーティア様」

「うむ──そちらの女によ性しようはどなたじゃ？」

　振り返るとゼナさんが後ろについてきていた。

「こちらは私の友人で、リザ達の恩人でもあるセーリュー伯爵領のゼナ・マリエンテール殿です。ゼナさん、こちらはノロォーク王国のミーティア王女殿下です」

　オレはミーティア王女とゼナさんに互いを紹介する。

「ほほう、あのリザ殿の恩人とは凄いのじゃ！」

「お、王女様、ですか？」

　ゼナさんが驚いた後、異国の貴人への最敬礼を取る。

「そんなにかしこまらなくて大丈夫なのじゃ。サトゥー殿の友人なら、わらわの友人も同じ。気軽にミーティアと呼ぶ事を許すのじゃ」

　気さくな態度のミーティア王女に、ゼナさんが目を白黒させて恐縮している。

「ペンドラゴン士爵、此こ度たびの武勲、まことに見事だった。私も貴殿を見習って、より一層の精進をさせて頂く」

　そんな二人を見守っている合間に、ミーティア王女の傍らに控えていた巌の騎士からも称賛の言葉を貰もらった。

「──シシャク？　ぺんどらごん？」

　ゼナさんが瞳どう孔こうが開いたような光のない瞳ひとみでこちらを呆ぼう然ぜんと見つめる。なぜか片言だ。

　さっきも思ったけど、ゼナさんはオレがムーノ男爵領で名誉士爵位を貰ってペンドラゴン士爵を名乗っている事を知らなかったらしい。

　そういえば、ここまで街の人達は、オレの事を「若様」としか呼んでなかった。

　朝の凱がい旋せんパレードも見ていなかったのだろう。

　でも、そんなにショックを受けるような事だろうか？

　ムーノ男爵領のニナ執政官の話だと、最下級の名誉士爵なら、どの領地でも毎年何人も授爵するって話だったのに。

「ご存じありませんでしたか？　名誉士爵の位を賜りまして、ペンドラゴン士爵を名乗っています」

　ムーノ市から送ったゼナさん宛あての手紙に書いたはずなんだけど。

「えーっ、それじゃ、このお祭りの主役って少年だったの？」

　ゼナさんの後ろからくっついてきていたリリオが割り込んできた。

「正しくは主役の一人ですね。『階層の主』に挑んだのは大人数ですから」

　もっと正確に言うと、主役はうちの子達であってオレはオマケだ。

「ムーノ男爵領から出した手紙にその辺りの話を書いたのですが、届いていませんでしたか？」

「は、はい。クハノウ伯爵領のセダム市からの手紙までしか──」

　その後は迷宮都市に向かって旅立ったので、受け取っていないそうだ。

　現代日本と違って、こちらの郵便は届くかどうか不確かな上に非常に時間がかかるから、こういったすれ違いがあるのも仕方ない。

「明日あした、迷宮都市を案内する時に、お薦めの美味しいお店でもご案内しますね。その時にでも授爵の時の顚てん末まつを聞いて頂けますか？」

「は、はい。きっと、ですよ？」

　まだ、ショックが冷めないゼナさんにそう約束する。

　ここで話すには少し長話になるし、あまり関係ない野次馬達に聞かせる話でもないしね。




「サトゥー殿、そろそろ良いかの？」

　ミーティア王女が遠慮がちに声をかけてきた。

　──おっと、ゼナさんのフォローを優先して、ミーティア王女を放置していたよ。

「すみません、ミーティア様」

「構わぬ構わぬ。今日はサトゥー殿が主役なのじゃから」

　ロリ顔に似合わぬ貫かん禄ろくのある物言いだ。

「ところで、あちらは何を言い争っているんですか？」

　オレは言い争う少年少女達を見ながらミーティア王女に問う。

　片方は知り合いで、迷宮都市セリビーラの太守三男のゲリッツ君とその取り巻きの少年少女達だ。

　彼らとは太守夫人のお茶会で多少交流した程度で、それ以外は迷宮で迷賊達の仕掛けた魔物の連鎖暴走トレインで壊滅しかけたところを救ったくらいの関係──いや、探索者学校に貴族向け講座を開けってリクエストされていたっけ。

　貴族向け講座の開設準備自体はほぼ終わっているんだけど、彼らのような門閥貴族向けじゃなくて下級貴族向けで考えていたものなんだよね。

「うむ、ゲリッツ殿達の知り合いの門閥貴族の子弟達らしいのじゃが、どうにも王都の幼年学校以来の競争相手らしくてのう」

　競争相手──ライバルって感じかな？

　ゲリッツ君達と言い争っているのは、武装した七人ほどの門閥貴族の少年少女達だ。

　後者はこれから迷宮に入るらしく、レベル二〇台後半の強そうな護衛騎士二人を始め、兵士六人と荷物を背負った運搬人四人を従えていた。

　本人達の装備もピカピカの新品なのが気になるけど充実している。

　リーダーの少年は成人したてなのに、ドワーフ製のミスリル合金剣を佩はくほどだ。

「し、勝負だ、ボーマン！　どちらが先に赤鉄証を取るか勝負しよう！」

　ゲリッツ君が叫ぶのが聞こえた。

「お前は僕の話を聞いていたのか？　僕にとって探索者なんてのは通過点に過ぎないんだ。仕官するための踏み台なんだよ」

「た、探索者を舐なめるなぁああああああああああ！」

　ボーマン少年の暴言を聞いたゲリッツ君が天に吼ほえる。

「探索者は腰掛けでできるような簡単な仕事じゃない！」

　なかなか意外な反応だ。ゲリッツ君がそこまで探索者という職に思い入れがあるとは思わなかった。

「分かった分かった。勝負してやるよ。ただし、僕らは赤鉄証なんかには興味ない。どちらが先にレベル一五になるかで競おうぜ」

　ボーマン少年がそんな事を言い出した。

「レベル一五？　騎士団の正騎士並みのレベルじゃないか！」

「僕はレベル四、前の手紙だとお前のレベルは七なんだろ？　僕達の方が先に準備を整えてるから、丁度良いハンデじゃないか？」

　現在のゲリッツ君はレベル五なので、ライバルへの手紙で鯖さばを読んだらしい。

　レベル一五と言ったら、セーリュー市の迷宮で獣娘達がレベルアップしたくらいの数値だから、数日もあれば達成できそうかな？

「僕達は今日からしばらく甲虫区画に潜る予定だ。上手うまくいけば新年までにレベル一五まで上がる。僕に勝ちたかったら、せいぜいお前の本気とやらを見せてみろ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくにそう言って、ボーマン少年達は仲間と一緒に迷宮へと続く西門の方へと歩き去った。

「ゲ、ゲリッツ様ぁ、あんな約束して良かったの？」

　不安そうな顔でゲリッツ君に尋ねたのは、ぽっちゃり少年のルラム君だ。

　彼はゲリッツ君の取り巻きの一人だが、迷宮帰りにネル達の屋台に入り浸っているところをよく見かけるので、ゲリッツ君達の中では一番縁が深いかもしれない。

「う、うるさい！　貴族に二言はない！」

　そんなルラム君を怒鳴りつけたゲリッツ君と目が合う。

「ペンドラゴン卿きよう！」

　ゲリッツ君が地獄で仏を見たような顔になって駆け寄ってきた。

「見ていたなら分かるだろう！　明日からでも、探索者学校の貴族向け講座を開いてもらうぞ！」

　そう一方的にまくし立てると、オレの返事も聞かずに仲間達を連れて人ひと混ごみの向こうに消えてしまった。

「まったく、ゲリッツ殿にも困ったものじゃ」

　ミーティア王女が嘆息する。

「まあ、貴族向けの講座も開く予定でしたし構いませんよ」

　もっとも、経済的に裕福でない下級貴族を対象とした講座の予定だったんだけど、さっきのゲリッツ君の探索者に対する熱い思いを聞いちゃったし、色々と良くしてもらっている太守夫人への恩もあるからね。

　何より、自分達だけで迷宮に突撃して全滅されでもしたら、寝覚めが悪くなる。

「ミスリルの探索者であるペンドラゴン士爵に講義して頂けるなんて感激です！」

　ゲリッツ君の取り巻きの一人であるデュケリ准男爵令嬢のメリーアンが、オレの手を取る。

　彼女は探索者に憧あこがれるあまり、素行の宜よろしくない女性探索者達についていって死ぬ目にあったのに、まだ探索者になる事を諦あきらめていなかったようだ。

「申し訳ありませんがメリーアン殿、講師は私ではなく別の者に務めてもらうつもりです」

　講師はアヤゥメ嬢かリハビリ中のカジロ氏に任せるつもりだ。

「無理を言ってはならんぞ、メリーアン殿。サトゥー殿は来月の王国会議に向けて色々と忙しいじゃろうし、邪魔をしてはいかんのじゃ」

「そうですね……申し訳ありません、士爵様」

「それよりも、明日の講義開始に向けて準備をせねばならん。いくぞ、メリーアン殿！」

「はい、ミーティア様！」

　ミーティア王女に諭されたメリーアン嬢が、こちらにペコリと会釈してからゲリッツ君達の後を追って去っていった。




「すみません、ゼナさん」

　ゲリッツ君達に構ってゼナさん達を放置していたのを謝る。

　そろそろ時間なので、少し浮かない顔のゼナさんを促して西門の方へと向かう。

「──ねぇ、少年。さっきのかわいい子達は少年の恋人か何か？」

「いいえ、違いますよ」

　リリオが変な事を聞いてきたので即答で否定する。

「だってさ、良かったね、ゼナっち」

「し、知りません！」

　真っ赤になったゼナさんが、うしゃしゃと笑うリリオから顔を背ける。

「もう他ほかの連中は揃そろってるみたいだぜ？」

「まだお昼の鐘も鳴っていないのに早いですね」

　ルウさんとイオナ嬢が西門前に集まっている彼女達と似た装備の人達に手を振る。

「それじゃ、行ってきますね、サトゥーさん」

「はい、気をつけて行ってください」

　なぜかゼナさんがなかなか踵きびすを返さないので、ラブコメの主人公達のように見つめ合うはめになってしまった。

「ぎるてぃ？」

「微妙ね……」

　見つめ合っているオレ達の近くに、軽食片手に仲間達がやってくる。

「マスターを発見と告げます」

　養護院の子供達を引き連れたナナも来た。

「あー！」

　そんなナナを見て、リリオが大きな声で叫ぶ。

「あんたがここに来ているって事は、ジョンも来てるの？　あのミトっていうのも？」

「意味不明だと告げます」

「何を言って──」

「ジョンおよびミトという呼称は、ネームリストに存在しません」

　ナナが独特の言い回しで人違いだと口にした。

「もしかして、ナナの姉妹達とお会いになったんですか？」

「『なんばあえいと』とかハチ子って名前の子達？　同じ顔が七人もいる？」

　ハチ子という名前には聞き覚えがないが、ナナと同じ顔が七人で№８という名前が交ざっているなら間違いないだろう。

「ええ、たぶんそうです。彼女達は元気にしていましたか？」

「なんだ、人違いか……」

「はい、皆さんとってもお元気でしたよ」

　がっくりと肩を落とすリリオの代わりに、ゼナさんが答えてくれた。

　最後に会ったのはゼッツ伯爵領にあるファウの街との事だ。その街の飯店で路銀稼ぎのためにウェイトレスをしていたらしい。

　マップのマーカー一覧を見ると、フジサン山脈というマップ上をムーノ男爵領方面に移動している事が分かった。

　いつの間にやらレベルも上がり、当時レベル七だった下位メンバーも今では倍のレベル一四まで上昇している。

　ちょっと気になったので、マップのマーカーを基準に空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を発動してみた。

　未知のマップでも、マーカーを基準にすれば魔法が発動してくれるらしい。

　──蜘く蛛も？

　カニと蜘蛛を融合させたような巨大生物の背に、全員で騎乗しているのが見えた。

　№８に調教スキルが増えていたので、彼女がテイムした魔物なのだろう。なかなか強そうだし、身体からだが大きく足が長いので悪路でも難なく踏破できそうな感じだ。

　墓参りに難儀しているようなら手助けに行こうかとも思ったが、これなら余計なお節介を焼いて、彼女達の自立心に水を差す必要もなさそうだ。

「──ゼナたん、これあげるわ」

「ブローチですか？」

「中に小さな水みず石いしが入っているのよ。石に触って魔力を流すと水が出るから、非常用に持っていったんさい」

　オレがナナ姉妹の行方をチェックし終わるまでの間に、ゼナさんとアリサがそんな会話をしていた。

　半日の迷宮行きだから大丈夫だと思うけど、オレも「餞せん別べつです」と言って迷宮産という事になっている「ベリアの魔法薬」セットをプレゼントしておいた。

　高価な物は受け取れないというゼナさんに、アリサが「心配性のご主人様を安心させると思って、素直に受け取りなさい」と説得する。

「ありがとうございます、サトゥーさん、アリサちゃん──え？」

　恐縮しつつも受け取ってくれたゼナさんの目が、まんまるに見開かれる。

　その視線はオレ達の背後に向けられていた。





◆






「ペンッ──サ、サトゥー！」

　探索者ギルド前の広場から、一つの影が西門前のすり鉢広場へと飛び降りた。

　陽光を背にシルエットとなりつつも、その特徴的な胸部と縦ロールの髪がその正体をオレに伝える。

　なかなか綺き麗れいな伸身宙返りだったけど、ドレス姿で跳ぶのはどうかと思う。

　そんな事を考えながらも、オレの視線は揺れる二つの奇跡に奪われたままだ。

　彼女はオレ達の前方にスタンッと着地した。

「──来たわよ！」

　真っ赤な顔で照れながら、偉そうに腕を組んでそう宣言する。

　人目を引く美び貌ぼうと、豪ごう奢しやな金髪縦ロールという特徴的な髪型を見間違うはずはない。

　彼女はオレの主家であるムーノ男爵の次女カリナ・ムーノ嬢だ。

　でも、ここまで派手な事をするなら、照れちゃダメだと思う。

「カリナ～？」

「いざ、尋常に勝負なのです！」

　──あっ。

　ぎゅん、と音がしそうな勢いでポチが飛び出し、タマもすり鉢広場の壁を使った三角飛びで、カリナ嬢を急襲する。

「待て──」

　タマは途中でオレの制止が聞こえたようで、カリナ嬢と激突する寸前に軌道を変え、その勢いのままあらぬ方向に転がっていく。

　ポチの突撃を受けたカリナ嬢は、ポチと共に背後の空き木箱の山をぶち破って姿を消した。

　カリナ嬢達の様子は舞い上がった土つち埃ぼこりや木くずに隠れて見えない。

「おっぱいさん、大丈夫かしら？」

「むぅ？」

　アリサとミーアは突然の事に目をぱちくりして驚いている。

「カリナ殿なら大丈夫でしょう。ムーノ城でも、よくポチやタマと遊んでいましたから」

「確かに公都でも楽しそうに遊んでましたけど、あまり大丈夫そうに見えないです……」

「幼生体なら生命の危機だと評価します」

　心配ないと言うリザに、ルルやナナが納得できなそうな視線を土埃の向こうに向ける。

　確かに、今のポチの本気の一撃をくらっていたら、確実にカリナ嬢は即死だろう。

「サ、サトゥーさん、早く救出に行かないと！」

　飛び出そうとするゼナさんの腕を摑つかむ。

　そんな心配は無用だ──。




「あいたた～、ですわ」

　壁の向こうから、土埃まみれのカリナ嬢が姿を現した。かすり傷一つない。

　ポチが瞬動を使わずに手加減していたのと、ギリギリでタマがポチを摑んで減速させた事、そして何より、カリナ嬢を常に守護するラカがいたお陰だろう。

『カリナ殿、油断は禁物だぞ』

「ありがとう。ラカさんのお陰で九死に一生を得ましたわ」

　カリナ嬢の胸元で、青く明滅する装身具から渋い男性の声が聞こえる。

　あの装身具が「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」であるラカの本体だ。

　ゼナさんを引き留めていた手を離し、カリナ嬢の方へと歩み寄る。

「カリナ様、お怪け我がはありませんか？」

「サ、サト、だい、じょぶ、デスワ」

　髪に付いた土埃を払おうとしただけなのに、カリナ嬢は顔を真っ赤にして距離を取った。

　相変わらず、男性が苦手らしい。

「──ゼナっち！　そろそろ迷宮に出発するって、隊長が！」

「わ、分かりました！　すぐに行きます！」

　セーリュー伯爵領軍迷宮選抜隊に合流していたリリオが大声でゼナさんを呼ぶ。

「サトゥーさん、すみません、そういう事ですので」

「はい、お気を付けて」

　ゼナさんがカリナ嬢の事を尋ねたそうだったので、その辺りは明日あしたの迷宮都市案内の時にまとめて話すと約束しておく。

「サトゥー、さっきの娘とずいぶんと親しそうでしたわね？」

　後ろから肩に置かれたカリナ嬢の手がギリギリとオレを苛さいなむ。

　そんな浮うわ気きな彼氏を問い詰める彼女みたいな態度は止やめてください。

「ポチ～？」

　タマがしょぼんとしたポチを連れて瓦が礫れきの向こうから戻ってきた。耳がペタンとなり、いつもは元気に揺れている尻しつ尾ぽも、細い足の間に隠れるようにしている。

　なんとなく、自首しようとする犯罪者みたいな雰囲気だ。

「タマ、ポチ！　こっちに来なさい」

「あい」

「はい、なのです」

　リザがタマとポチを呼ぶ。二人とも声が硬い。

　リザの呼び声でポチの事を思い出したカリナ嬢が、オレの肩から手を離してポチ達の方を見る。

「二人とも、町中で無む闇やみに力を振るわないように、あれほど言いつけていたのに守りませんでしたね？」

「……あい」

「はい、なのです」

　リザが二人の頭にゴンゴンと一発ずつ拳げん骨こつを落とす。

「そして、ポチ。あなたは抑制腕輪を装備していませんでしたね」

「ご、ごめんなさい、なのです。ライブで外して、つい、うっかり着け忘れてたのです」

「ついうっかりでは済みません」

　なるほど、パワー抑制魔法道具を装備していなかったから、壁を突き破るような勢いになったようだ。

「リザ、待って──」

　リザがポチのお尻しりを叩たたく体勢に移ろうとしたので止める。

　少しなら体罰もいいけど、迷宮でよく怪我をするポチの場合、単純な痛みだと心理的なブレーキにならない気がするのだ。

「ですが、ご主人様」

　珍しくリザが異議を唱えたそうだったが、それ以上を口にする事はなかった。

　できれば、言うべき事がある時くらいは奴隷の身分なんて忘れてほしいんだけどさ。

「ご主人様、あんまり甘やかしてばっかりはダメよ」

　代わりにアリサが言ってくれた。

「うん、分かってる」

　ラカの守りやタマのアシストがなかったら、カリナ嬢は間違いなく大怪我を負っていただろう。

　だから、ポチが今回のように我を忘れないように、心理的なブレーキを作ろうと思う。

「ポチ」

「ごめんなさい、なのです。ポチはとってもとっても反省しているのです」

　小さい子を叱しかる時は萎い縮しゆくさせると逆効果なので、平謝りを始めたポチを止める。

「いいかい、ポチ──」

　オレはポチに、なぜオレが叱っているのか、その理由をなるべく分かりやすく告げる。

　オレの理系な説明ではなかなか理解してもらえなかったが、アリサ先生の登場でなんとかポチに分かってもらう事ができた。

「ごめんなさい、なのです」

「いいえ、油断していたわたくしも悪いのですわ」

　ポチがしょんぼりした顔でカリナ嬢に謝る。

　なお、ポチには今日の夕飯から三日間の肉抜きの刑を執行する事にした。心理的なブレーキにはこれ以上ない罰だろう。

　今すぐ刑を執行しないのは、武士の情けだ。

　アリサには甘いと怒られたけど、せっかくのお祭りを楽しめないのは、かわいそうすぎるからね。

　ポチはそれで良いとして、オレにも課題ができた。

　パワー抑制魔法道具は装備したら自動的にスイッチオンになる単純な構造にしてあったけど、それだと今回のような装備忘れには対応できない。

　できれば常時装備していて、自動でパワー抑制機能がオン／オフできるような仕組みにしたい。

　そう、カリナ嬢が装備するラカのような「知性ある魔法道具」が理想だ。

　同じ物が作れる気はしないけど、今ある設備と知識を総動員すればマイナーコピー品くらいは作れるんじゃないかと思う。今晩からでも着手してみるとしよう。





◆






「カリナ様～、どこっすか～？」

　出店で賑にぎわう人ひと混ごみの向こうからカリナ嬢を捜す声が聞こえたので、そちらに視線を向けるとカリナ嬢の護衛メイドをしているエリーナの姿があった。

　数メートルの落差をジャンプでショートカットしたカリナ嬢と違って、彼女達は普通の道を走ってきたようだ。

「エリーナ、こっちだ」

「あ！　士爵様っす！」

　その後ろには、初見の女性兵士の姿がある。

　たぶん、新しくムーノ男爵領で仕官した新人兵士だろう。

「ピナは来ていないのかい？」

「来てるっすよ。ピナさんは士爵様を捜して西ギルドの方に行っちゃってるっす。こっちはピナさんが護衛メイドを止めて侍女になっちゃったんで、補充の新人ちゃんっす」

　エリーナが新人ちゃんの背を押して雑な紹介をする。

「同僚のタルナも来たがってたんすけど、公都やボルエハルト市への留学生達の護衛任務に抜ばつ擢てきされちゃって来れなかったっす」

　ムーノ男爵領は順調に復興が進んでいるようだ。

　オレはエリーナと旧交を温めつつ、新人ちゃんとも挨あい拶さつを交わした。

「エリーナ達ばかりサト──ペンドラゴン卿きようとお話ししてズルいですわ」

　オレとエリーナの間に割り込んできたカリナ嬢が、胸の下で腕を組む。

　以前よりボリュームを増したソレが危険な魅了効果を周囲に撒まき散らしている。

　実にけしからん存在感だ。

「ぎるてぃ」

　ミーアがオレの耳を引っ張る。

　どうやら、オレの邪よこしまな──いや健全な視線の先にあるものに気付かれてしまったらしい。

「ところで、カリナ様」

　オレはこほんと咳せき払ばらいしてから話題を逸そらす。

「迷宮都市にはどんなご用件でいらしたんですか？」

　迷宮都市に貴族の子弟が来る事自体は、先のボーマン君達を例に挙げるまでもなく珍しくないんだけど、普通は武人としての修行や食い詰めた貧乏貴族の子弟が一いつ攫かく千せん金きんを求めてやってくるような印象がある。

　カリナ嬢のような領主の娘や一般的な貴族令嬢が訪れるのは珍しい。

　ムーノ男爵領は裕福とは言いがたいが、この世界の領主は「都市核シテイ・コア」を支配して常人を超えた力を振るう特別な存在だ。

　前回、ムーノ男爵の名代で王都へ赴いたような事情があるならともかく、単なる物見遊山で来るとも思えない。

「もちろん、強くなるためですわ！」

　カリナ嬢が子供みたいに潑はつ剌らつとした笑顔で答える。

　どうやら、武人路線らしい。

「ないす、そうる～？」

「さすがはカリナなのです！　ポチ達と一緒に頑張るのですよ」

「ええ、もちろんですわ！　いつか勇者様の従者にだってなってみせますわ！」

　カリナ嬢がタマやポチと一緒に気炎を上げる。

　相変わらずカリナ嬢は残念美人なようだ。

「よくムーノ男爵がお許しになりましたね」

「それはサト──ひ、秘密ですわ」

　オレは視線をエリーナや新人ちゃんの方へ向ける。

「男爵様は渋ってたんすけど、ニナさんが──」

「エ、エリーナ！」

　カリナ嬢が凄すごい形相でエリーナの口を塞ふさぐ。

　どうやら、ニナさんが何かを企たくらんでいたらしい。

　ムーノ男爵領にいた頃ころに、オレとカリナ嬢の縁談を仄ほのめかしていたけど、復興が進んでいる今ならオレのような出自の怪しい最下級貴族なんかじゃなくて、ちゃんとした家の男性と婚姻を結べるはずだ。

　もっとも、婚活目的なら王都はともかく危険な旅をさせてまで迷宮都市に来させる意味もない。

　後で、カリナ嬢の侍女ピナに詳しい話を聞こう。

「カリナ様、そのへんで──」

　とりあえず、カリナ嬢に口を塞がれて死にそうなエリーナを解放させる。

「宿は取ったのか？」

「まだっす。カリナ様が士爵様達に早く──」

「エリーナ！」

　何か言おうとしたエリーナをカリナ嬢が止める。

　さっきの再現をする二人の傍そばで、新人ちゃんがあたふたする。

「リザ、悪いけどミテルナに『客が滞在するから離れの準備を頼む』って伝えてきてくれ」

「承知いたしました」

　リザに伝言を頼み、オレはカリナ嬢達を連れてピナがいる西ギルドへと向かう。

「それにしても、急にいらっしゃるから驚きましたよ」

　カリナ嬢が迷宮都市に来るという手紙も届いていなかったしね。

「前にアリサが言っていた『さぷらいず』ですわ」

　カリナ嬢がちょっと得意そうに言う。

　胸を反らしながら言うせいか、胸元の弾み具合がいつもより暴力的だ。

　その姿に魅了された男達がざわざわと騒いでいる。

「おい、あれ見ろよ」

「う、噓うそだろ？」

「おお……神よ……」

　気持ちは分かるが最後の奴やつは、ちょっと大げさだ。

「なんて綺き麗れいなんだ……」

「おお！　我が麗しの女神よ！　お忘れでしょうか──」

　大盾を持ったイケメン探索者がカリナ嬢の前に飛び出してきた。

「あなたなんて知りませんわ」

　オレが排除するまでもなく、ラカで「超強化」されたカリナ嬢が男を人混みの向こうに突き飛ばす。

「鉄壁のジェルが一撃だぞ」

「美しい上に強いなんて……って若様？」

「また、若様のお手つきか……」

「くそう、どれだけ絶倫なんだよ！」

　君達とはちょっとお話をして誤解を解く必要がありそうな気がする。

「サトゥー、ピナがいますわ」

　カリナ嬢に腕を引っ張られ、人混みの中をずんずん進む。

　なんていうか、元気な大型犬に引っ張られる休日のお父さんな気分だ。

　まあ、目的はともかく、ラカの守りがあれば迷宮でもそれほど危険はないだろうし、ポチやタマと一緒に迷宮都市の生活を楽しんでもらおう。

　まあ、とりあえず──。

「サトゥー、何か言いたげですわね」

　カリナ嬢が探索者ギルドの白亜の建物を背に、オレを振り返る。

「──言い忘れていました」

　少し怒った顔のカリナ嬢に、芝居がかった仕草で告げる。

「ようこそ、迷宮都市へ。歓迎します」

　カリナ嬢が目を白黒させた後に破顔した。
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〝サトゥーです。器用貧乏という言葉がありますが、色々な事ができるのは誇りこそすれ、貶けなされるような事ではないと思うのです。ゲームだと一芸特化の方が求められる事が多いですけどね。〟






「お帰りなさいませ、旦だん那な様」

「ただいま」

　夕方になってようやく屋敷に戻ってきたオレは上着を年長のメイド幼女に渡してリビングへと向かう。

「他ほかの子達や客はもう帰っているかい？」

「お客様はポチちゃ──ポチお嬢様やタマお嬢様と一緒にお風ふ呂ろ──えっと、入浴中です」

　年長のメイド幼女からカリナ嬢達の状況を聞かされながら、リビングのソファーに身を委ゆだねる。

　カリナ嬢とはピナ合流後に別れ、オレは会場でお偉いさんに挨拶をしてまわったり、エルタール将軍が用意してくれた銘酒をギルド長と一緒に飲み干したりしていたのだ。

　あまり構えなかったが、カリナ嬢達も会場でお祭り気分を味わってくれたと思う。

「ふう、サッパリしましたわ」

「待ってくださいっす、カリナ様。腰帯がまだ結べてないっす！」

「カリナ様、髪を乾かすまで動かないでぇ～」

　母おも屋やの風呂場で旅の疲れを癒いやしてきたカリナ嬢とエリーナ達が部屋に入ってきた。

　普段オレ達は風呂上がりにバスローブを使っているのだが、さすがにそれを着てリビングに来るとは思わなかった。

　カリナ嬢は膝ひざ丈たけのを着ているので腰回りは無事だが、胸元がヤバイ。

　深い谷間に吸い込まれそうだ。

　ああ、悪魔が耳元で囁ささやく。イヴに誘惑され「知恵の実」に手を伸ばしたアダムの心境だ──。

「ぎるてぃ。■■■■　闇ダークネス」

　──幸せな映像は、彼女達の後から部屋に入ってきたミーアの精霊魔法でカットされてしまった。

　オレはさっきの映像を忘れない。絶対にだ。

「何？　魔法？」

「破廉恥」

「そーよ、そんなチート兵器で篭ろう絡らくとかダメなんだから」

「カリナ様、その衣装ですと少々刺激が強すぎるので、申し訳ありませんがこちらのワンピースにお着替えください」

　困惑するカリナ嬢に、ミーアとアリサの文句とルルのフォローが入った。

　ミーアの精霊魔法で造られた闇やみのカーテンの向こうでの会話なので、その様子は見えない。

　もちろん、「遠見クレアボヤンス」の魔法を使えば見えるが、それでは覗のぞきになるので自重した。

「旦那様、離れの支度が済み──」

　部屋に入ってきたミテルナさんが、部屋の半分を仕切る黒い壁を見て言葉を詰まらせた。

「こ、これは？　賊ですか？　だ、誰だれか──」

「心配しなくていい。ミーアの魔法だよ」

　ミテルナさんが狼ろう狽ばいしつつも人を呼ぼうとしたので、大丈夫だと言っておく。

「それより、離れの準備をありがとう。急な頼みで悪かったね」

　カリナ嬢達のために離れの準備を終えたミテルナさんを労ねぎらう。

「いえ、それが私の仕事ですから」

　恐縮しつつもミテルナさんは自分の行った仕事の成果に満足げだ。

「旦那様、今こ宵よいは馬車の準備はいかがいたしましょう？」

「今日は出かけないから、馬達も馬房に戻しておいて」

「承知いたしました」

　迷宮から帰還してほぼ毎日宴会に招かれていたが、今日はカリナ嬢達を歓迎するために全すべて断ったのだ。

　太守夫人、エルタール将軍、ギルド長の宴うたげは参加済みだ。

　ドゾン氏達古参探索者達や前に助けた「業火の牙きば」のザリゴン達はギルド長の宴会で、「赤竜の咆ほう哮こう」のリーダーであるジェリル氏達は太守夫人の夜会でそれぞれ祝ってくれていた。

　なお、ジェリル氏に中層の「階層の主フロア・マスター」討伐のために貸し出した「炎の魔剣」は、宴会の時に返却してもらっている。
















　けっこうしつこく譲ってほしいと懇願されたが、万が一にも魔剣を解析されると色々とまずいので断った。「詠唱の宝珠」あたりとなら交換してもいいけど、そんなのはないしね。

「──解除」

　しばらくしてミーアの魔法が解かれ、がっちりと胸元をガードされたカリナ嬢が奥の扉から戻ってきた。

　カリナ嬢達は旅装束の他は着替えを持たず、予備はカリナ嬢がさっき着ていたドレスくらいしかなかったらしい。

　風呂に入った後に旅で汚れた服に戻すのもかわいそうだったので、カリナ嬢にはナナの服を着替えに渡してある。

　どことは言わないが、少し窮屈そうだ。生地が悲鳴を上げている。

　風呂上がりのせいか、先ほどのバスローブでの登場のせいか分からないが、ほんのりと桜色に頰ほおを染めていて少し色っぽい。

「明日あしたの午前中にでも仕立屋を呼んで新しいのを作らせますので、今日の所はその服で我慢してください」

「新しい服なんて贅ぜい沢たくですわ！」

　貧乏生活が長かったせいか、領主の娘なのにカリナ嬢の金銭感覚は庶民的だ。

「太守夫人から晩ばん餐さんとお茶会の招待状が届いています。旅装で出席するわけにもいかないでしょう？」

　再会した時に見られたのだと思うが、さっき屋敷に帰った時には、もう招待状が届いていた。

　太守夫人のアンテナの高さとフットワークの軽さは相変わらず凄すごい。

「わたくしは欠席します。断り状をお願いいたしますわ」

　そういうわけにもいかないので、しばしの問答の末に迷宮に挑む時に必要な装備品や武器防具などを新調するという事で承知させた。

　それともう一つ。

「来月の王国会議に出席しないといけないので、一〇日ほどしたら王都に向けて出発します」

　本来、オレのような他領の最下級貴族は参加する必要はないのだが、「階層の主」討伐関係の叙勲なども一緒に執り行われるために参加しないといけなくなったのだ。

「カリナ様も同行させるようにとムーノ男爵とニナ執政官の連名で指示が来ています」

　この手紙は合流した時に、カリナ嬢の従者筆頭である侍女ピナから受け取っていた。

「嫌ですわ！」

「決定事項です」

「い・や」

　カリナ嬢が子供みたいに駄々を捏こねる。

「かりな、わがまま～？」

「ちゃんとギムを果たさないとケンリが怒られるのです！」

　タマとポチがカリナ嬢を説得してくれている。

　二人にとって、カリナ嬢は妹分のようなポジションなのだろうか？

「だって！　わたくしもタマやポチと一緒に探索者になって活躍したいのですわ」

　いやいやと首を振るカリナ嬢の動きに合わせて、窮屈そうな胸元が揺れボタンの一つが弾はじけ飛び、隙すき間まから下着が覗く。

　彼女の下着はシガ王国の一般的な胸帯ではなく、ムーノ領にいた頃ころにアリサが普及させた現代風のブラジャーのようだ。

　視線を胸元に向かわないように注意しながら、カリナ嬢の説得に参加する。

「王国会議が終わったら、また迷宮都市に来ればいいじゃないですか」

「でも、そのまま男爵領に戻れって言われないかしら？」

　オレとしてはそれでもいいのだが、長い旅路を経てようやく辿たどり着いて、すぐにトンボ返りというのは辛つらいだろう。

「その時は援護しますよ」

「絶対ですわよ！」

　援護はする。

　絶対に迷宮都市に戻ってこられるとは断言できないけどね。

「士爵様、明後日あさつてまでにカリナ様のドレスを仕立てるのは無理ではありませんか？」

　ピナがもっともな確認をしてきた。

　言われてみればその通りだ。オレなら明日の朝まででも作れるから錯覚していたよ。

「なら、明日にでも貸衣装屋で衣装を見繕いましょう」

　まだ日没まで間があるけど、さすがに風呂に入ってくつろいだ後に出かけるのは億おつ劫くうだろう。

「では予約を入れておきます。衣装直しの職人も確保するように依頼して宜よろしいですね？」

「悪いね、ミテルナ」

　カリナ嬢の場合、胸元の直しが必ず必要になるだろうしね。




「へー、それじゃ公都から王都までは飛空艇を使われたんですね」

　夕飯まで時間があるので、カリナ嬢達に旅の話を聞かせてもらう。

「トルマおじ様が手配してくださったんですわ」

　トルマは巻物工房のシーメン子爵の弟で、カリナ嬢の実家のムーノ男爵家とは親しん戚せき関係にある。

　オレの友人でもあり、公都では彼の紹介で人脈も増えた。そういえば、彼と一緒にカリナ嬢の弟のオリオン君達を悪い夜遊びに連れ回した事もあったっけ。

「そこからは大変だったっす」

「歩き詰めの上に、携帯保存食ばかりでしたからねー」

　カリナ嬢の護衛メイドであるエリーナと新人ちゃんがぼやく。

「歩き詰め？　駅馬車は使わなかったのか？」

　王都と迷宮都市間なら、駅馬車の定期便があるはず。

「カリナ様が嫌がるんっすよ」

「だ、だって、わたくしが乗ると男の方達がじろじろと見てくるんですもの」

　カリナ嬢が拗すねたように顔を背けた。

　まあ、乗客の気持ちも、それが不快だというカリナ嬢の気持ちもよく分かる。

　貸し切りの馬車を使わなかったのは、きっとカリナ嬢の経済観念が高かったからだろう。

　彼女達の荷物が少ないのは、徒歩の旅をするために減らさざるを得なかったのかもね。

「でも、徒歩の旅は危険だったんじゃないですか？」

「そうでもなかったっす。魔物はほとんど出なかったっすし」

「盗賊も出ませんでしたね」

「丁度、王都の騎士様達が街道沿いを哨しよう戒かいしておられる時期だったみたいで」

　エリーナと新人ちゃんの言葉を、ピナが補足する。

　カリナ嬢達はなかなか運が良かったようだ。

　そこにトタパタと足音が聞こえてきた。

「カリナ！　見て見てなのです」

「タマも～」

　輪っかを持って戻ってきたポチとタマの二人が、それを腰のところでクルクルと回し始めた。

　──フラフープだ。

　凱がい旋せん前の待機時間中の運動不足解消用に、アリサに頼まれて作った奴やつだ。

　いつの間にかいなくなっていたと思ったら、フープを部屋まで取りに行っていたらしい。

「凄いですわ！　二人ともとってもかわいいですわよ」

　カリナ嬢が手を叩たたいて喜ぶと、ポチとタマの二人が嬉うれしそうにフープの回転速度を上げた。

「アリサちゃんも負けてられないわ」

「やる」

「私も参戦すると告げます」

　競争心を刺激されたのか、アリサ、ミーア、ナナも部屋から取ってきたフープを回し始める。

　前世での経験があるアリサはともかく、ミーアも意外と上手うまい。ツインテールの髪がふわふわとしているので、巻き込まないか見ていて心配だけどさ。

　ナナはオレと同じでリズム感がイマイチなのか、すぐに落としていた。なんとなく、悔しそうだ。

「わ、わたくしもやってみたいですわ」

「やろ～」

「簡単なのです！　カリナならすぐにできるようになるのですよ！」

　うずうずしていたカリナ嬢がそう言うと、フープを回したままのタマとポチがこくこくと頷うなずいた。

「私のフープを提供すると告げます」

　ナナが自分のフープをカリナ嬢に手渡す。

　他ほかの子達のフープだと、径が小さくて回しにくいだろうからね。

「どうやるんですの？」

「腰に当てて～」

「後はぐるぐると腰を回したら回るのです！」

　一度フープを止めたタマとポチが、こうするのだとゆっくり実演してみせる。

「こう、ですの？」

　カリナ嬢が回そうとするが、すぐに地面に落ちてしまった。

「ちがう～」

「ここで、くいっとするのです」

　タマとポチが腰にフープを通したまま、カリナ嬢にフープの回し方のコツを伝える。

　くいくいとタマとポチの二人が腰を動かす姿がかわいい。

「こう、ですわね！」

　カリナ嬢がポチをマネしてくいっと腰を回すと、不安定ながらもフープを回す事に成功した。

　彼女はプロポーションがいいので、動きがダイナミックでとても素晴らしい。

「ないす～」

「その調子なのです！」

　フープは数回で地に落ちたが、カリナ嬢はコツを摑つかんだようだ。

「できますわ！　ポチ、タマ、回せましたわ！」

「さすがカリナなのです！」

「ぐれいと～」

　まさにグレイトだ。

　腰の躍動に合わせてリズミカルに揺れる上半身が実に眼福──。

「ぎるてぃ！」

「もう！　見るならアリサちゃんにしなさいよ！」

　オレの思考を読んだかのようにミーアとアリサが眼前に割り込んできた。

　解せぬ。無表情ポーカーフエイススキル先生のサポートで、戯れる孫達を愛めでる好こう好こう爺やのような表情だったはずなのに……。
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「うわー、夢にまで見た士爵様のご馳ち走そうっす！　新人ちゃん、見るっす！　唐揚げも山になってるっすよ！」

　運び込まれた宴会料理に一番嬉しそうな声を上げたのは、カリナ嬢の武装メイドのエリーナだ。

「エリーナ、私達はカリナ様のオマケです。節度を忘れないように」

「はいっす！」

　今日は凱旋パレードお疲れ様会とカリナ嬢の歓迎の宴うたげなので、カリナ嬢の従者達も食卓に招いている。食卓と言っても、食堂ではなくリビングの方で行うパーティー的なモノだ。

　私立養護院や探索者学校にも、お祝いの宴会料理をお裾すそ分わけしてある。

　オマケに付けた金きん太た郎ろう飴あめが子供達に受けていた。オレが迷宮での手慰みに作った奴だ。子供が怖がりそうだったので、絵は金太郎ではなくヒヨコやウサギにしてある。

「冷める前に食べよう」

　オレがそう言って皆に料理を勧めると、だらだらと涎よだれを垂らしながらオレと料理の間に視線を彷徨さまよわせるポチがいた。

　その瞳ひとみは「食べて良いいの？　食べて良いの？」とでも言いたげな感じだ。

「食べないのか？」

　ポチの耳がピンッと立ち、尻しつ尾ぽがブンブン左右に揺れる。

「いいのです？」

「ダメよ」

「ダメです」

　ポチの期待に満ちた言葉をアリサとリザが残酷に否定した。

　どうして──と問いかけて、ポチに「肉抜き三日」の刑を言い渡した事を思い出した。

「今日くらい──」

「ダメだってば」

　──良いかと許可を出そうとするのを、即座にアリサが止める。

「まったく、もう。子供達に甘いお父さんみたいなんだから」

　それを言うなら、アリサは躾しつけに厳しい母親みたいだ。

　脳裏に過よぎったあり得ない光景は、軽く頭を振って消去する。

　ポチには豆腐ハンバーグで我慢してもらおう。

　そう思ったのだが、完成品を持ち込んだ瞬間に、「豆腐ハンバーグを食べさせたら罰にならないでしょ？」と却下されてしまった。

「しおしお～、なのです」

　うるうる目のポチが反省のポーズで項うな垂だれる。

「ポチ、こっちにおいで」

「……はいなのです」

　肉を食べさせてあげられないので、争奪戦の多いオレの膝ひざの上で思う存分甘えさせてあげる。

　肉の匂においだけを嗅かがせるのは生殺しになるかと思って、風魔法の「気体操作エア・コントロール」と生活魔法の「消臭デオドラント」で香りが届かないようにしてみたら、「肉さんの香りもなくなっちゃったのです」と余計に悲しまれてしまった。

　それにしても、一食目でこれなら三日目は大変な事になりそうだ。




「うとうと～？」

「──カリナ、おねむなのです？」

　長旅の疲れが出たのか、満腹になって幾ばくも経たたないうちにカリナ嬢がうとうとし始めた。

　彼女の随員である護衛メイド達も、満腹で夢見心地になっている。

「仕方ないな──」

　こんな所で寝かせるわけにもいかないので、部屋で寝かせてあげようとカリナ嬢をお姫様抱っこしに彼女の前に行く。

「──うわぁ」

　新人ちゃんがどきどきわくわくな顔を向けている。

　ピナも新人ちゃんの横でニマニマしていたが、エリーナは複雑そうな顔だ。

　一瞬だけ嫉しつ妬とかと思ったが、食いしん坊な彼女の事だから、宴会がお開きになるのが嫌なのだろう。

「ちょっと待ったぁああ！」

　カリナ嬢の背中と膝裏に手を差し入れようとしたところで、アリサが昭和を感じさせるポーズで、オレを止めた。

「ナナ、リフトアップ」

「イエス・ミーア」

　ミーアの指示から、流れるように鮮やかな手つきで、ナナがカリナ嬢をお姫様抱っこした。

　カリナ嬢の魔乳がナナの胸元で複雑な曲線を描いている。

　なかなか眼福だが、ちょっと羨うらやましい。

「ご主人様、カリナサマ達の滞在先は母おも屋やの客間？」

「いや、それだと体裁が悪いから、離れの客間を準備させてあるよ」

「分かったわ。ナナ、お願いね」

「イエス・アリサ」

　ナナが離れに運搬していく。

　新人ちゃんがナナに追従し、テーブルの上の唐揚げを往生際悪く口に詰め込んでいたエリーナに、ルルがバスケットを用意してお持ち帰りさせてあげている。

「士爵様、カリナ様を娶めとれば思うがままですよ」

　ピナが悪魔の囁ささやきをして、くすくす笑いながらナナの後を追った。

　いつもの彼女らしくない態度に、座っていた席を見下ろせば、空になった蜂蜜酒ミードの瓶が転がっていた。どうやら、酔っ払っていたらしい。




「お肉さん、どうしてあなたはお肉なのです？」

　夕飯後の寝室で、ポチが絵本の肉を見つめて黄昏たそがれている。

　さっきの肉抜きの食事がショックだったらしい。

　ちなみに、タマやリザも自主的にポチと同じく肉抜きの食事にしようとしていたけど、連帯責任は趣味じゃないので却下した。

「ポチ、明日あしたの朝は、に──」

「もしかして！　明日からお肉解禁なのです?!」

　オレの言葉に被かぶせるように超反応したポチがそんな事を言ってくるが、さすがに今回のはもうちょっと反省させるべきなので甘い事は言わない。

「──肉なしだけど、ポチの大好きなカレーにしてあげるね」

「しおしお～なのです」

　ぬか喜びに終わったポチが、へなへなとクッションの上に崩れ落ちる。

　大好きなカレーでも回復しなかったか。

　タマが横から、こっそりとポチに渡そうとしたジャーキーを「理力の手マジツク・ハンド」で取り上げる。

「だめ～？」

「ダメ」

「タマの気持ちだけで十分なのです。罪人のポチは罰を受けるべきなのです」

　どこか微妙に演技ちっくなポチだが、アリサの影響に違いないので聞き流しておこうと思う。

　オレはその後、仲間達が寝静まるのを待って「蔦つたの館やかた」を訪問した。

　かつてエルフの賢者トラザユーヤ氏が建てた屋敷で、地下には彼の研究設備がある。エルフの里にある設備には及ばないものの様々な器具や魔法装置が揃そろっている。

　ここに来たのは、ポチやタマ用に「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」ラカの劣化コピー版が作れないか研究するのが目的だ。

　一晩頭を悩ませた結果、エルフ達が作るゴーレムの知性回路を参考にするのが良いという結論になった。

　明日の晩にでも組み込めるように、昼間の暇な時に回路構成を考えておこう。
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「ペンドラゴン卿きよう！　遅いぞ！」

「待っておったぞ、サトゥー殿！」

　翌朝──といっても、蔦の館を出た時にはもう日が昇っていたが──の朝食後にカリナ嬢達を連れて探索者学校の教室に顔を出すと、既に太守三男のゲリッツ君やノロォーク王国のミーティア王女を始めとした貴族子弟達が勢せい揃ぞろいしていた。

　誰だれ一人遅刻する事なく、予定の時刻に集合しているとは思わなかったよ。

　よっぽど貴族向け講座が楽しみだったらしい。

「そ、そちらの美しい方は？」

　名前は忘れたが貴族子弟の一人が、オレの後ろにいたカリナ嬢を見て尋ねてきた。

　カリナ嬢の左右にいたタマとポチがなんだか自慢げだ。

　きっとカリナ嬢が褒められて嬉うれしいのだろう。

「こちらは私の主家の令嬢で、カリナ・ムーノ様と仰おつしやいます」

　オレは貴族子弟達にカリナ嬢を紹介した後、彼女に貴族子弟達を紹介する。

　初めはカリナ嬢の護衛に獣娘達を付けて迷宮で修行してもらう予定だったのだが、カリナ嬢の友達を増やすために、この講座に連れてきた。

　ちょっと年下の子達ばかりだけど、物もの怖おじしないミーティア王女や武人に憧あこがれるメリーアン嬢なら、カリナ嬢の友達になってくれそうだと期待している。

「綺き麗れいだ」

「凄すごい……」

　少年達はカリナ嬢の美び貌ぼうと魔乳に目を奪われているようだ。

　思春期の少年らしい態度だとは思うが、さっきからメリーアン嬢がさげすみの視線をゲリッツ君達に向けているので注意した方がいい。

　オレの心の声が聞こえたわけではないと思うが、ゲリッツ君がメリーアン嬢の視線に気付いて姿勢を正した。

「カリナ殿は凄いのじゃ。わらわの母上様よりも大きい方に初めて会ったのじゃ」

　ミーティア王女が無邪気にカリナ嬢の魔乳を褒めた。

　あけすけな褒め言葉に、カリナ嬢が胸元を隠すように抱きしめて恥ずかしがる。

　うん、そのポーズは逆効果です。

　思わず「●ＲＥＣ」とタイプしたくなるくらいだ。

　そんな馬ば鹿かな事を考えていると「席に着け！」と言いながら、講師のカジロ氏とアヤゥメ嬢が教室に入ってきた。

「士爵様、こちらにおいででしたか」

　オレに気付いたカジロ氏が声をかけてきた。

「急な開講ですみません」

「士爵様の頼みとあれば是非もありません。準備は終わっていましたし、募集の手間が省けたと考えましょう」

「もう一人生徒が増えるのですが宜よろしいですか？」

　オレはカリナ嬢を紹介し、許可を貰もらう。

「ええ、構いません」

　オレの頼みを快諾したカジロ氏が、カリナ嬢にも席に座るように促した後、生徒達に向き直った。

「この講義を担当するカジロだ。こっちは助手のアヤゥメ。講座期間は半月。途中で脱落しなければ、講義が終了する頃ころには騎士並みの力を手にするだろう」

　カジロ氏が自己紹介と目標を伝える。

　ミーティア王女やメリーアン嬢を始め、貴族子弟のほとんどはキラキラした目を向けている。

「ただし、講義中はやんごとなきお方であろうと特別扱いはしない。また、在校中は君達に敬語は使わない。それに不満がある者は受講を諦あきらめて退場してくれ。後日、特別扱いを望む者用の講師を紹介しよう」

　貴族子弟の多くは「望むところだ」とでも言いたげな顔だ。

　カジロ氏の説明が一段落したところで、オレは退出する事にした。ここはカジロ氏とアヤゥメ嬢に任せておけば大丈夫だろう。

「サトゥーは行ってしまうんですの？」

　踵きびすを返したオレの背を、焦ったようなカリナ嬢の声が叩たたく。

「はい、この後に所用がありますので」

　オレはゼナさんに迷宮都市を案内する予定があるのだ。

「そんな……酷ひどいですわ」

「カリナ～？」

「我が儘ままはダメなのですよ」

「だって……」

　不満そうなカリナ嬢を、タマとポチが窘たしなめる。

「午後からは貸衣装屋ですから、講義が終わったからと言って遊びに行ってはいけませんよ」

「わ、分かってますわ」

　オレの念押しに、カリナ嬢がぷいっと横を向いた。

　気のせいか、公都で別れた時よりも、彼女の言動が幼くなっている気がする。

　久々にタマやポチと再会した嬉しさで、二人に年齢感が寄ってしまっているのかな？





◆






「ゼナさんとの待ち合わせまで、まだ時間があるな……」

　オレはメニューで現在時刻を確認して一つ呟つぶやいた後、クロの姿に変身してから王都のエチゴヤ商会まで顔を出しに行く事にした。

　三回ほどの「帰還転移リターン」を継いで到着した商会本店は蜂はちの巣を突つついたような喧けん噪そうの中にあった。

「支配人！　第七騎士団から魔剣発注の打診です」

「受けられないって言っているのに！　いつもの文面でお断り状を作っておいて」

　一番奥のテーブルで積み上がった書類の山と戦っていた金髪貴族娘ことエチゴヤ商会支配人のエルテリーナが、階下へ繫つながる通路から飛び込んできた商人娘に余裕のない声を返す。

「支配人、第一〇騎士団から──」

「だから受けられないってば！」

「違います、こっちは応急処置箱の追加注文です」

「なら構わないわ。何個くらい？」

「一〇〇組との事です」

「一〇〇？　ティファリーザ、在庫はある？」

「在庫は三一個です。包帯類や消毒液はありますが、消毒液用の瓶や解熱錠剤の在庫が足りません。受けるなら、解熱錠剤を粉にして薬包に包むための内職要員を調達してください」

　支配人の問いに、書類の山の向こうで銀髪が揺れる。

　どうやら、ティファリーザの席はあそこのようだ。

「分かった！　リズは内職要員を手配して、五人でいいわ。ロリィは薬くす師しギルドに解熱錠剤を買い付けに行ってきて。瓶は薬師ギルドで買うと高いから、問屋まで行って──クロ様！」

「「「お帰りなさいませ、クロ様！」」」

　さっきまで殺気だっていたのに、オレを見つけた途端、全員が笑顔になって挨あい拶さつしてくれた。

　素晴らしい切り替えの早さだし、ビジネススマイルとは思えないほどのクオリティの笑顔だ。

「順調そうだな。我の事は気にせず仕事に戻れ」

　オレはそう告げ、支配人が指示を出し終わるのを待って、こちらの様子を尋ねてみた。

「飛空艇建造用の用地買収が完了いたしました。今月中に引き渡しの予定です。また、経営不振で潰つぶれた工場を買い取らないかと打診を受けております。こちらが調書と契約書です」

　工場の前の持ち主などの調書をざっと確認する。

　よく調べてある。とりあえず売り主には問題なさそうだったので、契約書に不備がない事を確認した上で、取り引きを許可しておいた。

　これなら、以後はオレのチェックなしで支配人に任せても大丈夫そうだ。

「魔剣や魔ま槍そうの問い合わせが殺到していますが、ご指示通り月五本までの予約を二ヶ月先までしか受けないようにしています。クロ様がご懸念されていた飛空艇関係の問い合わせはありません」

　支配人の報告に「そうか」と短く答えて頷うなずく。

「迷宮都市の支店で製造している『植物油』や簡易点火魔具テインダー・ロツドなども少しずつ売り上げを増しています。魔物素材を用いた装身具関係は平民を中心に良好な売り上げで、今後も安定して需要があると思われます。また、先日クロ様から提案頂いた『応急処置箱』は先ほど在庫を完売し、追加生産が必要なほどです」

　支配人が背後にブンブン揺れる犬の尻しつ尾ぽが見えそうな感じのテンションで報告する。

　この前の「階層の主」討伐後に迷宮に篭こもっていなければいけなかったので、その期間にエチゴヤ商会セリビーラ支店に行って、クロの姿で職人の育成を始めてみたのだ。

　教育スキルがあるからか、教えた相手に才能があったのか、けっこうな人数が生産系のスキルを取得していた。

　もっとも、スキルレベルは低めなので、今のところは簡易点火魔具などのごく簡単な魔法道具マジツク・アイテムや木箱や金具などの初歩的な物を作るのが限界だ。

　まあ、たくさん作れば修行になるのはゲームも現実も一緒なので、頑張ってスキルを上げていってほしいと思う。

　それはいいのだが──。

「休憩や休暇はきちんと取っているのか？」

　支配人を始め、エチゴヤ商会の幹部達全員が、目の下に隈くまができており、ＡＲ表示されるスタミナゲージは誰も彼も枯渇寸前まで下がっている。

「大丈夫です、クロ様！　クロ様から頂いた栄養補給薬を飲めば休憩なんていりません！」

　いやいや、ダメだから。

　二四時間戦ったら、過労死が楽しげなステップで寄ってくるから。

「不許可だ。馬鹿もの」

「クロ様？」

　デスマーチ中によく見かけた、徹夜ハイみたいな笑顔をした支配人の頭をぽこんと叩く。

　なるべく、クロ口調のまま優しく聞こえるように注意して叱しかる。

「どんなに忙しくても、休憩時間を確保して休憩せよ。一時の儲もうけよりも、諸君が健康に日々を過ごしてくれる方が遥はるかに尊い。緊急時に残業や泊まり込みをするのは構わんが、それが常態化せぬように気を付けろ」

「「「はい、クロ様！」」」

　今のオレみたいに、何日も寝なくても平気な身体からだじゃないんだしさ。

　やはり、以前考えていた通り、エチゴヤ商会の幹部達だけでも、迷宮でレベル三〇くらいまで引き上げよう。

　エルフ師匠達がパワー・レベリングは非推奨だって言っていたけど、それは戦闘技術やスキルが身体に馴な染じまないからっていうのが理由だったはず。

　スタミナなんかの基礎体力を向上するのが目的なら、構わないんじゃないだろうか？

　お手軽パワー・レベリング用の場所を用意できたら、支配人達に提案してみよう。

「クロ様？」

「いや、なんでもない」

　おっと、支配人の前で黙考してしまった。

「休憩の時に食べるといい。ちょっとした雑用の礼に迷宮都市の貴族から貰ったものだ」

「甘い匂においがしますね。お菓子でしょうか？」

「スフレケーキというらしい。青紅茶と合うそうだ」

　オレのお手製ケーキなので、作製者がサトゥーになっている。

　甘い物に集まるエチゴヤ幹部達を眺めた後、マップのマーカー一覧でゼナさんを確認したら状態が「睡眠」から「なし」に変わっていたので、そろそろ引き上げる事にした。

「魔法薬などの追加品を地下倉庫に置いていく。不足する物があれば──」

「クロ様、こちらのリストをお願いします」

　ティファリーザが怜れい悧りな顔でオレに不足品のリストを手渡す。

「手際がいいな、ティファリーザ。今後も支配人を支えてやってくれ」

「はい、クロ様」

　銀髪を揺らして首肯するティファリーザがどこか誇らしそうな感じだ。

　普段冷静な彼女がそんな仕草を見せてくれるのは、気を許してくれているようで嬉うれしいね。

　そんなティファリーザに対抗するような感じで、支配人がオレを見つめてくる。

　そうだ──。

「支配人、王都の社交界で垢あか抜ぬけたドレスを着る令嬢に心当たりはあるか？」

　カリナ嬢が着るドレスの参考になればと思って尋ねてみた。

「垢抜けた？　流行に乗った令嬢ですか？　流行を作り出す令嬢ですか？」

「前者だ」

　カリナ嬢はわりと保守的なドレスが好きみたいなので、流行の最先端みたいなドレスは嫌がりそうだしね。

　支配人が何人か令嬢の名を挙げてくれたので、早速マップを検索してみる。

　名前が出た令嬢の数人がお茶会をしていたので、空間魔法の「遠見」で覗のぞいて「録画ピクチヤーレコーダー」の魔法で首から下のスクリーンショットを撮っておく。

　顔を写さなかったのはプライバシーを尊重しての事だ。あまり意味はなさそうだけど。

「支配人、護衛用のゴーレム類は足りているか？」

「はい、アダマンタイト・ゴーレムや多数のストーン・ゴーレムを配備して頂いたお陰で、魔剣を狙ねらう強盗や夜盗もいなくなりましたし、魔剣の配達も安全に行えるようになりました」

　普通サイズのストーン・ゴーレムはレベル三〇くらいが限界なので、四体ほど「地従者作製クリエート・アース・サーバント」の魔法でアダマンタイト・ゴーレムを製造して追加配備しておいた。

　素材にわざわざアダマンタイトを使ったのは、その方が製造後のレベルが上がるからだ。

　どちらも、対魔族用に聖碑回路を搭載した「聖別されたゴーレム」となっている。

「特に石せき狼ろうが人気です！」

　石狼にまたがった小柄な貴族娘が主張する。

「ロゥーナ、室内で石狼に乗るのは止やめなさい」

「えー、この子に乗ってる方がらくちん──」

　室内でまで騎乗しているなんて、よほど石狼が気に入ったのだろう。

「ロゥーナ！」

「はーい」

　支配人に叱しつ責せきされた小柄貴族娘が石狼から降りた。

　こほんと咳せき払ばらいした支配人が、オレの方を向き直る。

「どちらかというと石馬の方が人気ですね。貴族達から売ってほしいという打診が何度もありました」

「えー、石狼のがかわいいよー」

　ゴーレムの中核となっている魔コ核アは、エルフの技術がふんだんに使ってあるし、魔力補充の仕組み的に商品に向かないので却下した。

「ゴーレムを売却するつもりはない。王国から打診が来ても断っておけ」

「承知いたしました、クロ様」

　今度は聖樹石炉を搭載した長期稼働可能なオリハルコン・ゴーレムを作ろうかな、なんて考えながら支配人に首肯し、地下倉庫で荷下ろし後に迷宮都市へと帰還した。
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「まだ、時間はありそうかな？」

　念のため、マップを確認してみたところ、ゼナさんはまだ宿舎にいるようだ。

　早く着きすぎても暇なので、のんびりと西ギルドまで散歩がてら歩いていく事にした。

　探索者学校の校庭で、貴族子弟達が二人一組になって身体を動かしている。

「──あれ？」

　なぜかカリナ嬢だけが校庭の隅でぽつんと座り込んでいた。

　いや、生け垣で見えなかったが、ポチやタマも一緒のようだ。

「誰だれにでも失敗はあるのですよ？　そんなに落ち込んだらダメなのです」

「カリナ、ふぁいと～？」

「だって……」

　どうやら、色々と失敗して、ポチとタマの二人に慰められているようだ。

　気になったので、探索者学校に寄ってカジロ氏に尋ねてみた。

「まあ、やらかしたというほどでは……」

　言いにくそうなカジロ氏によると、全員の実力を見るために実技の授業を行ったらしいのだが、その時に、カリナ嬢が木剣で校舎の一部を粉砕してしまったらしい。

　それ以前にも、型の練習なのに木剣を相手の木盾に叩たたき付けてしまったり、相手に当てそうになったりしていたそうだ。

「ちょ、ちょっと手が滑ってしまっただけですわ……」

『すまない、サトゥー殿。カリナ殿の身体強化を強制解除するべきであった』

　言い訳するカリナ嬢の代わりに、「知性ある魔法道具」のラカが謝る。

「校舎は修理できますが、あの勢いで当たったら貴族の子息達が大おお怪け我がをしてしまいそうでしたので、カリナ殿には見学を願ったのです」

「いえ、事情は分かりました」

　カジロ氏も初日から怪我人を出したくないだろうからね。

「彼らがもう少し突発的な事柄に対処できるだけの俊敏性と、多少の打撃をものともしない耐久性を得られた後なら問題ないのですが……」

　ラカに強化されたカリナ嬢は、金属鎧よろいを着た騎士さえ殴り殺す格闘系の下級魔族相手でも、素手で殴り合えるくらいだ。

　レベル一ひと桁けたの子供達相手に、カリナ嬢のうっかりミスは危険すぎる。

　カリナ嬢自身はレベル九近くあるのだが、普段からラカ頼りなため身体機能系の能力値──特に筋力が低めなので、ラカの超強化なしには訓練用の剣を振り回すのが難しかったようだ。

「一日で退学になってしまいましたわ」

「元気出せ～？」

「くよくよしちゃダメなのですよ」

　とぼとぼと歩くカリナ嬢をタマとポチが慰める。

　今は探索者証が欲しいというカリナ嬢を連れて、探索者ギルドへ向かっているところだ。

　カリナ嬢の手には護身用の鞘さや付き模造剣がある。タマやポチのとお揃そろいの小剣サイズの奴やつだ。

「リザ～？」

「原っぱでリザがケットーしているのです！」

　炊き出しを行っている広場に人垣ができており、その向こうでリザが外国の武芸者らしき人と決闘している。昨日まで迷宮方面軍の駐屯地前に設営されていた闘技スペースは、既に撤去されてしまったらしい。

「強そうな相手ですわね」

　カリナ嬢の言う通りなかなか強そうな相手だが、リザの方がレベルも高いし、何よりエルフ師匠達やタマとポチを相手に対人戦を積んだリザの方が試合運びが巧みだ。

　右に左に飛び回る相手と違って、リザの方は必要最小限の動きで相手の攻撃をいなしている。

「がんばれ～」

「そこっ！　なのです」

　一瞬だけ、リザの視線がこちらを向いた。

　きっとタマとポチが応援する声がリザまで届いたのだろう。

「ぴんち！」

「危ないのです！」

　対戦相手がリザの隙すきを見逃さず顔を突いたが、リザはそちらを振り返る事なく身体を横にくるりと回転させて避よけ、回るベクトルを乗せた尻しつ尾ぽで相手の足をスパンッと払ってみせた。

　そしてそのまま相手が立ち直る隙を与えずに、手にした魔槍ドウマを相手の鼻先に突きつけ、ピタリと止める。

「俺様の負けだ！」

「──勝者、黒くろ槍やりのリザ！」

　相手が敗北を認めると、審判役の男が大声でリザの名を叫んだ。

　賭かけが行われているらしく、ハズレの紙切れが広場に舞う。

「お疲れ、リザ」

「おい、小僧！　割り込むんじゃねぇよ」

　リザを労ねぎらいに行くと、大柄な猿人族の男が怒鳴りつけてきた。

「次に黒槍のリザと戦うのは、この金剛無双のキモン様だぜ！」

「そうだら！　順ゆん番あんを守まおれ！」

「予選で見かけなかったぞ！　予選を勝ち抜いてから来い、小僧！」

　猿人族の男に続いて、虎人族や頰ほお傷男が文句を言ってきた。その後ろにも六、七人の男女がいる。彼ら彼女らはリザに決闘を挑んだ挑戦者達なのだろう。

　どうやら、この人数でも予選で絞り込んだ後らしい。

「ご主人様に無礼は許しませんよ」

　オレと挑戦者達の間にリザが割って入る。

「ご主人様？」

「まさか、こいつがペンドラゴン？」

「リザ殿が自分より強いと自慢していた、あのペンドラゴンなのか？」

　自慢していたのか、リザ。

　ちらりとリザを見ると、少し頰が赤い。

「まだ時間があるし、少しオレが相手しようか？」

　リザにばかり相手させるのも悪いし。

「いいえ、ご主人様。ご主人様の手を煩わせるわけには参りません……」

　そう口にしつつも、リザは何かを言うのを躊躇ためらっているようだ。

「いいよ、言ってごらん？」

「できれば、私と戦ってください」

「いいけど、今日は町中だし寸止めでいいかな？」

　いつもなら黄金鎧の防御力があるから、軽く当てる程度なら問題ないんだよね。

「おい、今、今日は？　って言わなかったか？」

「普段の訓練は寸止めじゃないのか……」

「短期間でどんどん強くなっていったはずだぜ」

　ギャラリーが顔を青ざめさせている。

　何か勘違いしているようだ。

「黒槍のリザ対謎なぞ多きペンドラゴンの若様の戦いだ！　賭ける奴は集まれ！」

　賭けの胴元に見覚えがあると思ったら、下町の顔役をやっている泥どろ蠍さそりのスコピだった。

　リザによると儲もうけの六割を彼女に支払う約束という事らしい。




「いざ、尋常に勝負！」

　どこかの和風格闘ゲームのようなかけ声と共にリザとオレの試合が始まった。

　先ほどの試合と違い、リザが身体強化や反射神経高速化などの戦闘支援系のスキルを発動している。

　リザが迫る。

　本気の瞬動だ。

　疾風のような突きが一瞬の内に一六度放たれ、オレの顔や身体からだを掠かすめる。

　避けきれそうにないヘソへの一撃は、身体をひねりつつ手で魔槍の軸を払って避けた。

　妖よう精せい剣で追撃すれば勝負が付いた気もするが、リザが後ろへ跳ぶのを黙って見送る。

「強くなったね、リザ」

　思わず称賛の言葉が漏れる。

　リザはそれに応こたえる事なく、静かに息を整える。

「俺達と戦っていた時と動きが違うぞ？」

「手加減されていたって事か……」

「待て、違うそこじゃない。若様の動きを見たか？」

「いや、半分も分からなかった」

「あれだけの黒槍のリザの攻撃を、ほとんど動かずに躱かわしていたぞ」

　ギャラリーが騒がしい。

　魔刃も使っていないし、身体強化や必殺技系も使っていないのに大げさな事だ。

　──ふぉん、と小さな音が聞こえた。

　リザの魔槍が赤い光を帯びる。

　その光がゆっくりとリザの身体の表面を流れ始めた。

　身体に魔力を巡らせているのだろう。

「黒槍のリザが何かやるぞ！」

　ギャラリーの一人が叫ぶ。

　その叫びに背を押されたように、リザが弾丸のように飛び出した。

　赤い光を曳ひき、一本の槍のようにただひたすら速く。

　一撃必殺の思いを込めた刺突がくる。

　その槍が途中でさらに加速した。

　予想より速い。

　オレが振り下ろす妖精剣の下を、リザの魔槍がすり抜けていく。

　轟ごう音おんが広場に響き、鋭い切っ先が喉のど元もとで止まる。

「本当に強くなったね」

「……はい、ご主人様」

　静寂に包まれた広場に、オレとリザの囁ささやきが静かに消えていく。
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「勝者、ペンドラゴン！」

　審判の叫びが広場に響く。

「ええ？　何がどうなったんだよ？」

「分からん。上段に振りかぶった若様の腕の下へ、黒槍のリザが突きを放ったはずなのに、気がついたら槍が逸それてて若様の剣の切っ先が黒槍のリザの喉元で止まってた」

　どうやら、リザの挑戦者達は詳細が見えなかったようだ。

「タマとポチは分かりますの？」

「おふこ～す～？」

「ご主人様が剣の柄つかでジュビッとリザの槍を弾はじいて、ドバッと剣を突きつけたのです」

「ジュバドビ～」

　カリナ嬢の質問に、タマとポチがスロー再現をしながら説明している。

　周りのギャラリー達も、それを見てようやくさっきの攻防が理解できたようだ。

「すげぇな。あの速さの突きを、剣の柄で弾くなんて」

「いやいや、そこじゃねぇよ。その直前まで、若様は上段から斬きりかかってたじゃねぇか」

「あの姿勢から、そんな曲芸じみた事ができるなんて凄すさまじいな」

　曲芸は酷ひどい。

「黒槍のリザがよく『ご主人様は私など及びもつかないほどお強いのです』って言っていただけある」

「おい、今の下手くそな声まねはリザ様のマネか！　リザ様親衛隊の前で良い度胸だな！」

　ギャラリーが騒がしい。

　というか、リザに親衛隊ができていたのか。ラノベみたいだ。

「ご主人様のお陰で自分の未熟さを再確認できました。幸い、練習相手はたくさんいますので、精進して参ります」

　キリリとした顔で宣言するリザに「ほどほどにね」と告げて、オレ達は広場を後にした。




「ああ、天国にいるようなフクフクたる匂においがするのです」

「フクフク～」

　馥ふく郁いくの間違いだと思うが、屋台や露店から流れてくる焼き肉の匂いに目を閉じて鼻を突き出すポチとタマの顔が幸せそうだ。

　肉抜きの刑を執行中のポチには辛つらい仕打ちなので、素早く屋台や露店の間をすり抜ける。

「──だから救助隊を編制しろと言っているのだ！」

「そう仰おつしやいましても、黄金証をお持ちでない方の救助は有償となるのです」

「それくらい後から払ってやる！」

　探索者ギルドに入ると、受付のカウンターで何やら騒動が起きていた。

　まあ、大体いつも騒動が起きているような場所だけどさ。

「あ～、ウササとラビビ～？」

「ガウガル達もいるのですよ！」

　タマとポチがカウンターの前に知り合いを見つけて駆けていく。

　あれは探索者学校の第一期特待生達だ。

　オレは生徒達の後ろにいた教師に声をかける。

「ジェナさん、今日は卒業実習じゃありませんでしたか？」

「士爵様。ちょっと実習中に死にかけてる貴族の若君を拾いまして──」

　それが先ほどから騒いでいる貴族少年のようだ。

「イルナ先生、貴族の救出は金になるって言っていたけど、全然じゃないか」

「金になる『事が多い』って言っただろ」

　生徒達がイルナに文句を言う。

　イルナによると、家を継げない貴族子弟が迷宮都市へ来る事は多いらしいのだが、軍役経験もない者の場合、無理な探索をして全滅したり全滅寸前になったりするのも珍しくないそうだ。

　イルナはそう言った後、「新人が全滅するのは貴族に限りませんけど」と付け加えた。

　貴族を救出した場合、大抵は救出時に約束した対価を払ってくれるそうだが、困窮して起死回生のために迷宮に来たような家の場合は、踏み倒されたりする事もあるらしい。

　まさに、衣食足りて礼節を知るって感じだね。

「金なら後から必ず払う！」

　貴族の少年が堂々巡りの内容を叫ぶのが聞こえた。

　そういえば、彼の顔になんとなく見覚えがある。そう思って記憶を手繰ると、パレードの日にゲリッツ君達ともめていたボーマン少年だと思い出せた。

　応急処置はされているようだが、ボロボロの甲かつ冑ちゆうの間から覗のぞく服は血まみれだ。

「それで、彼の護衛達は？」

「見つけたのは彼だけです」

　レベル二〇台後半の護衛が何人かいたのに勝てないような敵か……。

　マップを開いて卒業実習が行われる予定だったコースを確認してみた。

　特に強い魔物が徘はい徊かいしている様子はない。

「巨大なバケモノだぞ！　バケモノの剣や斧おのみたいな手は、ラリスの大盾もドッケンの鋼の鎧よろいも紙のように引き裂いたんだ！　そんな危ない魔物を探索者ギルドは放置するのか！」

　血みどろの腕を振り回しながら、少年が叫んだ。

「放置も何も初耳です。それに、そういった魔物の目撃情報があったと探索者達に告知するくらいしか、ギルドでは行っておりません」

「なら、救助部隊だけでも」

「先ほども申しましたように、救助隊の依頼費用は先払いが必ひつ須すです。また、救助範囲や捜索日数によって料金が変わるので、ご注意ください」

　受付嬢が事務的な口調で少年に告げる。

　少しかわいそうな気がしないでもないが、命がけの救助隊を編制するには大金が必要なので、取りっぱぐれないように先払いにするのは仕方ないと思う。

　実際、さっさと先払いしないという事は、迷宮都市内に親類縁者がいないという事だろうし。

「ぐぬぬ……」

　それでも諦あきらめようとしない仲間思いの少年に少し好感を持ったので、さっき耳にした彼の仲間の名前をマップ検索してみる。

　ラリス氏もドッケン氏もお亡くなりだ。

　空間魔法の「遠見」でラリス氏やドッケン氏のいる場所を確認すると、何人もの死し骸がいが横たわっているのが分かった。

　オレの記憶が確かなら、彼が最初に連れていたメンバーと同じ数だ。

　少年の証言通り、大剣や斧のような刃物で斬ざん殺さつされた遺体が多い。

　一瞬だけ、迷賊や他ほかの探索者に殺されたのかと思ったが、明らかに人より高い位置から斬られたような感じの傷跡が多いので、刃物のように鋭い部位を持つ魔物の仕業だと思われる。

　マップを見る限り、その周辺にレベル二〇以上の敵はいないので、彼の仲間達を斬殺した魔物は湧わき穴あなの向こうに消えてしまったに違いない。

「少し良いかな？」

「なんだ、お前は！」

　嚙かみついてくる少年に「君を助けた者達の関係者だ」と答え、オレは受付嬢に話し始める。

「私が依頼料を払う。イルナ達が彼を救った辺りから迷宮村までの範囲を捜索してくれ、期間は四日。おそらく負傷者がいる。担架か背負しよい子こを持った運搬人を多めに用意してくれ」

　迷宮の魔物に喰くわれる前に、遺体だけでも回収させてやりたい。

　少年に聞こえないように、遺体でも礼金を出すと受付嬢に耳打ちしておく。

「か、感謝する──」

「ペンドラゴンだ」

　名乗りもしていなかった事を思い出したので、簡潔に告げる。

「──ペンドラゴン卿きよう。この礼は後日必ず」

　泣きながら礼を言う貴族少年と別れ、オレはカリナ嬢の探索者登録をするための窓口に向かった。

「これでわたくしも探索者なのですわね？」

　カリナ嬢が感極まったように、木証を胸元に抱きしめる。

　思わず胸元に行ってしまう視線を、気合いを篭こめて逸らした。

「おふこ～す～？」

「一人前までの道は長いのですよ！」

「ええ、きっと一人前になってみせますわ！」

　子供達とカリナ嬢の微笑ほほえましいやりとりを見守っていると、視界の隅に表示してあるレーダーにゼナさんを示す光点が映った。

　速度から考えて、魔法の補助付きで走っているようだ。

　もう時間が過ぎていたのかとメニュー内の時計を確認したが、まだ一時間くらい余裕がある。

　何かあったのかもしれないので、オレはカリナ嬢達に声をかけてから、ゼナさんが駆けてくる方へと向かった。




「ゼナさん！」

　正門を出るとギルド前でキョロキョロと周囲を見回しているゼナさんを見つけたので、大きな声で呼びかける。

　今日は町中の食べ歩きなのに、昨日と同じ軍服のままだ。

「サトゥーさん！」

　ゼナさんが駆け寄ってくる。

　なんだか、凄すごくテンパっている感じだ。

「サトゥーさん大変なんです」

　オレの胸に飛び込んだゼナさんが、オレの胸元を摑つかんでそう叫んだ。








迷宮都市の乙女達







〝サトゥーです。人の不仲は相互不理解が一番の原因だと思うのです。絶対に理解できないと考えていた相手が話してみると意外と良いい奴やつだった、なんていう事もよくありますからね。〟






「は、はな、──離れなさい」

　焦った様子のカリナ嬢がオレに抱きつくゼナさんとの間に割って入った。なんだか不機嫌そうな表情だ。

　予想外の方向から力を受けたゼナさんが、「きゃ」とかわいい悲鳴を上げてたたらを踏んだが、領軍で鍛えた反射神経ですぐに体勢を立て直してみせる。

「乱暴ダメ～？」

「喧けん嘩かはダメなのですよ」

「違いますわ！　だって、急に抱きつくなんて破廉恥ですわ」

　ラカによる怪力でゼナさんを排除したカリナ嬢を、タマとポチが窘たしなめている。

「すみません、急にサトゥーさんにしがみついたりして……」

　なぜか、ゼナさんがオレではなくカリナ嬢に詫わびている。

「わ、分かれば宜よろしいのですわ」

　カリナ嬢は素直に謝るゼナさんに対して、恥ずかしそうに顔を背けて呟つぶやいた。

　どうやら、彼女の人見知りが発動してしまったようだ。

「それで、この娘は誰だれですの？」

「そういえばご紹介していませんでしたね」

　ゼナさんが慌てていた理由も気になるけど、先に二人を紹介しておこう。

「ゼナさん、こちらは私の主家であるムーノ男爵の次女カリナ様です」

　オレがそうゼナさんに紹介すると、カリナ嬢も少し赤い顔でそっぽを向きながらも「カリナ・ムーノですわ」と名乗る。きっと緊張してまっすぐ見られないのだろう。

　胸の下で腕を組んで顎あごを反らしたポーズのせいか、カリナ嬢のプロポーションの凄さが際立っている。

　ゼナさんが劣等感を刺激された顔で、自分の胸元を押さえながら「……綺き麗れいな人」と小声で呟いた。

　まあ、カリナ嬢ほど美び貌ぼうとプロポーションが揃そろった美人はめったにいないからね。

「カリナ様、こちらは私がセーリュー伯爵領の領都でお世話になった領軍魔法兵の方で、マリエンテール士爵家のゼナさんと仰います」

　カリナ嬢が「士爵……もしかしてサトゥーの恋人？」と的外れな言葉を小声で呟くのが聞こえた。

「タマの恩人～」

「ポチやリザも助けてもらったのですよ」

　オレがゼナさんの紹介をすると、タマとポチも一緒になって自分達の恩人だとカリナ嬢に主張する。

「タマやポチを助けるなんて凄いですわ」

　それを聞いたカリナ嬢の顔から険が取れた。

　どうやら、タマやポチの味方は自分の味方というシンプルな思考のようだ。

「──そんなっ。私だってワイバーンに撥はね飛ばされて危ないところをサトゥーさんに助けて頂いたんですから」

「ワイバーンと戦ったんですの？」

「は、はい。と言っても一人じゃなくて、領軍の巡回部隊でですよ」

　恐縮するゼナさんに、カリナ嬢が食い付いた。

　どうやら、バトルマニアなカリナ嬢の琴線に触れたらしい。いつもの人見知りが鳴りを潜めるくらいだ。

「わたくしもサトゥーに助けられたのですわ。森の巨人に会いに──」

「カリナ様、その辺りのお話は後ほど腰を落ち着けてからにいたしましょう」

　意気投合してくれるのは嬉うれしいが、ゼナさんは何か急用があったようなので、そちらに話を軌道修正しようと思う。

「それで何があったんですか？」

　オレが本題に戻そうとそう告げると、ゼナさんが再び焦った顔に戻って「そうでした！」と声を上げた。

「こ、これを見てください」

　ゼナさんが差し出したのは、華やかな透かしの入った見覚えのある封筒だった。

　一応、剝はがされた封ふう蠟ろうを確認してから予想を伝える。

「太守夫人──アシネン侯爵家からの手紙ですね」

「そうなんです！　どうしてか分かりませんけど、昨日、宿舎にこの手紙が届いていたそうなんです！」

　留守番の文官が太守夫人の使いから受け取ったとの事だ。

「もしかして、明日あしたのお茶会へのお誘いですか？」

「ゼ──あなたもですの？」

　オレとカリナ嬢の言葉に、ゼナさんが驚いた顔を向ける。

　カリナ嬢が名前を呼びかけて止やめたのは、隔意というよりは人見知り故だろう。

「やはりそうでしたか。実は私やこちらのカリナ様もお誘い頂いているのです」

　ゼナさんは合点がいった顔になったが、やはりまだ不安そうな感じだ。

「でも、どうして私なんかを？」

「すみません、きっと私の知り合いだからでしょう」

　たぶん、カリナ嬢を招待したのと同じような理由だと思う。

「そうだったんですね……」

　浮かない顔のゼナさんだが、その理由は人見知りなカリナ嬢と少し違った。

「今回の遠征ではあまり私物を持ち込めなかったので、侯爵様のお茶会に参加できるような衣装も経験もありませんし、お断りしようと考えていたんですけど……」

　上司にあたる隊長や文官から絶対に参加するように言われてしまったそうだ。

「一応、補給担当のモランドさんやカラナ文官達が衣装を調達しに行ってくれているんですが、なにぶん迷宮都市に到着したばかりで土地勘がなくて……」

　ゼナさんが縋すがるような顔でオレを見つめながら言葉を紡ぐ。

「そ、それでサトゥーさんに、お茶会に参加しても大丈夫な古着を売っているお店を教えて頂きたいんです」

　ゼナさんが用件を口にする。

「古着のドレスだと少し流行から外れているのであまりお薦めできません」

　オレの言葉に、ゼナさんの眉まゆが困った感じに下がった。

「どうでしょう？　丁度、カリナ様も貸衣装屋に衣装を借りに行く予定なので、ゼナさんもご一緒いたしませんか？」

「いいんですか?!」

　曇っていたゼナさんの表情がぱあっと晴れた。

「はい、もちろんです」

　オレはゼナさんを安心させるように微笑みかけ首肯する。

「でも、お邪魔じゃ……」

　ゼナさんがカリナ嬢の方を覗うかがう。

　ポチとタマの二人も一緒にカリナ嬢を見上げた。

「か、構いませんわ！　ポチやタマの恩人ですもの」

　カリナ嬢は少し不機嫌気味というか、なんとなく拗すねたような感じだったが、そっぽを向きながらも同意してくれた。

　一見、オレと仲の良いゼナさんに嫉しつ妬としているような印象を受けるが、過去を振り返る限り、彼女がオレに惚ほれたような様子はなかった。

　どちらかというと、仲の良い友達に自分の知らない友達がいたのを知ってショックを受けているような感じだろうか？

　カリナ嬢の場合、乙女心なのか幼心なのか区別が付きにくくて判断に困る。

　オレは空間魔法の「遠話テレフオン」で屋敷にいるアリサに連絡を取り、ピナ達を貸衣装屋へ連れてくるように頼んでおいた。





◆






「ねぇねぇ、あれってペンドラゴンの若様じゃない？」

「本当だ。凄い美人と清せい楚そ系の美少女を連れているなんて、若様面食いね」

「ルルちゃん、若様だよ」

「ご主人様！」

　目的地の貸衣装屋に隣接する仕立屋の前を通った時に、メイドらしき少女達と一緒のルルを見つけた。一緒のメイド少女達はアシネン侯爵家のメイドらしい。

「やあ、ルル。お友達と買い物かい？」

「はい！」

　相変わらずルルの笑顔は城が傾きそうなくらい可か憐れんだ。

　ルルによると、ペンドラゴン家のメイド服と同じような品が欲しいと相談されて、ここに案内したらしい。

　この後は三人のお薦めの小物屋さんに行くのだと嬉しそうに教えてくれた。

　太守夫人のお茶会や晩ばん餐さん会の時はルルに御者をしてもらっていたし、その時に仲良くなったのだろう。

「ルルと仲良くしてあげてね」

「「「はい、士爵様！」」」

　にこやかに声を揃えるメイド達と別れ、オレ達は仕立屋の隣にある貸衣装屋へと入る。

　迷宮都市セリビーラにある貸衣装屋の中では一番グレードの高い店を選んだのだが、店先に並んでいる悪趣味なほど派手派手な衣装の列を見て少々不安になった。

「こんにちは、予約しているペンドラゴンですが──」

「若様！　ミテルナさんから聞いていたのは一人だったんですけど、どちらのお嬢さんのドレスを見立てたらいいんでしょうか？」

　貸衣装屋さんに来るのは初めてなのだが、店主の女性はオレの事を知っているようだ。

「すみません、予定と変わって申し訳ないのですが、この二人に衣装を見立てて頂けますか？」

「ええ、もちろん良いですとも」

　店主が胸を叩たたいて引き受けてくれた。

「迷宮都市で流行はやっているドレスだとこんな感じかしら？」

　店頭のカウンターに店主がゼナさんやカリナ嬢に似合いそうなドレスを並べてくれた。

　ゼナさんとカリナ嬢が真剣な目でドレスを検分する。

「びゅりほ～」

「とってもお姫様なのです」

　いつもは食い気のタマとポチも、キラキラした目でカウンターの隅に張り付いている。

　その様子を見守っていると後ろからポンと叩かれた。

「ご主人様、お待たせ」

　アリサがピナ達を連れてきてくれたようだ。

　ピナ達はオレに挨あい拶さつした後、カリナ嬢のドレス選びを手伝いに向かう。

「ずいぶん派手なドレスね」

「そうかしら？　この都市だとあまり地味なのを選んだら埋没してしまいますよ？」

　アリサの呆あきれ声に反応した店主が首を傾かしげる。

　迷宮都市は派手な格好を好む探索者が多いせいか、その嗜し好こうに引き摺ずられて全体的に派手で露出高めな衣装が流行しているようだ。

　まあ、迷宮都市にある貸衣装屋に出入りするのは他領から来た下級貴族か上位の探索者くらいだろうから仕方ないのかもしれないけどさ。

「ゼナたん、困ってない？」

「そうだね──」

　ゼナさんは派手な服か露出過多な服の二択に悩んでいるようだ。

「──太守夫人のお茶会に出席するので、もう少し清楚なドレスはありませんか？」

　店主が「太守夫人のお茶会！」と驚きの声を上げた後、店の奥に服を探しに行った。

「気に入ったドレスはありましたか？」

「え、ええっと。これなんかどうでしょう？」

　どこにあったのか、ゼナさんが比較的大人しめのドレスを身体からだに合わせる。

　ちょっと生地が安っぽい気がするが、ゼナさんの素材が良いので意外に似合っている。

「お嬢さん、それはメイド用の服ですよ」

　奥から戻ってきた店主が、そう教えてくれた。

　どうりで生地が安っぽいはずだ。

「若様、これなんかどうでしょう？」

　店主がそう言ってテーブルの上に、持ってきたドレスを並べる。

　ちょっと古くさい感じもするが、さっきのドレスよりはマシだろう。

「ずいぶんおばさん臭いわね」

　アリサも同じ事を思ったのか、呆れた声を出してゼナさんと一緒にドレスをチェックする。

「まあ、実際古いですしね」

　店主が肩をすくめる。

　本人も古くさいのは分かっているようだ。

「ゼナたん、これはどう？　高い襟を取って肩の古くさいレース飾りを今風に変えたら悪くないんじゃない？　ついでに袖そで口ぐちだけじゃなく、この袖の変な折り返しも直したいわね」

　困り顔のゼナさんにアリサが助け船を出す。

　確かにアリサの提案なら、さっき王都で見た令嬢達のドレスとも大きく離れていない。

　いっそのこと、オレの裁縫スキルに火を噴かせて、朝までにゼナさんとカリナ嬢のドレスを縫い上げるのもありかもね。

「そこまで改造するなら、貸し出しじゃなくて買い取りになりますよ」

「別に良いいわよね、ご主人様」

　問いかけるアリサに首肯する。

　相場スキルが表示する価格を見る限り、買い取りでも大した金額じゃない。

「士爵様、こんなドレスはいかがですか？」

　ピナがカリナ嬢に当てているのは、胸元が大きく開いた色っぽいドレスだった。

　口にはできないが、ぜひとも着ている姿を見せてほしい。

「こんなの恥ずかしいですわ」

　着ている姿を想像されたのが恥ずかしいのか、カリナ嬢が頰ほおを染めて身体をよじる。

　今一つ言動が子供っぽい印象のあるカリナ嬢だけど、たまにこういう乙女な姿を見せてくれるから侮れない。

　コミュ障さえ解消できれば、すぐに家格に合う結婚相手が見つかりそうだね。

「さすがに、夜会や舞踏会ならともかく、お茶会に着て行くには少し扇情的すぎますね」

　貴族の開く夜会や舞踏会は婚活の場を兼ねているので、少し色っぽい服装で異性を釣るのはありだと思うけどさ。




「アリサ、試着や直しのアドバイスを頼む」

「おっけー、ってどっか行くの？」

「ちょっと服を仕入れてくる」

　オレの返事を聞いたアリサが、呆れた顔で「まーたチート技を使うのね」と呟つぶやいた。

　貸衣装屋を出たオレは最寄りの宿に部屋を取り、そこで「石製構造物ストーン・オブジエクト」の魔法を使って、ゼナさんとカリナ嬢の等身大人形を作る。

　顔はさほど似ていないが、体形はほぼ一緒になっているはずだ。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で概おおむね間違っていないのを確認して、次の作業に移る。

　王都で撮影したドレス姿の令嬢達を映し出し、ゼナさん達に似合いそうなドレスを幾つか選ぶ。

「布は──余っている公都産の翠かわせみ絹きぬとララギ産の朱絹を使うとしよう」

　繊細な翠絹はゼナさん用に、華やかな朱絹は豪ごう奢しやな金髪のカリナ嬢用にするのがいいだろう。

　さすがに、妖よう精せい絹やオリハルコン繊維の布などを使うのは自重した。

　オレは裁縫スキルを頼りに、型紙も作らずに布をカットしていく。アリサ辺りに見られたら「このチート野郎」と罵ば倒とうされるに違いない。

　手が二本だけだと縫製が大変だったので、術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」で支えながら縫い上げていく。

「まあ、こんなモノかな？」

　予想より遥はるかに早く、僅わずか一〇分ほどで一人二着ずつのドレスが縫えた。ドレスのベースは一緒だが、装飾や露出度を変えてあるのだ。

　模型の人形に着せた状態で色々な角度から見て、参考映像との差違を確認する。

　元のドレスに比べたら刺し繡しゆうがシンプルめだし、使っている宝石も余り物を流用したので少し違うけど、特に問題ないはずだ。

　オレは四着のドレスを格納鞄ガレージ・バツグに入れて貸衣装屋に戻った。




「あら？　ご主人様、何か問題でもあったの」

「いや、衣装を調達したから持ってきた」

「マジで」

　アリサが驚きよう愕がくの顔になる。

　そういう嫁のもらい手がなくなるような顔芸は止やめなさい。

「二人は試着中？」

「そうよ。もうすぐ出てくると思うわ」

　アリサがそう言う途中で、ゼナさんが出てきた。

　加工前なので古くさい地味なドレスのはずなのだが、ゼナさんが着ると品がよく見えるから不思議だ。

「よくお似合いですよ」

「そんな……私なんて」

　謙けん遜そんしつつもゼナさんは嬉うれしそうだ。

「士爵様、こちらも見てあげてください」

　カリナ嬢の試着室の前で待っていたピナが、対抗心丸出しでカリナ嬢の試着室のカーテンを引く。

　──わおう。

　グレートな肌色が視覚を刺激する。

　いや、服は着ているけど。

　谷間が凄すごい。

「きゃああああああああ」

　カリナ嬢が「ですわ」を忘れて悲鳴を上げ、胸元を押さえながらしゃがみ込む。

　急激な動きについていけなくなったドレス生地が悲鳴を上げ、元から収めきれていなかった魔乳が限界を突破──。

「アリサちゃん鉄壁のガァアアアド！」

　──する寸前にアリサがオレの視界を塞ふさいだ。

　少し残念だったけど、ありがとうアリサ。

　もしあれを直視していたら、「無表情ポーカーフエイス」スキル先生でもカバーしきれたか分からない。

　オレはこっそりと心を落ち着けてから、ゼナさんや服を着直したカリナ嬢に新しい衣装を取り出して渡す。

「な、なかなかのドレスですけど、派手さがないから迷宮都市では人気がでないかと」

　悔しそうに言う店主を除けば、概ね良好な反応だ。

　二人とも二着ずつ用意したドレスの内、露出の低めな方を選んでいた。

　胸の谷間はともかく、肩や背中は露出してもいいと思うんだが、どちらも二人は恥ずかしがってしまっていたのだ。

「サトゥー、どうかしら？」

　調整のための着付けが終わったのはカリナ嬢が若干早かった。

「とてもお似合いです。やはり鮮やかな朱絹はカリナ様の美び貌ぼうによく映えますね」

「び、びぼう……」

　素直に褒めたらカリナ嬢が頭から蒸気を噴出しそうな顔になる。

　カリナ嬢は美人の割に自分の容姿を褒められるのが苦手みたいなんだよね。

「……凄く綺き麗れい……サトゥーさんはやっぱり……」

　聞き耳スキルがゼナさんの呟きを拾ってきた。

　何がどう「やっぱり」なのかは気になるが、ゼナさんのドレス姿が気になったので振り返る。

　──ナイス、オレ。

　そんな賛辞を言いたくなるくらい似合っている。

「素敵ですよ、ゼナさん。清せい楚そなゼナさんには涼やかな翠絹がよくお似合いです」

「ありがとうございます。お世辞でも嬉しいです」

「謙遜は不要です。とても可か憐れんですよ」

　オレがそう太鼓判を押すと、頰を染めたゼナさんが「はい」とかわいく呟いた。

　うん、そんな仕草が非常によく似合う。

　今の彼女を見たら、王侯貴族達から求婚者が殺到しそうだ。

「……か、かわいすぎますわ……サトゥーはこの娘に……」

　背後でカリナ嬢が呟くのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　なんだか、カリナ嬢とゼナさんの呟きが似ている。

　案外この二人は気が合うのかもしれない。

「士爵様、お二人が選ばなかった方のドレスはどうすれば？」

「そちらも買い取り済みですから、一緒に調整して頂きましょう」

　侍女ピナの言葉にそう答える。

　持ち込みの衣装を調整させるのはマナー違反なので、カリナ嬢がダメにした服や試着した何枚かを買い取ってバランスをとっておく。

　オレが用意した服は僅わずかな調整で済んだので、次はドレスに合うアクセサリーを買いに向かった。





◆






「田舎者だと思って足下見やがって！」

　アクセサリー屋に行く途中、錬金術店の前で悪態を吐つく知り合いを見つけた。

「リリオ！」

「ゼナっちに少年！」

　二人が予期せぬ再会に黄色い声を上げていると、錬金術店からゼナ隊のイオナ嬢とルウさんが出てきた。

「リリオさん、少年なんて呼び方は失礼ですよ。ペンドラゴン士爵あるいは士爵様とお呼びしなさい」

　イオナ嬢が堅い言い方でリリオを窘たしなめた。

「ああ、そういえば貴族様なんだっけ」

「少年で構いませんよ。公の場では困りますけどね」

「ほら、少年もこう言っているし」

　イオナ嬢はまだ何か言いたかったみたいだけど、オレ自身が許可を与えた形になるので、それ以上は小言を口にしなかった。

「それで、どうして錬金術店に？」

「大した事は──」

「ゼナっち、大変なの！　明後日あさつてからの迷宮行きに魔法薬が足りないのよ」

　誤ご魔ま化かそうとしたイオナ嬢の気遣いをスルーして、リリオが問題発生を伝えた。

「た、大変じゃない！　でも、騎士ヘンスが良い仕入れ業者を見つけたって言っていなかった？」

「それが原因なんだよ、ゼナっち」

「騎士ヘンスが仕入れた魔法薬が、どれもこれも粗悪品でさ」

「自分の頭越しに買い付けられた補給担当のモランドがヘソ曲げちゃってさ」

　それでリリオ達兵士が錬金術店を回って薬品を買い付けに来たらしい。

「魔法薬は買えたの？」

「それがさー、相場の三倍くらいの値段をふっかけられちゃって」

　リリオがぼやく。

「迷宮都市ではそれが相場ですよ。最近はベリアの魔法薬というのが出回っていますけど、それ以外は王都よりかなり割高ですね」

　オレがそう言うとゼナ隊の面々が困り顔で視線を交わす。

　ベリアの魔法薬のレシピはオレ達が「階層の主フロア・マスター」討伐後に迷宮で時間を潰つぶしている間に、探索者ギルド側が先に揃えてみせた。パワーバランスが崩れても困るので、その日の内にエチゴヤ商会セリビーラ支店の人間経由でデュケリ准男爵や錬金術士ギルドに残りのレシピを提供してある。

　もっとも、作るのにはそれなりにコツがいるので、今のところ一部の腕の良い錬金術士達にしか製造できず、品質の低い物しか出回っていないようだ。

　廉価な魔法薬を錬成するのを生業なりわいにしている駆け出し錬金術士達が、通常品質のベリアの魔法薬を安定して作れるのはもう少し先になると思う。

「少年。少年のコネでなんとかならない？」

「リリオ！」

　リリオのぶしつけな頼みを、ゼナさんが叱しかる。

　イオナ嬢もリリオを窘めたそうな顔だったが、他ほかに頼れる者のいない土地で途方にくれているようだ。

「分かりました。お手伝いいたしましょう」

　オレはゼナ隊の面々にそう告げ、アリサ達の方を振り返る。

「そういう事だから、装飾品の調達はアリサ達に任せる。いいかな？」

「しゃーないわね。後はアリサちゃんに任せなさい」

　アリサが二つ返事で引き受けてくれる。

　相変わらず、アリサは男前だ。

「ゼナさんの衣装に合うアクセサリーも頼む。予算はこのくらいで。それが終わったら、カリナ様やメイド隊の着替えも調達しておいてくれ」

　オレはそう言って、格納鞄から取り出した金貨が詰まった小袋を幾つかアリサに渡す。

　アリサ達と別れて歩き出そうとするオレの服をカリナ嬢が引っ張った。

「行ってしまうんですの？」

　捨てられた子犬のような顔で、カリナ嬢が問いかける。

「サトゥーはゼ──この方が大切ですの？」

　自分が蔑ないがしろにされたように感じたらしい。

「友人が困っていたら、助けるのは普通ですよ。カリナ様も、ポチやタマが困っていたら助けるでしょう？」

　語りかける途中で、ゼナさんとカリナ嬢の二人がほぼ同時に、温度差のある声で「友人」と呟つぶやいた。

　いや、話のポイントはそこじゃないから。

「分かりましたわ。友達は大切ですもの」

　カリナ嬢がタマとポチを見た後、そう言ってアリサ達を伴ってアクセサリー店の方へと歩き出した。彼女にとって友達というのはなかなかウェイトが高いらしい。

「それじゃ、私達も行きましょうか」

「は、はい。そうですね……」

　下を向いて答えたゼナさんだったが、すぐに頰ほおをぱちんと叩たたいて顔を上げた。

「すみません。行きましょう、サトゥーさん！」

　いつもの笑顔に戻ったゼナさんに、リリオが「ごめん、ゼナっち」と謝っていた。

　きっとプライベートな買い物を邪魔した事を詫わびているのだろう。

「安めの魔法薬を買うなら、探索者ギルドの二階にある薬局か、掘り出し物を売ってるクゥツ横丁のどちらかです。下町や迷宮前の露店でも買えますが、あそこはほぼハズレなので物品鑑定スキルでも持っていない限りお薦めできません」

　オレの言葉を聞いたイオナ嬢達は、手分けして調達に向かう事を決めた。

　クゥツ横丁はオレとゼナさん、イオナ嬢は貴族街にある東探索者ギルド、ルウが西探索者ギルド、リリオは迷宮前の露店に向かう事になった。

　なお、リリオが向かうのはオレが紹介した信頼できる露店だ。

　もちろん、「信頼できる」というのは建前で、実際はさっきマップ検索して、劣化していない魔法薬を売っている者をピックアップして伝えたのだ。

　なお、携帯電話があるわけでもないので、ゼナさんの風魔法「山びこエコー」で一時間後に連絡を取るらしい。「山びこ」はセーリュー伯爵領軍の軍用魔法で、簡単な音波を送り兵士達が持つ簡易魔法道具マジツク・アイテムからの反射波で、簡単な通信を行うらしい。

「ありがとうございます、士爵様」

　イオナ嬢が代表して礼を告げ、それぞれの目的地へと散った。

　なお、調達できないようであれば、オレが確保している魔法薬を分ける旨を伝えてある。




「ここがクゥツ横丁ですか？」

「ええ、魔法薬以外にも色々な物が売られていますよ」

　雑然とした間口の狭い店が並ぶ通りを歩く。相変わらず人ひと混ごみが凄すごい。

「なんだよ、無いのかよ！」

　喧けん噪そうを搔かき消すほど大きな声が、前方の酒屋から聞こえた。

「安ワインなら、こっちのも美味うまいぜ？」

「だから、俺が欲しいのは『レッセウの血潮』なんだよ！」

「どれも一緒だろ？」

「違うんだって言ってるだろうが、無いのかよ？」

「うちに在庫はない。レッセウ伯爵領は魔族騒ぎで荒れてるから荷が来ねぇんだよ。南北通りの酒問屋に聞きに行ってこいよ」

「そこにあったら、こんな店まで来るかよ」

「こんな店で悪かったな。この間までゼッツ伯爵領で荷が止まってたはずだし、商人達もこっちじゃなくてエルエット侯爵領の方に売りに行ったんじゃねぇか？」

　酒屋の前で店主らしき男と知り合いの探索者が言い争いをしていた。

「こんにちはドゾン様」

「おう、若様」

　ドゾン氏が軽く手を上げて応こたえる。

「俺様に何か用か？」

「これを探していると耳にしたので」

　オレはそう言って、格納鞄経由でストレージから「レッセウの血潮」の瓶を取り出す。

「おお！　これこれ！　恩に着るぜ若様。これでマヒルナの奴やつとの勝負に勝てる」

　ドゾン氏はオレからワインの瓶を受け取ると、安ワインの対価には多すぎる金を押し付けて、意気揚々と去っていった。

　たぶん、迷宮村から依頼を受けて探していたのだろう。

　以前、迷宮村に寄った時にも、水屋の主人から「青い人」用に買いたいと言われて譲った事がある。さっきのは余っていた最後の分だ。

「そういえば、ゼナさん達はどの街道を使われたんですか？」

「さっき話題に出ていたレッセウ伯爵領やゼッツ伯爵領を通ってきたんです」

　目的の店までの間に、ゼナさんが旅の話という名の冒険譚たんを聞かせてくれた。

「……大変だったんですね」

　道中も大概大変だったようだが、中級魔族の軍勢と相対したレッセウ伯爵領の戦いは本当に命がけだったようだ。ミトという名前の凄すご腕うで魔法使いが参戦してくれなかったら危なかったらしい。

　中級魔族なんてチョロそうなイメージだけど、不意打ちで領都を壊滅させるような危ない存在だったようだ。

　そういえば魔族ルダマンの時もけっこうヤバめだったし、この間の中級魔族騒動の時もシガ八剣のヘルミーナ嬢や聖騎士達がいてなお互角くらいだったっけ。

「領内を魔族や魔物に荒らされたレッセウ伯爵領の領民達に比べたら、私達なんて大した事ありません」

　ゼナさんはなんでもない事のように言うが、たぶん大変な苦難だったはずだ。

　レッセウ伯爵といえばティファリーザとネルにセクハラした上に、犯罪奴隷に落とした変態領主だけど、領民達に罪はない。領地復興の募金活動があったら、多めに喜捨しておこう。

「ゼッツ伯爵領の領境では下級竜とも遭遇したんですよ」

　ゼナさんが微笑ほほえみながら話題を変えた。

　シガ八剣の『飛竜騎士ワイバーン・ライダー』トレル卿きようが下級竜に挑み、惜しくも敗れたとの事で、その下級竜はレッセウ伯爵領の中級魔族を倒したミトという魔法使いが調伏してみせたらしい。

「ミトというのは、どんな方なのですか？」

　少し興味が湧わいたので尋ねてみた。

「黒髪の綺き麗れいな女性でした。二〇代くらいの方なんですけど、空中に魔法で足場を作って跳んでみせたり、王祖様の伝説にあるみたいな凄い術理魔法を次々に使ったりしていました」

「勇者様みたいですね」

　若返りの薬がある世界だ、先代や先々代辺りの勇者が生き延びていても不思議じゃない。

「──そう、ですね」

　オレの言葉にゼナさんが少し躊躇ためらってから首肯した。

　何か、ミトという魔法使いの事で、秘密にしないといけない事でもあったのだろう。

　未知の強者の事は少し気になったが、ゼナさんの話を聞く限り善良な相手のようだし、無む闇やみに詮せん索さくする趣味もないので追求しなかった。




「あの店です」

　ようやく辿たどり着いた目的のお店を指さす。

「あれ？　若様」

「ペンドラゴン士爵様」

　今日は知り合いによく会う日だ。

　エチゴヤ商会セリビーラ支店の迷宮探索部門長であるスミナの姐あね御ごと支店長ポリナの二人だ。

　たぶん、エチゴヤ商会で作ったベリアの魔法薬を納品に来ていたのだろう。

「何かお困りの事はありませんか？」

「いいえ、士爵様のご助力のお陰で屋台の営業も安定しましたし、探索者学校や私立養護院から色々と発注して頂いて、本当に助かっています」

　ポリナが平身低頭で礼を言う。

　助力と言っても、サトゥーとしてやったのは、屋台の出店許可申請を仲介したり、こっそり作った屋台を無償で貸与したり、ルルを派遣して幾つかのレシピを提供したりしたくらいだ。

　あと、タマに看板を描かいてもらったりもしたっけ。

「大した事はしていませんから、お気になさらずに」

　それに、オレの方でも色々と無理を聞いてもらっているので、お互い様だ。

「そんな事ありません！　士爵様に譲って頂いたトマトやプチトマトも実験農場で順調に育っておりますので、収穫できるようになったら真っ先にお届けいたしますね」

「ええ、楽しみにしています」

　ポリナの言う実験農場は迷宮都市の南外壁の外にある。

　迷宮都市の野菜事情改善およびエチゴヤ商会セリビーラ支店の収入源にするために作った場所だ。

　クロの姿で広大な荒れ地を土壁で囲い、ゴーレム達に耕させた上で魔物の領域から運んだ腐葉土を鋤すき込んで作った。「階層の主」討伐後の待機時間が暇だったのだ。

　トマトやプチトマトは屋敷の菜園でルル達が栽培していた分を、屋台を始めた頃ころにネル経由で分けた奴だろう。

　前にクロの姿で聞いた話だと、栽培は順調だが鳥やモグラなどの害獣駆除に苦労しているとの事だった。

「ポリナ、逢あい引びきの邪魔しちゃ悪いぜ」

　姐御さんがポリナの肩を叩く。

「あら──すみません、気が利かなくて」

　わざわざデートじゃないと抗弁するほどでもないので、適当に挨あい拶さつして二人とは別れた。

「迷宮都市にはサトゥーさんの知り合いが大勢いるんですね」

「ええ、色々な方のお世話になっています」

　しっとりとした声で言うゼナさんの雰囲気に首を傾かしげつつ無難に答える。

「なんだか、サトゥーさんが遠くに行ってしまったみたい──」

　独り言のように呟いたゼナさんが、ハッとして口を押さえる。

「す、すみません！　私ったら、なんて事を……」

　ゼナさんはわたわたと首と手を横に振って詫びた後、ひたすら真っ赤になっていた。

　なお、納品直後という事もあって、ベリアの魔法薬は必要数を買い集める事ができた。

　ゼナさんが風魔法「山びこ」で任務達成を報告する間に、ベリアの魔法薬を「魔法の鞄マジツク・バツグ」へと収納していく。

「──え？　えええっ」

　オレが「魔法の鞄」に何十本もの魔法薬を収納するのを見たゼナさんが驚く。

「サトゥーさん、もしかして『魔法の鞄』ですか？」

「はい、容量の少ない『魔法の鞄』なら、迷宮都市でも売られていますよ」

　小声で尋ねるゼナさんになんでもない事のように答える。

　オレは縁がなかったが、魔法道具関係の利権を掌握するデュケリ准男爵によると、迷宮産の「魔法の鞄」は年に十数個のペースで宝箱から見つかっているらしい。

　どれも背負い篭かご程度の量までしか入らず、空間閉鎖が完かん璧ぺきじゃない影響で重量軽減もイマイチという品だが、商人達や従軍する貴族達に高値で売れるそうだ。

　なので、貴族や豪商が持つ分には、魔剣やミスリル剣程度の珍しさで終わる。

　ムーノ領の怨おん霊りよう砦とりでで見つけた物やエムリン船団の船長達が持っていたような大容量の高性能品は遥はるかに高価で希少だ。

「そうなんですね。セーリュー伯爵領では珍しい品だからびっくりしちゃいました」

　ゼナさんが少し恥ずかしそうに笑う。

　セーリュー伯爵領では軍遠征時に輜し重ちよう部隊へ貸し出される以外は、城の宝物庫に眠ったままとの事だ。




「とりあえず任務完了ですね」

「はい」

　首肯したゼナさんがオレを見つめた後、視線を逸そらした。

　何か聞きたいけど言い出せないような感じだ。

「ゼナさん、朝ご飯は食べましたか？」

「は、はい──いいえ、招待状の事でいっぱいいっぱいで……」

　やっぱりそうか。

　でも、既にお昼の時間帯をすぎているので、ちゃんとしたレストランや食堂は火を落としていて食べられない可能性が高い。

「屋台で何か買って公園で食べましょうか」

　オレはそう提案してお薦めの肉入りガレットとベリア水を買って、公園へと向かう。

「通り一つ隔てただけで、こんなに広い公園があるんですね」

「ええ、ここは有事の際の避難場所の一つなんです」

　公園の地下に対魔物用の避難壕シエルターがある。

「木陰のベンチが空いていますから、あそこで食べましょう」

　オレはベンチにハンカチを敷いてゼナさんを促す。

「うふふ」

　ゼナさんが口元を綻ほころばせた。

「どうかされましたか？」

「いえ、つい懐かしくなって」

　ゼナさんが「覚えてますか？」と言いたそうな顔でオレを見る。

「セーリュー市で街を案内して頂いた時を思い出しますね」

「はい」

　ゼナさんが微笑む。

「ここは涼しくて気持ちがいいですね」

　ガレットを食べ終わったゼナさんが、公園を散策する人達を眺めながら呟つぶやいた。

「ええ、とても」

　木々の間から聞こえる小鳥のさえずりが耳に優しい。

「サトゥーさん……」

「はい」

　オレの名前を呼んでは口ごもるゼナさんに、こちらから話を振って先を急せかす事をせずに、ただ相づちを打って彼女の中の言葉がまとまるのを待つ。

　木漏れ日に照らされたゼナさんがオレを見る。

「サトゥーさんはセーリュー市にいた頃から、そのっ、貴族だったんですか？」

「いえ、あの頃は普通に平民ですよ」

　それが聞きたかった事だったのか、オレの答えを聞いてゼナさんの肩から力が抜ける。

　セーリュー市を発たった後に訪れたムーノ男爵領で、ムーノ市を襲った魔物を撃退するのを手助けし、その功績で男爵から名誉士爵位を賜ったのだと手短に語った。

「……それで、その……先ほどのカリナ様なのですが……」

　ゼナさんがなんだか言いにくそうだ。

「サ、サトゥーさんの、えっと、その、こ、婚約者の方ですか?!」

　両手の拳こぶしを握りしめたゼナさんが、つっかえつっかえ尋ねてきた。

「いいえ、違いますよ」

「で、でも。遠方に領地がある貴族のご令嬢が、迷宮都市みたいな危ない場所に来るなんて……」

　ゼナさんはカリナ嬢がオレに惚ほれて追いかけてきたと誤解しているらしい。

「カリナ様の目的は私じゃなくて迷宮ですよ。前々から迷宮都市に来たがっていた活発な方なんです。今日も午前中は探索者学校の講義を受けていたくらいですよ」

　既に放校になったのはカリナ嬢の名誉のため、口にしなかった。

　男爵令嬢の目的が迷宮探索というのが意外だったのか、ゼナさんが怪け訝げんな表情になった。

「小さい頃は勇者の従者になるのが夢だったと仰おつしやってましたから、強くなりたいのでしょう」

　どこで聞いたかは思い出せないが、ムーノ城か「勇者の従者」リーングランデ嬢と会った後の公都かのどちらかだろう。

「それ、分かります！」

　分かっちゃうのか……。

　案外、ゼナさんとカリナ嬢って嗜し好こうが似ているのかも。

　胸のつかえが取れたゼナさんとしばし歓談し、日が傾く前に魔法薬を宿舎へと届けた。




　その日の晩は迷宮でエチゴヤ勢育成用の場所を下見した後、「蔦つたの館やかた」でポチとタマのサポートをする簡易版ラカ・クローンの作製を徹夜で行った。

　ちょっと機能を盛り込みすぎて、「蔦の館」の偽核フエイク・コア並みになってしまったので、必要最小限以外の機能を削るとともに魔法回路サーキツトの圧縮シユリンクを進めよう。





◆






「いらっしゃい、ペンドラゴン卿きよう。そして初めまして、お若いお嬢様。セリビーラの太守を務めますアシネン侯爵の妻、レーテルと申します」

　翌日のお昼過ぎ、カリナ嬢をエスコートして太守夫人のお茶会にやってきたところ、サロンに入るなり太守夫人が出迎えてくれた。

　ゼナさんは宿舎に太守夫人のアシネン侯爵家から迎えの馬車が来るとの事だったので、一緒には来ていない。

「──カリナ様」

　カリナ嬢が硬直してしまったので、小さな声で挨拶をするように促す。

「カ、カリナ・ムーノで──ムーノ男爵領、領主レオン・ムーノの次女カリナと申します」

　順番を間違えながらも、なんとか挨拶をこなす。

「どうぞ、カリナ様。こちらの席におかけになって」

　緊張で表情が硬いカリナ嬢を、太守夫人の勧めてくれたソファーに腰掛けさせる。オレはフォローのために彼女の横に座った。

　太守夫人が家格の劣るカリナ嬢を「様」付けで呼ぶのは客だからだろう。

「まあまあ、なんて素晴らしいお召し物かしら」

「王都の流行かしら？」

　さすがは太守夫人のサロンに招かれる客だけあって、一瞬で彼女達の衣装の元ネタが見抜かれてしまったようだ。

「この布地はララギの朱絹ですわね。それも市場には出回らない最高級品ですわ」

　お茶会のホストである太守夫人だけでなく、取り巻きのご婦人方もカリナ嬢に気さくに話しかけてくれる。

「朱絹に施された刺し繡しゆうも素敵ですけど、夜空の星のようにちりばめられたこの小粒の宝石は、もしかして『天てん涙るいの雫しずく』なのかしら？」

「虹にじ色いろに輝いていますわね。小粒ですけれど、これほどの品はなかなか見られませんわ」

「さすがは男爵といえど、ペンドラゴン士爵の寄親をしているだけあって見事なドレスですわね」

　婦人達がカリナ嬢のドレスをうっとりと眺める。

　人見知りなカリナ嬢はさっきから凄すごく居心地が悪そうだ。

「それよりも凄いのは、家紋を象かたどったルビーのブローチですわ。大粒のルビーを惜しげもなく彫って、家紋を浮き彫りにするなんて……ムーノ男爵領は裕福ですのね」

　なぜか、カリナ嬢の容姿ではなく衣装やアクセサリーばかりを褒めている。

　こういう時に容姿に言及しない暗黙のルールでもあるのだろうか。

　カリナ嬢は持ち前の人見知りを発揮して、ご婦人方の話題に「はい」か「いいえ」で短く答えるだけなので、会話のキャッチボールが続かない。

　オレもなるべく会話が続くようにフォローするのだが、そのたびにオレとだけ会話をしようとするのに参った。

　やはり、彼女の人見知りを直すには、同年代の女性の友人を作るところからかな？




「カリナ様はペンドラゴン卿とご婚約されているのかしら？」

　衣装やアクセサリーの話題が一段落したところで、不倫話やどろどろとした恋愛話が好きなラルポット男爵夫人が、ニマニマした笑みを浮かべてそんな話題を振ってきた。

　カリナ嬢は否定も肯定もできず困っていたので、「カリナ様には私などより、もっと高貴な方が相応ふさわしいですよ」と話を流しておく。

　男爵夫人が三〇前の五男を勧めてきたが、カリナ嬢が失言する前に五男と某士爵令嬢が付き合っている噂うわさ話を少し匂におわせて話題を変えた。

　もっとも、カリナ嬢が横から不満そうな視線を送ってきたので、流せていなかった気がするが、ラルポット男爵夫人は満足そうにオレが振った別の話題に食い付いてくれた。

「カリナ様の方はペンドラゴン卿の事を憎からず思っているのではなくて？」

　別の婦人もそんな追撃をカリナ嬢に向けたが、恋愛関係に疎いカリナ嬢は首を傾げながら「いいえ？」と答えていた。

　たぶんだけど、彼女のリアクションの薄さからして、「憎からず」の意味がよく分からなかったんじゃないかと思う。

　場が少し変な雰囲気になってきたので、あらかじめメイドさんに渡しておいたショートケーキとチーズタルトを運ばせて場を和ませる。

　──おや？

　サロンに入ってきた侍女の一人が太守夫人に何やら耳打ちする。

　太守夫人が稚気のある笑顔を扇で半分隠してこちらに向けた。

　ここは驚く準備をした方がいいだろう。

　レーダーに映るゼナさんの青い光点で、太守夫人の用意したサプライズゲストの事が全すべて分かっているのだが、ここであっさりと流したら彼女の苦労が報われない。

「もう一人のお客様がいらしたようですわ。入ってらっしゃい」

　太守夫人の侍女に付き添われたドレス姿のゼナさんが、部屋に入ってくる。

　オレは大げさになりすぎないように驚いてみせた。

「あらあら、いつも落ち着いたペンドラゴン卿がそんなに取り乱すなんて」

　オレの態度が満足いくものだったのか、太守夫人がコロコロと笑い「やはり、こちらが本命だったのね」と的外れな呟きを漏らした。




「セーリュー伯爵家臣、マリエンテール士爵家のゼナと申します。アシネン侯爵夫人のご尊顔を拝し奉り、光栄至極に存じます」

　ゼナさんが軍人ぽい感じの堅い挨あい拶さつをする。

「まあ、愛らしい上に凜り々りしいのね」

　太守夫人が好意的な目でゼナさんを見る。

「もしかしたら、家格の合いそうなゼナ様がペンドラゴン卿の婚約者なのかしら？」

　恋愛話好きのラルポット男爵夫人がすかさず尋ねる。

　カリナ嬢の視線がゼナさんの方を向く。

「ち、違います！　わ、私はサトゥーさんと、いえペンドラゴン士爵様のゆ、友人と言いますか、仲良くさせて頂いている──」

　ゼナさんの目がぐるぐるし始めた。

　そんな彼女の代わりに少しフォローしておく。

「ゼナさんはセーリュー市を訪れた時に色々とお世話になった方なんです。私の仲間達の命を救ってくれた恩人でもあるのですよ」

　婦人達は今一つオレの話をお気に召さなかったようだ。

「でも、ゼナ様はペンドラゴン卿の事がお好きよね」

　ラルポット男爵夫人が尋ねると、純情なゼナさんが真っ赤になった。

「初々しいですわね」

　デュケリ准男爵夫人がゼナさんに微笑ほほえみかける。

「ゼナ様のドレスはオーユゴック公爵領の翠絹ではないかしら？　カリナ様の朱絹もそうでしたけれど、こちらの翠絹も市場には出回らない最高級品ですわね」

「こちらのドレスもカリナ様と同じ職人の仕立てかしら？」

「小さいですけれど、ゼナ様のペンダントも同じ方の細工ですわ」

「サファイアのような硬い宝石を家紋の形に研磨するなんて……」

　話題を変えたデュケリ准男爵夫人の流れに、他ほかの婦人達も乗っかる。

「もしかして、二つともペンドラゴン卿からの贈り物なのかしら？」

　探るような目で見る太守夫人に首肯する。

「はい、出入りの商人に調達させたものです。魔法で加工した品だと言っていました」

　カリナ嬢とゼナさんのブローチに使っている宝石は、土魔法の「石製構造物」でクズ石を融合変形して作った物なので、材料費は非常に安い。

「魔法？　それはたぶん冗談ですわね」

　宝石好きな婦人の一人がオレの言葉を否定した。

「冗談、ですか？　確か、土魔法には『石製構造物』という石を加工する魔法があったと記憶しているのですが……」

「ペンドラゴン卿は博識ですわね。でも、少し勉強が足りませんわ」

　オレは詫わびつつ、彼女に勉強不足な点をご教授頂く。

「『石製構造物』で宝石を加工できるのは上級魔法が使えるような一部の土魔法使い達だけ。そして、そのような魔法使い達でも、宝石の透明度を保ったまま加工するのは大変な集中力と技術が必要になるの」

「そうだったんですか……」

　ごめんなさい、鼻歌交じりに数秒で加工しました。

「土魔法使いでもないペンドラゴン卿が知らないのも無理ありませんわ」

「王都にいらしたら、宝石博物館に行ってみると宜よろしいですわよ。宝石魔法使いと呼ばれた古いにしえの魔法使いが作り上げた奇跡の宝石が飾られていますの」

　ほう、それは興味深い。

　良さそうな観光情報をくれた婦人に「ぜひ行ってみます」と笑顔で答えた。

「王都の滞在先は決まったのかしら？　まだ決まっていないなら我が家の王都屋敷に滞在しても宜しいのよ？」

「いえ、そこまで甘えるわけには──」

「うふふ、冗談よ。そんな事をしたらムーノ男爵を蔑ないがしろにしてしまうものね」

　太守夫人が稚気のある笑顔で先を続ける。

「王都に屋敷を買うなら、我が家と懇意にしている商会が幾つか確保しているはずだから紹介状を書いてあげるわ。早馬を出しておけば間に合うでしょう」

　年末年始は王都の宿はどこも混雑するとの事なので、ありがたく太守夫人の紹介状を受け取る。

「そうだわ。聞くのを忘れていたけれど、ペンドラゴン卿はいつ頃ごろ王都にいらっしゃるの？」

「陛下が特別に飛空艇を出してくださるという話ですので、それに乗って王都に行く予定です」

　元々は中層の「階層の主」を討伐したジェリル氏達や彼らが持ち帰った戦利品を王都に運ぶための特別便だったらしいのだが、丁度良いのでオレ達も便乗させてもらう事になっている。

「あらそうなの？　私達は月末の定期便で王都に行く予定だから、出遅れてしまうわね。私が王都に行くまでに困った事があったら、エマを頼りなさい。ちょっとイタズラ好きなところがあるけれど頼りになるわ。後で紹介状をあげるわね」

　エマ・リットン伯爵夫人は王都の社交界や門閥貴族に影響力の高い人物らしいので、そういう後ろ盾があると心強い。

　オレは礼を告げると同時にリットン伯爵夫人の好みや人となりを尋ねて、ゼナさんやカリナ嬢への矛先を逸そらしていく。

　そんな感じで、気苦労の多いお茶会と晩ばん餐さんを乗り切り、なんとか太守夫人のコミュニティで彼女達が不興を買わないで済ます事ができた。

　オレを弄いじるためのダシにするには弱かったと印象付けられたはずなので、今後は彼女達が呼ばれたりはしないで済むだろう。

　ちょっとだけほっこりしたのは、勇者物語という共通の話題のお陰で、カリナ嬢とゼナさんの間で会話が弾んだ事だ。

　少々、淑女の話題としては珍しい種類だが、勇者物語の話だと人見知りのカリナ嬢が非常に饒じよう舌ぜつだった。

　友人になれるほどではないが、少なくとも知人レベルくらいにはなったはずだ。

　できればゼナさんには、カリナ嬢の友人になってあげてほしい。








迷宮都市の日常







〝サトゥーです。退屈な日常を過ごしていると、漠然と何か特別な事が起きないかと夢想する事があります。でも、実際に非日常を過ごすと日常が恋しくなるんですよね。〟






「もうお茶会や晩餐会には行きたくありませんわ」

　屋敷に帰るなり、カリナ嬢がリビングのソファーに身体からだを投げ出した。

「男爵令嬢なんだから、社交をサボるわけにもいきませんよ」

「嫌ったら、嫌なのですわ」

「カリナ～？」

「愚痴ならポチが聞いてあげるのです」

　タマとポチがカリナ嬢の傍そばに行く。

　気のせいか、ポチが告解を聞く聖職者みたいな雰囲気になっている。

「婦人達はからかってくるし、男性は私の方をじろじろ見てくるし」

　お茶会からの晩餐会に、なかなかストレスが溜たまっていたようだ。

「蜜みつ菓子あげる～」

「嫌な事は甘い物を食べて忘れるのです。肉さんがいない辛つらさも、甘い物を食べたら忘れられるのですよ。肉さん、ああ肉さん。焼き肉でしたたる脂も、ハンバーグ先生の柔らかくも深い味わいも、しゃぶしゃぶのシンプルな旨うま味みも、ああ肉さん……」

　カリナ嬢を慰めるポチの言葉の後半が、肉への愛情が溢あふれすぎて台無しになっている。

「ポチ、涎よだれ～？」

「ありゃりゃ、なのです」

　タマに指摘されたポチが、妖よう精せい鞄かばんから取り出したマンガ肉柄のハンカチで口元を拭ふく。

　前ならそのまま腕で拭いていただろうに、成長したモノだ──。

　オレがそんな思考をしている途中で、ポチがハンカチに描かれたマンガ肉の絵をガシガシと囓かじって寂しそうに黄昏たそがれていた。明日あしたの夕方には「肉抜きの刑」も終わるから、もうちょっと我慢してほしい。

「明日は絶対に迷宮に行きますわ！」

　カリナ嬢が唐突に立ち上がって叫んだ。

　タマとポチにそっちのけにされて、拗すねてしまったらしい。

「ダメですよ、カリナ様」

　カリナ嬢の侍女のピナが窘たしなめる。

「それよりも、せっかくのおめかしなんですから、士爵様を悩殺しないと」

「そうですそうです！　もっとこう胸の谷間を強調するとか！」

　ピナの言こと葉ば尻じりにカリナ嬢のメイドである新人ちゃんが乗っかる。
















　同じくカリナ嬢のメイドであるエリーナは「む、胸で迫るのは破廉恥っす！」と意外に常識人な発言をしている。

　ちょっとだけ、色っぽく迫ってくるカリナ嬢を想像してしまった。

　不意にカリナ嬢と目が合う。

「サトゥーのえっち」

　カリナ嬢がそう言って部屋から走り去る。

　タマが追いかけ、ピナ達も押っ取り刀でカリナ嬢の後を追った。

　微妙に気まずい思いを誤ご魔ま化かすように視線を彷徨さまよわせると、下から見上げるポチと目が合った。

「どうかした？」

「ご主人様はえっちなのです？」

　そういう答えにくい質問は困る。

「えっちなのはいけないのですよ」

　めっ、とポチが言った後、ふらふら～っとカリナ嬢の後を追った。

「ポチってば『肉抜きの刑』が効きすぎてるのかしら」

「そうだね、少し早いけど切り上げた方が──」

　心配そうなアリサにそう答える途中で、ミーアがくいくいとオレの袖そでを引く。

「大丈夫」

　ミーアが入口を指さす。

　扉の隙すき間まから覗のぞいていたポチと目が合った。

　ピュッと消えたポチを見る限り、予定通りで進めて大丈夫みたいだ。

「ポチってば詰めが甘いんだから」

　アリサが小声でぼやいた。

　どうやら、ポチの「肉抜きの刑」をかわいそうに思ったアリサの入れ知恵だったらしい。

　自分で罰を与えるべきだと言っていたけど、最後まで徹底できないのはアリサの情の深さ故だろう。

　その夜はカリナ嬢と約束した装備類の作製を行い、夜明けまでの時間はポチやタマ用のラカ・クローンの試行錯誤に没頭した。

　さすがに徹夜の連続は身体に悪い気がするので、明け方に少し眠っておく。
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　太守夫人のお茶会の翌日、オレは早朝から迷宮門前でゼナさん達、セーリュー伯爵領軍迷宮選抜隊の見送りに来ていた。

「サトゥーさん、見送りに来てくださったんですか？」

「ええ、それとコレは差し入れです」

　格納鞄ガレージ・バツグから取り出した、小型のポーチを手渡す。

「かわいい……サ、サトゥーさん、これもしかして！」

　驚くゼナさんに首肯する。

　今渡したポーチは「魔法の鞄マジツク・バツグ」の一種だ。

　南洋を旅している時に幾つかゲットした中の一つで、容量が小さい品を改造したモノだからさほど問題はないだろう。

「中身は魔法薬です。この鞄だと外の衝撃が中身に伝わらないので、探索中に割れる心配がないので便利なんですよ」

「それは便利ですけど──」

　中の魔法薬は中級の魔力回復薬や体力回復薬が五本ずつ、竜りゆう白はく石せきから作った万能の解毒薬が五本、他にも麻ま痺ひ解除薬や大量の水増し魔法薬二種が入っている。

　ついでに迷宮産の万能薬も一本入れておいた。迷宮では何が起こるか分からないからね。

「部隊の魔法薬があるから不要かもしれませんが、不足した時は躊躇ためらいなく使ってください」

　ゼナさんが中級の魔法薬がふんだんにあるのを見て目を丸くしている。

　ラベルに効能や注意点なんかも書いてあるので、後で目を通しておいてくださいと言っておく。

「でも、こんなに高価な物は受け取れません」

「ゼナさん、使わなかったら返却すればいいんですよ」

　ゼナさんは遠慮していたが、横からイオナ嬢が代わりに受け取ってくれたので問答を続けずに済んだ。

「この間はほとんど迷宮都市を案内できませんでしたね」

「すみません、私のせいで──」

　ゼナさんを責める意図はなかったので、彼女の謝罪を遮って続きを口にする。

「ですから、ゼナさんが迷宮から戻ったら改めて案内させて頂きますね」

　オレの言葉にゼナさんが笑顔になる。

「帰ったら美味おいしいレストランにご案内しますから、楽しみにしていてください」

「──はい」

　ゼナさんが恋する乙女のような表情で返事をしたせいで、こちらを覗うかがっていた人達が砂糖を吐きそうな顔になっていた。

　ゼナさんを口説いているつもりはまったくなかったけど、周りからはそういう風に見られていた可能性が高い。

　次からは誘い方をもう少し考えよう。




「ゼナっち、そろそろ出発みたいだよ」

　リリオがそう言いながら、後ろを指さす。

　その方角から、銀色の金属甲冑フル・プレート・メイルに身を固めた探索者集団「銀光」の面々が歩いてくる。後ろの方は鎖帷子チエイン・メイルだ。

　総じて魔物素材の武具を装備していないのと貴族階級の女性ばかりというのが特徴の探索者集団で、人数が多いのに赤鉄の探索者が三割近くもいる。

「総員、揃そろっているか？　同行してくれる『銀光』の方達が来られたから出発するぞ！」

　隊長らしき若い騎士が号令をかけると、ゼナさんの仲間達が荷物を担いで西門へと向かう。

「それじゃ、サトゥーさん。行ってきます」

「行ってらっしゃいゼナさん。怪け我がをしないように気を付けてくださいね」

　一緒についていってあげたい所だが、軍事訓練の一環で迷宮に行くのに部外者がついていったりしたら、ゼナさんの評判が下がりそうなので自重した。

　同行する「銀光」達はベテランだし、それほど危険な場所を攻めるわけじゃないはずだ。

「はい、私は運が良い方ですから大丈夫です」

　ゼナさんそういうフラグを立てるのは止やめてください。

　オレは西門の向こうに消えるゼナさんを見送りながら、心の中で突っ込みを入れる。

　帰還日程を聞き忘れたが、初回から何日もかけて攻略しないだろうし、王都へ出発するまでの間、レストランの予約を毎日入れておけばいいか。

　食べに行けない日はカジロ氏達やミテルナさん辺りに、普段の慰労を兼ねて代わりに行ってもらえばいいだろう。




　──そういえば。

「帰ったら美味しいレストランにご案内します」っていうのも、十分すぎるくらいベタなフラグだったと後で気付いた。

　まあ、杞き憂ゆうだと思うけど、時たま空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で安全を確認するくらいはしておこう。
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「ただいま」

「おかり～」

「お帰りなさいなのです！」

　見送りから帰ってきたら、タマとポチの二人がカリナ嬢と特殊ルールのあっちむいてホイをしていた。

　部屋にいる武装メイドはエリーナだけで、ピナと新人ちゃんの姿はない。

「お帰りなさい、サトゥー」

　タマとの勝負に負けたカリナ嬢が項うな垂だれながら挨あい拶さつをする。

「カリナ弱い～？」

「そんな事じゃダメなのです！　ポチ達の戦いをよく見るのですよ！」

　タマとポチが「あっちむいてホイ」を始めた。

　二人は指の動きを目で追ってしまうので、うちの「あっちむいてホイ」は指を追いかけられなくなったら負けというハウスルールを採用している。

「サトゥー、暇ですわ」

　すぐに二人を目で追えなくなったカリナ嬢が、不機嫌そうな顔で暇を訴えた。

「なら、タマやポチと一緒に迷宮で『跳ね芋ホツピング・ポテト』や『歩き豆ウオーキング・ビーンズ』を収穫に行ってみますか？」

「行ってみたいですわ！」

　カリナ嬢が勢いよく立ち上がって迫ってくる。

　今日のカリナ嬢は既製服を扱っている店で買った緩めのシャツを着ているので、胸元が非常にダイナミックな動きをしていて眼福だ。

　ちなみに、芋や豆は私立養護院の子供達が加工の練習をするための教材兼、今晩からの食材でもある。

「なら、離れに新しい防具を届けてあるので着替えてきてください」

「分かりましたわ。エリーナ、手伝って」

「はいっす！」

　意気揚々とカリナ嬢とエリーナが部屋を出ていく。

　なお、カリナ嬢が戻るまでの間、ポチとタマの二人は常人には残像すら見えない速度まで加速した「あっちむいてホイ」の攻防を続けていた。




「武器は軽めの大剣がいいですわ！」

　探索者学校に併設した武器庫で、カリナ嬢が戦蟷螂ウオー・マンテイスの剣腕から作った大剣を選んだ。

　大きさの割に軽く、剣身が分厚くて頑丈なので練習用に向いている。

　カリナ嬢の護衛で一緒に迷宮に行く事になる護衛メイドのエリーナと新人ちゃんも新しい武器が欲しそうな顔だったので、護衛蟻ガーデイアン・アントの刃腕から作った剣をプレゼントしておいた。

　なお、侍女のピナは二人ほど戦闘が得意ではないので居残りとなる。

「ラカ、カリナ様が町中で振り回さないように注意してくれ」

『承知した』

　カリナ嬢はポチ以上にうっかりなので、彼女の装備品である「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」のラカに頼んでおく。

　普通なら文句が出そうな行為だが、カリナ嬢は特に不満を感じていないようだ。

「ご主人様、カリナ様の修行ですか？」

　探索者学校から出ると、迷宮都市外周のランニングから戻ったリザと出会った。

「いや、修行というか、ちょっとしたミッションをお願いしただけだよ」

　リザとそんな話をしていると、準備を整えたタマとポチが屋敷から駆けてくる。

　準備と言っても、危険な場所じゃないのでタマとポチの二人は簡単な装備と背負しよい子こだけだ。

「さあ、出発しますわよ！」

「あい～」

「らじゃっ！　なのです！！！」

　カリナ嬢のかけ声に、タマはいつものようにのんびりと応こたえたが、ポチはいつも以上に大きな声で応えた。

　さっきから語気が強めだし、なんとなく自や棄け気味に聞こえる。

　これは肉断ちのストレスだろうか？

　前に考えた通り、今後は「肉抜きの刑」は禁じ手にするべきみたいだ。

「今日の夕飯は肉のフルコース祭りをしてあげるから、頑張っておいで」

「ぐあっ！　頑張るのです！」

　瞳ひとみにキラキラとした輝きを取り戻したポチが、両手を握りしめて気合いを入れ直す。

「ふるこ～す？」

「そうだよ。オードブルに三種類のローストビーフから始まって、しゃぶしゃぶ、唐揚げ、照り焼きチキン、ビーフシチュー、それから忘れちゃいけない分厚～いステーキ。もちろんハンバーグはオーソドックスな和風洋風を始めとした七種類の味だ。箸はし休やすめのエビやカニ料理を挟んで、すき焼きで締めよう」

　オレが品目を語るたびに、ポチの尻しつ尾ぽが揺れる速度が上がる。

「ああっ……楽しみすぎて、どうにかなっちゃいそうなのです」

「わくわく～」

「とても素晴らしいですね。お腹なかを空すかせるためにも、今日の挑戦者達との決闘も頑張らないといけませんね」

　嬉うれしさを表現できなくてタマと一緒に回り始めたポチに加えて、オレと一緒に三人の見送りをするリザも肉祭りに興奮してきたのか、尻尾をビタンビタンと地面に打ち付けている。

　そんなに好きか、肉。

　気合いを入れる獣娘達に「頑張っておいで」と手を振って見送る。

　カリナ嬢に引き摺ずられるエリーナ達が少し哀れだが、肉祭りには彼女達も招いてあげるから頑張れと激励しておいた。
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　カリナ嬢達を見送った帰り、養護院に寄ると中庭で子供達に楽器を教えるミーアの姿があった。

　ミーアの音楽に惹ひかれたのか、小鳥達がミーアの頭や肩に乗って目を細めている。

「ああ、なんて妙なる調べなのでしょう」

「楽器を弾くミーア様のお姿を絵に残したい」

「なら、僕は詩に書いて残すよ」

　ミーアが前に見かけた妖よう精せい族の少年少女に傅かしずかれている。ミーアは称賛されても「そう」と無関心な感じだ。

　むしろ、子供達に楽器を教える方が楽しそうに見える。

「サトゥー」

「やあ、ミーア。演奏を教えてあげているの？」

「ん」

　ミーア達がオレに気付いたので、そちらに歩み寄る。

「楽器」

　ミーアがそう言って子供達を見る。

「子供達が練習するための楽器が欲しいのかな？」

「そう」

　こくりと頷うなずくミーアに、楽器の調達を約束する。

　後でミテルナさんに言って手配してもらおう。




「うむ、そうじゃ。もう少し刃を立てろ。その方が力がいらんぞ」

　ミーア達の近くでは老人達が子供達に木工や木彫り細工を教えてくれている。

　彼らはミーアが池の畔ほとりで開いていた音楽会の常連で、元職人のご隠居達だ。

「こんにちは」

「なんじゃ、若様か」

「ご無理を聞いて頂いてありがとうございます」

「ふん、礼など不要じゃ」

「演奏会のお返しじゃからのう」

「ミーア様のお願いは断れん」

　子供達の将来の選択肢を増やすために、ミーア経由で彼らに職業訓練というか、日曜大工教室みたいなモノを開いてほしいとお願いしていたのだ。

　彼らはボランティアという事になっているが、後でオレの方からお礼の銘酒や菓子などを届けておこうと思う。

　そんな大工教室の向こうでは、ルルによる料理教室が開かれている。

「包丁の使い方は分かった？　次は『跳ね芋』の解体を教えるわよ」

　ルルは屋敷の台所メイド達と一緒に、跳ね芋の解体や加工の仕方を子供達に教えているようだ。

　生徒は女の子が多いが、意外に男の子も交ざっている。

　子供達の目は真剣だ。

「ご主人様！」

　大まかな解体を済ませたルルがオレに気付いて輝くような笑顔を向ける。

「料理教室で何か足りないモノはないかい？」

「はい、大丈夫です」

　ルルにそう確認した後、真ま面じ目めに料理教室の授業を受ける子供達を褒めたら──。

「大きくなったらルル様みたいな料理人になるの！」

「俺は屋台で稼いで、いつか店を持つんだ！」

　なぜか将来の夢を語る場になってしまった。

　幼いのに、もう将来を見据えているらしい。なかなか頼もしいね。




「ナナー」

「幼生体って言って～」

「ナナ、積み木しよ」

　ルル達と別れ養護院に入ると、共有スペースで幼生体まみれになって戯れるナナを見つけた。

　無表情ながらも非常に楽しそうだったので、邪魔をしないように注意して廊下を進む。

　ナナ達が遊ぶ共有スペースの片隅では、何かの順番待ちができていた。

　どうやら、扇風機──前にプレゼントした自作の冷風扇風機型魔法道具マジツク・アイテムに、魔力を流す係の順番待ちらしい。

「えへへ、あたしの番」

　子供達が楽しそうに魔力を流す。

　ファジー扇風機のようにリズミカルに回すのが流行のようだ。

　遊びの一環として何度も扇風機に魔力を流しているせいか、少し前から魔力操作のスキルを持つ子供が現れ始めている。

　魔力操作スキルは色々と役に立つので、もっとスキル持ちが増えないかと期待して、魔力を流しやすい木剣や灯明の魔法道具などを養護院や探索者学校の備品に追加してある。

「山や羊ぎ！」

　廊下沿いのベンチを机代わりにして、学習カードで遊ぶ子供達がいた。

「ちがうよー、それは『山羊の肉』なんだよー」

「なんでだよ！　山羊であってるじゃないか！」

「でもでも、ポチちゃんもタマちゃんも『山羊の肉』って言ってたよ？」

　微笑ほほえましい光景だが、間違いをそのままにするのも気が咎とがめたので「山羊」で合っていると訂正しておく。

　ポチやタマの言葉を信じていた子が涙目になっていたので、「ポチやタマを見かけたら、間違っていたって教えてあげてね」とお願いしておいた。

　学習カードで遊ぶ子供達の近くのベンチでは、拙つたないながらも絵本を小さい子に読んで聞かせている大きな子もいる。

　養護院の識字率は順調に上がっているようだ。




「貸せよ！　僕が読むんだ！」

「止やめてよ～、あたしがまだ読んでるの！」

　子供達の言い争う声がしたので部屋を覗のぞくと、養護院の図書室で年長の子供達が一冊の本を取り合っていた。

「止めなさい！」

　聞き覚えのある声が子供達を仲裁する。アリサだ。

「一人半時間までって約束でしょ。ハムナはラリンに本を渡しなさい」

「はーい」

「やったー、ありがとなアリサ」

　ラリン少年が本を受け取った時に表紙が見えた。

　あれはアリサやミーアと一緒に書いた子供用の魔法入門書だ。

　現代日本の本屋でよく見かけた「二週間で学べる表計算」みたいなビジネス書に倣った本で、一ページ当たりの文字数を少なめにして図や挿絵でとっつきやすくした。

　理論や原理などは囲み文で参照先を書くだけにしてあり、本文は魔法を使う事だけに目的を絞ってある。実践第一主義の本なのだ。

　子供達がオレに気付き「若様だ」と口々に言う。

「あら、ご主人様」

　アリサが手招きするので図書館にお邪魔する。

「ねぇ、ご主人様。この入門書を量産できないかしら？」

「写本すればできると思うよ」

　印刷魔法は作れそうな気もするけど、狗く頭とうの件で「活版印刷を禁止している神がいる」事が判明したので、当分の間、手を付ける予定はない。

「でも、写本に出したら複写されて外に流れちゃうじゃない」

　基本的に手作業で書き写すしか複製手段がないので、この世界の国々には著作権というモノに無む頓とん着ちやくな人が多いんだよね。

「なら、イラストだけ外に出せばいいさ。絵だけじゃ何か分からないだろうしね」

　文章だけなら、並列思考と「理力の手マジツク・ハンド」のコンボで写本するくらい余裕だ。

　絵も模写できない事はないが、文字と違って普通に面倒なので自分ではやりたくない。

「イラストだけ先に絵画工房に依頼しておくよ。何冊くらい欲しい？」

「ありがとう、ご主人様。一〇冊もあれば十分だけど、探索者学校とかにも置きたいから、多めに二〇冊お願いできる？」

　一〇冊も二〇冊も大して変わらないので、アリサの頼みを快諾する。

「アリサ、詠唱の練習しようぜ」

「僕もする！」

「あ、あたしだって！」

　オレとの会話が終わったところで、子供達がアリサの周りに集まってくる。

「ここだと本を読んでいる人の邪魔になるから、お外でやりましょう。ご主人様も一緒にどう？」

　せっかくのお誘いなので、オレも子供達と一緒に詠唱の練習をする。

　その流れで、明日あしたから朝晩の練習は子供達と一緒にやる事を約束する事になってしまった。
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「はうぅ、幸せすぎて怖いのです」

　その日の夕方、迷宮から戻ったポチ達に、約束していた肉料理のフルコースをご馳ち走そうした。

「まんぷく～まんぷく～？」

「至福です」

　ここしばらくポチに遠慮して肉を控えめにしていたタマとリザも久々に肉を堪たん能のうしたようだ。

　三人とも、マンガの表現のようにお腹なかをポッコリと膨らませて、クッションにまみれてリビングを転がっている。

　その顔は幸せそうに、ゆるゆるだ。

　オレやミーアは第一ラウンドで退場したが、獣娘達は最後まで肉料理を相手に戦い抜いた。

「美味おいしかったけど、一度に食べる量じゃないよね」

「ん」

　他ひ人と事ごとのように言っているが、アリサも第三ラウンドまでは参加していたから、さっき胃薬を飲むまでは「食べすぎで死ぬ」とか呻うめいていた。

「幸せですわ～」

「唐揚げ最高でした」

「ダメになっちゃう……」

　カリナ嬢や護衛メイドのエリーナと新人ちゃんも、獣娘達と同じように幸せそうな顔でソファーに身体からだを沈めている。

　もっとも、エリーナと新人ちゃんの二人は「あなた達はもう少し自分の立場をわきまえなさい」と侍女のピナに叱しかられていた。

　ナナとルルの二人はお腹がいっぱいになった後、「作りすぎ」の肉料理を養護院や探索者学校へお裾すそ分わけに行っている。

「ご主人様も、今日は珍しくいっぱい食べていたわね」

「まあね」

　アリサの指摘に首肯する。

　幸せそうに肉を食べるポチ達がかわいくて、ついつい一緒に食べすぎてしまったのだ。

　これから何かあって罰を与える必要ができたとしても、食べ物を制限する罰は止めようと心に誓った。

　やっぱり、皆みんなで一緒の御飯は美味しいからね。

　その日の晩は満腹で億おつ劫くうだったが、ラカ・クローンの試行錯誤をある程度進めてから眠った。

　魔法回路サーキツトの取捨選択は終わったんだけど、オレの試作装置や「蔦つたの館やかた」にある設備では携帯性が悪いサイズまでしか小型化ができない事が判明した。

　ボルエナンの森のエルフ達に頼るか、ルルの加速砲で使ったような大型装置を亜空間に置く手法を取るか、悩ましい所だ。





◆






「なかなか、頑張ってるみたいだ」

　翌朝、ポチ達と迷宮の第一区画へ修行へ行くカリナ嬢達を見送った帰りに、アリサから頼まれた入門書のイラスト発注を済ませ、探索者学校の前まで来てみた。

　校庭では第二期生や第三期生と一緒に、ゲリッツ君達貴族子弟組が汗を流して訓練に励んでいる。

　──おや？

　通りの向こうから、卒業実習に行っていた第一期生が戻ってくる。

　予定より少し早いけど、子供達のやりとげたような明るい表情を見る限り、ちゃんと卒業実習をクリアできたみたいだ。

「「「若様！」」」

　オレを見つけた第一期生の子供達が駆けてくる。

「俺おえ達らちやったらよ！　ちひゃんと課か題らいを果たした」

　ウササが誇らしげに報告してきた。

　オレは彼らを褒めた後、昼から卒業式を行うから風ふ呂ろに入ってくるように告げる。

　仲間達に空間魔法の「遠話テレフオン」で卒業式の開催を告げ、ミテルナさん達に卒業生達の祝賀会の準備を頼みに向かう。

　さすがに急すぎるので、祝賀会の料理は大半が食堂や料亭からのデリバリーになりそうだ。

　やがてほとんどのメンバーが探索者学校の校庭に集結する。

　カリナ嬢の迷宮探索に同行して、土気色の顔で帰ってきた新人ちゃんとエリーナの二人は屋敷に帰してある。

　デミゴブリンと連戦でもしたらしく、「ゴブリンはもう嫌っす」とか「岩場の陰からも天井の隙すき間まからも来るぅ」と譫うわ言ごとを呟つぶやいていた。

　ラカの守りがあるカリナ嬢と違って二人は生身だし、けっこう大変だったのだろう。

「ご主人様、遅くなりました」

　最後に戻ったリザが、本日の戦利品だと言って貨幣の詰まった袋を差し出してきた。

「今日は多いね」

「はい、今日は王都から有名な武芸者達が来たので」

「どんな風に戦ったのか、式の後にでも聞かせて」

「はい、ご主人様！」

　オレは一度受け取ってから金貨に両替して、改めてリザに「褒美」という形で返却する。

　最初から受け取らずにリザに持たせたままにするのは無粋だからね。

「ご主人様、生徒達の整列が終わったわよ」

　アリサが呼びに来たので、オレは校庭に設しつらえられた壇上に上がる。

「諸君、卒業おめでとう──」

　あまり長々と話しても眠くなるだけなので、探索者学校で頑張ってきた事を褒め、これからも生還する事を第一にするように釘くぎを刺しておく。

　オレに続いて、探索者学校の校長やカジロ氏、アリサなどが祝辞を述べ、最後に卒業証書代わりの品を配る。

「──では、卒業の証あかしにマントを授与する」

　オレは卒業生の名を一人一人呼び、青いマントを着せてやる。

　このマントは耐衝撃性の高いヒュドラの皮膜と防刃性の高いワイバーンの革で作ってあるので、レベル四〇くらいまでは普通に使えると思う。

　背中にはオレの家紋をアレンジした紋章を染め抜いてある。

「ペンドラゴン家の紋章とは少し違うのじゃな」

　卒業生達の紋章を見たミーティア王女が呟いた。

　あの紋章はアリサの監修で作った奴やつで、両足を投げ出した太っちょドラゴンのヌイグルミが、槍やりのようなペンを肩に載せているような感じの絵をシルエットにしたモノだ。

「ちょっとデフォルメしているから、さしずめ『ぺんどら』って感じかしら」

　アリサの呟いた言葉が生徒達の間に広がっていき、卒業生達もまんざらでもない顔で「ぺんどら」という名称を言い合う。

　もっとも、この時はその名前が探索者学校卒業生の通称として、迷宮都市に広まるとは思わなかったけどさ。

　その後は炭酸入りのジュースやパーティー料理などで簡単な祝賀会を行って解散となった。

　卒業生達と担当教官はこの後、歓楽街で卒業おめでとうパーティーをするらしい。

　オレも招かれているので、後で顔を出そうと思う。

「「「若様！」」」

　探索者学校を出るなり、養護院の子供達に呼び止められた。

　さっきまで探索者学校の生け垣の向こうから、卒業式を見物していた子供達だ。

「俺も探索者学校に入りたい！」

「あたしも！」

「僕は剣だって使える！」

　子供達が口々に探索者学校への入学を懇願する。

　彼らなりに真剣に考えた結果だろうし、「もう少し大人になってからね」とお茶を濁すのもかわいそうだ。

「君達の希望は分かったけど、すぐには無理だよ。教えられる人数にも限界があるからね」

「そうそう、まずは選抜試験に受かるくらいじゃないと、迷宮ですぐに死んじゃうわよ」

　オレやアリサの言葉に、子供達が悔しそうな顔になり「アリサにだってできるのに」と呟いた。

　たぶん、普段からうちの子達と接しているせいで、「アリサ達に探索者ができるなら自分達にもできる」的な勘違いをしてしまったのだろう。

「別に夢を諦あきらめろ、とは言っていないよ？」

　子供達の頭をぽんぽんと叩たたく。

「若様？」

「さっきも言っただろう？　『すぐには無理だ』って。近いうちに先生を手配しておいてあげるよ」

　オレがそう言うと子供達が明るい笑顔になった。

「近いうちって、いつ？　明日？」と子供らしいせっかちさで尋ねてくるので、「近いうちは近いうちだよ」とけむに巻きつつ実行するための算段をつける。

　炊き出しの時にでも、暇そうな引退探索者や引退兵士に声をかけて、子供達に護身術や鍛錬の基礎を教える仕事を引き受けてもらえないか尋ねてみよう。

　その日の夜は卒業生達のお祝い後に、女性メンバーを担当教官イルナ達に任せ、オレは男性メンバーだけを連れて美人なお姉さんのお店や酒場を梯はし子ごした。種族ごとにお店が違うのでなかなか面白かったよ。




「さてと──」

　調子に乗って飲み歩いたせいで明け方近くになってしまったが、オレは迷宮上層奥地の過疎エリアに来ていた。

　まあ、過疎と言っても探索者だけじゃない。

　魔物もほとんど残っていないという意味での過疎エリアだ。

　ここにエチゴヤ商会の幹部達をパワーレベリングするための施設を作ろうと思う。

「まずは魔物を養殖する檻おりから行こう」

　オレは土魔法の「落とし穴ピツト」で深さ一〇メートル、直径一〇メートルほどの縦穴を等間隔に幾つも空けていく。

　三〇個ほど空けたところで、土魔法の「土壁ウオール」で縦穴の壁をオーバーハングにした上で、つるつるに加工する。

「お次は蓋ふただな」

　穴が塞ふさげるサイズの格子を金属で作るのは面倒だったので、ストレージから出した岩塊を取り出して、手刀の先に出した魔刃で一メートルほどの厚みでスライスしていく。

　最後に土魔法の「石製構造物ストーン・オブジエクト」で厚みを三分の一くらいまで圧縮硬化して強度アップする。

「確認用の窓もあった方がいいかな？」

　蓋に三つくらいマンホールサイズの穴を開けて、水晶を板状にして穴に融合させる。

　ついでに水晶窓には聖碑の魔法回路を追加しておいた。

「疲れた……」

　もうひと頑張りだ。

　最後にストレージに死蔵してあった使い道のない魔物の死し骸がいを投入し、その上に迷宮中層から回収してきた迷宮鼠メイズ・ラツトや迷宮油虫メイズ・コツクローチを数つがいずつ別個の穴に放り込んでおいた。

　後は半月も放置したら、いい感じにパワーレベリングできるだけの数に増えている事だろう。

　共食いをされて数が減ったら困るので、数日おきに空間魔法の「遠見」で確認しておかないとね。

　オレはあくびを嚙かみ殺しながら、地上の屋敷へと帰還転移リターンした。
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「今日は唐揚げが美味おいしいカエルを狩りに行きたいですわ！」

　カリナ嬢の元気いっぱいの声が徹夜明けの頭に響く。

　朝食後、執務室で今日の予定をチェックしていると、部屋に飛び込んできたカリナ嬢がそんな事を言い出したのだ。

「ないす～」

「それはとってもとっても良い考えなのです」

　カリナ嬢の後ろからついてきたタマとポチが、キラキラした目でオレに許可を求める。

　ラカがいる限り、カエル程度でカリナ嬢が大おお怪け我がを負うとは思えないけど──。

「カエルはダメ」

　許可したらカリナ嬢は十中八九の確率で、池に引き込まれて濡ぬれ透けになってしまいそうだ。

　他ほかにむくつけき探索者達がいる場所で、嫁入り前の娘にそんな恥をかかせるわけにはいかない。

　もちろん、個人的には凄すごく見たいけどさ。

「狩りをするなら第四区画手前の迷宮蟻メイズ・アント地帯に行っておいで」

　迷宮蟻なら外殻も柔らかいし、特殊な攻撃はギ酸を吐くくらいしかない。皮膚や革を溶かす迷宮蟻のギ酸も、ラカの守りなら余裕で防げるはずだ。

「蟻あり蜜みつふぃ～ば～？」

「蟻の巣の奥には甘ぁ～い蜜玉がいっぱいあるのですよ！」

　タマとポチが笑みに緩んだほっぺを両手で挟んでイヤイヤしている。

　カリナ嬢も期待いっぱいだが、これは禁止しないといけない。

「二人とも、迷宮蟻の巣には入っちゃダメだよ」

「にゅ～」

「ダメなのです？」

「迷宮蟻の巣の奥に引っ張り込まれたら、カリナ様が危ないからダメ」

　ラカの守りがあると言っても、巣で迷宮蟻と連戦できるほどカリナ嬢には体力も魔力もない。

「少なくともレベル二〇くらいになるまでは禁止」

「遠く果てしない高みですわ……」

　まだレベル九のカリナ嬢が肩を落とす。

「カリナがんば～？」

「そうなのです！　一歩進んで二歩下がる精神で行くのですよ」

　ポチ、それは違う。たぶん、アリサが教えた昔の歌謡曲のフレーズだと思うけど、それじゃいつまでも前に進まないよ。

「分かりました。一歩ずつ頑張りますわ！」

　カリナ嬢が前向きになったならいいか。

「サトゥー様、カリナ様の探索衣装を用意したのですが、どれが良いと思われますか？」

　そこにカリナ嬢の侍女であるピナや護衛メイドの二人が、妙に露出過多な探索者風の衣装に着替えてやってきた。胸元が盛大に余っているのはカリナ嬢の服だからだろう。

「ピナ！　そんな恥ずかしい服は着ないと言ったはずですわ！」

　カリナ嬢が縦ロールの金髪を振り乱して怒る。

　昔のアニメやゲームならありそうな服装だけど、町中で着ていたら羞しゆう恥ち心しんで軽く死ねそうだ。

　迷宮の中はわりと寒い場所があるから、露出過多な服は止やめておくように、とカリナ嬢を援護しておく。

「分かりました。でも、ちょっとだけこの衣装を着ているカリナ様を見たくありませんか？」

　ピナが最後に少し赤い顔でそう言う。やっぱり彼女も恥ずかしいらしい。

　もちろん、プロポーション抜群なカリナ嬢のエロい衣装は見たいけどさ。

　そう考えた次の瞬間、扉を開けてミーアとアリサの鉄壁ペアが部屋に飛び込んできた。

「ぎるてぃ」

「破廉恥センサーがビンビン反応するから来てみたら！　今度はメイドにぶかぶか衣装を着せてニマニマするなんて！　そんなプレイがしたかったらアリサちゃんに言いなさいっていつも言ってるでしょ！」

　服のボタンに手をかけて逆上するアリサの頭を、ミーアがぽこんと叩く。

「落ち着く」

「だって～」

「誤解だよ。ピナ達がカリナ様の新衣装を見せに来てたんだけど、迷宮向きじゃないから却下していたところだったんだよ」

　アリサに視線を向けられたカリナ嬢とピナが頷うなずいた事で、なんとかオレの弁明を信じてくれた。

「退場」

「ご主人様が血迷っても困るから、ピナさん達も着替えてきて」

　ミーアとアリサに急せかされてピナ達が部屋を出ていく。

「だから、カリナ様の魅力は直接的な色気じゃなくて、隙すきの多さや無防備な所なんですよ」

　新人ちゃんがピナやエリーナに主張する声を、聞き耳スキルが拾ってきた。

　一晩明けて二人の顔色も元に戻っている。どちらかというと、昨日の狩りで得た魔コ核アを売却した分配金を受け取ってから元気だ。




「今日は昨日よりもいっぱい狩りますわよ！」

　迷宮へ行く準備を整えたカリナ嬢が気炎を上げた。

「えいえい～」

「おー、なのです！」

　タマとポチがかけ声に合わせて、アルファベットのＡＡＯを形作る。実にかわいい。

　そういえば昔の少女マンガでそんな語ご呂ろ合あわせを見た気がする。

「わたくしもやりますわ！」

　──おおっ。

　タマやポチがやるとかわいいだけだったＡＡＯのポーズを、スタイル抜群のカリナ嬢がやると非常に色っぽい。前屈でＡのポーズは普通だが、二つ目のＡのポーズで片足を上げて背中を反らす所とか、ブリッジでＯを作る時の胸のアクロバティックさなんてヤバすぎる。

「ほら、言ったじゃないですか。無防備さがカリナ様の魅力だって」

「ぐぬぬ……正しくても、そのドヤ顔がムカつくっす！」

　カリナ嬢達の後ろにいた、新人ちゃんとエリーナがそんな会話を交わしていた。

「若様！　今日は迷宮っすか？」

「こんにちはネルさん。私は見送りに来ただけですよ」

　屋台を後輩に押し付けたネルがやってきた。

「最近、貴族の若君を見かけないんすけど、病気か何かっすか？」

「ルラム殿の事ですか？」

「そうっす！」

　オレが適当に名を挙げると、ネルが大げさなアクションで喜んだ。

　太守三男の取り巻きであるルラム君はネルの屋台の常連だったし、毎日通う内に仲良くなったのだろう。

「彼なら探索者学校で友達と一緒に頑張ってますよ」

「そうっすか。当分来ないなら若君専用の特別メニューは準備しない方がいいっすね。材料費も馬ば鹿かにならないっすし」

　ラブの気配を感じたのだが、気のせいだったらしい。

「士爵様、そろそろ出発するそうっす」

　エリーナが呼びに来た。

「この人も若様のとこの人っすか？」

「なんすか、この人？　あたしのマネをしないでほしいっす」

　そういえばネルとエリーナは口調が似ている。

「はいはい、喧けん嘩かしない」

　パンパンと手を叩たたいて仲裁すると、二人はすぐに矛を収めてくれた。

　口調以外の性格もわりと似ているから、何かきっかけがあればすぐに仲良くなってくれそうだ。

　オレはエリーナの背を押して西門前に行き、迷宮に入るカリナ嬢達を見送った。
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「今回の巻物は繁茂迷宮で出た『桜吹雪チエリー・ブロツサム・シヤワー』『草刈りモウイング』『草紡ぎグラス・スピン』『草縛ホールド・グラス』の四本です。代金なのですが──」

　今回は巻物を持ち込んだ鼬イタチ人族の商人がふっかけてきているそうで、一本あたり金貨一〇枚を要求しているそうだ。

「それで構いません」

　巻物の現物は西ギルドで預かっているそうなので、対価を払って受け取る。

「系統は不明との事ですが、ギルドに鑑定を依頼されますか？」

「いえ、趣味の収集品なので必要ありません」

　ＡＲ表示によると、「桜吹雪」と「草刈り」が術理魔法、「草紡ぎ」と「草縛」が土魔法のようだ。

「他にも二本ほどお見せしたい巻物があるとの伝言を受け取っています。年始まで王都に滞在するとの事なので、お急ぎでしたら連絡先をお伝えいたします」

　先の四本と別にした理由がよく分からなかったが、どんな巻物か興味があったので連絡先を教えてもらう。

　年末年始はオレも王都にいる予定だし丁度いい。




　西ギルドを出る時に、満まん身しん創そう痍いな金属鎧よろいの集団に出会った。

　貴族や騎士が主体になったパーティーだろう。こういった鎖帷子や金属甲冑は非常に値段が高いので、迷宮都市の探索者達はあまり使わないんだよね。

　気のせいかずいぶん殺気だった感じだ。

　何か事件でもあったのかな？

「少年！」

　お、リリオがいる。

　という事は、この集団はセーリュー市の迷宮選抜隊の人達か。

　ゼナさんのマーカーがなかったから気がつかなかった。

　──ん？　いない？

　リリオが駆け寄ってくる。

「ゼナっちが！　ゼナっちが！」

　先ほどの違和感を肯定するように、リリオがオレに縋すがりつきながらそう繰り返した。








遭難







〝サトゥーです。遭難というと山や海を思い浮かべます。幸いにして遭難した経験はありませんが、何かのエッセイで読んだ救助費用の高額さに驚いた記憶があります。やっぱり安全第一ですね。〟






「リリオさん、落ち着いてください。ゼナさんがどうされたんですか？」

　痛いほどオレの腕を摑つかむリリオに尋ねながら、素早くマップを開き、検索バーではなくマーカー一覧からゼナさんを選ぶ。

　現在位置は──迷宮下層？

　どうして、そんな場所に……。

「ゼナっちが迷宮で行方不明になっちゃったの！」

「ゼナさんが行方不明ですか？」

　リリオと話しながらもマップを操作し、ゼナさんの詳細状態を確認する。

　ＡＲ表示されたのが昏こん倒とう状態で少し焦ったが、体Ｈ力Ｐゲージは減っていない。大おお怪け我がをしたり毒や石化のような危険な状態だったりではないようだ。

　もっとも、スタミナゲージが枯渇、魔Ｍ力Ｐゲージは残量が僅わずかなので楽観視できるほどではない。

「ゼナっちが魔物に攫さらわれたの！　少年は色々と顔が利くんでしょ？　お願い、ゼナっちを捜して！」
















　リリオが必死に懇願する。

　ボロボロと溢あふれ出した涙が彼女の頰ほおを伝う。

　今のところ大丈夫そうだけど、いつまで無事か分からないので、素早く行動しよう。

「分かりました。捜しに行ってきます」

「お待ちなさい」

　横にいたイオナ嬢に肩を摑まれる。

　彼女の甲かつ冑ちゆうも肩当てが壊れて、肩が剝むき出だしになっている。

「なんですか？」

　早く救助に行かせてほしい。

「行方不明になった場所も状況も聞かずにどこに行こうというのです」

「それは……」

　しまった、急ぎすぎた。少し不自然だったか。

　言い訳が必要だ。詐術スキルよ、君の本気を見せてみろ。

「人を集めに行ってきます。探索系の魔法が得意な人間に心当たりがあるので、助力を乞こおうと思って。状況は後で伺いますから、先に神殿のギルド出張所で治療してもらってきてください」

「ええ、分かりました。ゼナさんは黒い霧のような魔物に攫われる直前に大怪我をしていたので、治療ができる探索者も確保してください」

　──大怪我？

　マップで見る限り全回復しているけど？

　それに「黒い霧のような魔物に攫われた」って言うけど、そんな魔物に今一つ心当たりがない。

　おっと、疑問は後回しだ。

　オレはリリオ達からの依頼を請け合い、ギルドを後にした。




『アリサ、悪いが頼みがある──』

　オレは走りながらアリサに空間魔法の「遠話テレフオン」で連絡する。

『仲間達を集めて迷宮に入る準備をしてくれないか？』

『おっけー』

　理由も聞かずに即答とは、さすがアリサだ。男前すぎる。

　アリサに「ゼナさん失しつ踪そう」を伝え、ダミー救出隊を編制してもらう。

　そして人目のない路地裏で透明マントを被かぶってから、迷宮上層の第一区画へと空間魔法の「帰還転移リターン」で移動する。

　オレはマップを開き、迷宮下層のゼナさんの現在位置への最短経路を調べる。

「──どういう事だ？」

　なぜかゼナさんの現在位置が迷宮下層の「土の中にいる」としか思えない場所を指し示している。

「もしかして、空白地帯か？」

　クハノウ伯爵領などにあった空白地帯の事が頭を過よぎった。

　でも、あれはクハノウ伯爵が支配していない精霊溜だまりや魔物溜まりだったはず──。

「そんな考察は後だ」

　今度はゼナさんのマーカーを目標にして、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を発動する。

「──失敗した？」

　なぜか、「遠見」が発動しない。こんな事は初めてだ。

　なんらかの対空間魔法型の結界でもあるのだろうか？

　オレが考えている以上に、ゼナさんを攫ったのは厄介な奴やつみたいだ。

「一刻も早くゼナさんの所に向かおう」

　ゼナさんのいる場所に隣接した区画を目標に設定する。

　オレは迷宮下層のマップをスクロールさせた。

「迷宮上層から迷宮下層へ直結している大穴から行けるのは、最深部の『太古の根魂エルダー・ルート』の間を含む一部だけか……」

　オレは呟つぶやきながら中層のマップを調べ、下層へと続く経路をピックアップする。

　迷宮中層に三カ所ある下層への縦穴の内、第一区画の縦穴から降りた中層から行くのが早いようだ。

　──思ったよりも人が多い。

　たぶん、経路の途中にジェリル氏達が迷宮中層の「階層の主フロア・マスター」を討伐した「試練の間」があるからだろう。

　ジェリル氏達が討伐のために開拓した安全地帯を拠点に、迷宮中層を攻略しているに違いない。

「飛んでいくか──」

　彼らに見つからないように、透明マントで姿を隠したまま、早着替えスキルの助けを借りてクロの姿に変身して、天井付近を天駆で突破する。

　少し風が巻き起こったかもしれないが、許してほしい。

　道を塞ふさいでいた巨大なスライムに風魔法で穴を開け、密集して生えていた食人植物の森を「自在盾フレキシブル・シールド」のバリケードを前方に出して粉砕し、幾重にも鋼糸を編んだ巣を作る惨殺蜘蛛マーダー・スパイダーの領域を聖剣クラウソラスで薙なぎ払って中層を抜けた。

　他ほかにも通行に邪魔な大型の魔物を始末したが、些さ細さいな事だ。

「──扉か？」

　下層へと続く道を謎なぞ金属の扉が塞いでいた。

　どうやら、謎解きリドルで開く扉らしい。

　暗号解読では分からなかったし、謎解きを考える時間がもったいなかったので、聖剣デュランダルで切断して無理矢理に道を作った。

　少し強引だが、今は寸刻が惜しい。

「次は螺ら旋せん階段か──」

　幾重にも蜘蛛の巣が張り巡らされた螺旋階段を、「自在剣フレキシブル・ソード」と「自在盾」を前面に押し立てて高速で下っていく。

　やがて、ＡＲ表示されるマップ名が「セリビーラの迷宮：下層」へと変化した。

　マップを開き、最短経路をもう一度確認する。

　迷宮下層は、上層中層とは少し異なる作りになっていた。

　植物に喩たとえると、八個ほどの巨大な瘤こぶ状の地下茎があり、網の目状の回廊が数百の小さな地下茎を結んでいるといった表現になる。

　この地下茎に当たる部分が、上層や中層でいう区画に相当する。

　小さい方は平均的な区画の一割から三割程度の小さいものだが、八つの大きな方はセリビーラ市がそのまま入りそうなくらいの巨大な区画だ。

　そして、回廊の中に不自然な感じに通路が途切れている場所が幾つかある。

　ゼナさんのいる空白地帯も、そんな途切れた場所の先にある一つだ。

　その途切れた場所から行くか、最寄り通路から土魔法で掘り進んでいくか──。

　──ん？

　迷っているオレの視界に、ゼナさんを示す青い光点が移動を始めているのが見えた。

　いつの間にか彼女の状態が「昏倒」から「なし」に変わっている。

　光点の動きからして、目覚めたゼナさんは囚とらわれた場所から脱出したらしい。

　オレは最短経路となる「最寄り通路から土魔法で掘り進んでいく」コースを選んで進む事にした。

　直上にあたる位置から、「落とし穴ピツト」の土魔法を連続で使う。

　前に公都の地下迷宮から脱出する時にも使った魔法だが、この迷宮で通路を作る方が抵抗が強く、その分だけ魔力消費が多かった。

「──空洞？」

　オレは巨大地下空洞に出た。

　それと同時に、何かの結界を突き抜けたのを感じた。

　ＡＲ表示された情報によると、「常夜城の結界」らしい。

　暗視スキルで補完された視界に、森や畑に囲まれた湖が映る。湖の中心部には白亜のお城があるようだ。

　地下都市ジオフロントという言葉よりも、魔界という言葉が相応ふさわしい光景が眼前に広がっている。なぜか夜空に星や月まで出ていた。

　思わずマップを確認してしまったが、ちゃんと迷宮の中だ。

　月明かりがこの広大な空間を照らしている。おそらく、あの月は魔法か魔法道具マジツク・アイテムなのだろう。

「あれが常夜城か……」

　オレは嫌な予感を覚えつつも、魔法欄から「全マップ探査」の魔法を発動する。

　やはり、予想通りゼナさんは空き部屋の一つに潜んでいた。廊下を歩く侍女達から姿を隠しているのだろう。

　ゼナさんを追いかけて移動を始めている者はいなそうなので、今の内にマップ内の情報をチェックする。

「これは──」

　ゼナさんを攫った相手はマップの範囲検索ですぐに分かった。

　レベル六九の吸血鬼ヴアンパイア──それも真祖だ。

　この世界の吸血鬼がオレの知る吸血鬼と同じ存在かは分からないが、彼の持つ種族固有能力欄にある「霧化ミスト・フオーム」「影歩きシヤドウ・ウオーク」「束縛の視線ホールド・ゲイズ」「魅了の視線チヤーム・ゲイズ」「下位不死生物使役コントロール・アンデツド」「眷属分離サーバント：・蝙蝠バツト」「眷属分離サーバント：・狼ウルフ」「眷属同化マージ・アニマル」「血流操作ブラツド・コントロール」「血の盟約ブラツド・コビネント」「血の契約ブラツド・コントラクト」「血の従属ブラツド・サーバント」といった名前からして、油断できない相手だと分かる。

　手持ちの文献を検索したところ、「血の盟約」「血の契約」「血の従属」の三つが吸血鬼の仲間を増やす能力らしい。

　この内、「血の従属」は「吸血鬼の従僕ヴアンパイア・サーバント」を作る能力で、死体に対して使うモノのようだ。

　吸血鬼を増やすための能力は「血の契約」と書かれてあり、満月の夜ごとに三度の儀式が必要との事だ。儀式を実行された場合、「血の契約：進行中」のような状態になるらしい。

　その事を知ってすぐにゼナさんのステータスを再確認したが、先ほど確認した時と同様にそういった状態にはなっていない。

　文献の記述によると並の鑑定アナライズスキルだと見抜けないらしいが、スキルレベル最大の鑑定スキルより優秀なメニューの詳細情報に載っていないのだから間違いないはずだ。

　上級吸血鬼ヴアンパイア・ロードを増やす「血の盟約」についての詳細は載っていなかったが、「血の契約」の後に使うとの事なので、ゼナさんの安全を確認するという意味では無視して大丈夫だろう。

　少し安心した所で、ゼナさんの救出に移る前に、真祖の情報をもう少し確認する事にした。

　真祖のスキル構成を見る限りでは魔法使い寄りの魔法剣士らしい。

　レベルと比較しても多いスキルを持っており、さらに特殊能力アビリテイ──ユニークスキルに「一心不乱コンセントレイシヨン」というモノがあった。

　マップに表示される真祖の名前は「バン・ヘルシング」──地球の創作物で吸血鬼ハンターとして名高いヴァン・ヘルシングと似ている。吸血鬼の名前としては些いささか間違っている気がしないでもない。

　なんていうか、あからさまに転生者っぽい名前だ。詳細情報に「ヘルシング伯爵家の開祖」とあるので家名は自分で付けたのだろう。

　先のユニークスキルの情報と併せれば、極めて転生者の可能性が高い。

　一瞬だけ、「彼と接触すればアリサに必要な情報が手に入るかも」なんて思ったが、二に兎とを追う者は一兎をも得ずの諺ことわざもある事だし、今はゼナさんの救出を優先して情報収集に戻る。

　真祖には「陽光の下を歩む者デイ・ウオーカー」という称号や「陽光耐性」スキルがあるので、オレ達のイメージにある一般的な吸血鬼と違って日中でも闊かつ歩ぽできると思われる。

　また、常夜城の城内にいるのは、真祖を除いて七人の上級吸血鬼達と無数の騒霊ポルターガイスト達、そしてゼナさんを含む一七人の人族の女性達だ。

　不思議な事に上級と付かない無印の吸血鬼はいない。

　人族の女性の内、一〇名は「常夜城の侍女」という肩書きが付いていたので、城で働いている者達なのだろう。

　残り六名は奴隷の娘達で、ゼナさんが最初にいたらしき部屋で大人しくしている。

　城を囲む湖には死霊魚ゴースト・フイツシユや骨魚スケルトン・フイツシユという魔物が無数に泳いでおり、城の周囲の森には骸鳥コープス・バードや骨狼スケルトン・ウルフといった多様なアンデッド系の魔物が放されているようだが、いずれもレベルが一ひと桁けたと低いので脅威にはならないだろう。

　オレは望遠スキルや遠見スキルを併用し、城や周囲の森を目視で観察する。

　城の近くではスケルトンの農夫達が広大な葡ぶ萄どう畑で作業を行い、操り人形のようなリビングドールが取り入れた作物をぎくしゃくした動きで城に運んでいくのが見えた。

　岸から湖上の城までは、曲がりくねった橋が架けられており、湖上にガーゴイルらしき影も見える。

　さらに湖上にも、探知系の結界が施されているのを、ＡＲ表示が教えてくれた。

　なかなか厳重な警戒網だ。

「さて、どうやってゼナさんを救出しよう──」

　正面入口から突貫してもいいが、ゼナさんを人質にされると困るので、こっそりと侵入する事にする。

　もちろん、城主に直接会って話し合いで返してもらう手もあるが、ここはゼナさんの安全を最優先で行こうと思う。

　大おお怪け我がをしたゼナさんを治療してくれたようだし、悪人とも限らないのだが、なんといっても吸血鬼だ。

　ゼナさんを食糧としか見ていないとか、花嫁にするために攫さらったなんて可能性もある。

　とりあえず、ゼナさんの現状を空間魔法の「遠見」で確認したいところだが、湖上の探知系結界に引っかかりそうなので自重する。

　ゼナさんのマーカーをアクティブ設定にして、現在位置が視界内にＡＲ表示されるように設定してみた。

　本来は、クエストなどでＮＰＣの位置をナビゲートするための仕組みだったのだが、こういう使い方もできるようだ。

　ＡＲ表示されるゼナさんのアクティブ・マーカーが移動を再開していた。

　──まずい。

　ゼナさんの進行方向に光点がある。

　しかも、あれは真祖だ。

　おそらくはゼナさんを捕縛しようとしているのだろう。

　──まずい！

　こっそりとか言っている場合じゃない。

　ストレージから聖剣デュランダルを抜き、閃せん駆くで一直線に常夜城に肉薄する。

　城の壁面の直前で静止し、背後に「風壁エア・カーテン」の魔法を使って、全速の閃駆で生まれた突風を散らす。

　ゼナさんまでの間にある壁は三枚。

　風壁を越えた僅わずかな風がオレの髪を揺らす。

「──はっ」

　分厚い外壁を一気に切り裂き、瓦が礫れきをストレージに収納する。

　よし、ゼナさんの横顔が見えた。

　ゼナさんは進行方向を向いたまま停止していたので──おそらく真祖と対たい峙じしているのだろう──閃駆でゼナさんに急接近し、彼女が驚きの声を上げるより早く肩に担ぎ上げ、間髪いれずに魔法欄から「帰還転移」の魔法を使う。

　転移直前に、驚いたのか肩の上のゼナさんが、ビクッと身体からだを硬くする。

　先ほどの「遠見」の魔法みたいに阻害されるかと危き惧ぐしたが、オレが通過した事で結界が解けたのか、あるいは内側から外側へは普通に通れるのか、問題なく転移できた。

　少しギリギリだったが、ミッションコンプリートだ。





＞称号「救出者」を得た。

＞称号「逃亡者」を得た。







◆






　迷宮別荘に転移後、肩に担いだままだったゼナさんを地面に下ろす。

　だが、ゼナさんの様子がおかしい──硬直したように動かない。

　ゼナさんの様子を詳細に調べる。

　ＡＲ表示で見ると「束縛ホールド」という状態異常になっているようだ。

　ログで確認すると転移直前に、オレも真祖から「束縛の視線」という状態異常攻撃を受けていた。

　壁面に穴を開けてから転移までコンマ数秒もなかったのに、攻撃を受けるとは思わなかった。

　いや、発動時間から考えてゼナさんを束縛しようとした場所にオレが飛び込んだのかもしれない。

　耐性系のスキルが手に入らなかったので、既に持っていた耐性スキルのどれかが有効だったみたいだ。

　とりあえず、術理魔法の「魔法破壊ブレイク・マジツク」で状態異常が解除できるか調べてみよう。

　クロの姿でゼナさんと会うのは初めてだし、先に一声かけた方が良さそうだ。

「落ち着け。我はお前を助けに来た者だ」

　ゼナさんの緊張が少し和らぐ。

　さっきから喋しやべらないのも警戒していたからじゃなく、「束縛」の効果で声が出せないからのようだ。

　術理魔法の「対人束縛ホールド・パーソン」だと喋りにくいだけで会話は可能なのに、吸血鬼の種族固有能力だと効果が少し違うみたいだ。

「お前が捕らえられていた場所からは脱出した。これから、お前の状態異常を解除する。力を抜いて待っていろ」

　そうゼナさんに告げて魔法欄から「魔法破壊」を使う。

　ほんの僅かの抵抗を感じたが、問題なく解除できたようだ。

「こ、ここは？」

「迷宮内にある我の拠点だ」

　警戒するゼナさんにそう答える。

「念のために聞くがゼナというのは、お前で合っているか？」

「はい、私です」

「そうか、ペンドラゴンという小僧の依頼でお前を助けに来た」

「ペン──サトゥーさんが?!」

　オレの名前を聞いてゼナさんの表情が明るくなる。

「フルネームまでは知らん。これから迷宮上層の第一区画へ転移する。ペンドラゴンの小僧に会ったら、これで屋台の借りは返したと伝えておけ」

　とりあえず、サトゥーがネル達の屋台を手伝った件の借りを返すためにゼナさんを助けた事にした。

「サトゥーさんが……すみません、お礼も言わず。助けて頂いてありがとうございました！」

「気にするな。礼は小僧にでも言っておけ」

　礼を告げるゼナさんに鷹おう揚ように応こたえる。

「わ、私はセーリュー伯爵領軍魔法兵のゼナ・マリエンテールと申します。恩人のお名前をお伺いしても宜よろしいでしょうか？」

「勇者の従者クロだ」

「ゆ、勇者の従者！」

　驚くゼナさんをスルーして、脱出の手はずを整える事にした。

　ゆっくりしていたら、地上で心配しているリリオ達に悪いしね。

『アリサ、準備はどうだ？』

『全員集合して公開装備に着替え終わってるわ。いつでも迷宮に入れるわよ』

『いや、迷宮には入らないでいい。西ギルド前で待機してくれ』

『ゼナたんは無事に救出できたみたいね』

『ああ、今から戻るよ』

　オレは空間魔法の「遠話」でアリサにゼナさんの無事を伝える。

「行くぞ──『転移』」

　ゼナさんに声をかけ、第一区画に幾つか作ってある転移ポイントの一つへと「帰還転移」する。

「む、無詠唱？」

　転移後、ゼナさんが驚きの声を漏らす。

「我が主あるじ、勇者ナナシ様から与えられた『神代の秘宝アーテイフアクト』によるモノだ」

　詐術スキルの助けを借りて、前に使った言い訳を口にする。

　そうだ、ゼナさんに護身用の武器を渡しておこう。

「出口前の大広間まで送る。これは護身用に持っておけ」

　出口までは、迷宮蛾メイズ・モスや迷宮鼠メイズ・ラツトくらいしかいないので武器など不要なのだが、ゼナさんに魔法の武器や高性能な杖つえを渡す良い機会だったので利用させてもらおう。

「素朴だけど綺き麗れいな小剣──もしかしてミスリル製ではありませんか？」

　オレが渡した小剣の材質に気がついたのか、ゼナさんが少し絶句する。

「純粋なミスリル製ではない。表層にしかミスリルを使っていない安物だから気にするな」

「凄すごい鋭さですね。デリオ隊長の持っていた魔剣よりも力を感じます」

　この小剣はエチゴヤ商会で販売を予定している量産型の鋳造魔剣だ。

「この剣帯を使え。その服では帯に挿すわけにもいくまい」

　小剣を鞘さやから一〇センチほど抜いて刃を見ていたゼナさんに、貴族への売却用に作り置きしておいた瀟しよう洒しやな剣帯を押し付ける。

　今のゼナさんは迷宮に入った時のような革かわ鎧よろい姿ではなく、薄手のドレスに華きや奢しやなパンプスを履いているだけなので、剣帯がないと剣を下げる事ができない。

「あの、もし宜しければ杖を貸して頂けないでしょうか？　私は魔法兵なので、護身用には剣よりも杖の方が……」

「良かろう、これを使え」

　元々渡すつもりだったので、ゼナさんの求めに応じてアイテムボックスから取り出した長ちよう杖じようを追加で渡す。

　山樹の枝から作った杖で、魔法の収束率と発動までの魔力ロスの低減を追求した物だ。迷宮のように誤爆が怖く継戦能力が必要な場所で使うのに適している。

　ゼナさんが早速、自分に支援バフ系の魔法を使って長杖の感触を確かめていた。

「凄い杖ですね。今まで使ったどんな杖よりも滑らかに魔法が流れますし、魔力の消耗が凄く少ないです」

　ゼナさんが魔法を使った感想を呟つぶやく。

　気に入ってくれたようで何よりだ。杖もストレージの肥やしになるよりは、使ってもらった方が嬉うれしいだろう。

　作成者名も空欄になっているし、クロが渡したのだから、変に出所を疑われる事もないはずだ。

　オレ達は入口に向かって回廊を進む。

「クロ様、前方に明かりです。他ほかの探索者でしょうか？」

「いや、あれは迷宮方面軍の駐屯地だ」

　ここから先は安全地帯だ。

「扉を潜くぐったら右手にある通路を抜けて上り階段を進めば迷宮門に出る」

　ゼナさんがオレを見上げる。

「どうした？　迷宮門まで送ってほしいのか？」

「いいえ。ありがとうございました。クロ様──」

　ゼナさんがペコリとお辞儀した後、小剣と長杖を返却してきた。

「そのまま持っていろ。誰だれかに聞かれたらエチゴヤ商会の新製品だと宣伝でもしておけ」

　オレはそう言って返却を拒否して、「帰還転移」で屋敷の地下室へと移動し、アリサ達の後を追った。
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「あ！　少年！」

　移動中のアリサ達と合流してギルド前まで来ると、リリオの周りには「銀光」のメンバーが集まっていた。

　もちろん、治療を終えたセーリュー市の迷宮選抜隊の人達も一緒だ。

　さすがに装備品の修理は間に合うはずもないので、鎧の破損はそのままになっている。

「エチゴヤ商会に行く途中で運良くクロ殿にお会いできたので、ゼナさんの事を頼んできました」

「──クロ？」

「勇者の従者で、飛行や転移の術を使う方です」

　心配するリリオ達にそう情報を与える。

「頼りになるの？」

「ええ、迷宮に巣くう神出鬼没の迷賊達を、数日の内に退治し尽くした凄い人です」

　自画自賛のようで少し気が引けたが、彼女達を安心させるために少し大げさに言っておいた。

「少年はそんな人と面識があるの？」

「ええ、少しご縁がありまして」

　彼女達の気を紛らわせるために、魔族化した迷賊王ルダマンとの戦いでクロに助けられた事や、そのお礼に彼の部下達の出店を手助けした事などを搔かい摘つまんで語る。

「貴公がペンドラゴン士爵か？　私の部下のために面倒をかける」

　セーリュー伯爵領軍の迷宮選抜隊隊長という肩書きの若い騎士ヘンスが挨あい拶さつに来た。

　ヘンス卿きようと挨拶を交わしている間に、ゼナさんが迷宮門を通過して「死の回廊」を進み始めたのをマップの光点が教えてくれた。

　ゼナさんを示す光点が西門の近くまでやってきたところで、適当に話を切り上げてゼナさんを出迎えるために西門前に歩み寄る。

「ゼ、ゼナっちぃー！」

「リリオ！　ただいまっ」

　西門から出てきたゼナさんを見てリリオが飛びつく。

　彼女に遅れてイオナ嬢やルウさんの二人もゼナさんの無事を祝う。

「ゼナさん、ご無事で何よりです」

「サトゥーさん！」

　ゼナ分隊の三人に抱きつかれながらも、身体の隙すき間まから手を伸ばしてきたゼナさんの白い手を握って生還を祝う輪に加わった。

　後ろからアリサとミーアに軽く足を蹴けられたが、無事を祝うのを嫉しつ妬とするのは止やめてほしい。




「──勇者の従者クロに？」

「はい、私を助けてくれた方はそう名乗りました」

　オレはゼナさんの事情聴取に付き合ってギルド長の執務室に来ていた。

　ゼナさん救出のアリバイ作りに協力してくれた仲間達は既に解散している。

「それであんたを攫さらった黒い霧のような魔物はあいつが倒しちまったのか？」

「いいえ──」

　ゼナさんは大おお怪け我がしてから吸血鬼の城で目覚めるまで気を失っていたようで、目が覚めると大怪我が治っており、見知らぬ場所で目覚めて放浪している時に、勇者の従者クロに救出されたとギルド長に報告していた。

　ゼナさんはオレがクロに救出依頼を出した事を口にしなかった。

　ギルド長はゼナさんが何かを秘密にしている事に気がついている様子だったが、それ以上の追求はしなかった。

　後で、クロとして吸血鬼の話をしにギルド長の所に行けばいいだろう。

「ゼナっちー、鎧の修繕が終わるまでの数日は休みだってさ」

　事情聴取を終えてギルド・ホールに戻ると、リリオがセーリュー伯爵領軍迷宮選抜隊の隊長からの伝言をゼナさんに告げる。

「そういえば皆さんの鎧がずいぶん派手に壊れていましたけど、いったい何と戦われたんですか？」

「あー、なんだっけ？　あの馬ば鹿かでっかくて速い魔物──」

「剣斧蟷螂ソードアクス・マンテイスですよ」

　オレの質問にリリオではなく、彼女達に同行していた「銀光」の女性探索者が答えてくれた。

　剣斧蟷螂という名前からして腕が剣や斧おのになっているカマキリ系の魔物だろう。

　──そういえば。

　少し前に貴族少年ボーマン君のパーティーを壊滅させた魔物も、人よりも高い位置から大剣や斧のような刃物で斬ざん殺さつしていた。

　もしかしたら、彼らのパーティーもゼナさん達と同じ魔物に襲われたのかもしれない。

「迷宮甲虫と戦っている最中に、別の魔物が湧わき穴あなから現れる事はよくありますけど、剣斧蟷螂みたいな危険な魔物が出現したのは初めてです」

　迷宮選抜隊の人達がボロボロになっていたのは、吸血鬼達と遭遇戦になったからじゃなかったらしい。

　その時にゼナさんが重傷を負い、直後に黒い霧のような影に攫われたという事だった。

　たぶん、その黒い霧というのが吸血鬼の「霧化」した姿だったに違いない。

「あの時は死を覚悟しましたけど、セーリュー伯爵領の皆さんの強さに怯おびえた剣斧蟷螂が逃げ出してくれたお陰で、なんとか生き延びられました。セーリュー伯爵領軍の強さは噂うわさでよく耳にしましたけど、実物はそれ以上でした」

「いやー、そんなに褒められると照れるね、ゼナっち」

　銀光の人に称賛されて、リリオがまんざらでもなさそうだ。

　その戦いで重傷を負って吸血鬼に攫われたゼナさんは、居心地が悪そうにしている。

「ゼナさん、食事の約束なのですが──」

　迷宮から戻ったら一緒に食事に行こうと約束していたが、ゼナさんも疲れているだろうし、今日は休養してもらう事にした。

「では、明日あした、ゼナさん達が滞在している宿舎にお迎えにあがります」

「は、はい！　楽しみにしています」

　オレは屋敷に戻った後、再び迷宮へと「帰還転移」した。

　吸血鬼達の城を再訪問するためだ。








常夜城







〝サトゥーです。吸血鬼ヴアンパイアほど弱点の多い敵役もいないのではないでしょうか？　でも、弱点の多さ故に英雄に頼らずとも知恵と勇気で倒せるので、物語の敵役に向いているのかもしれません。〟






「さて、と。今回はちゃんと正門から訪問しないとね」

　今回の目的は、ゼナさんの救命のお礼や不法侵入時に破壊行動をしたお詫わびもあるが、一番重要なのは転生者疑惑の高い真祖と友好関係を築いて、アリサに必要な「神の欠片かけら」関係の情報を得るためだ。

　まだ転生者だと確定したわけではないが、その可能性はかなり高いと思う。

　しかも、千年以上生きている相手だけに期待が高まる。

「──悪趣味な」

　正門へと至る回廊は、骨を集めて作ったような通路になっていた。

　なお、ここに来る前に確認に行ったのだが、常夜城の侵入に使った抜け穴は既に塞ふさがれていた。

　通路の奥には顔が三つ付いた扉があり、『侵入者だ』と口々に叫ぶ。

「門番かな？」

　一歩踏み出すと、骨がざわざわと蠢うごめいて人型へと変形し、扉横の石碑から半透明の「怨霊レイス」や「亡霊ワイト」が現れて襲ってきた。

　ホラーは苦手だから、あんまり近寄ってほしくない。

　さすがに訪問先の門番を殲せん滅めつするわけにはいかないので、封印していた精霊光を解放して牽けん制せいする。それでも近寄ってくる奴やつは聖碑を起動して追い払った。

　厭いやらしくスケルトンの振りをして紛れていたボーン・ゴーレム達は魔力強奪マナドレインで無力化した。

　オレの魔力強奪に耐えた骨蛇ボーン・スネーク型ゴーレムは縛り上げて転がしておく。

『試練は果たされた』

『門を開こう』

『強つわ者ものよ、通るがいい』

　門がそう宣言し、扉が開かれる。

　その向こうには「常夜城の結界」があった。

　出迎えも来ないようなので、勝手に入らせてもらう。

「お邪魔します──」

　オレはぬるりと結界を抜ける。

　今日のオレの姿は、クロの基本セットに別の変装マスクを着けたカスタムバージョンだ。

　クロのままでも良かったのだが、転生者疑惑のある人物に会うなら外国人顔のクロの顔よりは日本人顔の方が良いだろう、と新しく作った変装マスクを着けている。

　今回の変装マスクには外注デバッグスタッフをしていたタナカ氏の顔を拝借した。メタボ氏の顔だとオレの体形に合わないので、印象に残りにくい彼の顔を選んだ。

「──おっと、お出迎えだ」

　湖上の城へと続く橋のたもとで、黒いドレスを着た二人の上級吸血鬼ヴアンパイア・ロードの女性が待っていた。

　女性なのにロードらしい。普通はレディじゃないのかと命名した奴を問い詰めたい。

　種族名なので文句を言っても仕方ないのだが、無性に突っ込みを入れたくなるので、勝手に吸血姫とでも呼ばせてもらおう。

　吸血姫は背の低い幼い娘と背の高い年とし嵩かさの美女の二人だ。

　彼女達は二人とも青白い肌をしている。暗がりで出会ったなら、真っ青な肌の色に見えたかもしれない。

　──青い人。

　思わず脳裏にそんな単語が過よぎった。

『女は様々なタイプの美女ばかりで、男も美男でワカメのようなウェービーで特徴的な前髪をしているらしい』

　そんな噂話を思い出す。

　そういえば「魔物の領域奥深くで迷子になっていると出会い、こちらから敵対したり暴言を吐いたりしない限り向こうは何もしないそうだが、攻撃すると容赦なく殺されてしまう」なんて話もあったっけ。

　ぜひとも、平和的に行こう。

「ようこそ、強き者よ」

　白い髪にピンク色の瞳ひとみをした幼い方の娘が語りかけてきた。幼く見えるが三〇〇歳でレベル四九もある。

　彼女の横にいる金髪に赤い瞳をしたグラマラスな美女が一〇〇歳でレベル四一だ。

　外見と年齢が一致しないのはフィクションの吸血鬼と同じらしい。

「あなたが求めるのは戦いですか？　それとも血珠や月夜草などの宝物ですか？」

「私の希望は真祖殿との面会です」

　金髪の吸血姫がオレの目的を尋ねてきたので端的に答えた。

　今回はクロの口調ロールプレイはなしだ。

「そうですか……戦いは望まないのですか……」

　なぜか、美女の方が落胆している。

　戦いたかったのだろうか？

　吸血姫の幼い方が、「しばし待て」と告げて、片手をコウモリに変化させて城の方に遣いに出した。

　なんて、便利フアンタジーな。

　待っている間、暇だったので雑談でもしようと、二人に話しかけてみた。

　幼女は憮ぶ然ぜんとした顔で答えてくれなかったが、美女の方は質問に答えるのが楽しいのか、親切に色々と教えてくれる。ただ、オレが珍しい品に興味を持つたびに「私との戦いに勝利すれば対価に与えよう」とか、やたらと勝負したがるのに参った。

　彼女だけを見て吸血鬼がバトルジャンキーだと決めつける気はないが、キラキラした目で戦いに誘導するのは止めてほしい。

　そんな雑談をしている間に、コウモリが戻ってきて幼女の手に戻る。

「主様がお会いになるそうだ。ついてこい」

　幼女はそう無愛想に告げて、オレの反応も確認せずに踵きびすを返して城に向かって歩き始めた。
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「ようこそ、常夜城へ。闇やみの眷けん属ぞくの本拠地はいかがかな？　試練を果たせし者よ」

　血のように赤い液体が入ったワイングラス片手に、真祖が優雅に挨あい拶さつをする。

　面会した真祖はワカメのように縮れた天然パーマの紫髪の青年で、フランス系白人の顔立ちで青白い肌をしている。

　彼の特徴的な髪を見て確信した。迷宮村や探索者達が噂していた「青い人」は彼ら吸血鬼の事だったようだ。

『こんにちは真祖殿』

　オレは真祖の日本人疑惑を確認するために、最初の挨拶を日本語でやってみた。

「──何？」

　真祖が目を見開く。

「黒髪黒目でその名前。何より平たいその顔！」

　オレを見つめながら、真祖が瀟しよう洒しやな椅い子すから立ち上がる。

『もしかして、日本人なんか？』

『そうだよ。見ての通り生まれも育ちも日本だ』

　真祖が日本語で確認してきたので首肯する。

　──予想が当たった。

　彼は転生者のようだ。アリサのために必要な「神の欠片」関係の情報を集めたいと気がせくが、内容がナイーブすぎるので、まずは信頼関係構築を優先しようと思う。

「やはり、そうであるか」

　シガ国語で話す言葉になまりはない。日本語の時だけ関西弁っぽいアクセントなのは前世の出身が関西だからだろう。前世の本名は「番」や「播ばん」といった漢字だったのだろうか？

「見たところサガ帝国の勇者ではないようだが、神隠しに遭った『迷い人』であるか？」

「その『迷い人』という言葉は知らないけど、たぶん転移者って奴だと思う」

　今のところ、オレが転移者なのか転生者なのかは確定していないけど、黒髪の転生者はいないみたいだから暫定的転移者という事にした。

「ほう？　何百年か前に、聖ヘラルオン教国がサガ帝国の勇者召喚の秘儀をまねて、日本から勇者を招こうとした事があったが、また同じような事を繰り返している国があるのか……」

　真祖が渋い顔で腕を組む。

　さらに「誘拐犯どもめ」とか「また、召喚士や国の中枢を始末するか」とか物騒な事を呟つぶやく。

　彼にとっては転移者イコール召喚者らしい。

　レベル六九の真祖がレベル四〇から五〇の吸血姫達を率いて襲えば、小国くらいなら簡単に滅ぼせそうだ。

　何よりオレの知る限り、この大陸に聖ヘラルオン教国という国はない。

　少し前まで日本人を召喚していたルモォーク王国の事は黙っていた方が良さそうだ。

　ここはルモォーク王国のメネア王女のためにもフォローしておこう。

「それには及ばないよ。既に上級魔族の襲撃を受けて、召喚に関わった人達は排除された後らしいからね」

「魔族もたまには良い事をするようであるな」

　真祖にメネア王女から聞いた話を教えておく。

　それが事実かどうかは確認していないが、あの時点でメネア王女が噓うそを吐つく意味がないので無闇に疑う必要もないだろう。

「色々と日本の話で盛り上がりたいところであるが、先に用件を片付けておこうではないか」

「そうだね。オレの用事は──」

　最初に、ゼナさんを救出した際に城を破壊した事を詫びた。

「あの救出は見事であった。土魔法で強化してある城壁を切り裂いた剣技、真祖たる我の『束縛の視線ホールド・ゲイズ』すらレジストして逃げおおせた耐性、そして何より、迷宮の壁を掘り進んで天てん蓋がいから侵入する奇想天外さ！　実に見事である」

　彼は機嫌良くそう告げる。

　ゼナさんを奪い返された事はなんとも思っていないようだ。

「壊した城壁や迷宮の壁は後で修繕しておくよ」

「不要なのである。迷宮の壁は『迷宮の主ダンジヨン・マスター』が勝手に修繕するであろうし、城壁は城の者達の良い暇つぶしになるのである」

　そういえば迷宮の壁は既に修復されていたっけ。

「ところで、どうしてゼナ──あの娘を攫さらったんだい？」

　オレがここに来た本題だ。

　彼がゼナさんの血を求めての事なら、同じ日本人でも看過できない。

　まあ、その場合は先住民の彼を排除するのではなく、ゼナさんを迷宮都市から引き離す方を選ぶつもりだけどさ。

「成り行きである」

「成り行き？」

　端的な彼の答えに、オウム返しで先を促す。

　彼は「少し長くなるぞ」と前置きしてから詳しく話してくれた。

「二月に一度、迷宮上層にある集落で大きな市が開かれる。その市の顔役に『錆粘液ラステイング・スライム』と呼ばれる特殊な魔物を退治してくれと懇願されたのだが、その討伐に向かう途中で瀕ひん死しの乙女を見かけたのである」

　真祖の話によると、ゼナさんは「剣斧蟷螂ソードアクス・マンテイス」の一撃を受けて瀕死の重傷を負ったところを救われたらしい。

　吸血鬼と一緒だと、彼らが霧になって移動している間は毒の進行や出血が止まるそうなので、この城まで連れてきてストックしてあった魔法薬で治療してくれたそうだ。

　彼の言う「霧になる」というのが、どういう仕組みなのか興味があるけど、好奇心を満たすのは後回しにしよう。

「慈善事業が趣味なのか？」

「ふむ、長く生きていると最大の敵は暇なのである。目の前で見かけた不遇な者は、気まぐれで助ける事にしているのだ」

　そういえばさっきも、壁の修理が暇つぶしになるって言っていたっけ。

「それが美しい乙女なら手を差し伸べない理由はあるまい？」

「確かに」

　もっとも、迷宮村で大きな市が開かれる時にしか迷宮下層を出ないそうなので、ゼナさんのように命を救うために城まで連れてくるのは一〇〇年ぶりだったそうだ。

　お人ひと好よしの真祖にゼナさんの命を救ってくれた礼を告げ、謝礼に何か地上で調達してほしい物がないか尋ねてみた。

「うむ、『レッセウの血潮』を所望するのである」

　格安ワインの銘柄だ。必要な物はないと突っぱねられそうな気がしていたのだが、意外にも即答された。

　そういえば迷宮村で「青い人」が欲しがっている的な事を言っていたっけ。

　ついこの間、手持ちを売却してしまったので、手元には残っていない。

　レッセウ伯爵領の領都を中級魔族が滅ぼしたせいで、迷宮都市には在庫がないみたいだったけど、近隣の都市や蔵元まで行けば手に入るだろう。

「分かった、調達してこよう。アイテムボックスと転移魔法があるから生鮮食品や衣料品なんかも調達できるぞ？」

　真祖が周りに侍はべらせている吸血姫に視線を送る。

「流行のドレス」

「ミスリル、無ければ鋼か銀のインゴット」

「かわいい小物」

「紙とインクが多めに欲しいです」

　吸血姫が口々に告げる品目を、メニューの交流欄にあるメモ帳に記入していく。

　けっこうな品目数だが「レッセウの血潮」以外は、ストレージに既にある品ばかりだった。

　すぐに渡しても良いのだが、真祖用のワインと一緒に渡した方が良いだろう。品目を読み上げてメモが間違っていない事を確認して、次に来訪する時に届けると約束する。

　──そうだ。

　ゼナさんを救出する時にマップ検索で見かけた奴隷の女性達について尋ねてみた。

「彼女達は奴隷として正規ルートで購入した者達である」

　なぜそんな事を尋ねるのか不思議そうにしながらも、答えてくれた。

「正規ルートで買ったと言うけど、街まで出向いたのか？」

「まさか、である。先ほど言った集落の大きな市で、奴隷も売られるのである。そこで魔コ核アや魔物素材を売って得た金で、出品される奴隷達を買い求めるのである」

　しかも、お得意様らしく、彼にしか買えないような高価な奴隷が連れてこられるそうだ。

「奴隷達は血液の供給源として飼っているのか？」

　彼らのタブーに触れないか心配だったが、重要な事なので少し挑発的な言い方で尋ねてみた。

「失敬なのである。彼女達は大切な城の使用人だ。飼うという表現は撤回してもらおう」

　予想より激しい否定の言葉が返ってきた。

「失礼、先ほどの失言は撤回させてもらう」

「購入した奴隷達は月に一〇[image: ]程度の血を提供してもらうが、それ以外には城内で侍女の仕事をしてもらうだけだ。無理矢理吸血鬼にする事はないし、無体な暴力を振るう事も辱める事もない」

　血液の供給源というのは間違っていない気がするが、彼女達の自由意思は奪っていないようだ。

　彼は吸血鬼に成ってから、次第に普通の性欲がなくなっていったそうだ。

　吸血姫達は全すべて彼の嫁らしいが、抱きしめて口付けを交わす程度の関係らしい。

　唯一の欲求は日に三度ほど血を一滴垂らしたワインを一杯飲む事だと言うのだから、オレのイメージする吸血鬼とは少々違う。

　なんというか、女性向けの小説や物語に登場しそうな吸血鬼だ。

「希望者は五年から一〇年ほどで解雇するが、雇用期間中に自活できるだけの教養と技術、それに自分の店を持てるほどの資金を与えてから奴隷解放する事にしているのである」

　これだけの厚遇なら、雇い主が吸血鬼でも希望者が多そうだ。

　教養と技術を与えるのは解放後の奴隷達を自立させるためとの事だが、一番重要なのは吸血姫達の暇つぶしのためらしい。

　慈善事業が目的と言われるよりは、吸血鬼らしい所業だ。

「でも、一〇年もここにいたら日光浴もできないし、不健康になりそうだね」

「その心配は無用である。この大区画の外れに光魔法が得意な魔術士の庵いおりがある。そこで侍女達は日に一度、日光浴をするように言いつけてあるのだ」

「吸血鬼の領域に、光魔法が得意な魔術士？」

「ああ、愛まな娘むすめを陵辱しようとした大貴族の馬ば鹿か息子を血祭りに上げた咎とがで追われ、迷宮に逃げ込んだ男とその娘夫婦だ。匿かくまい食糧や生活必需品を提供する対価に働かせているのである」

　なるほどね。

　少し奴隷達への配慮が厚すぎる気がしたが、それにはちゃんと彼なりの理由があった。

「へたに虐待とか殺さつ戮りくをすると勇者がやってくるからな。何事も共存共栄、ほどほどが良いのだ」

　真祖は偽悪的な笑みを浮かべて、そう嘯うそぶく。

　ある程度友好的な関係になれたので、欲をかかずに今日のところはお暇いとましよう、と腰を上げた所を真祖に止められた。

「せっかく来たのだ、一つ勝負をしようではないか」

　ニヤリと笑う真祖の口に、二本の牙きばが覗のぞく。





◆






　最初の内は接戦を演じていたのだが、真祖との勝負はオレの圧勝で終わりそうだ。

「──王手」

「待て、その手はイカン」

「だが、『待った』は先ほどのが最後と言っていなかったか？」

「ぐぬぬぬ」

　真祖が盤面を睨にらみ付けて唸うなる。

　そう、勝負の内容は将棋だ。

　真祖が用意した将棋盤を挟んで勝負を始めたのだが、真祖の腕は下手の横好きとしか言えないレベルだった。

　ボルエナンの森のエルフ達といい、この世界の長命種は将棋が好きらしい。

「血珠三つを差し出すから、もう一手だけ待ってほしいのである」

「分かった、これが最後だぞ？」

「うむ」

　吸血鬼産のレア素材が手に入るから待つのは良いのだが、エルフ相手とは異なり、彼との将棋は若干ストレスが溜たまる。

　オレは仕事で将棋アプリを作る時に、奨励会にいた事もあるメタボ氏の鬼の特訓を受けたお陰で、素人しろうとにしてはそれなりに強い。

　しかも、アプリには難易度設定もあるので上手うまく手加減をするコツを熟知しているのだが、それでもなお真祖に勝たせるのは至難を極めた。

　あからさまな隙すきを作っても、自爆としか思えない手を打ってくる。

　何度、「待った」に応じても、彼が勝てる見込みは薄い。

　ミーアの父親で将棋好きエルフ最弱のラミサウーヤ氏辺りと戦っても連戦連敗しそうだ。

「バン様、頑張って！」

「バン様なら、きっと勝てます！」

　もっとも、観戦している吸血姫達には勝敗は関係ないようだ。

　彼女達は真祖が子供のように「待った」をかけて悔しそうに唸る姿を見せるたびに、愛いとおしそうに慈しみの視線を送っている。

　まあ、人の趣味にとやかく言うのは止やめておこう。

「そうだヘルシング卿きよう──」

「バンで良い。我も君の事をクロと呼ばせてもらう」

「分かった、バンに尋ねたい事があるんだけど──」

　オレはある程度仲良くなれた頃ころ合あいで、「神の欠片かけら」について何か知らないかと尋ねてみた。

「勝負の最中に無粋である」

「そうだな、悪い」

　オレは素直に彼に詫わびる。

「勝負の後にでも、詳しい奴やつを紹介してやる。我から巻き上げた血珠を持っていけば幾らでも語ってくれよう」

「助かるよ」

「後顧の憂いが取れたところで、勝負に戻るのである」

　真祖が次の一手を指し、パチンッと軽快な音が常夜城に響く。

　オレ達の将棋対決は深夜遅くに、とある人物が来訪するまで続いた。





◆






「倒しに来たぞ！　バン様！」

「セメリーは今日も元気であるな」

　禍鋼大蠍ルイン・スコーピオンの背に乗り、ティラノサウルス風の古陸獣と蔦つたを手足にした遊歩触手プレイ・ローパーを連れた美女が、城の中庭で真祖と対たい峙じしている。

　青白い肌に波打つ黒髪が絡みついて、とても艶なまめかしい。

　彼女は真祖バンによって吸血姫となった上級吸血鬼だ。彼女の騎虫の禍鋼大蠍や護衛の魔物は、彼女によって吸血鬼化している。

　なぜ彼の配下が襲ってくるのか不思議だったので聞いてみたのだが、「ちょっとグレる時期なのである」と気楽な回答が返ってきた。

　彼らにとっては娯楽の一環なのだろう。

　それに真祖を倒しに来たと言っているセメリーだが、その青白い肌を紫色に染めている。

　言葉とは裏腹に、恋する乙女の瞳ひとみだ。

「さて、今日の先せん鋒ぽうは誰だれがする？」

「バン様、私！」

「いえ、ここはわたくしが」

「あたしもやりた～い」

　さっきの金髪美女だけでなく、赤毛と茶髪の女性も手を挙げて自分がやりたいと主張している。

　どうやら、バトルマニアなのは金髪の彼女だけではないらしい。

「私の番」

　先ほどの無口な白髪の幼女吸血姫が、小さく手を挙げて中庭へ出ていく。

　幼女が小さな指の先に伸びた爪つめで手首を切り裂いた。手首から噴き出る血が、生き物のように蠢うごめいて大おお鎌がまを形成していく。

　……吸血鬼らしいというかテンプレっぽい能力だが、実にファンタジーな光景だ。

　セメリーの方は魔物の素材でできた大剣を担いでいる。

「ふん、白姫が先鋒？　てっきり、そっちの金髪デブが出てくると思ったのに」

「ふ、太ってません！　ちょっとふくよかなだけです！」

　セメリーがグラマーな金髪さんをデブと表現していたが、瘦やせ型がたではないものの太っているとは言いがたい。

　二人のかけ合いなど聞こえないかのように、中庭まで進み出た幼女が大鎌をセメリーに向けて突き出す。

「こっちの先鋒はティラノンだ。行け、ティラノン！」

　セメリーの微妙なネーミングセンスに少し親近感を抱いてしまった。

　その場で片足を軸に旋回した古陸獣の尻しつ尾ぽが、幼女に叩たたき込まれる。

　古陸獣は体高六メートルの巨大なティラノサウルスみたいな姿の割に実に身軽だ。

　幼女が大鎌で古陸獣の尻尾を軽々と切断する。

　だが、切断されるのは初めから想定していたようだ。

　切断された古陸獣の傷口から噴き出した血しぶきが、どういう理屈なのか一気に燃え上がる。

　火炎放射器のような燃える血しぶきを身体からだに被かぶる寸前、幼女が身体を霧に変えて回避した。

　だが、セメリー側も吸血鬼の能力をよく把握しているようで、古陸獣の血しぶきは霧になった身体さえも燃やす特別製のようだ。

　観戦している吸血姫達が息を吞のみ、セメリーの笑みが深くなる。

「……甘いのである」

　その呟つぶやきは真祖の口から出た。

　オレのＡＲ表示でも、幼女のダメージは軽微だ。

　古陸獣の足下の影から湧わき上がった幼女が、素早く古陸獣の両足を切り落とす。

　どうやら霧になったのはフェイクで、本体は影に溶け込んで移動していたらしい。

　影魔法ではなく「影歩きシヤドウ・ウオーク」という種族固有能力だ。所持しているのは、真祖と幼女を含む数人だけだった。

　歳とし経た吸血鬼にのみ使える能力らしく、一七〇歳のセメリーは持っていない。

　移動手段を失った古陸獣は、抵抗するすべもなくそのまま細切れにされて灰になってしまった。

　どうやら体力ＨＰゲージがゼロになった吸血鬼は灰になるらしい。

「勝者、白姫リューナ」

　無口な幼女が小さく拳こぶしを握り、こっそりと喜んでいる。

　彼女は優雅な歩みで真祖に近付くと、彼に頰ほおを突き出す。真祖が頰に軽くキスをすると、彼女の口元が綻ほころんだ。

　ちょっとかわいい。




「こっちの中堅はロッパ！　白姫の連戦はダメだぞ？」

　口元が綻んだままの幼女が中庭に歩き出そうとしたのを、イライラしたような口調のセメリーが止める。

　幼女が真祖の方を振り向いてジャッジを求めた。

「うむ、ワンサイドゲームは楽しくないのである」

　その一言で、二回戦はローパー対金髪美女の戦いになった。

　金髪美女も幼女のように、自分の手首を切って血で作った二本の短剣を手に戦闘を開始する。

　縦横無尽に襲ってくるローパーの触手を、人間を超えた素早い動きで避よけ、避けきれない触手は短剣で受け流す。

　このローパーの樹液はさっきの古陸獣と違って燃え上がらないようだ。

　ただし、粘性が強いのか、金髪美女の動きを鈍らせている。

　ローパーの触手の先端にある角質化した爪のような部分が、美女の服を掠かすめて切り裂いていく。なかなかサービス精神旺おう盛せいな魔物だ。もっとやれ。

「あははは！　ロッパ、いいぞ！　そのデブっちょのみっともない身体を白日の下に晒さらしてやれ」

「私っ、は、太って、ない」

　セメリーの罵ば詈り雑ぞう言ごんに反論して呼吸を乱したせいか、金髪美女はついに避けきれずに複数の触手に絡みつかれ、四肢を拘束された状態で空中に持ち上げられた。

　──なんて、エロいポーズだ。

　さすがに、これをじろじろ見るのは悪いので、後ろを向いて視線を逸そらす。

　後ろからバチバチと電撃のような音が聞こえてきた。

　触手の先からの電撃攻撃でも受けたのか、金髪美女が麻ま痺ひの状態異常になっている。

　この状態では霧になる事もできないらしく、反撃もできないまま金髪美女の敗北が確定した。

「勝負あり、勝者ローパー」

　決着がついたようなので振り返る。

　なんて、スプラッタ……胴体で真っ二つにされ四肢をもぎ取られた金髪美女だった骸むくろが、ローパーの触手にぶら下がっている。

　ローパーが、ぺいっと投げ捨てた金髪美女の頭部を、幼女が拾い上げる。

「無様ね」

「……無念です」

　──げっ。

　さすが吸血鬼。

　首だけでも喋しやべれるようだ。

　本当に彼女達は不死の身体アンデツドなんだな。

「心配はいらぬ。血をかけてやれば、すぐにでも復活するのである」

　驚きよう愕がくの眼まな差ざしで喋る生首を見ていると、真祖がそうフォローしてくれた。

　ＡＲ表示を確認すると、体力ゲージが徐々に回復していっている。もの凄すごい再生力だ。




「こっちはロッパで連戦する。そっちは大将だ！」

　セメリーがわくわくした顔で真祖を見る。

　彼女の視線に気がつかないかのような顔で、真祖がオレに視線を向けた。

「ルーチンワークは怠惰を呼ぶのである。今日は趣向を変えよう。クロ、ガーディアンを倒した君の技を見せてはくれまいか？」

「ああ、いいとも」

　適当な鋳造魔剣を使って、ローパーの触手を全すべて斬きればいいかな？

「なんだと！　このロッパはバン様用の特別製だ。そんなニンゲン如ごときに使えるものか！」

　セメリーが牙きばを剝むき出だしにして叫ぶ。

　……真祖用って、さっき金髪美女にも使ってたじゃないか。

　どういう使い方をするつもりだったのか、聞くのが少し怖い。

「私が直々にいたぶってやる」

　ローパーを後ろに下がらせたセメリーが、肩を怒らせながら決闘スペースへ踏み出す。

「怪け我がをさせたくないんだけど、手加減のコツとかないかな？」

　小声で真祖に相談する。

「ニンゲンの分際で、手加減だと?!　このセメリー様も舐なめられたものだ」

　吸血姫は耳が良いらしく、セメリーにも聞こえてしまったみたいだ。

　血管が切れそうなくらい激げき昂こうしている。

「安心するのである。上級吸血鬼は灰になっても滅びぬ。灰の上に魔核を置いて血を垂らせばすぐ復活するから、手加減抜きで思いっきりやって構わないのである」

　真祖は楽しそうな顔で保証してくれた。

　とりあえず、沸点が低そうなセメリーを煽あおるのは止やめてください。

「バン様！　こいつを倒しても条件は変えないぞ？」

「ああ、セメリーが彼に勝てたら、約束通り来月まで君の虜とりこになろう。だが、君が負けた場合、君への命令権を得るのはクロとする」

　いや、命令権とかいらないから。

　オレと目が合うとセメリーの表情が歪ゆがむ。

　深い谷間を誇示していた胸元をかき寄せて、オレの視線から庇かばうのは止めてほしい。

　実に心外だ。

「は、破廉恥な命令はダメだぞ！」

「あらセメリー、もう負ける気なの？」

　さっきの意趣返しなのか、金髪美女が首のまま憎まれ口を叩く。

　なかなかシュールな光景だ。

「おい、そこの平たい顔の黒髪！　さっさと準備しろ！」

　セメリーが叫ぶ。

　首を落としても死なないみたいだし、首刈りで終わらせようか。

　オレは格納鞄ガレージ・バツグ経由でストレージから鋳造魔剣を取り出す。

「ほう？　シンプルだが相当な名匠の手による品であるな」

　真祖がオレの鋳造魔剣の感想を口にした。

　量産品でも褒められると、ちょっと嬉うれしい。

「でやぁあああああああああああああ！」

　そこに雄お叫たけびを上げたセメリーが、細腕で軽々と大剣を振り回しながら突撃してきた。

　一撃で倒すのも興ざめなので、上段から迫るセメリーの鋭い斬ざん撃げきを鋳造魔剣で受け止める。

　──重い。

　決闘スペースの石畳に亀き裂れつが入り、土煙を撒まき散らして陥没した。

　すぐさま追撃の蹴けりが襲ってきたので距離を取ると、それを待っていたかのように横よこ薙なぎの大剣が追いかけてくる。

「──へぇ」

　強引な力業だけの人かと思ったが、意外にちゃんとした剣術を使うようだ。

　我流で戦うと手加減を忘れてしまいそうなので、オレはかつてサガ帝国の勇者ハヤトから学んだ「サガ帝国神しん皇おう流剣術」スキルを用いて対応する。

「ほう？　サガ帝国の正統剣術であるか。これはセメリーもうかうかしていられないのである」

「そ、そんな事ないぞ、バン様！　私の長年の研けん鑽さんはこんな小僧なんかに負けないんだからな！」

　セメリーの剣けん戟げきの速度が一段上がった気がする。

　一七〇歳になるまでの間、暇さえあれば剣を振っていたのだろう。

　ポチの師匠であるポルトメーア嬢のような洗練された太刀筋だ。

　ただし、エルフ師匠達と比べると老ろう獪かいさが足りない──それ故に読みやすい。

　おまけにセメリーの表情が豊かすぎる。

　ポチを相手にした訓練の時のように、相手のしたい攻撃をさせつつ次第に追い詰めていく。

　じり貧になってきたセメリーが、手首を切り裂いて流れ出た血を使って針を作り出し、苦し紛れに撃ち出してきた。

　それを左手にピンポイントで出した魔力鎧よろいの篭こ手てで打ち払い、動揺して動きの鈍ったセメリーの大剣を右手に持った鋳造魔剣で破壊する。

「くっ、このっ」

　セメリーが即席で作り出した血剣を強引に戻した鋳造魔剣で受け流し、身体をねじ込むように彼女の懐に潜り込む。

　魔力鎧の篭手を解除した手を、セメリーのみぞおちに添える。

　手が触れた瞬間に「魔力強奪」を使って、一気にセメリーの魔力を奪う。

　魔力による防御を失った彼女に、ゼロ距離から掌てのひらを押し出し抉えぐり込むように掌をめり込ませる。

「ぐはっ──」

　セメリーが息を詰まらせる。吸血鬼も呼吸をするらしい。

　手を引き戻す流れのまま、反対側の手に持っていた鋳造魔剣を首筋に叩たたき込み──寸前で止める。

　いや、止めてしまった、のだ。

　青白い肌以外は人間にしか見えない女性の首を落とせなかった。

　いくら死なないと分かっていても、生理的な嫌悪感が上回ったみたいだ。

「勝者、クロ！」

　だが、真祖はオレの勝利と判断した。

　脱力したセメリーが、地面に両手をついて咳せき込む。

「クロ、セメリーに何を望む」

　真祖の問いかけに答えようと口を開く前に、セメリーと目が合った。

　彼女は悔しそうに口を嚙かみしめて、屈辱に震えている。

　嗜し虐ぎやく心がそそられるが、エロ方面の要求をする気はない。

　無いったらない。

「そうだな──」

　少しタメを入れてセメリーをドキドキさせるくらいは許してほしい。

　彼女は天性の弄いじられキャラの素質があると思う。

「──迷宮下層の名所を案内してくれないか？」

　オレの申し出は意外だったようで、セメリーは気が抜けたように「名所？」と首を傾かしげている。

　それが気に入ったのか真祖がオレの肩を叩きながら愉快そうに笑っている。

　高レベルの吸血鬼の腕力は普通の人の何倍もあるんだから、気楽にバンバンと叩くのは止めてほしい。

「名所だな！　任せておけ。キサマが今まで見た事のないような驚天動地の名所を見せてやる」

　どうやら案内する事をオレからの新たな挑戦と解釈したのか、セメリーが気合いを入れた表情で腕を突き出してオレを指さしてくる。

「セメリー、どうせならヨロイやムクロの所も案内してやれ」

「おー！　あいつらの戦争は面白いぞ」

　──戦争？

　いや、それよりも、気にするべきはヨロイやムクロという単語の方だ。

　日本語の発音だとすると、鎧や骸かな？

　鎧の騎士と吸血鬼ではないアンデッド──「不死の魔導王リツチ」や「不死の王ノーライフキング」辺りじゃないかと思う。

　騎士の方も、首無し騎士デュラハン辺りかもね。

「もしかして、そいつらも転生者なのか？」

「うむ、その通りである」

　アリサや「不死の王」ゼンに続く三人目の転生者バンに会えたと思ったら、さらにヨロイやムクロという二人の転生者に縁ができるとは……。

　もしかしたら、オレが考える以上に、この世界には転生者がいるのかもしれない。

「バン様、ユイカの所は案内しなくていいのか？」

「そちらはムクロに聞け。ユイカの後見人はムクロである故」

　……さらにもう一人増えた。

　迷宮下層は転生者ホイホイでもあるのだろうか？

　そんな事を考えたオレに、真祖が話しかけてくる。

「先ほど言っていた『詳しい者』というのが、そのムクロだ。無駄に長生きをしている上に暇を持て余しているから、クロの疑問にも答えてくれるだろう」

「ムクロは気難しいが、お気に入りのセメリーと一緒なら問題なかろう」

　なるほど、真祖がオレを決闘に出したのは、セメリーを仲介役にするためだったらしい。

　なかなかの深謀遠慮だ。

「よし、行くぞ、クロ！」

　せっかちなセメリーが立ち上がる。

　まあ、夜明けまでかなり時間があるし、迷宮下層の名所巡りと洒落しやれ込もう。

　もちろん、三人の転生者達の所に訪問もね。








ムクロとヨロイ







〝サトゥーです。科学の進歩と共に、人々の自由な発想力に壁ができたような気がします。地底人、裏返しの地球、雲の上に住む巨人や神様。荒こう唐とう無む稽けいだけど、けっこう好きなんですよね。〟






「まずはヨロイとムクロの所に行くぞ！」

　黒い髪を背後に靡なびかせながら、吸血姫セメリーが宣言する。

　常夜城を出発したオレ達は、セメリーの配下である吸血鬼ローパーの背に乗って移動中だ。

　ローパーの背中に乗るのは初めてだが、なかなかヌルヌルと振動なく駆けるので意外に乗り心地がいい。

「遠いのか？」

「ロッパならすぐだ！」

　セメリーが得意そうに答えた。

　オレはマップを開き、進行方向を確認する。

「──やはり、空白地帯の一つか」

　これから行くムクロやヨロイの領域も、真祖バンの常夜城と同種の結界に守られているようだ。

　真祖には尋ね損なったが、オレの空間魔法や「全マップ探査」を阻害する「結界」がどういった種類のモノなのか、ちゃんと確認しておきたい。

「そろそろ着くぞ！」

　主回廊から空白地帯への枝道へと突入する。

　──ＬＷＯＯＯＯＰＷＷＷＥＲＲＲＲ。

　ローパーが枝道の途中で急停止した。

　その前方に「冥めい府ふの結界」とＡＲ表示されている。

　さすがに、本当に冥府へ続いているわけじゃないと思うけど、なかなか引き返したくなる名前だ。

「ロッパはここで待ってろ。行くぞ、クロ」

　ローパーから降りたセメリーが、こちらに手を伸ばしてくる。

「ここからはヨロイの領域だから、私と手を繫つながないと入れないんだぞ」

　少し冷たいセメリーの手を握り、一緒に結界の向こうへと入る。

　たぶん、そのままでも入れたと思うけど、許可なく進入して警報が鳴ったりしても嫌だしね。

　オレは結界を抜けた先で、全マップ探査の魔法を使う。

　直接会う前に、ムクロとヨロイについて調べておこうと思ったのだ。

　ムクロとヨロイというのは通称のようで、マップ検索にヒットしない。

　マップ内で一番レベルが高いのが、「骸の王キングマミー」のレベル七二。骸の王は「金属創造メタル・メーカー」「夢幻工場ドリーム・フアクトリー」という心こころ惹ひかれるユニークスキルを持つ。本名は「テツオ」というらしい。

　その次にレベルが高いのが、レベル五三の「鋼の幽鬼アイアン・ストーカー」という存在だ。

　彼は「タケル」という名前で、「魂魄憑依ソウル・ライド」という禍まが々まがしい感じのユニークスキルを持っている。

　たぶん、この二人が真祖の言っていた転生者達だろう。

　よほどひねくれていない限り、「骸の王」テツオがムクロで、「鋼の幽鬼」タケルがヨロイに違いない。微妙にムクロの本名が紛らわしいね。




　──結界の先にある洞どう窟くつを抜けると戦場だった。

「やったー！　始まったばかりみたいだぞ！」

　オモチャを前にした子供のような顔で、セメリーがオレの手を引っ張って見晴らしの良い場所まで連れていく。

　視線の先では、キュラキュラと音を立てる無限軌道キヤタピラが、二条の溝を刻んで鋼鉄の車体を前進させている。

　陣地内の丘に並んだ四台の戦車が進行を止め、砲塔を旋回させた。

　一瞬の空白に遅れて、黒煙が砲身の先にある砲口とマズルブレーキから噴き出る。

　──無煙火薬じゃないのか。

　砲口から打ち出された四条の砲弾が戦場を舞い、最初の塹ざん壕ごうを乗り越えたばかりの鋼鉄のゴーレムに突き刺さる。

　砲弾はゴーレムの分厚い装甲を突き破り、その背後の地面を抉って土煙を吹き上げる。

　一撃で破壊されたゴーレムの体が、周囲に飛び散った。

「お、ムクロのキメ台詞ぜりふが来るぞ」

「キメ台詞？」

　オレの問いかけに被かぶさるように、拡声器で増幅したような大声が地下空洞に響き渡る。

『くたばれぇ！　ファンタジーィイイイイ！』

　──おいおい。

　どこかの浮遊大陸で使い魔でもやってそうな台詞だ。

『またソレか！　たまには自分の言葉で勝どきを上げてみせろ！』

　姿の見えない対戦相手が合成音声のような声で罵ば声せいを上げた。

　こちらはたぶん、ヨロイこと「鋼の幽鬼」タケルの方だろう。

　よく見たら戦場には赤と白に塗り分けられた細い鉄塔が作られており、その上端部分にスピーカーらしきものが備え付けられている。

　さっきの音声はそこから出ていたのだろう。

　マップで確認した所、防御側がムクロこと「骸の王」テツオのようだ。

　防御側には先ほど見た四台の戦車の他ほかに、四台の装甲車と五六体の骸骨兵士スケルトン・ソルジヤーが配備されている。

　攻撃側は鋼鉄のゴーレムが七体に粘土兵士マツド・ソルジヤーが五六体いるようだ。

　どちらも装備は剣や盾ではなく、銃剣の付いた小銃を装備している。

　さっき破壊されたゴーレムを入れると、きっちり六四対六四で戦っているらしい。

　戦争というよりは戦争ウオーゲームみたいだ。




「今回はムクロが勝ちそうだぞ」

　セメリーに案内された観戦塔という場所から戦いを見ていたが、最初に感じた印象通り、本物の戦争というよりは戦争ゴッコあるいは兵器の運用実験のように見えた。

　戦いは待ち伏せに徹した戦車側が、優勢のまま勝利を飾った。

　一度だけ、ゴーレムに接近されて戦車二台を破壊されていたが、使い捨てのバズーカを持った伏兵がゴーレムの足を破壊して、動かなくなった所を遠距離からの集中砲火で殲せん滅めつしていた。

　この戦いだけを見たら現代兵器の勝利だが、ゴーレム達の動きがあからさまに遅かった。

　真祖の大区画の入口を守っていたゴーレムと同じような外見なのに、出力不足であるかのように「もっさり」とした動きだったのだ。

　もし、あの門番ゴーレムがいれば、一体で全すべての戦車に勝てた気がする。

　なんらかの制約というか、レギュレーションでもあるのかもしれない。

「よし、ムクロの所に行くぞ」

　勢いよく塔から飛び降りたセメリーに続いて、オレも下に降りる。

　現代兵器っぽいモノを見たせいか、今更ながら命綱なしで高さ二〇メートルの塔から飛び降りている事に違和感を覚えた。




　戦場の向こうにあったのは、研究所のような白くのっぺりとした建物だ。

　二メートルほどの針金を編んだフェンスの上には返し付きの鉄条網が付けられ、アリサ風に言うならば「ファンタジー感がなくなる」ような作りだった。

　セメリーは顔パスらしく、門を守っていたミイラに挨あい拶さつすると止められる事なく建物内に入る事ができた。

「もしかして、コンクリート製か？」

　建物の材質は遠目に大理石かと思っていたが、近付いてみるとコンクリート製だと分かった。

　出迎えのミイラに案内されて、建物の中を進む。

　ミイラがメイド服を着ていたのは、見なかった事にしよう。

　案内された先は、蛍光灯のような明かりに照らされた一〇〇畳ほどの広い部屋だ。

　中央に大きなテーブルがあり、先ほどの戦場を再現したジオラマの上に、ミニチュアの戦車やゴーレムが置かれている。

　そのテーブルを挟んで、何やら舌戦を繰り広げているミイラと金属甲冑フル・プレート・メイルがいた。

　ＡＲ表示で、この二人がムクロこと「骸の王」テツオと、ヨロイこと「鋼の幽鬼」タケルだと分かった。

「むう、セメリーか。バンと戦うのに戦車でも寄よ越こせとか言いに来たのか？」

「その使い道のない脂肪のカタマリを、小一時間ほど揉もみくちゃにさせてくれたらバンと戦える強化外装を設計してやるぜ？」

「こ、このスケベ爺じじいども！　戦車みたいな無粋なものを持っていってバン様に嫌われたら、どう責任を取ってくれるつもりだ！」

　ムクロとヨロイのセクハラ発言で顔を真っ赤にしたセメリーが、腕を振り上げて二人を追いかける。

　セメリーから逃げ惑う二人は、気のせいではなく楽しそうだ。

　それはともかく、小学生みたいな構い方はどうかと思う。

「ところで、そっちの兄ちゃんは誰だれだ？」

「セメリーのコレか？　バンを独り占めするのを諦あきらめたか？」

　さんざんセクハラ発言でセメリーを弄いじり倒した後に、ようやくオレの存在に気がついた二人が誰すい何かしてきた。

　ヨロイが指で下品なサインをして、セメリーに殴られて兜かぶとを床に転がしている。

　やっぱり、鎧よろいの中身は空洞のようだ。

　アリサ辺りが会ったら「『兄さん』って言って」とねだりそうだ。

「そんなわけないだろ！　バン様に言われて案内してきたんだ」

「──案内？」

　ムクロが胡う乱ろんな目でオレを見る。

　ミイラの顔なのに、意外に表情豊かだ。

「初めまして、クロと申します。バン殿と同郷──『日本人』だと言えば伝わりますか？」
















「ぬう？　勇者ではないのに黒髪の『日本人』だと？」

「その歳としで早くも永遠の身体からだが欲しくなったのか？　もう三〇年ほど人生を楽しんでからにしろ」

「そうだぞ、ワシみたいに鋼の身体になってはならん。こんな金属甲冑の身体では、セメリーの乳を揉んでも楽しくないのだぞ？」

「私の胸はバン様のものだ！」

　挨拶しただけなのに、実に騒がしい。

　それにしても、二人ともゲームならラスボスや中ボスになれそうな外見だ。

　特にムクロなんかは「不死の王ノーライフキング」ゼンに会った事がなければ、魔物と間違えて退治してしまっていたかもしれない。

「それで、用件はなんだ？　本当に永遠の身体が欲しいのか？」

「いえ、セメリーに迷宮下層の名所案内を頼んだら、ここが一番面白いと連れてこられたんですよ」

「はあ？　観光だと？」

「ウヒョヒョヒョ、そんな理由でこの地獄の釜かまの底まで来た物好きは初めてだな」

　用件を聞かれて正直に話したら、大いに笑われてしまった。

「まあ、良い。ここ千年ほどは永遠の命が欲しいとか、逸失した知識が欲しいとか、ギラギラした望みを持った奴やつばかりだったからな」

「あとはワシらを魔王と勘違いして討伐に来て返り討ちにされた『勇者』や英雄志願の馬ば鹿かどもくらいだ」

　表情が全く読めないが、うんざりとした気配が伝わってくる。

　取りあえず歓迎してくれているようなので、手土産代わりにストレージの肥やしになっていた火薬式の大砲やマスケット銃なんかを進呈した。

　アイテムボックスから大砲を取り出せるか心配だったが、取り出す瞬間だけ入口が変形して取り出せた。

「なかなかレアな骨こつ董とう品だな……」

「こっちのはワシがフルー帝国にいた頃ころに設計した大砲だぞ。魔力や魔法を吸収するスライムが大繁殖してな、それを退治するのに作った奴だ」

　ヨロイ氏はフルー帝国の技師だったらしい。

　確か、六〇〇年から七〇〇年前にオークの魔王「黄金の猪王」に滅ぼされた帝国だったはずだ。

　オレが砂漠で契約した都市核シテイ・コアはフルー帝国のものだったらしいし、何か不思議な縁を感じる。

「こっちの銃はヒヒイロカネ製か……銃にそこまでの強度はいらんだろうに、酔狂な事だ」

　酔狂ですみません。それはオレが遊びで作った奴です。

　気まずい思いを「無表情ポーカーフエイス」スキルで隠し、お土産を手に取る二人を見守る。

　思った以上に土産物は好評で、その返礼に閉鎖空間に作られた博物館を見学させてもらえる事になった。
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　支えもなく宙に浮かぶ黄金で飾られた扉をムクロが潜くぐる。

　扉は転移門になっているのか、ムクロの光点がマップやレーダーから消えた。

　マーカー一覧で調べると、現在位置が「ＵＮＫＮＯＷＮ」と表示されていた。

　試しに「遠見クレアボヤンス」の魔法で見ようとしたが、真祖の常夜城を覗のぞこうとした時のように効果が発揮されなかった。

　ヨロイやセメリーに続いて、黄金の扉を潜る。

　マップを確認すると「マップの存在しないエリアです」と表示された。

　前に一度見た事がある──そうだ、ゼンの影の中に囚とらわれていた時と同じだ。

　中はどこまでも続くような広大な白い世界だった。

「来たか──ついてこい」

　先導するムクロやヨロイに続いて白い空間を歩く。

　そこに等間隔で、高さ五〇メートルほどの直方体の建物が並んでいる。

「これは空間魔法で作った場所ですか？」

「いや、ここはユイカのユニークスキルで創つくってもらった空間だ。ここなら万が一にも神々に覗かれる心配もないからな」

「まったく、外の結界だけで十分だろうに、心配性の爺だぜ」

　呆あきれた感じのヨロイの言葉に、唇を歪ゆがめたムクロがそっぽを向く。

　まあ、確かに神様って、雲の上から下界を覗くのが仕事みたいなイメージがあるけどさ。

　──おっと。

　そんな事より確認したい事が──。

「外の結界やこの空間はユイカさんという方が？」

「ああそうだ。上級魔法どころか、神々の力さえ撥はね除のける最強の結界だ。『入口として設定された場所から』『定められた手順で』『条件を満たした者』だけが通れる。それを満たさねば七柱の神々でさえ通り抜けるどころか、覗く事さえできん」

　──え？　どういう事だ？

　セメリーと手を繫つないで通った「冥めい府ふの結界」や門番を倒して門の試練を満たして通った「常夜城の結界」はいい。

　でも、オレはゼナさんを助けるために、正規の入口以外から「常夜城の結界」を越えられた。

　神々でさえ、通り抜ける事ができない場所を……。

　ちょっとした特技のように思っていたオレの「結界透過」能力にも、何か秘密がある気がしてきたよ。

　まあ、オレの空間魔法や全マップ探査が利かない理由は分かった。

　ユイカのユニークスキルという事だし、そういった属人的な能力なら、魔族や魔王が気軽に使うような事はないだろう。

「それこそ、あの『竜の谷の結界』に匹敵するかもしれん」

「引きこもりの本領発揮だな」

　ヨロイがガハハと笑う。

「引きこもり、ですか？」

「ああ、そうだ──いつまで笑っておる！」

　ムクロがヨロイの兜を手に持った錫しやく杖じようで殴った。

「ユイカという娘は俺らと違って人族ではなく『小鬼人ゴブリン族』に生まれてな。幾度も酷ひどい目にあったせいで、他人を怖がって自分の領域に引きこもっておるよ」

　人外転生か……なかなか、ハードモードな転生者人生だ。

　でも、デミって付かないゴブリンは初めてかもしれない──いや、話だけなら他ほかにも初代勇者と戦った「ゴブリンの魔王」がいたっけ。

　しかし、女の子がゴブリンに転生なんて、不ふ憫びんすぎて涙をそそる。

「ユイカは大人しいけど良いい奴だぞ？　私の恋の相談とかにも乗ってくれるし」

　セメリーがユイカをフォローする。彼女の性格なら、ユイカに拒絶されてもズカズカ近付いていって仲良くなったに違いない。

「そうだ、ムクロ。後でユイカの所にクロを連れていっていいか？」

「あん？　この小僧は無害そうだし、本人が会うっつったら会わせてやれ」

　ムクロがオレを眺めた後、セメリーに条件付きの許可を与える。

　それはさておき、せっかくユニークスキルの話題が出た事だし、ちょっと質問してみよう。

「それにしても、凄すごい結界ですね。さすがは神の力を宿したユニークスキルといったところでしょうか？　人の身でありながら『神の欠片かけら』を──」

「クロ」

　ムクロが氷のような視線をオレに向ける。

　さっきまでの好こう好こう爺や然とした雰囲気は霧散してしまった。

　どうやら、彼の逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。

「誰から聞いた？」

　ユニークスキルが「神の欠片」由来だという事について、かな？

「それは──」

　魔王から聞いたと答えて良い物か迷ったので、詐術スキルを頼りに誤ご魔ま化かそうと思ったのだが、口にしようとした瞬間に危機感知が発動した。

　たぶん、噓うそや誤魔化しはムクロには通じない気がする。

　スキルなんかじゃなく、長く生きた人間観察眼的なモノで見抜かれてしまうような予感がするのだ。

「──魔王『狗く頭とうの古王』殿です」

　なので、事実を告げる。

「クロ、てめぇ何者だ？　その名前は偽名か？　それともかまかけのためにわざわざ命名してきたのか？」

「なんの事でしょう？　この名前は黒竜山脈の主である成竜殿に貰もらったモノですが？」

　それに何者と言われても、返答に困る。

「なら、クロウに──狗頭に会ったのはいつだ？」

　ムクロが問い詰めてきた。

　なるほど、狗頭を倒した直後に現れた「紫毛の少年クロウ」と名前が似ていたから、あんな質問が来たのか。

　やはり、クロウ少年は魔王化する前の狗頭だったのかな？

「つい、一小月ほど前ですね」

「ちっ、いつの間に……」

　ムクロが舌打ちする。

「ムクロ、お前の嫁さんは何も言っていなかったのか？」

「あいつが俺に報告するわきゃないだろ。前に会ったのなんて二〇〇年以上前だぜ」

　ムクロのお嫁さんは狗頭の知り合いなのかな？

　マップ検索ではそれっぽい高レベルの人はいないみたいだし、別居でもしているのだろう。

「なら、今いま頃ごろ地上は殺さつ戮りくの嵐あらしか……くわばらくわばら」

「いやいや、あのすかした狗頭なら、神殿関係者の殺戮を邪魔しない限りシカトだろ」

　厄払いのジェスチャーをするヨロイにムクロが突っ込む。

「もしかして、狗頭殿とご友人だったり？」

「まさか、だぜ」

「あんなすかした狂信者と友人なんてまっぴらごめんだ」

　ヨロイとムクロが嫌そうに唸うなる。

「なんでぇ、同じ神嫌い同士仲良しじゃねぇのかよ」

「一緒にするな。俺は神が嫌いだが、その力を削そぐために無む知ち蒙もう昧まいに神を信仰する連中を虐殺するような外道にはなれん」

　ムクロが嫌そうに吐き捨てる。

「ムクロ殿も神が嫌いなのですか？」

「ああ、昔ちょっとあってな。『も』って事はお前もか？」

「いえ、私は別に神を嫌っていませんよ」

　神殺しの称号はあるけど、嫌いだから竜神を殺したわけじゃないしね。

「ああ、狗頭の事か──」

　ムクロが納得したように呟つぶやく。

「もしかして、狗頭討伐の方法が知りたくて来たのか？」

「手伝いならしてやらんぞ？　ワシらじゃ絶対に勝てんし──」

　ムクロとヨロイが口々に言う。

「──無理をして死ぬのも魔王になるのもお断りだ」

　それだ！

「転生者がユニークスキルを使いすぎると魔王化するというのは迷信じゃなかったんですか？」

「クロ、それも狗頭が言っていたのか？」

「はい、そうですが？」

「間違っても、よそで吹ふい聴ちようするんじゃねぇぞ」

「はい、もちろんです」

　オレは真しん摯しな顔で断言する。

　だって、この事が世間に広まったりしたら、ただでさえ忌み色と言われる髪を持つ転生者達が、魔女狩り並みに酷い扱いを受けるのは目に見えている。

「誤解させてしまったら、すみません。私の仲間に転生者の娘がいるのです」

　オレは余計な腹の探り合いを放棄し、正面から情報を求める事にした。

「その子が魔王になるのを見たくありません」

「だから、ユニークスキル──いや、転生時に神から貸し与えられた『権能』について聞きたいって事か？　なら──」

「待て、ヨロイ。クロ、その娘はお前にとってなんだ？」

　答えようとしたヨロイをムクロが止める。

「大切な家族のような子です」

　オレの答えを聞いたムクロが、少しの間黙考してから口を開いた。

「『骸の王』テツオが問う。お前にとって、その娘は自分自身と同じかそれ以上に大切な存在か？」

　──審議官による「裁定」？

「答えろ、クロ」

　オレはムクロの問いに「はい」と答える。

「『骸の王』テツオが問う。お前はその娘の幸せを願うか？」

　オレは「はい」と即答する。

「分かった。俺が知る限りの事を教えてやる」

　そう前置きしてムクロがユニークスキルや「神の欠片」について教えてくれた。

　それはオレが予想していた事柄を追認し、なおかつオレが知らなかった事を補完してくれるものだった。

「転生者は生まれ変わる時に、神から『権能』が貸与される」

　その権能がユニークスキルであり、転生者の望みを叶かなえるモノが貸し与えられるそうだ。

　そして、権能をもたらすのが「神の欠片」との事だった。

「──といっても、無制限じゃないぜ？」

　転生者の「魂の器」を超えないだけの「権能」を持つ事ができるらしい。

「限界を超えてユニークスキルを使えば『魂の器』が傷付く。ひび割れた状態からなら元に戻れる事もあるが、大抵は修復不能なほど壊れて元に戻らなくなっちまう──それが『魔王』だ」

「魔王になったら、もう戻せないのですか？」

「ああ、無理だ。狗頭みたいに理性を保ったまま魔王になった変わり種もいるが、大抵は暴走を始めちまう」

「神々になら器を修復できるらしいが、あいつらがそんな事に大事な大事な神力を使うわけがねぇ」

「高位神官による祈願魔法では？」

「無理だな。人の力でどうこうできるほど甘くねぇんだよ」

　つまり、魔王化は不可逆と考えないといけないのか……。

「そこまで深刻になるな。心配なら、限界を超えたユニークスキルを使わせなければいいんだからよ」

「だな、用法用量をお守りくださいって事だ」

　そんな……医薬品の注意事項じゃあるまいし。

「なんだ？　信じてねぇのか？　俺は長い事生きている分、色んな転生者を見てきたが、神が最初に設定した使用回数を超えない限り、魔王化した奴やつはいないぜ？」

「神が設定した使用回数ですか？」

　そういえば、アリサのユニークスキル「不撓不屈ネバー・ギブアツプ」は「三回までしか使えない」「使用回数は一ヶ月に一つずつ回復する」って制限があったっけ。

　ユニークスキルの「全力全開オーバー・ブースト」は制限を聞いた事がないから、今度確認しておこう。

「死にかけの大おお怪け我がを負ってた奴とか、病気で死ぬ間際に無理してユニークスキルを使った奴は魔王になってたじゃねぇか？」

「そういえば鬱うつで魔王化した奴もいたな」

　危ない危ない。使用回数だけを指標にしていたらヤバかったね。

「まあ、健康は大事だって事だ」

「心身を健やかに保ち、あとはレベルを上げて基礎能力を上げるのも良いんじゃねぇか？」

　なるほど、先人の知恵は勉強になる。

「そうだ、その娘に一撃必殺系や限界突破系のスキルがあったら注意してやれ。あれは一瞬で限界を超えて魔王化まで行っちまう事がある」

　──げげげっ。

　まさにアリサのユニークスキル「全力全開オーバー・ブースト」が該当する。

「……あるのか」

　ムクロがヨロイと顔を見合わせる。

「俺のアイテムボックスに『魂の器』を保護する神器がある。拘束具やサポーターみてぇな品だが、それなりに実績がある奴だ──」

「譲って頂けるのですか?!」

　オレは食い気味にムクロの提案に乗る。

「タダじゃねぇぞ？」

　ムクロが邪悪な笑みを浮かべる。

「竜の牙きばなんて無茶は言わねぇ。竜の鱗うろこを数枚と世界樹の枝や葉、それから小指ほどの『賢者の石フイロソフイウム』を一つ──」

「おいおい、小僧相手にそりゃ無茶が過ぎるだろ。もうちょい現実的な物にしてやれよ」

　ムクロの指定した品に、ヨロイが呆あきれた。

　だが、アリサの魔王化を予防できるなら、このくらいお安い御用だ。

「世界樹の枝や葉はどのくらい必要ですか？」

「枝は馬車一台分、葉は床に敷き詰められるくらいでいい」

　世界樹の枝は太いから、馬車一台分くらい余裕だ。

「分かりました。ここに出せばいいですか？」

「あるのか？」

　意外そうな顔のムクロに首肯し、彼が指定した倉庫に移動して、アイテムボックスから取り出していく。

「すげぇな、本当に持ってやがる」

　次々に取り出していくアイテムを見て、ヨロイが呆れ声を出す。

「なんだ、こりゃ？」

「竜の鱗ですけど？　何かまずいですか？」

「こりゃ、成竜の鱗じゃねぇか」

　ムクロが驚きの声を上げた。

「こっちの葉も若木のじゃなくて、ちゃんとした枝の奴じゃねぇか？」

　鱗の方はともかく、今一つムクロが枝葉の方に驚く意味は分からないが、対価として問題ないようなので「賢者の石」──聖樹石を指定サイズ分だけ手渡した。

「こっちもまがいもんじゃねぇ。クロ、お前は何なに者もんだ？」

「ちょっと成竜やエルフとご縁があっただけですよ」

「縁があったくらいで、世界樹の枝葉はともかく、貴重な『賢者の石』を人族に──」

　ムクロが言葉の途中で口を閉ざした。

「まあ、詮せん索さくは止やめておくか」

「そうだぜ、ムクロ。こんな地の底までやってきて、貴重な素材を値切りもせずに差し出すくらいだ。その娘がよっぽど大切なんだろうぜ」

　アリサは確かに大切だけど、そんな風に改めて言われると少し照れる。

「クロ、これが『魂殻花環』だ。なるべく頭に近い場所に装備させておけ」

　ムクロが小さな花が幾重にも輪になったブローチのようなモノを手渡してくれた。

　これが「魂の器」を保護するアイテムのようだ。

「一撃必殺系の技を使った後は必ず、魂殻花環を確認させろ。中心にある紫し魄はく珠が曇っていたり割れていたりしたら、わりとヤバイ状態だ。可能な限り早めにエリクサーを飲ませるか、最高位の神聖魔法が使える神官に診させろ」

　なるほど、そんな時はエリクサーを与えればいいわけか。

「エリクサーが欲しければバンにでも頼め。あやつなら、城の侍女達のために常に何本かストックしているはずだ」

「お気遣いありがとうございます」

　手持ちにあるから、真祖に頼らなくても大丈夫だ。

　そうだ、この機会に聞いてみよう。

「ムクロ殿、『神の欠片かけら』を取り除く事は可能なのでしょうか？」

　狗頭は他ほかの魔王から『権能』を奪った事があると言っていた。

　奴は不可能だと言っていたが、奪えるなら除去できる方法もあるのではないかと思って尋ねてみた。

「──あん？　危険なモノは元から絶とうってのか？」

　ムクロの問いに首肯する。

「リスクを遠ざけたいってのは分かるが──」

「前置きが長なげぇよ。さっさと教えてやれ」

　ヨロイがムクロの長口上を遮る。

「ちっ、口うるさい奴だぜ。『神の欠片』を取り除く事は可能だ。ただし、取り除かれた奴は死ぬぜ？」

　やはり、狗頭と同じ回答か……。

「ありゃあ、権能を馴な染じませるために魂の奥深くまで根を張ってる。無理に取り除いたら、魂をズタズタに切り裂いちまう。下手したらその場で魔王化しちまうし、下手しなくても魂が砕けて二度と輪りん廻ねの環わにも戻れなくなっちまうだろうよ」

　予想以上に危険だったらしい。

　ムクロによると、千年ほど前の魔王が強奪系のユニークスキルで他の転生者から有用な権能を奪う外道だったそうで、その時の犠牲者からその事を知ったそうだ。

「自分の権能を眷けん属ぞくに譲渡するってぇ変わった権能を持ってる魔王もいたが、ありゃ特殊すぎて参考にはならんだろう」

　ムクロはそう言って「神の欠片」除去に関する話を締めくくった。

　何かの幸運があって、その譲渡のような「神の欠片」をノーリスクで除去するユニークスキル持ちの転生者に出会えないと、アリサから「神の欠片」を取り除くのは無理みたいだ。





◆






　ムクロから色々と聞かせてもらった後、オレ達は当初の予定通りムクロの博物館を見学していた。

「クロ、のんびり博物館見学なんかしていていいのか？」

　問いかけるヨロイの方を振り返る。

「地上じゃ、狗頭が暴れてるんだろ？　転生者の娘や知り合いを心配せんでいいのか？」

　そういえば狗頭の復活について話している途中で、別の話題に移っちゃったんだっけ。

「大丈夫ですよ。既に『狗頭の古王』は討伐されていますから」

「討伐？　もう狗頭が討伐されちまったのか？」

「寝ぼすけの竜達にしちゃ出てくるのが早いな。神力の浪費をケチる神々が出張ってくるわきゃないし、出てきても狗頭の持つ権能とは相性が悪いから、封じる事も倒す事も無理なはずだ」

　オレの答えにヨロイとムクロが首を傾かしげる。

「いえ、神託によると勇者様が倒されたそうですよ」

「勇者が？」

「馬ば鹿か言え。なりたての雑ざ魚こい魔王ならともかく、亜神並みの狗頭を勇者が倒せるかよ」

　事実を告げたのに二人が信じてくれない。

「パリオン神から力を分け与えられた勇者は確かに強い。だがな──」

　ムクロが諭すような顔でオレを見る。

「──しょせんは神の力の一部を貸し与えられただけの人間だ。俺達転生者と大して変わらねぇ。神々が直接出向いても倒しきれない相手なのに、その一部だけを借りた奴が勝てるわけねぇんだ」

　まあ、二人が言う事も分かる。

　オレが知る勇者ハヤトは人類最強と言っていいくらい強いが、それでも「彼と同じ強さの人間を何人集めれば狗頭を倒せるのか？」という問いに答える事はできないからね。

「なら、勇者に神や竜が助力していたのかもしれませんね」

　オレは詐術スキルを活用し、そんな当たり障りのない言葉で議論を終わらせる。

「まあ、狗頭が暴れてないならいい。あいつの事を考えるより、セメリーの尻しりを眺めていた方が万倍も有意義だぜ」

　ヨロイが前を歩くセメリーの肉感的な臀でん部ぶに視線を向ける。

　非常に同感だが、本人に聞こえるように言うのはセクハラじゃないだろうか。

「こら！　気安く見るな！　私のお尻はバン様のものだぞ！」

「いいじゃねぇか、見るくらい。減るもんじゃねぇし、ケチケチするな！」

「減る！　何か分からないけど、絶対絶対減っているぞ！」

　セクハラ親おや父じなヨロイに、セメリーが猛烈に抗議する。

「おい、せっかく博物館に連れてきてやったんだから、ちゃんと見学せんか！」

「ヒョヒョヒョ、恩着せがましいぞ。見せたくて仕方がないくせに」

　今度はムクロとヨロイが喧けん嘩かしだした。

　──仲の良い事だ。

　オレはそんな二人を放置して、博物館の品々を見学する。

　どこかで見たような拳けん銃じゆうや小銃、サブマシンガンや迫撃砲に手しゆ榴りゆう弾だん──やけに兵器が多い。

　続いて連れていかれた建物には、単葉や複葉のレシプロ戦闘機や戦車が飾られていた。地上で見かけた戦車と違い、鑑定した限りではセメリーでも苦戦しそうな戦闘力があるようだった。

「このへんのはフルー帝国で開発された蒼そう炎えん機関を使っている。蒼そう貨かって貴重な燃料を使うんだぜ？」

　蒼貨──聖樹石を加工した貨幣を燃料に使うのなら、フルー帝国の蒼炎機関はエルフ達の聖樹石機関と同じモノか、その類似品ではないかと思う。

　ムクロによると、外の戦車は内燃機関を使ったモノらしい。

「まったく、酔狂だろ？　燃料の重油をわざわざ迷宮中層まで汲くみに行っているんだぜ？」

「運んでいるのは私の眷属だぞ！　ティラノンが荷車を引くんだ！」

　ヨロイが趣味人のムクロに呆れ、セメリーが自分の眷属を自慢する。

　なんというか、オレの中にある「不死の住人アンデツド」のイメージがどんどん崩れていくよ。

「こっちのは第二次世界大戦の戦艦『緑りよく鳳ほう』を模したモノだ！　この四六サンチの三連装砲塔には苦労したんだぜ？」

　二〇〇メートル級の戦艦の前で、ムクロが楽しそうに解説するのを聞きながら、なんとなしに窓外に見つけたモノに興味を引かれた。

「あれはもしかして鉄道ですか？」

「おう、そうだ。俺が神に追われる事になった元凶だ」

　ムクロは三千年ほど前に、小国の王子として転生したらしい。

　持ち前のユニークスキルと軍事知識を使って大陸の西部に一大帝国を築いたそうなのだが──。

「帝国の情報と流通を安定させるために、電波塔と鉄道網を作ったんだが……それが神の逆げき鱗りんに触れたらしくてな」

　穀倉地帯をイナゴの大群に食い尽くされたり、干ばつが起こったり、地震や火山噴火なんかの天変地異がバーゲンセールのように襲ってきたりしたらしい。

　──無理ゲーにも程がある。

　そんな状態でも一〇年ほどは国を存続させたらしいのだが、神託によって元凶がムクロの作り出した技術だと伝えられたために、帝国は分裂し彼自身も暗殺されてしまったらしい。

　もっとも、暗殺者が来るのは想定していたらしく、「骸の王」になるための儀式を準備していたそうだ。

「この身体からだになっても、執しつ拗ように『神の使徒』が付け狙ねらってきよったが、迷宮の奥深くに隠いん棲せいする事を条件に止めさせてやった」

　それを聞いてヨロイが嚙かみ殺すように嗤わらいだした。

「こいつは全人類を人質にしたんだぜ？　核兵器を山ほど作って、『人類を滅ぼされたくなかったら付け狙うな』って」

　冗談かと思ったが、ムクロは不機嫌そうに鼻を鳴らすだけで否定しなかった。

　どうやら、本当の話のようだ。

　それにしても、神を脅迫するなんて無茶すぎる。さすがは一代で帝国を築いた男だね。

　彼の話では神々が材料になる放射性物質を全すべて鉛に変える奇跡を使ったそうなので、地上付近では採掘不能になっているそうだ。

　彼のユニークスキル「金属創造」ではウランやプルトニウムが作れないそうなので、核兵器は残存していないらしい。

　──良かった。

　ファンタジー世界で核の冬なんて嫌すぎる。

　それにしても、予想外のところで、狗頭の話に裏付けが取れてしまった。

　やはり、大きく文明を進めようとすると神々の妨害が入るようだ。

　それにしても──。

「帆船や飛空艇はいいのに、鉄道はダメなんですね」

「都市間の通話や流通が手軽になるのがダメみたいだぜ？　帆船は魔物の脅威をどうにもできないし、飛空艇は量産できない上に、燃料の魔コ核アを馬鹿食いするからな」

　なるほど、飛空艇の量産はある程度で止めておいた方が良さそうだ。

「それにしても、これだけの乗り物や機械を全部自分で設計されたんですか？」

「おう！　俺には時間がたっぷりあるし、工作に便利な権能や魔法があればこれくらいたやすいぜ！」

「ウヒョヒョ、あまりムクロの自尊心をくすぐるんじゃねぇよ。自慢話が終わらなくなっちまうぞ」

　ヨロイの言葉に「うるせぇ」と返しながらも、上機嫌になったムクロから、内燃機関を始めとした幾つかの設計図や学術書、さらにテスターなどの計測機器類を譲ってもらう事ができた。

　貰もらいっぱなしだと悪いので、ムクロが欲しがっていた魔法金属各種を代わりに提供してある。

　こうして有意義な訪問を終えたオレ達は、ムクロの博物館を後にした。
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「おお、この乗り物はこんなに速かったのか！」

「ウヒョヒョヒョ、自殺願望でもあるのか？　ワシやセメリーはバラバラになろうがミンチになろうが元に戻るが、キサマはそこで終わりだぞ？」

「──安全運転ですよ？」

　オレはムクロから借りた高機動車──タイヤや車体の大きい軍用ジープだ──を運転している。

　博物館見物の帰りに見つけて、ムクロに頼み込んで観光の足に使わせてもらったのだ。

　自動車の運転は久々だが、馬車を模したゴーレム車とは違った趣がある。

　エンジンの咆ほう哮こうを全身で感じながら、急カーブを曲がる。

　勢いが付きすぎて後輪が滑る──思ったよりもグリップが悪い。下が石畳だから仕方ないのか？

　こっそり「理力の手マジツク・ハンド」で流れる車体を支えつつ、ドライブを楽しむ。

「凄すごいぞ！　ヨロイやムクロの運転と全然違う！」

　後部座席のセメリーが興奮して、後ろから首に抱きついてくる。

　残念ながら、シートが邪魔して幸せな感触はお預けだ。

「こんな自称安全運転ヤロウと一緒にするな！　こちとら筋金入りのゴールド免許だ！」

　──自称なんて酷ひどい。

　反論したかったが、喋しやべったら舌を嚙みそうなのでヨロイの失礼な叫びは聞き流した。

　マップで経路をマーキングしてあるし、空間魔法の「遠見」でブラインドの先を確認できるし、地形を立体図でチェックしながらの運転なので、ある意味ナビを使う以上の安全さだ。

　障害物や魔物は、先行させてある術理魔法の「自在剣フレキシブル・ソード」や「自在盾フレキシブル・シールド」で粉砕し、「理力の手」で摑つかんでストレージ行きにして処分してあるので問題ない。

　少しスピードを出しすぎな気もするが、時速一〇〇キロも出していないはずだから、自殺志願者呼ばわりは少々心外だ。

　閃せん駆くでの移動に比べたら、止まっているような速度なのに。





＞称号「暴走者」を得た。

＞称号「暗くら闇やみの爆走者」を得た。

＞称号「砲弾野郎」を得た。






　ちらりとログ・ウィンドウにＡＲ表示される失礼な称号が気になったが、今は気分が良いので軽くスルーしておこう。

　なお、同乗しているのはセメリーとヨロイの二人だけで、ムクロはオレが譲った伝説級の魔法金属で何やら工作に取りかかっていた。

　ヨロイもフルー帝国の技術者だったはずだが、ムクロのような研究者タイプとは少し違うようだ。




「おお、これは絶景ですね」

「おうよ！　落差一キロの滝だぜ？　覗のぞき込んで落ちるなよ」

　光源がないので、地獄の先に通じる奈な落らくのような感じだ。

　周りは天然の水晶窟くつみたいだし、ちょっと照明を入れてみよう。

　オレは「操蛍光ピクシー・ライト」の魔法を使って、滝沿いに光源を降下させてみる。

「うわぁああああああ！　凄い、凄いぞクロ！　凄く綺き麗れいだ！」

　興奮したセメリーがオレの襟首を摑んでぶんぶん振り回す。

　何度も当たるおっぱいの感触は嬉うれしいが、ちょっと振り回しすぎだ。

　まあ、セメリーが興奮するのも無理ないくらい幻想的な光景だと思うけどさ。

　今度はぜひとも仲間達を連れて遊びに来よう。

　そう決意して、次の観光スポットへと移動する。

「──浮かんでいるのはスライム系の魔物ですか？」

「いんや、あれはただの水だ」

　オレ達の視線の先、黒光りする部屋の中にはビーチボールサイズの水球が、ぶよぶよと変形しながら幾つも宙に浮かんでいる。

「ここは無重力の部屋なのさ」

　なるほど、仕組みはさっぱり分からないけど、無重力が楽しめる部屋のようだ。

「中に入るなよ。水分が肺胞を塞ふさいで溺おぼれる罠わなの部屋だ」

「つまり口を塞いで入ればいいわけですね」

　オレは好奇心に負けて、ちょっと入ってみる。

　──おお。

　高軌道の虚空を浮遊した時とも、自由落下した時とも違う、なんとも不思議な感じだ。

　身体の周りに水を感じないダイビングっぽい。

「ぐぁあああ、苦しい！　苦しいぞ！」

　楽しそうなオレの様子に好奇心を刺激されたセメリーが中に入ってきて、呼吸困難になっていた。

　ぜえぜえと荒い息をするセメリーを後部座席に放り込み、オレ達は次の観光スポットに移動する。

　高機動車のお陰で、地下の観光は順調だ。

「ここは『天国の園』って名前の場所だぜ」

　厳重に封鎖された謎なぞ金属の扉を抜けた先には、赤や薄紫の花が咲き乱れる丘があった。

　ヨロイが「天国の園」というだけあって、なかなか綺麗だ。光源は上層の植物区画と同じく、光ファイバーみたいな植物の根を経由したモノらしい。

「まあ、魔ま芥け子しの花だけどな」

　ヨロイによると、四〇〇年ほど前に魔族と結託した犯罪ギルドの連中が栽培していた場所らしい。

「焼いて良いいですか？」

　オレが尋ねると、「どうぞどうぞ」というジェスチャーをしてくれたので、火魔法の「火炎嵐フアイア・ストーム」で灰も残さず焼き払った。

　そんな若干嫌がらせのような場所を含みつつ、オレ達は高機動車の速力を頼りに、短時間で下層の名所を駆け抜ける。

「ヨロイ、最深部も寄るのか？」

「──はあ？　あんな所、『太古の根魂エルダー・ルート』くらいしかおらんぞ？」

「あいつの樹液は美味うまいぞ？」

「そんなもん吸いたがるのはセメリーだけだぜ」

　蟬せみみたいな発言をするセメリーをヨロイが笑う。

「そんな事ない！　白姫も好きだ！」

「だいたい、触れただけで『生命強奪ライフ・ドレイン』するバケモノの樹液なんてどうやって飲むんだ？」

　食い下がるセメリーに、ヨロイが問いかける。

　確か、「生命強奪」は体力だけじゃなくて若さやレベルまで吸い取る攻撃だったはずだ。

「『生命強奪』で奪われた分なんて、樹液を吸う時に奪い返せるじゃないか」

「そんな事ができるのはお前達『吸血鬼ヴアンパイア』くらいだぜ」

　セメリーはヨロイに却下されて残念そうな顔だったが、オレもそんな危ない相手と対たい峙じするのは遠慮したいのでヨロイの方に軍配を上げておいた。
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「車はそこの岩陰で止めてくれ」

　ヨロイの指示に合わせて車を止める。

　ここは邪竜エビル・ドラゴンご一家の暮らす大区画だ。邪竜達だけでなく、バジリスクや火蠍フレア・スコーピオンなどの魔物も生息している。

「ここはいつ来ても臭いから嫌いだ」

　セメリーがぼやきながら車を降りる。

「これは硫黄の臭においですか？」

「ああ、そうだ──期待していたら悪いが、温泉はないぞ」

　日本人らしい発想だが、迷宮温泉なら既に中層に作ってあるので問題ない。

「意外に暑いですね」

　オレの言葉に、ヨロイが空洞の兜かぶとの奥からニヤリと笑う雰囲気を伝えてきた。

　オレは外がい套とうをアイテムボックスに収納しながら、ヨロイの後ろをついていく。

　何枚かの岩の門を潜くぐるたびに温度が上がっていく。

　今では真夏のような暑さだ。ビキニのような衣装になったセメリーの色っぽい肢体だけが、唯一の潤いだ。

「どうだ？　なかなか良かろう？」

「たまには暑いのも良いですね」

　ヨロイの言葉に賛同しつつ回廊を進む。

「変な奴やつらだな」

　セメリーが首を傾かしげているが、理解されて潤いが消えても困るので黙秘した。

　もちろん、ヨロイも無粋な事は口にしない。ヨロイが生身の身体からだなら、一緒に夜のお姉さんのお店に遊びに行きたいくらいだ。

「あの向こうが目的地だぜ」

　最後の扉を抜けて、ようやく大区画内にある大空洞に辿たどり着いた。

「どうだ、クロ。漢おとこのロマンを刺激するだろう」

「いやはや、絶景ですね」

　そこは溶岩が間欠泉のように噴出し、岩々の間を急流の小川のように赤い流れを作っている。

　前に南洋を旅していた時に訪れた炎王の火山島とはひと味違った景観だ。

　致死性のガスも噴出しているようなので、「風防キヤノピー」や「気体操作エア・コントロール」の魔法で対処しておく。

　溶岩の赤い光に浮き上がる魔物達が、なかなか良い雰囲気を出している。後で何匹か狩ってリザ達のお土産にしよう。

　残念ながら、邪竜一家は奥の方の火山でお昼寝中らしく、その姿を見る事はできなかった。

「おい、クロ。いい事を教えてやろうか？　ここは竜が住んでるんだぜ」

　ヨロイが悪い大人の顔になったような声で囁ささやいてくる。

　はい、知ってます。

「あはは、大丈夫だぞ、クロ。ここの竜は奥の溶岩湖にある島の真ん中でいつも寝てるからな。大きな音さえ立てなきゃ大丈夫だ！」

　オレが答えるよりも先に、セメリーがフォローというか、変なフラグを立てた。

　普通なら問題ない忠告なんだけど、ポチやカリナ嬢以上に迂う闊かつなセメリーなら、きっと何かをやらかしそうな気がするんだよね。

「ちっ、びびるクロを見る前にネタばらしするんじゃねぇよ」

「まったく、ヨロイは悪趣味だ」

　腰に手を当てたポーズで窘たしなめるセメリーは背中から腰のラインが色っぽいと思う。

　そんな不謹慎な事を考えつつ景観を堪たん能のうしていると、黄色く変色した岩場で立ち止まったヨロイがアイテムボックスから道具類を取り出した。

「さて、少し手伝ってくれ」

　ヨロイが道具を片手に声をかけてきた。

「鉱石の採掘ですか？」

「いや、硫黄が足りんから、その補充だ。普通の鉱石ならムクロが土つち塊くれから作るから採掘せんでいいぞ。たまに火ひ石いしが落ちてるから、いるなら気をつけて探してみろ」

　ふむ、火石か。

　炎王の火山島で大量に入手してあるから、それほど必要はないんだけど、せっかくここまで来たんだし、ちょっと集めておこう。

　火石は軍用の火ひ杖づえや魔力砲の製造に必ひつ須すだから、需要はとても多いしね。

「確かに、けっこう落ちてますね」

　マップで近傍の火石を範囲指定マーキングして絞り込み検索する。反応が多すぎて目が痛い。

　一定以上のサイズにして再検索してみる──近くの溶岩溜だまりの底に人間サイズの巨大な火石がゴロゴロしているのを見つけた。

　あまり近付くと服や靴が燃えそうなので、「透視スルーアイ」と「理力の手」の合わせ技を使って回収する。

　火石の上位素材である火晶珠は溶岩湖の深い場所にあるようだ。

　セメリーは自前の血剣でスパスパと岩を切りながら、岩に付着した硫黄を回収している。

「おい、クロ。そんなに近寄ると落ちるぞ」

「勝手に死ぬなよ！　キサマを倒して下僕にするのは私だからな！」

　周りからは溶岩の近くでぼうっとしているように見えたようで、硫黄を採取していたヨロイとセメリーから警告された。

　二人に詫わびて、オレも硫黄の採取に参加する。

　硫黄は地割れの周辺に黄色く付着しているので、集めるのは簡単だ。金属のトングで大きな袋に集め、一定量になったらヨロイに手渡すのを繰り返す。

　ボチャンッと大きな音がして振り返ると、やらかした顔のセメリーがいた。

「ごめん、やっちゃった」

　硫黄を切り出す時に失敗して、切り落とした岩塊を溶岩に落としてしまったのだろう。

「──やべえな」

「すぐ確認する」

　セメリーが片手をコウモリにして空に飛ばした。

　セメリーの耳がコウモリの耳に変わり、ぴくぴくと動く。

「やっぱり起きてる。こっちに来るってさ」

　どうやら、上空を旋回するコウモリからの情報を受信していたらしい。

「ガキの方か？」

「違う、親の方──」

　そうセメリーが言った瞬間、轟ごう音おんと共に弧状の炎が空を焼く。今のは邪竜のブレスのようだ。

　狙ねらわれたのはセメリーが飛ばしたコウモリだったらしく、一瞬で消し炭になって吹き飛ばされてしまった。

　レーダーに映る光点の動きからして、邪竜の内の一匹がこちらに向かっているようだ。

　やがて、遠くの岩山の向こうから、赤い鱗うろこの邪竜が姿を現した。

「あんまり大きくありませんね？」

　尻しつ尾ぽ込みで五〇メートルほどだ。邪竜はレベル八〇もあるのに、レベル六八の黒竜ヘイロンより小さい。

　邪竜は種族的には下級竜の一種なので、成竜である黒竜よりも小柄なのかもね。

「馬ば鹿か野郎、めちゃめちゃでけぇだろうが！」

「クロが馬鹿な事をいうから、邪竜の奴が怒ったぞ！」

　セメリーが焦った顔で邪竜を指し示す。

　威嚇するように翼を広げた邪竜が、ドシドシと溶岩の流れる岩場を歩み寄ってくる。なかなかの速さだ。

　それにしても──。

「どうして飛んでこないんでしょう？」

「ああ、そいつあ──」

「前にムクロがタイクーシャの的にして遊んだせいだ」

　セメリーがヨロイの言葉に被かぶせるように説明してくれた。どことなく声に余裕がない。

　それはともかく、空飛ぶ竜を対空戦車の的にしたのか。さっき見せてもらったラインナップにはなかったから、高機動車を返しに行く時にでも見せてもらおう。

「おい、いつまでも眺めてねぇで、逃げるぞセメリーにクロ」

「だな、バン様やムクロもいないのに、竜とガチの喧けん嘩かをしたら負けちまう」

　セメリーが気持ちのいい速さで入口に向かって駆けていく。ヨロイはその後ろをガシャンガシャンと喧やかましい音を立てて追いかける。

　熱風を搔かき分けるように赤黒い影がオレの頭上を飛び越え、入口の前に着地した。

「げっ飛び越えやがった！」

　対空戦車で迎撃された傷は既に癒いえているのか、邪竜の翼に穴は空いていなかった。

　たぶん、飛べなかったから歩いていたのではなく、対空戦車を警戒して歩いて接近していただけのようだ。

　赤竜のようにも見えたが、よく見たら灰色の鱗に溶岩の赤光が反射しているだけらしい。

「セメリー、ちと時間を稼げ。ロックゴーレムに乗り換える」

「げっ、無茶言うなよ」

　ヨロイの言葉にセメリーが震える声で抗議している。

「なら、オレがやろう」

　ちょっと「下級」竜に興味があったので、時間稼ぎを担当させてもらう。

『竜よ、我が名はクロ。黒き成竜ヘイロンの朋ほう友ゆうだ』

　オレは腹話術で竜の声帯を模写し、竜語で名乗りを上げてみた。

　──ＧＷＬＯＲＷＯＯＯＮ。

　ヘイロンに似た咆ほう哮こうが邪竜から上がったが、ただの叫びだったらしく意味は分からなかった。もちろん、新しい言語スキルが手に入ったりもしない。

　残念ながら、会話は不可能のようだ。

　少し離れた場所にいるセメリーが、白姫のように血液から赤い両手鎌がまを作った。

　よく見たら、さっきコウモリに変えてなくしたはずのセメリーの手が復活している。

「早くしろ、ヨロイ」

　急せかすセメリーの声に、ヨロイの言葉は返ってこない。

　代わりに、後ろからガシャガシャと金属が地面に落ちるような音が聞こえてきた。

　一瞬だけ振り返ると、ヨロイを構成していた金属甲冑が地面に転がっており、代わりに周囲の岩がゴロゴロと意思を持つかのように集まってくるのが見えた。

　そういえば、さっき「ロックゴーレムに乗り換える」って言っていたっけ。

　──ＧＷＬＯＲＷＯＯＯＮ。

　オレを警戒して、邪竜が再度咆哮を上げた。

　どこか猫が鼠ねずみをいたぶるような稚気に溢あふれた雰囲気を感じる。

「殺すのも嫌だし、どうしようかな──」

　不可抗力とはいえ、竜種は「竜の谷」で殺しすぎたからね。

「──そうだ」

　試しに称号を「竜殺し」に変えてみた。

　邪竜の注意がオレに集まるのを感じる。先ほどまでのどこか暢のん気きな雰囲気が消え去り、憎悪にも似た敵意の視線が刺さるのを感じる。

　称号の「～殺し」は相手の敵意を煽あおるようだ。

　続けて、称号を「竜族の災い」に変えてみた。

　さらに敵意が激しくなったが、邪竜の瞳ひとみに怯おびえが浮かんでいる気がする。

　称号の「～災い」は相手の敵意を強く煽り、恐怖を与えるようだ。

　今度は称号を「竜族の天敵」にしてみる。

　邪竜が落ち着きなく周囲を見回し、逃げ道を探している。

　称号の「～天敵」は相手に強い恐怖や警戒心を与えるようだ。

「今だ！」

　注意を引こうと飛び掛かったセメリーが、無造作な邪竜の手の一振りで壁に叩たたき付けられ、岩を砕いてめり込む。普通なら即死だが、ＡＲ表示される体Ｈ力Ｐゲージを見る限り大丈夫そうだ。

　邪竜がセメリーを叩き付けた壁に向かって、「竜の吐息ドラゴン・ブレス」の予備動作に入る。

「やらせはせんぞぉおお！」

　岩の塊のようなロックゴーレムが邪竜に向かって殴りかかった。

　ロックゴーレムの名前がヨロイの本名である「タケル」になっている。

　──ＧＷＬＯＲＷＯＯＯＮ。

　邪竜がロックゴーレムになったヨロイを尻尾で薙なぎ倒す。

　一撃で粉砕されたロックゴーレムが、幾つかのパーツとなって地面を転がり、ぼちゃんぼちゃんと水音を立てて溶岩に沈む。

　さすがはレベル八〇、もの凄すごい威力だ。

　──ＧＷＬＯＲＷＯＯＯＮ。

　今度は邪竜の火炎ブレスが、オレに向かって吐き出される。

　──遅い。

　火炎放射器の実演くらいの速度で、邪竜のブレスが襲ってくる。

　地面を焦がし、邪竜との間にあった岩を溶かす。

　オレは魔法欄から「自在盾」を使ってブレスを受け止める。

　黒竜ヘイロンのブレスは僅わずか数秒で二枚の自在盾を消し飛ばしたのに、邪竜のブレスは一枚目の自在盾を突破するのがやっとのようだ。

　ストレージから取り出した岩石を、邪竜の額に投げつける。

　ブレス後の硬直時間を狙ったせいか、避よけられる事もなくクリーンヒットした。

　成竜と下級竜の比較検証はこのへんでいいだろう。あまりやると弱いものイジメになりそうだし。

　そうだ、最後に称号を「黒竜の友」に変えてみようかな？




「なんだ、ありゃあ……」

　元の金属甲冑に入り直したヨロイが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「あははは、すげー！　クロ、お前すげーな！」

　早くも再生を終えたセメリーがヨロイと同じ方を見て笑う。

「何をしたクロ」

「企業秘密だ」

　まさか、邪竜が犬みたいな服従のポーズを取るとは思わなかった。

　そのせいか、称号に「竜の飼い主ドラゴン・テイマー」と「竜騎士ドラグーン」というのが追加されてしまった。

　今は称号を竜騎士に変えて、邪竜の背に乗って大空洞を遊覧飛行中だ。

　もちろん、この遊覧飛行の光景は仲間達やアーゼさん達に見せるために「録画ピクチヤー・レコーダー」「録音サウンド・レコーダー」の魔法で撮影してある。

「クロ！　あれを見ろ！　出迎えだぞ」

　巣から飛び上がった、邪竜の一家に向かってセメリーが手を振る。

「どっちかっていうと迎撃じゃないか？」

　長男らしき邪竜が襲いかかってきた。親の方が遥はるかに強いようで、長男のブレスを避けた後に、尻尾の一撃で巣に叩き落としていた。

　他ほかの邪竜達は襲ってくる事こそなかったが、警戒した顔でオレ達の周囲を旋回する。

　──ＧＷＬＯＲＷＯＯＯＯＯＯＯＮ。

　オレ達が乗った邪竜が遠とお吠ぼえのような咆哮を上げると、他の邪竜達も次々に咆哮を上げて、邪竜の後ろに連なって飛行し始めた。

　どうやら、邪竜一家の他のメンバーも従属を選んだようだ。

　──ＧＷＬＯＲＷＯＯＯＮ。

　オレ達を乗せたまま巣に着地した親邪竜が、何やら巣の宝を進呈してこようとしてきた。

　せっかくのプレゼントなので、金塊や宝物を受け取り、それを「理力の型マジツク・モールド」や「火炎炉フオージ」を使って、邪竜サイズの王冠や腕輪などのアクセサリーに加工して、邪竜一家にプレゼントしてみた。

　──ＫＷＬＯＬＵＯＯＯＯＯＯＯＮ。

　──ＫＵＵＬＯＬＵＵＵＯＮ。

　──ＫＷＲＯＬＵＯＯＯＯＮ。

　邪竜達が身に着けたアクセサリーを見てうっとりとしている。

　やはり竜は光り物が大好きらしい。

「えへへ～悪いな、クロ」

　セメリーが凄く羨うらやましそうにしていたので、金塊の一部を貰もらって竜達とお揃そろいのアクセサリーを作ってやった。

　ヨロイが少し寂しそうだったので、余った金塊を使ってヨロイの甲かつ冑ちゆうに彫金した飾りを追加してみる。

「ウヒョヒョヒョ、どうだ？　お洒落しやれになったか？」

「おう！　イカしてるぜ、ヨロイ！」

　ヨロイとセメリーが満足そうだ。

　邪竜一家や二人が落ち着くまでの間に、マップ検索と「透視」＆「理力の手」のコンボ技で、巣の周辺の溶岩に沈む火石や火晶珠などの火炎系レア素材や巣に落ちていた鱗や爪つめや牙きばの欠片かけらなどを、ごっそりと回収しておいた。

「さて、そろそろお暇いとましよう」

　オレ達は邪竜一家に見送られ、大区画を後にする。





◆






　邪竜の大区画を去ったオレ達は、セメリーの「ユイカの所に寄って」という一言で進路を変える事になった。

　ユイカというのは迷宮下層にいるもう一人の転生者の名前だったはずだ。

　そんな彼女と会うのに否はないし、何よりバックミラーに映った素敵な乱舞で目の保養をさせてもらった相手の頼みは断れない。

　もちろん、ヨロイにも異存はなかった。

「車はここで止めて。花畑を荒らしたらユイカに怒られるからさ」

「分かった」

「ワシはここで待ってるから二人で行ってこい」

「なんだ？　ヨロイは行かないのか？」

「幼い方のユイカだと、また泣かれるからな」

　ゴブリンのユイカさんには子供がいるのかな？

　勝手に独身で引きこもりの内気な女性をイメージしていた。

「お子さんがいるなら菓子の用意をしてくれば良かったかな？」

「ん？　ユイカは子供じゃないぞ。でも、甘い菓子は好きだったはずだ。用意してきたら、また連れてきてやる」

　あれ？　話が嚙かみ合わない。

「お子さんがいるんじゃないのか？」

「いないぞ？　ユイカは『タージュジンカック』みたいなもんだってバン様が言ってた」

「多重人格とはちと違う。ユイカは耐えきれないほどの辛つらい事があったら、ユニークスキルを使って、古い人格と記憶を捨てて新しい人格を生み出して交代する。マンガみたいな話だが、事実だ」

　古い人格は背後霊みたいに、傍観しかできないらしい。

　セメリーの話だと、主人格ユイカが眠ったり気絶したりすると、憑ひよう依いして表に出てこられるそうだ。

　昔見た名作マンガやアニメでよくあった設定だ。

　ある意味、ボルエナンの森のハイエルフ達が世界樹を使ってやっている事を、単独で実行しているようなモノらしい。

　留守番のヨロイを残して、オレ達は天井からの淡い光に照らされた花畑へと歩を進める。

　もちろん、こんな色とりどりの花々が咲き乱れる花園を踏み荒らす趣味はないので、セメリーを小こ脇わきに抱えて天駆で地表スレスレを飛んでいった。




「クロ、そこの紫色の花が六芒ぼう星せいを描いているだろ？　その中心に着地してくれ」

　セメリーの指示に従って地上に着地する。

　おそらく、この近くにムクロの博物館のあったエリアみたいな場所があるのだろう。

「それで、どこから入るんだ？」

「入れない。ちょっと待ってろ」

　セメリーが大きく息を吸ったので、素早く耳を塞ふさぐ。

　案の定「ユイカ！」と大声でシャウトを始めた。喧やかましい。

　その叫びがインターフォン代わりだったのか、六芒星を描く花が輝き始め、光の中から六枚の半透明の扉が浮かび上がった。

　扉には地球の文字が書かれているが、その内の五枚は「ハズレ」「地獄行き」「罠わなです」「入っちゃダメ」「ＤＥＡＴＨ」と書かれている。

　そして、残り一枚が「うぇるかむ」だ。

　個人的な感想を言わせてもらえば、全すべて罠なんだが……オレの「危機感知」スキルや「罠発見」スキルが、「うぇるかむ」の扉のみ安全だと教えてくれる。

「えっと、確かこれが正解だ！」

　セメリーが自信たっぷりに選んだのは、「地獄行き」の扉だ。

　扉を潜くぐろうとしたセメリーの襟首を摑つかんで止める。

「何をする！」

「それはハズレだ」

「なぜ分かる?!」

　オレはそれに答えず、セメリーを連れて「うぇるかむ」の門を潜った。




「おお！　本当に正解だ！　凄いな、クロ！」

　はしゃぐセメリーにいつもはどうしているのかと聞いたら、成功するまで繰り返すのだと答えが返ってきた。

　失敗したら霧やコウモリになって逃げ帰るのを繰り返すらしい。

　不死身な吸血鬼らしいトライ＆エラーな突破方法だ。

　セメリーが「いつもは四回目くらいで成功するのに」とよく分からない悔しがり方をしていた。

「向こうが出迎えてくれないのか？」

「ユイカは『ひきにーと』だから、絶対に出てこないって言ってた」

　引きこもりはともかく、ニートというよりはご隠居さんじゃないだろうか。

　それはともかく、ここはオレの予想通り、ムクロの博物館と同じく「マップの存在しないエリア」だった。

　全マップ探査でこのエリア内を調べたが、オレ達以外は誰だれもいない。

「誰もいないぞ？」

「ああ、ユイカは怖がりだから、この門をあと八回潜らないと辿たどり着けないんだ」

　さすがは引きこもり。なかなか用心深い。

　全部勘で乗り切ろうと思ったら、六の九乗分の一──一千万分の一くらいの確率かな？

　オレ達は合計九回門を潜って、ユイカのいる空間へと移動した。

　そこには畑と竹林に隣接する日本家屋があった。

　縁側に面した中庭では鶏がエサをついばみ、軒のきにはタマネギや大根が吊つるされている。

　実にスローライフが似合いそうな光景だ。

　なんというか、古き良き日本の田舎を再現した箱庭みたいな印象を受ける。

　ここは地上とは時間帯が違うらしく、空に太陽らしきモノは見えないのに昼間のような明るさだ。

「あれがユイカの家だ。いつもは畑にいるんだけど、どこ行ったんだろ？」

　セメリーが周囲を見回す間に、「全マップ探査」の魔法を使ってユイカの情報を獲得する。

　ムクロの言っていた通り、ユイカの種族は「小鬼人族」だ。ハイ・ゴブリンのような上位種族を期待したのだが、そこは普通だった。

　ちなみに「小鬼人族」はファンタジー物でよく見かける「妖よう魔ま」ではなく、エルフ達と同じ「妖よう精せい族」だ。他の妖精族同様に長命なようで、年齢がムクロとバンの中間くらいの高齢だった。

　引きこもりの彼女らしく、称号が「隠者」になっているのもスルーしていいだろう。

　レベルは意外な事に五〇しかない。「料理」や「生活魔法」といった日常系のスキルは別にいいのだが、彼女のユニークスキルが常軌を逸している。

　この空間を作り出している「箱庭創造クリエイト・マイ・ガーデン」を始めとして、実に一五種類──狗頭と比べても倍近い数のユニークスキルを持っていた。

　インフレーションするにしても、やりすぎだ。

　オレは心の中で、この世界の神々に悪態を吐つく。

「そうだ。ユイカは怖がりだから、唐突な行動をしてびっくりさせるなよ。私も最初に会った時に驚かして、奈な落らくの底そこでぺっちゃんこにされちゃって、出るのにすっごく苦労したんだからな！」

　ぺっちゃんこになっても、元通り再生できるとは羨ましい。

「それにしてもいないな～」

　周囲を捜すのに飽きたセメリーが一つぼやいた後、大きく息を吸い込んだ。

「ユイカぁああ！　来たぞ！　ユイカぁあああああああ！」

　セメリーが大声で叫ぶ。

　しばらくすると、日本家屋の方からガサゴソという物音を聞き耳スキルが拾ってきた。

　セメリーもその物音が聞こえたらしく、叫ぶのを止やめて日本家屋の方へと向かう。

「セメリー？　美味おいしい沢たく庵あんができたの。バンのお兄ちゃんに持って帰ってあげて」

「げっ、タクアンはダメだ。バン様の美び貌ぼうが黄色くなってしまう」

　障子戸を開けて出てきたユイカが、歳としに似合わぬ涼やかな声でセメリーに話しかける。

　──美少女だと?!

　白く透き通る肌に、床まで伸びた絹糸のように艶つややかで癖のない明るい薄紫色の髪。

　ルルほどではないが、アリサやミーアにも匹敵するほどの美形だ。

　エルフのように先端が少し尖とがった耳と、こめかみの近くの額にある二つの短く小さな角がなかったら、人族にしか見えなかっただろう。細く華きや奢しやな身体からだはエルフ達のように起伏に乏しい。

　そういえば、ムーノ男爵領で会ったコボルトやオーユゴック公爵領の公都地下で会ったオークも、ゴブリンである彼女と同様に人やエルフに近い姿だったっけ。

　障子の向こうから現れた彼女の衣装は、最初こそ日本家屋に合わせた着物に見えたが、ミニスカートのように丈の短い着物にニーソックスを合わせた、絶対領域好きにはたまらないモノだった。

「もう、日本のお袋の味なんだから、バンのお兄ちゃんだって──」

　ユイカの赤い瞳ひとみがオレを捉とらえる。

　ようやく、ユイカがオレに気がついたみたいだ。セメリーのインパクトのある存在のせいで気がついてもらえてなかったんだよね。

　一瞬、嬉うれしそうな表情を浮かべたのだが、笑顔のまま表情が凍っていく。

　──はて？　特に男嫌いという話は聞いていなかったんだけど？

　パクパクと小さく動く唇が「イチロー」と紡いだ気がした。

　だが、実際にオレの耳に聞こえたのは──。

「きゃあああああああああああああ！」

　──バケモノを前にしたような、ユイカの悲鳴だった。

















最強の転生者







〝サトゥーです。昔、古典の児童文学を読んだ時に、ゴブリンが怪物ではなくイタズラ好きな妖精と書かれていて驚いた覚えがあります。今のゴブリンのイメージは家庭用ゲームの影響なのでしょうか？〟






「来ないでぇえええええええええええ！」

　オレを見て悲鳴を上げるユイカの身体の周りを、紫色の光が幾度も瞬く。

　──まずい。

　あの紫光はユニークスキルの発動の予兆だ。

　危機感知スキルがかつてないほど激しく反応している。

「ユ、ユイカ？」

　セメリーが焦った声を上げるのが聞こえた。

「落ち着け！　オレには君を──」

　声をかける途中で、オレはユイカの周りに小さな黒い点が現れたのに気がついた。

　──やばい。

　そう考えるよりも早く、縮地で一気に距離を取る。

　無数に増殖する黒い点が収縮し、ビーズ玉くらいの漆黒の弾丸となって、一斉にオレに襲いかかってくる。

　──やばい、やばい、やばい。

　超高速で飛来する漆黒の弾丸を、連続使用した縮地で避よけ続ける。

「ぎぃえええ──」

　セメリーの悲鳴が途中で途切れる。

　逃げ遅れたセメリーが漆黒の弾丸に触れた瞬間、小さな弾丸の中に吸い込まれるようにして消滅した。

「──マジか」

　セメリーの消え方で想像は付いていたのだが、ＡＲ表示がその正体を疑似的なマイクロ・ブラックホールだと教えてくれた。

　縮地を発動するのが少しでも遅れたら、セメリーと一緒に吞のみ込まれていたに違いない。

　さすがに、生身の身体でブラックホールに落ちるのは遠慮したいね。

　たぶん、さっきセメリーが言っていた「奈落の底でぺっちゃんこ」というのは、このブラックホール弾の事だろう。

　前も無事に復活したらしいし、とりあえず事態を収拾するまでの間、セメリーの事は忘れよう。

　後で文句を言われそうだが、セメリーなら美味しいご馳ち走そうか魔剣辺りで許してくれそうな気がする。

「うわぁああああああああ！」

　ユイカが撃ち出すブラックホール弾が勢いを増す。

　オレは縮地で避けつつ、迫るブラックホール弾の前に「自在盾フレキシブル・シールド」を出してみたのだが、一瞬の内に穴だらけになって、先ほどのセメリーと同じように吸い込まれて消えてしまった。

　これじゃ、自在盾では何枚重ねても、ブラックホール弾は防げない。

　新呪じゆ文もんの「草縛ホールド・グラス」で動きを止めようとしたけど、腕の一振りで散らされてしまう。

「当たってぇえええええええええ！」

　理由は分からないが、ユイカはパニックを起こしているらしい。

　お陰で狙ねらいが甘いし、ブラックホール弾で後を追いかけるような撃ち方だから、縮地を使えば避けるのは簡単だ。

　オレが避けた弾丸が、地面に命中して巨大なクレーターを穿うがち、背後の畑や家屋を吞み込んでいく。

　ブラックホールの事は詳しく知らないが、一定量の物質を吞み込んで消滅するのを見て、心の中で胸を撫なで下ろした。

　なんていうかブラックホールって、物質を取り込んで際限なく規模を拡大していくようなイメージがあったんだよね。

「ユイカ！」

　会話でなんとかしたいのだが、漆黒の弾丸が出す騒音に搔かき消えて声が届かない。

　さっきから空間魔法の「遠話テレフオン」で呼び出しているのだが、この魔法は電話と同じで相手に拒否されたら通じないんだよね。

　上級空間魔法の「強制遠話フオース・テレフオン」が欲しい。

　──ビキッ。

　そんな音がして、ユイカの箱庭世界に亀き裂れつが走った。

「このままじゃマズい」

　オレは襲いくるブラックホール弾を避けながら、術理魔法の「魔法破壊ブレイク・マジツク」で消してみる。

「なんとか消せるみたいだけど──」

　オレが「魔法破壊」で消せる範囲には限界がある。

　残念ながら、向こうが弾丸を生み出す速度の方が上だ。

　相手が魔王なら中級攻撃魔法の「光線レーザー」や「爆縮インプロージヨン」で先制できるが、薄幸の美少女相手じゃ、そうもいかない。

「弾切れはないか……」

　普通ならそろそろ魔力が切れるはずなのだが、ＡＲ表示される彼女の魔Ｍ力Ｐゲージは一定量で増減を繰り返している。

　たぶん、彼女のユニークスキルである「魔力循環マナ・ループ」「魔力井戸マナ・スプリング」が魔力の効率化と魔力の供給を行い、「無限連鎖インフイニツト・チエイン」といったユニークスキルが、ブラックホール弾の連射を支えているに違いない。

「うあぁああああああああ！」

　ユイカの体表で、さらに紫色の光が瞬いた。

　まだ、何かやる気らしい。

　──このチートめ。

　いったい幾つのユニークスキルを並行発動する気だ。

　いや、それよりも。

　あんなに無茶をして、彼女の「魂の器」は大丈夫なんだろうか？

　魔王化しないか心配だ。

　早めに、彼女のパニックを止めないと。

「そろそろ逃げた方がいいぞ」

　焦燥感を覚えたオレの耳元で、セメリーの声が聞こえた。

　視線を一瞬だけ向けると、肩の所に豆粒サイズのコウモリが張り付いている。

　なぜか顔の部分だけがセメリーの顔になっていた。

　吸血姫は予想以上にしぶといらしい。

「クロ」

　ミニ・セメリーがもう一度オレの名を呼び、コウモリの翼の先端で何かを指し示す。

「ユイカの世界が──」

　その方角には先ほどの亀裂があり、それは箱庭世界を二つに割りそうなほど広がっていた。

「──壊れる」

　セメリーの声と同時に箱庭世界はガラスのように砕け、オレ達は花吹雪が舞う場所へと放ほうり出された。

「ここは──」

　様変わりしていたから分からなかったが、ここはユイカの空間へと繫つながる門があった花畑の広場だ。

　舞い踊る花吹雪の中にユイカが立っていた。

　乱れた長い髪が顔を隠していて表情が見えない。

　──そうだ！

　オレは魔法欄から「桜吹雪チエリー・ブロツサム・シヤワー」を使う。

「……さくら？」

　視界を隠すほどの桜吹雪に、ユイカの気が逸それた。

　──チャンスだ！

　桜吹雪に紛れて、ユイカの懐に縮地で飛び込む。

　ユイカを気絶させるべく打ち込んだ掌てのひらが、硬い魔力の壁に阻まれる。

　彼女のユニークスキル「自動防御ガーデイアン」による物だろう。

　なんとなく感触に覚えがある。

　ナナの装備に付けた「城砦防御フオートレス」機能に近い。

　──なら、弱点だって。

　ユイカの魔力壁に軽く手を当てた状態から、さらに身体からだのひねりを加えて抉えぐり込むように力を叩たたき込む。

　さらに、打ち込んだ刹せつ那なの内に、純粋な魔力の塊による追撃を重ねた。





＞「鎧よろい通し」スキルを得た。

＞「魔力撃」スキルを得た。






「くはっ」

　ユイカの口から苦く悶もんの声が漏れ、彼女の肢体から力が抜ける。

　ダメ元で放ってみたが、思いつきが正しかったらしく、ユイカの意識を奪う事に成功したようだ。





◆






　──パンッと音が聞こえた。

　倒れ行く華きや奢しやなユイカの手を摑つかむ。

　──どこからだ？

　人形のように力なく崩れるユイカの手を引き、身体を支えようと反対側の手を伸ばす。

　──シュル。

　そんな軽い音だった気がする。

　視界の隅で、彼女の帯が解けるのが見えた。

　そして、その帯が固定する着物もまた、軽やかに自由を取り戻して風にはためく。

　舞い散る桜の花びらと透けるような白い肌が織りなす幻想的な美しさに、不覚にも目を奪われてしまった。

　とはいえ、そのまま鑑賞するのも悪いので、オレは紳士らしく起伏に乏しいそれから目を逸らす。

　パサリと帯が地面に落ちる小さな音が、止まっていた場を再起動させた。

　気絶していたはずのユイカの瞳ひとみが、カッと見開かれる。

「こんのスケベ野郎がぁああああああああああ!!」

　叫びと共に放たれた拳こぶしを紙一重で避ける。

　さっきまでとはまるで別人のような猛たけ々だけしさだ。

　気絶したら「古い人格」が表に出てくるって、セメリーが言ってたっけ。

　そういえば、セメリーはどこだろう？

　いつの間にか肩に摑まっていたセメリーがいなくなっている。

　たぶん、箱庭世界が壊れた時にはぐれたに違いない。

「避けるなぁあああああ！」

　紫色の波紋がユイカの身体を巡り、先ほどとは雲泥の差の拳が飛んでくる。

　おそらくユニークスキルの「豪腕無双バーサーク・グラツプラー」だと思うが、気軽に連発するのは止やめてほしい。

　まったく、ユニークスキルを使いすぎて魔王になったらどうする気だ。

　文字通り岩をも砕く一撃必殺の拳の雨を、オレは「先読み：対人戦」スキルで避けていく。

　──あれ？

　五〇だったユイカのレベルが五五になっている。家庭的だったスキル構成も半分くらいが格闘系のスキルに変わっていた。

　人格が入れ替わったとは思っていたが、レベルやスキルが変化するとは思わなかった。

　よく見たら、称号も「隠者」から「拳の王」に変わっている。

　──しかし、そろそろ気がついてほしい。

　少し距離が取れたタイミングで、オレは自分の胸元から下腹部を指でスワイプするジェスチャーをした。

　オレの仕草を見たユイカが胸元に視線を落とす。

　真っ白なユイカの顔が、一瞬で真っ赤に染まった。

　これがマンガだったら、頭から湯気が噴き出しそうな感じだ。

　ユイカが慌てて外気に晒さらされたままだったノーブラの胸元や下半身の下着を隠す。

「ぐぬぬぬぬ……」

　羞しゆう恥ちに顔を歪ゆがめ、片手で胸元の布を押さえて悔しそうに唸うなる。

　よし、ようやく動きを止めてくれた事だし、なんとか話し合いに持っていこう。

「使え」

　オレはアイテムボックスから取り出した丈の長いマントをユイカの方に投げる。

　宙で広がったマントがユイカを覆い隠す。




「ククククク」

　マントの陰から聞こえるユイカの含み笑い。

　バサリと音がしてマントが打ち払われる。

　その下から現れたのは、先ほどとは異なる漆黒のドレス。

　いわゆるゴスロリ系のドレスだ。

　彼女の白い肌や明るい薄紫色の髪がよく映える。

　彼女の赤い瞳が、朱と蒼あおのオッドアイに変わっていた。

　それに、またユイカのレベルが変わっている。レベル五二と少し落ちて、格闘系だったスキルが闇やみ魔法を始めとする魔法戦士系になっていた。

「……ハハハ」

　ユイカは指を広げた片手で顔を覆い、俯うつむき嗤わらい続ける。

　──まさか、魔王化の兆候か？

　指の間から眼光を光らせつつ、ユイカがゆっくりと顔を上げる。

　鋭い視線はオレを刺し貫くように固定されていた。

「ハーーッハッハハハハ」

　最後は仰のけ反るように笑い上げる。

　──三段笑いだと?!

　お前は有名格闘ゲームに出てくるビジュアル系格闘家か！

　オレの驚きよう愕がくを察したように、ユイカが顔を覆っていた手をビシッと突きつけて名乗りを始めた。

「私は虐げられし闇の末まつ裔えい、天魔の巫み女こにして、小鬼人ゴブリン族最後の王族」

　ポーズを変え、少し溜ためを入れる。

「我が名はフォイルニス・ラ・ベル・フィーユ！　人は私を畏おそれ敬い、こう呼んだ！　『漆黒の美姫ダーク・ラ・プランセス』と！」

　……なんだ、中二病の人か。

　それにしても、フランス語と英語を交ぜるのは止めてほしい。語感からしてドイツ語もかな？

　否定するとややこしそうだから、乗っかろう。

「初めまして、『漆黒の美姫』フォイルニス・ラ・ベル・フィーユ殿。オレはバンやムクロの友人でクロと言う」

　オレが名乗りを上げると、中二病のユイカはそれを鼻で笑った。

「バンやムクロの友人だと？　勇者の称号を持つ者が、闇の同胞達の友を騙かたるか！」

　朱色の瞳から炎のような幻影を生みながら、ユイカが激げき昂こうする。

「──勇者？」

「とぼけても無駄だ！　我が神より与えられた権能の前には、いかなる隠いん蔽ぺいも無意味と知れ！」

　ユイカが得意げに叫ぶ。

　彼女にはオレの非表示の称号が見えるようだ。

　それっぽいユニークスキルは見当たらない。攻撃系の魔眼の類たぐいだと思っていた「神破照身デバイン・サイト」辺りがそうなのかな？

「ふん、偽名のオンパレードか。トリスメギストスにミケランジェロ、エチゴヤ、イチロー、ヘパイストス──どれだけ有名人の名を騙る気だ」

　いや、本名が交ざってるんだけど。そりゃ、同名の有名人もいるけどさ。

　それに偽名を名乗っているのは中二病のユイカも一緒だ。

「人の事は言えないだろう？　ユイカ」

「そ、それは世に秘めし真名！　神々の呪のろいを受けし『唯一神ユイカ』の名を口にしてはならぬ！　我が名はフォイルニス・ラ・ベル・フィーユだ！」

　しまった、自戒していたのに、つい突っ込みを入れてしまった。

　しかし、ステータスには「神々の呪い」とかの称号や状態異常はないから、これも「自称」かな？

　まあ、状態異常に表示されない呪いもあるみたいだから、本当なのかもしれないけどさ。

「我こそは幾多の魔王と勇者を葬り去ってきた最強の魔法戦士ッ！　世代交代で往年の半分ほどのレベルしかないが、レベル差が戦力の決定的な差ではない事を教えてやろう！」

　いやいや、六倍のレベル差は「決定的」な違いだと思う。

　うちの子達の成長を見守ってきた経験から言わせてもらえば、一〇レベル差の相手と戦うのが限界だろう。

　二〇レベルも離れると装備やスキル構成によほどのアドバンテージがない限り、まともに戦う事もできない。

　──ん？

　腕を横に伸ばしたポーズをするユイカの背後に、光の波紋が現れた。

　何かのユニークスキルだろうか──。

「げげげっ」

　波紋から現れた電柱より太い棒状の何かが、もの凄すごい速度で襲ってくる。

　オレは縮地を使ってそれを避よけた。

　あれは蔦つただ。

　オレの横を通り過ぎた蔦が、速度を緩める事なく迷宮の地面奥深くに潜り込んでいく。

「──これはっ」

　蔦の表面にＡＲ表示がポップアップし、その正体が迷宮最深部にいたレベル九九の「太古の根魂エルダー・ルート」だと分かった。

　蔦に触れた岩が粉砕され、草花が急速に茶色く枯れていく。

「太古の根魂」が持つ「超振動」や「生命強奪ライフ・ドレイン」といった種族固有能力だろう。他ほかにも「再生」「擬死」「眷けん属ぞく創造」などもある。

　オレの脳裏に公都の大怪魚事件で「生命強奪」され、レベルが下がり老化したシャロリック第三王子の姿が過よぎった。

「直接触ったら『生命強奪』でレベルが下がりそうだ」

　ぼやくオレの眼前で、蔦の先端が地面を突き破って現れた。

　そのままオレに向かって迫ってくる。

　命中したら凄く痛そうだ。

　オレは魔法欄から光魔法の「光線」を選び、迫りくる蔦に撃ち込む。

　レーザーが命中した蔦の表面で凄すさまじい火花があがる。どうやら蔦の表面にある魔力壁で拡散されてしまっているようだ。

　そのまま突っ込んでくる蔦を縮地で避け、横目で蔦を観察する。

　蔦の表面は炭化しており、レーザー自体はちゃんと届いていた事が分かった。

　空中でぐるりと輪を描いた蔦が、上方から襲ってきた。

　縮地で避けるオレの視界に嫌なモノが見えた。

　雨の日の水たまりのように、光の波紋が次々と増えていく。

　そして、その波紋から視界を覆い尽くすほどの蔦の雨が襲ってきたのだ。

　──危機感知。

　正面の蔦の雨からじゃない。

　後ろに縮地で跳んだオレの眼前を、漆黒の弾丸が通り過ぎる。ユイカのブラックホール弾だ。

　ユイカの方を振り返ると、そこには蔦から逃げるユイカの姿があった。

　眼前に迫っていた蔦を、手刀の先に出した紫光の剣で斬きり裂いたユイカが、ぜいぜいと肩で息をしている。

「お前が呼び出した召喚獣じゃないのか？」

　訝いぶかしげに思ったので、蔦の雨から逃げながらユイカに話しかける。

「私がこのような悪趣味な下僕を持つモノか！」

　ユイカが叫んだ。

　どうやら、「太古の根魂」を召喚した光の波紋は、彼女の仕業ではないらしい。

　ユイカが切断した蔦が、魔獣の形になって彼女を襲撃するのが見えた。

「じゃあ、誰だれが？」

　ユイカに問い返し、五指の先に出した魔刃から魔刃砲を撃ち出して蔦魔獣を撃滅する。

「ァ──『迷宮の主ダンジヨン・マスター』だ！」

　ユイカが蔦魔獣の残ざん骸がいを目で追いながら叫ぶ。

　降り注ぐ蔦の雨を回避しながらなので、ユイカが最初に口にした「迷宮の主」の名前は聞き取れなかった。

「あの考えなしの馬ば鹿かたれの事だから、私の加勢をしようとでも思って呼び出したんだろう」

「お前まで襲われているじゃないか」

「だから考えなしだと言ったんだ！」

　なるほど。蔦の雨の何割かがユイカを追いかけるはずだ。

「このっ！」

　ユイカがブラックホール弾で蔦を迎撃し、弾幕を抜けてきた蔦の触手を紫光の剣で炭化させている。

　避けきれない攻撃はユニークスキルの「豪腕無双」で捌さばいているようだ。

　いや、捌くと言うよりは殴る蹴けるした反動で避ける感じかな？

　ユニークスキル頼りとはいえ、レベル五〇近く離れている強敵相手に、これほど善戦できるとは思わなかった。

「凄い体術だね」

　オレはユイカを称賛しつつ、「爆裂エクスプロージヨン」や「爆縮」で蔦を蹴け散ちらし、千切れた蔦の破片から現れた蔦魔獣を「火炎嵐フアイア・ストーム」や「氷雪嵐アイス・ストーム」で殲せん滅めつする。

「ふん、汝なんじに言われても褒められた気がせん！」

　ユイカはそう答えつつも、ニヤリと笑って蔦の殲滅を続ける。

　まるでオレと競争するかのようだ。

「減らないね……」

　さっきからハイペースで蔦を倒しているのに、新しい波紋からの補充に加え、炭化した先も再生して再襲撃してくるので減った気がしない。「太古の根魂」はレベル九九にしては面倒な敵だ。

　蔦が現れる波紋をよく見ると、波紋の奥に魔法陣的な幾何学模様が描かれており、それ自体が光っているのではなく、空間を歪わい曲きよくした向こう側の光を透過しているのだと分かる。

　術理魔法の「魔法破壊」で壊せるようだが、壊すとその倍の数の新しい波紋が生まれるので、途中で波紋を攻撃するのを止やめた。

「こやつは末端に過ぎん」

　本体は直線距離で何キロも離れた場所にあるので、ここから攻撃するのは少し難しい。

「こっちから打って出るか」

「その必要はないようだぞ」

　息を整えるユイカと、背中合わせの体勢で言葉を交わす。

　オレの背後、ユイカの視線の先に一際巨大な波紋が生まれ、そこから蔦で作られた球体のような本体が現れた。

「自分から倒されに来てくれたみたいだね」

　オレはそう言いながら、大怪魚を始末した「集光コンデンス」と「光線」のコンボを放つ。

　極太のレーザーはオゾン臭を撒まき散らしながら、巨大な蔦の球体を縦横に切断してみせた。

　ＡＲ表示される「太古の根魂」の体Ｈ力Ｐゲージがゼロになる。

「やったか？」

「ムクロやバンは無限に再生するバケモノだと言っていたが、さすがにこの常識外れの火力なら倒せたはず──」

　オレ達の視線の先で炭化し燃える残骸から、真新しい蔦が伸びて襲ってきた。

「ダメだったみたいだ」

　ゼロだったはずの体力ゲージも半ばまで回復しており、今もなお凄い速さで回復を続けている。

　そういえば「再生」という種族固有能力があるとＡＲ表示されていたっけ。

「強いな……」

「昔、ムクロとバンが『迷宮の主』や黄衣と一緒に『神を殺せる魔物』を作ろうとして魔改造した奴やつだからな」

　ユイカがそう言って、嫌そうに嘆息した。

「殺せたのか？」

「無理に決まっている。三〇〇年の試行錯誤でも、『神の使徒』を倒すのがせいぜいだったらしい。こちらの世界に神界からの影を落とすだけの相手に勝てるはずもあるまい」

　神様はなかなか強いらしい。

　流星雨で倒されるくらいだから、魔王よりちょっと強い程度で考えていたけど、根本部分が違うようだ。

「第二ラウンドと行こうか、クロ」

「そうだな、フォイルニス」

　ユイカと呼ばれるのを嫌っていたので、彼女の中二病ネームで呼び返す。

　先ほどと同じ技というのも芸がない。

　前半は先せん鋒ぽうとして飛び込んでいったユイカのサポートに徹し、彼女が一通りの攻撃を済ませて下がるタイミングで攻勢に出てみた。

　魔法では埒らちがあかないので、魔力過剰充じゆう塡てんした聖弾を加速陣と射出の合わせ技で撃ち出す。

　轟ごう音おんと共に「太古の根魂」の本体に大穴があく。

　その余波は大空洞の反対側の壁に、巨大な大穴を穿うがってみせた。

　狗く頭とうの時は砂漠だったから気にしていなかったけど、猪王の時と違って威力が段違いだ。

「な、なんなのだ！　今の攻撃は！」

「とっておきだ」

　驚くユイカにウィンクしつつ答える。

　その余裕の表情が続いたのは、炭化した本体を突き破って緑色の蔦が生えて襲ってくるまでだった。

「効いてないのか？」

　魔王さえ倒してみせた魔力過剰充塡済み聖弾で倒しきれないとは……。

　質量差というものを少し舐なめていたようだ。

「こいつは群体のようなものだ。一度に全すべてを破壊せねば再生する」

「なら、破壊し尽くしてみるか──」

　残弾は三〇〇発くらいあるし、とりあえず一〇発くらい撃ち出してみる。

　青い光の雨が終わると、大空洞には炭化した「太古の根魂」の黒い霧や岩が蒸発した危険なガスが充満していた。

「この考えなしの馬鹿ものが！　閉鎖空間でなんて無茶をするんだ！」

　傍そばに来たユイカが吠ほえる。

「迷宮が崩落したらどうする！」

　大げさだと言い返したかったが、マップに表示される地形が凄い事になっている。

　これ以上やったら彼女の懸念通りになってしまいそうだ。

「それで倒せたのか？」

　ユイカが尋ねてくる。

　視界は閉ざされているが、マップ情報からすると「太古の根魂」の体力はゼロになっている。

「ああ、たぶん──」

　大丈夫と続ける途中に気付いてしまった。さっきと同様に「太古の根魂」の体力が回復している。

　オレは「風圧ブロウ」の魔法で大気中の浮遊物を吹き飛ばし、視界を確保した。

　炭の中から新緑色の蔦が鎌かま首くびを持ち上げている。

　どうやら魔王並みにしぶといらしい。

　オレはストレージの聖弾を掌てのひらに取り出す。

「どうやら、第三ラウンド開始みたいだ」

「──待て」

　ユイカがオレを止めた。

「本気で迷宮を崩落させる気か！」

　オレは先ほどマップで確認した惨状を思い出して手を止めた。攻撃力が高いのも考えものだ。

　あいつがもう少し小さければ一緒に砂漠まで転移するのだが、さすがにあの質量を連れて転移は不可能だろう。

　よしんば転移できたとしても、地中に残った根から再生して振り出しに戻りそうだ。

「クロ！」

　ユイカがオレを呼ぶ。

「奴をここから連れ出せたら、倒す自信はあるか」

「ああ、できる」

　真剣な瞳ひとみで問いかけるユイカに、力強く答えた。

「なら、時間を稼げ！　私が最高の舞台を用意してやる」

　不敵に笑うユイカに微笑ほほえみ返し、オレは「太古の根魂」へと挑みかかった。

　爆裂、爆縮、火炎嵐、氷雪嵐に電撃嵐サンダー・ストーム。

　オレは幾種類もの中級攻撃魔法で「太古の根魂」を削っていく。

　途中で単純な攻撃魔法に飽きてきたので、「草縛」「草刈りモウイング」「草紡ぎグラス・スピン」なんかの最近手に入れた魔法も使ってみた。

「──おっ、使える」

　術理魔法の「草刈り」は単発の「光線」以下の効果しかなかったが、土魔法「草縛」で蔦つたをもつれさせたり、蔦魔獣の足を「草紡ぎ」で糸状に裂いて行動不能にしたりする攻撃は時間稼ぎに最適だった。

　何度か魔力が尽きたが、ストレージから取り出した魔力充塡済みの聖剣バッテリーから魔力を補充しているので問題ない。

　そんな感じでユイカの守りをこなしつつ、時間を稼ぐ。

　その合間に大空洞の壁面に紫色の光が、幾度も縦横に走るのが見えた。

「待たせたな、クロ！」

　ユイカの声が聞こえた。

「行くぞ！　漆黒の美姫フォイルニス・ラ・ベル・フィーユの御み業わざをその目に焼き付けるがいい！　『箱庭創造クリエイト・マイ・ガーデン』」

　世界が白と紫色に染まる。

　次の瞬間、目に映る景色が無限に広がる空と草原へと変わった。

「──こ、これは？」

　ユイカの隠れ家だった日本家屋の空間やムクロの博物館があった白い空間と比べても格段に広い。

　とっさに開いたマップでも「マップの存在しない空間です」としか表示されなかったので、その広さは分からない。

「私が創造した私だけの世界だ。禁きん呪じゆの『異界』をも超える独立した小世界なのだ！」

「凄すごい……」

　まさにおとぎ話に出てくるような魔法だ。

　いや、むしろ──。

「君は神様、創造神なのか？」

「違う。私は『神の欠片かけら』を与えられた小娘に過ぎん」

　オレの問いをユイカが否定する。

「惑星一つ分の空間もない。せいぜい国一つ分程度──だが、それだけあれば」

「ああ、問題ない」

　オレはニヤリと笑みを返す。

　視線の先では、オレ達と一緒に来た「太古の根魂」が草原を耕して身体からだの大部分を土中へと隠そうと蠢うごめいている。

「地中から引き摺ずり出すか？」

「できるか？」

「造作もない──」

　ユイカが腕を振ると、「太古の根魂」周辺の土塊が上方へと落下していく。

　たぶん、重力魔法を使ったのだろう。

「太古の根魂」は地面にしがみつこうと蔦を伸ばすが、地面ごと空中へと持ち上がってしまった。

「──あまり保もたん。三〇秒で始末しろ」

「そんなにいらないよ」
















　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で宙に浮かべた過剰充塡済みの聖弾を、加速陣を無数に並べて作った仮想砲身へと射出していく。

　青い輝きの雨が空中で藻も搔がく「太古の根魂」を消し飛ばしていく。

　轟音と閃せん光こうと震動がユイカの小世界に満ち、「太古の根魂」と共にこの小世界から消えた。

「凄すさまじい威力だ……」

　重力魔法を解除したユイカが震える声で呆あきれたように呟つぶやいた。

　日本家屋があった小世界のように、オレの聖弾の雨を受けた世界がひび割れている。

「戻る前に、念のため消毒しておくか」

　ユイカがそう言って指先から紫色の霧を吹き出す。

　霧は蝶ちようへと変わり、空中に浮遊する「太古の根魂」の炭化した粉を消滅させていった。





◆






「改めて問おう！　多くの名を持つ名無しの勇者よ！」

　小世界から迷宮へと戻ったところで、ユイカが詰問してきた。

　なぜか紫色の光を帯びた臨戦態勢だ。

「汝なんじの目的はなんぞや！」

　──目的？

　この場合はユイカの家を訪れた目的だろう。

「セメリーの付き添いと、『元』同郷の女の子に挨あい拶さつに来ただけだよ」

「なんだと？　勇者なのに私を討伐に来たのではないのか？」

　ユイカの肩から力が抜ける。

　さっきまで共闘していたのに、次はオレとの戦闘が待っていると考えていたようだ。

「うちの子達に危害を加える怖おそれのない相手なら、たとえ相手が魔王だって問答無用で討伐する気はないよ」

　実際、狗頭だってセーラや巫み女こ長達に危害を加える気がなかったら、敵対する事もなかっただろう。

「──信じられん。私のスキルが貴様の言葉が事実だと告げている……」

　絶句するユイカが構えを解き、身体を包んでいた紫色の燐りん光こうを消した。

　ふう、これで一件落着かな？

　──いや、もう一つ。

「フォイルニス、先ほど『太古の根魂』を作り出した者の中に『黄衣』という人物を挙げていたが、君の知り合いか？」

「なぜ、知りたがる？」

　オレの問いにユイカが眉まゆを顰ひそめる。

「最近よく聞く名前だから──」

　オレは少し迷ってから付け加える。

「──やはり、黄色い肌の上級魔族の事なのか？」

「なんだ、知っていたのか」

　ユイカが肯定する。

「付き合いがあるのか？」

　もしそうなら、迷宮下層の転生者達との距離感を考え直さないといけない。

「馬ば鹿かを言うな。『太古の根魂』開発でしゃしゃり出てきた時が最後だ」

　ユイカがこめかみをひくつかせながら断言した。

「クロ、老婆心から一つ忠告しておく──魔族に心を許すな。奴やつらは転生者など『魔王の卵』くらいにしか思っておらん。耳に心地好よい言葉で近寄ってくる悪魔と一緒だ」

　嫌悪感もあらわにユイカが告げる。

「よくそんな相手と一緒に魔物の開発なんて──」

「開発に行き詰まっていたムクロの心の隙すき間まを突きおったのだ」

　そして、ユイカは「お前も魔族には決して隙を見せるなよ」と続けた。

「ありがとう。肝に銘じておくよ」

　オレはユイカの忠告に礼を告げる。

　日本的な甘さがたっぷり残ってるオレの心には隙が多そうだし、魔族はこれからもサーチアンドデストロイなスタンスで行こう。





◆






「久しぶりだな、ユイカ──いや、その顔付きはフォイルニスか」

「うむ、我が同胞にして闇やみの貴公子、真祖バンも健勝そうで何より」

　ユイカと和解後、隠れていたヨロイや脱出時にはぐれていたセメリーと合流し、ユイカの後見人であるムクロの城へと行ったのだが、その時にとある料理の話をしたせいで、真祖の城に全員で来る事になってしまったのだ。

　セメリーは「無様な姿をバン様に見せられない」と言って帰ってしまったので、ここにはいない。

「引きこもりのフォイルニスほどではないが、ムクロやヨロイまで来るとは珍しいのである」

　真祖が同行メンバーを見回した後、説明を求めるような視線をオレに向けた。

「これはどのような趣向──」

「聞け！　我が同胞にして闇の貴公子、真祖バンよ！」

　真祖の言葉の途中で、ユイカがそう叫んだ。

　もちろん、中二病の彼女らしく、大仰にマントを払うアクション付きだ。

「我の言葉を遮るとは、小鬼人族最後の姫君にして──」

　ユイカのノリに合わせて真祖が、無駄に長い口上で非礼を責める。

　だが、ユイカは短たん杖じようのような棒を振って、またしても真祖の言葉を遮ってしまう。

「ふふん、私の話が『失われた三種の秘宝』の一つを見つけたという事でも、そんな態度でいられるのかな？」

　愕がく然ぜんとした表情で固まる真祖。

　その姿にユイカがニヤリとした笑みを浮かべる。

　なかなか格好いい感じだ。

　もっとも、彼女が手にしていたのが短杖ではなく、金きん太た郎ろう飴あめのスティックだったので、格好良さよりも残念感が漂っている。

　まあ、甘い物が欲しいという彼女に、金太郎飴をプレゼントしたのはオレだけどさ。

「まさか！」

「そう、そのまさかだ！」

　ユイカが大仰な仕草でアイテムボックスを開く。

「見よ！　この世の奇跡を！」

　そこから現れたのは扇形にカットされた──。

「ほ、本物のピザ……」

「ダ、ダメだぞ。これは私がクロに貰もらったモノだ」

　愕然とした真祖が伸ばす手を、ユイカが俊敏なバックステップで回避した。

　取られてはなるまいと、そのピザを元のようにアイテムボックスへと収納する。

　あのピザは一枚だけストレージに保管してあった夜食用の品だ。冷えたら美味おいしくないから、温かい内に食べてほしい。

「クロ、どういう事であるか？」

　真祖が血走った目でこちらに詰め寄ってくる。

「ト、トマトを見つけたのであるか?!」

　無駄に端整な顔を寄せてくる真祖を押し返す。

「ああ、シガ王国東部の片田舎の村で栽培されていたんだよ」

　もの凄すごい力だ。こんな事で吸血鬼ヴアンパイアの怪力を発揮するな。

　レベルが低い者なら大おお怪け我がをしているぞ。

「なんと！　あの辺りの土地は何年もかけて探索したはずなのに……」

　あのへんは東方諸国からの移民が多いみたいだから、真祖が探索した頃ころはまだトマトを栽培していなかったのかもしれないね。

「トマトの現物ならあるけど、いるかい？」

「なんと！」

　対価に貴重な血珠を差し出そうとする真祖を止め、篭かごいっぱいのトマトや作り置きの壺つぼ入りケチャップを差し出す。

　トマトの産地であるプタの街までは「帰還転移リターン」の魔法と閃せん駆くスキルの合わせ技ですぐに行けるので、大盤振る舞いしても問題ない。

　オマケにトマトの種もプレゼントしてみた。

「種であるか？」

「苗があったら良かったんだけど、手持ちにはないんだ」

　オレのストレージには根が付いたままの植物が収納できないんだよね。

「構わぬ。種から育てれば良いのである」

　真祖が自信ありげに答え、背後に控えていた侍女頭の中年女性を呼ぶ。

　彼女はこの常夜城で一番老けた見た目だ。

「このトマトの種を最優先で育てるように」

「承知いたしました」

　どうやら、育てるのは人任せらしい。

「ならば、私達も土魔法でお手伝いしましょう」

「土壌は複数種類用意するとして──クロ、トマトとはどんな土地で育つのだ？」

　真祖の「最優先」という言葉を聞いた吸血姫達が、侍女頭に手伝いを申し出る。

　さすがに未知の植物を育てるのは難しいと思うので、トマトの育て方を書いた紙を渡しておく。

　これは南洋のラクエン島でトマト畑を作った時に、プタの街で仕入れてきた知識だ。

　ついでに、プタの街までの簡単な地図を描かいてやろう。

「──では手配して参ります」

「うむ、吉報を待つのである」

　諸もろ々もろを受け取った、侍女頭と吸血姫達が退出していく。

　ついでに迷宮都市郊外の実験農場でもトマトを育てているので、来年からは定期的に新鮮なトマトが収穫できると伝えておいた。

「では、実験農場を害獣どもから守るためにも、眷けん属ぞくの紅蝙蝠ルージユ・バツトや血炎狼ブレイズ・ウルフを派遣して掃討と守護をさせるか……」

「ほどほどに頼むよ」

　まったく、トマトくらいで自重がなさすぎる。

　こんな食いしん坊キャラだったとは意外だ。




「クロ！　早く本題に入れ！」

　じれた顔のユイカが叫ぶ。

「はいはい──」

「本題？」

「バンの城にはパン用の石窯があるって聞いたからさ。ピザを焼くのに貸してもらえないかな？」

「無論、大歓迎である。できれば我が城の料理長にピザのレシピを伝授してやってほしいのである」

「もちろんさ」

　土魔法で即席窯を作って焼いても良かったんだけど、やっぱり使い古した石窯で焼いた方が美味しくできるんだよね。

　オレは常夜城の料理長と一緒に、二時間ほどでピザを焼き上げてみせた。

　やたら時間がかかったのは、料理長に教えるために生地やトマトソースからピザを作ったからだ。

　まあ、石窯の温度を上げるのに時間がかかったのもあるけどさ。

「美味うまいぞぉおおおおおおおお！」

「だから、たまには自分の言葉で叫べといっておるだろうが」

　ピザを食べたムクロが料理マンガか料理アニメのような叫びを上げ、同じくピザに囓かじり付いていたヨロイが突っ込んだ。

　ミイラのムクロがピザを食べられるのはなんとなく分かるのだが、甲かつ冑ちゆうの中が空洞になっているヨロイがチーズを引きながらピザを味わっているのが凄く不思議な感じだ。

　まあ、不死の身体からだになって、味覚が失われたというハードな世界じゃなくて良かった。

「どーした、我が闇の盟友、真祖バンよ！　ピザは高貴なる闇の眷属の口に合わなかったのか？」

「声をかけるな。今、我は再びピザに出会えた感動に浸っているのだ」

「そっか、悪かった」

　ユイカの問いに真祖が目を閉じたまま答える。

　一口囓ったっきり動かなくなったから、何か失敗したかと思ったよ。

「やっぱり、石窯で作ったピザは美味い」

　炭酸飲料片手にピザをもにもにと食べていたユイカが、オレを見てニカッと笑う。

「クロ！　異世界でピザが食べられる日が来るとは思わなかったぞ。次はコーラも再現してほしい」

「コーラはレシピどころか材料も分からないから無理だよ」

「材料なんてコーラの実じゃないのか？」

　コーラの実って、そんな実は聞いた事がない。

　ユイカの言葉に「研究しておくよ」と適当な返事をしておく。

「炭酸お代わり。次のピザは照り焼きチキン味がいいぞ。間違えるなよ、もにもにした厚い生地のだ。ふちにチーズが入っているのがいい！」

　一枚を食べ終わったユイカが、常夜城の侍女達に次のピザを注文している。

　オレや男性陣はカリカリの食感が楽しめる薄い生地の方が好きなんだけど、ユイカはもちもちした食感の厚い生地の方が好きらしい。

　たぶん、薄い方が酒に合うからのような気がする。

　オレとムクロは妖精葡萄酒ブラウニー・ワイン、ヨロイはシガ酒、真祖は乙女の血を一滴垂らした「レッセウの血潮」というワインを飲んでいる。

　ちなみに、ユイカの飲む炭酸飲料は、果汁と砂糖で味付けした甘い奴だ。

　果汁はメロン、モモ、オレンジ、ベリアの四種類を用意してある。




「クロ」

　ユイカがオレに話しかけてきた。

「さっきは一番新しいユイカが悪かったな」

「もういいよ。さっきも謝ってくれただろう」

　次のピザを待つ間、暇になったのか、ユイカがしおらしい言葉をかけてきた。

　出会い頭に最初のユイカが、ブラックホール弾で先制攻撃をしてきた件に違いない。

　なんとなく紛らわしいので、最初のユイカをユイカ一号、二番目の格闘ユイカをユイカ二号、今話している中二病全開のユイカをユイカ三号と呼称しよう。

「なんだ？　同胞フォイルニスに押し倒されたであるか？」

「闇の眷属たる私がそんなエッチな事をするわけがなかろう！」

　真祖のからかいはオレに向けられたもののはずだが、なぜか顔を赤くしたユイカ三号が腕をぶんぶん振りながら否定する。

「そんなんだから、いつまでも『鋼鉄の処女』なんだよ」

「は、恥ずかしい言葉を使うな！　大和撫なでし子こは純潔を尊ぶんだぞ！」

　いや、「鋼鉄の処女アイアン・メイデン」は拷問器具の名前だから。

「バンもヨロイも、子供をからかうな」

　そんな二人をムクロが窘たしなめる。

　今までの印象だとムクロも一緒になって茶化しそうな気がしていたんだけど──そういえば彼はユイカの後見人なんだったと今更ながらに思い出した。

　ユイカ一号が粉砕した箱庭も、新しく創造し直した箱庭空間にムクロの部下ミイラ達が再建中だしね。

「子供じゃないぞ！　そもそもお前達が『勇者は危険だ』と過剰なほど新しいユイカに吹き込むから、クロの称号を見たユイカがパニックを起こしたんだぞ！」

「何言ってやがる、過去に俺達の前に現れた勇者は──待て、今、『クロの称号を見たユイカがパニックを起こした』と言ったな」

「ああ、確かに聞いた」

　ユイカ三号の言葉を聞きとがめたムクロとヨロイがゆらりと立ち上がる。

　なんというか、凄く剣けん吞のんな雰囲気だ。

　勇者という称号に、悪い思い出があるらしい。

「待つのである。クロは我が友人にして常夜城の客人。それを害するなら、我が一族全すべてを敵にすると知れ」

　真祖もムクロやヨロイと一緒に敵意を向けてくるかと予想したけど、逆にオレを庇かばって二人の前に立たち塞ふさがってくれた。

　貴族としての矜きよう持じがあるのかもしれないけれど、ちょっと嬉うれしいかもしれない。

「ヒョヒョヒョ、もうろくしたな、バン」

「愚神パリオンの傀かい儡らい勇者の側に立つなら、容赦はせぬぞ」

　どうやら、二人が嫌っているのはパリオン神に召喚された勇者限定みたいだ。

　ならば──。

「待った！」

　オレは誤解を解くべく、真祖の前に割り込む。

「来るな、クロ。ヨロイはともかくムクロは、レベル五〇程度では歯が立たんぞ」

　真祖が忠告をくれる。

　クロの公開レベルを鑑定系スキルで知ったのだろう。

「ヨロイはともかくは余計だぜ」

　それを聞いたヨロイが不満そうだ。

「そーだぞ、ムクロどころか全盛期の私でも鎧がい袖しゆう一いつ触しよくでプチッと潰つぶされてしまうぞ」

「「「何?!」」」

　ユイカ三号の発言に三人の視線がオレの方を向く。

　彼女にはオレがレベル三一一だという事も見られていたようだ。

「ヒトの限界に到達した全盛期のユイカをプチッと潰すだあ？」

「まさか──お前は神か！」

　ヨロイが半信半疑で呆あきれ、ユイカ三号の言葉を信じたムクロが、さっきの比じゃないくらい本気の殺気と瘴しよう気きをみなぎらせた。

「違うよ──フォイルニス」

「ああ、クロの種族は人族だ。名前やスキルは偽っているが、種族に偽りはない」

　オレが否定した後に、ユイカ三号が保証してくれる。

「ついでに言っておくけど、オレはパリオン神に召喚された勇者じゃない」

　どうやって、この世界に来たのか未いまだに分からないオレだけど、それだけは断言できる。

　だって、オレが勇者の称号を手に入れたのは、セーリュー市の「悪魔の迷宮」で上級魔族を倒した時だからだ。

「じゃあ、誰だれが召喚した勇者だってんだあ？」

「勇者の称号を手に入れたのはこの世界に来た後だよ。オレには日本の記憶があるけど、転移か転生かも分からない。気がついたら、ユニークスキルらしきものを与えられて荒野に立ってた」

　神殺しや流星雨なんかは本題から外れるので省略する。

　とりあえず、召喚勇者じゃないと分かった事で、ムクロとヨロイから怒気が消えた。

「『成り上がり』だったか、悪かったな、クロ」

「すまねぇ、クロ」

　ムクロとヨロイが詫わびてくれた。

　どうやら、危機的状況は去ったようだ。

「この迷宮下層まで来たパリオンの勇者はどいつもこいつもワシらを退治しようと現れた奴やつらばかりだったんだぜ」

　ヨロイが殺気の理由を教えてくれる。

　そういえば「階層の主フロア・マスター」戦の前に、西ギルドでセベルケーア嬢が「骸の王キングマミー」「深しん淵えん血王」「鋼の王」「小鬼姫」という魔王がいると言って、ウシャナ秘書官が創作だと否定していたのを思い出した。

　その話を真に受けた勇者が退治にやってきたのだろう。

「まあ、こんな外見だからしかたねぇけどよ」

「何を言う！　私などこんなに愛くるしい外見なのに、角を見た途端『ゴブリンの魔王め！』と叫んでユニークスキル全開で襲ってきおったぞ」

「仕方ないのである。パリオンの勇者達は同胞フォイルニスの称号が見える故」

　ユイカのぼやきを真祖が受け流す。

　そういえば、ユイカは人格が変わると、ユニークスキル以外のスキル構成やレベルだけじゃなく、称号まで変わるみたいなんだけど、今の彼女の称号はなかなか凄すごい。

　鑑定スキルで分かるのはユイカ一号にもあった「隠者」だけだが、ＡＲ表示される彼女の称号にはもっと色々なモノがあった。

　主だったモノだけでも、オレが魔王を倒した時に手に入れた「真の勇者」やさっきユイカが口にした「ゴブリンの魔王」の他ほかに、「小鬼姫」「ヒトの限界に届きし者」「小鬼人族最後の子」などがある。

　最後の称号がなかなか重いが、興味本位で尋ねるような事でもないので見なかった事にしよう。

「フォイルニスは魔王なのか？」

「あん？　ああ、『ゴブリンの魔王』の事か？　別にユニークスキルの使いすぎで『魂の器』が壊れて『魔王』になったんじゃないぞ。馬ば鹿かな勇者や名を上げたくて襲ってくる騎士や貴族の軍隊を蹴け散ちらしていたら、そんな風に呼ばれるようになって、気がついたら称号になっていたのだ」

　同じように「小鬼姫」なんかの称号も増えたそうだ。

　ちなみに、彼女はアーゼさんが言っていた「ゴブリンの魔王」とは別人らしい。

　少し悲しそうな顔をしていたので、身内か知り合いだったのかもね。

「最後は魔王まで蹴散らしていたんだぜ、こいつぁ」

　ヨロイがユイカ三号の頭をぽんぽんと叩たたきながら言う。

「止やめんか！　あのバカ魔王のお陰で一時は称号が『真の勇者』になってしまったんだぞ」

「魔王を蹴散らすって、凄いんじゃないか？」

　さっきの「太古の根魂」との戦いを思い返せば、それも可能だと頷うなずける。

「昔はレベル九九あったから、レベル八〇程度の魔王などどれほどもない」

　勝てて当然と言いながらも、ユイカ三号の顔はどことなく得意げだ。

「さっき、ヨロイが言っていた『ヒトの限界』っていうのはレベル九九の事なのか？」

　せっかくなので、さっきから気になっていた事を尋ねてみた。

「うむ、レベル九九になった時に『ヒトの限界に届きし者』という称号が増えた」

　ユイカ三号が言うには、その後にレベル九八からレベル九九になった時に要した経験値の倍を稼いでもレベルが上がらなかったので、ヒト種──少なくとも小鬼人族の限界はレベル九九だと考えているそうだ。

「あれ？　でも今はレベル五二しかないけど、何か偽装用のスキルや装備でも？」

「違うぞ、今の私はレベル五二だ」

「レベルって下がるのか？」

　昔見たＰＣゲームの続編のように、怠けていたのでレベルが下がったのかと思って聞いてみた。

「そんなわけあるか！　新しい自分を生み出して代替わりすると、その代償に三割ほどレベルが下がるんだ」

　これは「心身代謝ソウル・リフレツシユ」というダジャレのような名前のユニークスキルの能力によるモノらしい。

　新しい人格になるとスキルや称号を失うらしいが、新しい人格で以前持っていたスキルを取得する時は必要なスキルポイントが下がるらしい。もちろん、新しい人格は自分で設定できるそうだ。

　主人格から本体の操作権を受け取るとスキル構成や称号が元に戻るそうだが、レベルの方は古い人格ほど戻りにくくなるそうだ。

「レベルといえば、さっき面白い事を言っていたな──ユイカ？」

　ムクロがユイカ三号に問う。

　たぶん、全盛期の自分でもオレに勝てないと言っていた事だろう。

「えーっと」

「こいつのレベルは幾つだ？」

　とぼけようとするユイカ三号に、ムクロが重ねて問う。

「クロのレベルは──」

　ユイカが視線で問いかけてきたので、首を横に振る。

「──ヒミツだ」

　どうやら、ユイカはオレのレベルについて口外せずに黙っていてくれるようだ。

「言ってるのと同じだ──って待て。さっきうちに来た時に狗頭が討伐済みだって言っていたな──なら、あの時言っていた勇者ってのはお前自身の事か……」

　ムクロがオレを見るので首肯しておく。

「あの狂信者が蘇よみがえっていたのは初耳であるが、討伐済みなら問題ないのである」

「クロウは闇やみの美学に理解のある奴だけど、神を嫌いすぎるのが欠点だ。ムクロと二人で神の悪口大会を始めたらいつまでも終わらなかったんだぞ」

　真祖やユイカ三号も、狗頭の討伐に思う所はないようだ。

　まあ、今までに何度も討伐されては復活するのを繰り返しているようだし、それほど珍しいできごとでもないのかもね。

「ヒョッヒョッヒョ、狗頭に勝てる勇者がいるたぁ思わなかったぜ」

「まったくだ。最低でもレベル一二〇、もしかしたらレベル一五〇なんてバケモンかもしれん」

　ごめんなさい、その倍以上です。

「良いではないか。クロが我らを害するとは思えん。それに我らはしぶとい。本気で逃げた我らを追える者は神にもいないのである」

　真祖が太鼓判を押してくれた。

　半日ほどしか交流していないのに、どうしてそこまで信頼してくれるのだろう？

「これでも長生きな分、人を見る目は肥えているのである」

　オレの視線に気付いた真祖が、髪をパサリと払ってウィンクしてくる。

　吸血姫達が嫉しつ妬との視線を向けてくるので止めてください。




　それはともかく──。

「サトゥーだ」

　オレは変装を解いてサトゥーの姿に戻る。

　信頼には信頼で返そうと思ったのだ。

「若わけぇな……」

「それが本名か？　佐藤？」

「本名は鈴木だよ。もっとも、こっちに来た時の名前はサトゥーになっていたから、鈴木よりサトゥーの方が本名って感じかな？」

「クロはクロで良いのである」

「まあ、名前なんて記号だしな」

　そういえばムクロやヨロイも本来の名前じゃなかったっけ。

「そういう意味で言ったのではないのである。クロ、我が城の侍女達は年季明けで地上へと戻る。我が友人の不利になる事を侍女達が口にするとは思わんが、知らぬ方が面倒が少なくていい。ここに出入りする時はクロの姿と名でいるのである」

　既に年とし嵩かさの侍女頭さんに見られてますが？

「フェドラルカの事なら心配いらぬ。常夜城に骨を埋うずめると言っておるし、万が一、野に下っても絶対に口にしないと断言できる」

　オレの視線に気付いた真祖がそう保証した。

　侍女頭さんはお澄まし顔だが、凄く誇らしげな感じだ。

　他のメンバーも異論がないようなので、クロの姿に戻る。

「分かった。なら、迷宮下層でのオレの名はクロでいくよ」

　オレはそう言って、真祖達に頷いた。

　その後、ピザが尽きた辺りで、握り寿司祭りや無差別級将棋大会が開かれかけたが、そろそろ夜明けという事もあって、オレは常夜城をお暇いとまさせてもらう事にする。




「ちょっと待て。少し新しい方の私と交代する」

　ユイカ三号がそう言って目を閉じ、再び開くと表情が一変していた。

「あのっ、あの時は取り乱しちゃってすみません」

　ユイカ一号が土下座をしてオレに詫びる。

　美少女が土下座をする図というのは、なかなか暴力的だ。謝られているオレの方が悪者に見えてしまう。

「いや、もう三号にも謝ってもらったからいいよ」

　オレはユイカ一号の肩を軽く叩いて、顔を上げさせる。

「……三号ですか？」

　おっと、これじゃ通じないか。

「フォイルニス・ラ・ベル・フィーユもしくはダーク・ラ・プランセスって名乗っていた子だよ」

「ああっ！　初代様の事ですね！」

　ユイカ一号は三号の事を初代と呼んでいるらしい。

「初代様が私を止めてくださったんですよね？　あなたが攻撃してこないのに気がついていたのに、怖くて攻撃を止められなかったんです」

　彼女達は夢の中で交流する事ができるらしく、お互いの情報をある程度知っているそうだ。

「そうだ、クロ──」

　オレとユイカ一号の話が一段落付き、そのまま別れの挨あい拶さつに移ろうとした時に、ムクロが声をかけてきた。

「神に地上を追われた時は力になってやる。だが、それ以外ではあまり下層に来るな」

「なんでぇ、けちくさい爺じじいだな」

　ぼやくヨロイの兜かぶとをムクロがぺちんと叩く。

「ケチとかそういう事じゃない。瘴しよう気きは地下に集まる。下層は生身の者に良くないんだ」

　そういえば迷宮都市の瘴気が濃い時に、瘴気中毒になっている人達が多かったっけ。

　瘴気視で確認した感じだと、ここの方があの時の迷宮都市よりも濃い。

「特に俺の領域は瘴気が濃い。ユイカみたいに瘴気を魔力に変換するユニークスキル持ちじゃなきゃ危険すぎるんだよ」

「そうであるな。我が城の新入り侍女達も、耐性スキルが身につくまでは瘴気の少ない浄化室に避難させているのである」

　なるほど、ゼナさんや侍女になる前の奴隷達がいた部屋はそういう場所だったようだ。

「ヒョヒョヒョ、ワシらには瘴気が必要だから浄化してやるわけにもいかんからな」

　精霊光を全開にしたり、聖碑で浄化したりするのはＮＧらしい。

「クロ、ムクロはああ言っているが、我が常夜城は友人を拒絶するような壁はない。いつでも遊びに来るがいい」

　将棋の相手をしに来いって事かな？

「ワシの所も瘴気は濃いめだ。ここで何か美味うまいもんを喰くう時ならいつでも呼べ。セメリーを連れて遊びに来るぜ」

「まあ、寿司があるなら俺も遊びに来てやる。バンやヨロイのようなヘボ以外とする将棋も楽しそうだ」

「ウヒョヒョヒョ、爺のツンデレなんぞ需要がない事をするな」

「喧やかましい！」

　ムクロとヨロイがじゃれるのをスルーして、ユイカ一号や真祖の方に向き直る。

「あ、初代様に代わりますね──」

　ユイカの表情がユイカ三号のモノに代わる。

「なんじゃ気を遣いおって」

　微妙にお婆ばあちゃん言葉でユイカ三号がごちる。

「私は当分の間、同胞バンの城にやっかいになっている。次に会う時は大人しい方の私だと思うが、仲良くしてやってくれ」

「ああ、今度は色々とお土産を持ってくるよ」

　さっきのピザ・パーティーの時にも言っていたが、ユイカは住居が再建するまでの間、真祖の常夜城に間借りするらしい。ムクロやヨロイの拠点じゃないのは、お化けが怖いから嫌なのだそうだ。

　吸血鬼も十分お化けの範はん疇ちゆうだと思うのだが、ここには普通の人もたくさんいるし居心地が良いのだろう。

　居候扱いじゃないのは、滞在費代わりにトマトの栽培に最適な空間をユニークスキルで作る事になったかららしい。

　オレにも栽培空間を一つ分けてほしい。

　頼んだら作ってくれそうだが、今頼むと脅しているみたいになるので、後日もっと仲良くなってからにしようと思う。

「クロ、ワインも忘れないでほしいのである」

「『レッセウの血潮』だろ？　見つからなかったら蔵元まで足を伸ばしてくるさ」

　オレは真祖の念押しに笑って答え、愉快な転生者だらけの迷宮下層を後にした。








エピローグ







〝サトゥーです。瓢ひよう簞たんから駒こまという言葉がありますが、いくら探しても手がかりすら見つからない物事が、第三者の手から転がり込んでくるのはままあると思うのです。人脈って大切ですよね。〟






「お帰りなさい、ご主人様」

「むぅ、朝帰り」

　屋敷に帰ったオレを出迎えてくれたのは、ミーアとアリサの二人だ。

　タマとポチは牧場のお手伝い、リザとナナは迷宮都市外周のランニング、ルルはメイド達やミテルナさんと厨ちゆう房ぼう、カリナ嬢達はまだ夢の中のようだ。

「まあまあ、ミーア。ご主人様は迷宮下層の調査に──」

「香水」

　オレをフォローしようとしたアリサだったが、ミーアの突っ込みを受けるやいなや、くんかくんかとオレのローブに鼻を埋めて匂においを嗅かぎ始めた。

「複数の香りがする。まさか──」

　ハッとした顔のアリサが再度、ローブに顔を埋めた。

「長い」

　ぐりぐりと顔を擦こすりつけるアリサの頭をミーアがぽふんと叩たたく。

「ごめんごめん、それでご主人様？　迷宮下層の調査って言いながら、実は浮うわ気きしていたなんて事はないわよね？」

「アーゼさんに誓って、そんな事はしていないよ」

「ん──むぅ」

　一瞬にこりとしたミーアだったが、何か気に入らない事に気がついたように頰ほおを膨らませた。

　子供は難しい。

「それじゃ、迷宮下層に女の人がいたの？」

「そのへんは長い話になるから、朝食後に話すよ。とりあえず、迷宮下層にいる転生者達は概おおむね友好的な相手だった」

「概ね？」

「こちらから敵対したら容赦なく排除してくる的な感じだったよ」

　なんせ、ムクロに至っては神様にまで喧けん嘩かを売るような奴やつだったしね。





◆






「ご主人様、来たわよ」

　朝食後、アリサだけを執務室に呼び出した。

「わたしだけで良かったの？」

「ああ、アリサにだけ伝えておかないといけない事があるんだ」

「ユニークスキルの事？」

　アリサの問いに首肯する。

「ちょっと長くなるけど、聞いたまま伝えるよ」

　アリサ達転生者は神から権能を、「神の欠片かけら」という形で与えられ、ユニークスキルを使えるようになる事。

　その「神の欠片」を収めているのが「魂の器」であり、ユニークスキルを限界以上に使うと、「魂の器」が傷付き、自己修復不能なほど破損してしまう状態になる事を「魔王」化と呼ぶ。

　そして、「神の欠片」を無理に取り出そうとすると、魂をズタズタに引き裂かれて死亡、あるいは消滅してしまう事などを伝えた。

　続けて注意点を告げる。

　回数制限のあるユニークスキルはその制限を守る限り、基本的に危険はない事。

　精神状態や体調が劣悪な時に、ユニークスキルを使うと危険性が増す事。

　アリサの「全力全開オーバー・ブースト」のような一撃必殺系や限界突破系のユニークスキルは加減を間違えると、一瞬で限界を超えて魔王化まで行ってしまう非常に危険なモノである事。

「なるほどねー、そういえば転生した時に、神様が使いすぎはダメって注意してくれてたわ」

　神妙な顔で聞いていたアリサが、そう言って破顔した。

「そんな注意をしてくれていたのか？」

「うん、他ほかにも幸福で充実した人生になるように祝福してくれたわ」

　アリサを転生させたのは魔神かと予想していたけど、もしかして違うのだろうか？

　それとも、神話だと魔神は魔族や魔物を生み出して、他の種族に嫌がらせをする迷惑な存在として描かれていたけど、それは他の神々によってねじ曲げられたエピソードだったりするのかも。

　例えば、魔族や魔物を生み出した存在は別にいるとか、何か魔族や魔物にオレ達が知る以外の大切な役割があるとか──。

「あとねぇ──って、ご主人様？」

「ああ、ごめんごめん、ちょっと愚にも付かない事を考えていたよ」

　情報が足りなすぎるから保留しておこう。

「どんな事？」

「魔族や魔物はなんのために生み出されたのだろうか？　とか？」

「ふーん、面白いネタね。今度王都に行くんだし、王立学院の教授に質問してみたり、王城の図書館で調べてみたりするのも面白そうね」

　本来の用事は王国会議やオークションや王都観光くらいだけど、学術的な調査も含めたら楽しさが倍増しそうだ。

「いいね、太守夫人と会った時にでも、王立学院への紹介状を書いてもらうよ」

　王城の図書館の方は、勇者ナナシで遊びに行った時に王様に尋ねるか、クロとしてエチゴヤ商会の支配人やティファリーザに入館許可証の手配をしてもらうかすればいいだろう。

「ちょっと話が逸それたけど、これ──」

　オレはアイテムボックスから取り出した品をアリサに手渡す。

「かわいいブローチね」

「それは他の転生者達から譲ってもらった『魂殻花環』っていう品で、『魂の器』を保護する機能がある」

　アリサに「魂殻花環」の機能や保護状態の確認方法などを教え、一緒にエリクサーを渡しておく。

　前にボルエナンの里で自作した、高品質のエリクサーだ。

「これはアリサのアイテムボックスの中に入れておいてくれ」

「いいの？　確か一本しか作れなかったのよね？」

「ああ、問題ない。中間素材の作製に時間がかかる奴があるから今すぐは作れないけど、三ヶ月もしたら量産できるようになるよ」

「そういう事なら、預かっておくわ。ありがと──ご主人様」

　アリサがオレの頰に掠かすめるくらいのキスをした。

　真っ赤なアリサが、「ご主人様が付けて」と言って「魂殻花環」を差し出してきたので、胸元に付けてやる。

「えへへ～、似合う？」

　オレが「似合う、似合う」と首肯すると、「皆みんなに見せてくる！」と言って駆けていった。

　開け放たれたままの扉から、リビングで自慢するアリサの声が聞こえてくる。

　さて、今日の夜中はブローチ作りが確定かな？





◆






「旦だん那な様、お客様がお見えです」

　皆に「魂殻花環」を見せびらかしに行ったアリサと入れ違いに、メイド長のミテルナさんがやってきた。

　レーダー表示によると、来客はゼナさんのようだ。

「マリエンテール様と名乗られましたが、ご存じの方でしょうか？」

「ああ、大切な友人だ。何か急用でもあるのだろう」

　来客予定リストにない名前なので、ミテルナさんが訝いぶかしげだ。

　電話のないこの国の場合、貴族宅への訪問は事前に手紙で予告するのが基本だからね。

「応接間かな？」

「申し訳ございません。兵士のような服装でしたので、門前でお待ち頂いています」

「分かった。なら、オレが出迎えに行くから、ミテルナはお茶の用意を頼む」

「し、承知いたしました」

　オレが門まで迎えに行くのが意外だったのか、ミテルナさんが驚きの声を漏らした。
















　そういえば、客を門まで迎えに行くのは初めてだったかもしれない。

「サトゥーさん」

　門へと向かうオレを見つけたゼナさんが、ほっとした顔になる。

　ミテルナさんが言っていたように、今日のゼナさんはセーリュー伯爵領軍の軍服を着込んでいる。

　ゼナさんとのお出かけは昼からの予定だったけど、何か急な軍務でも入ったのかもしれない。

「おはようございます、ゼナさん」

「あ、朝早くからすみません」

　鉄格子の門を開けながら話しかけると、ゼナさんがブンッと音がしそうな勢いで頭を下げた。

「別に構いませんよ。どうぞお入りください」

　ゼナさんが門から動こうとしないので、そう促す。

　──はて？

　なんだか、ゼナさんが緊張した顔だ。

「サ、サトゥーさん」

　ゼナさんが真剣な顔でオレの名を呼ぶ。

　目が潤んでいて頰が少し紅潮しているせいか、まるで今から告白する女子高生のようにも見える。

　微妙に甘酸っぱい雰囲気が気恥ずかしい。

「聞いてください、サトゥーさん」

「はい」

　拳こぶしを握りしめて気合いを入れたゼナさんがオレを見上げる。

　しばしの沈黙の後、ゼナさんが口を開く。




「私、サトゥーさんが──」








あとがき






　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一四巻をお手に取っていただき、ありがとうございます！

　四ヶ月ぶりの刊行です。

　昨年一二月に一二巻、今年の一月にＥｘ巻、今年の三月に一三巻というハイペースだったので、久々の新刊というイメージがありますが、一一巻まではほぼ四ヶ月おき刊行だったので、通常運転に戻った感じです。




　アニメ版のＴＶ放映も無事終わりましたが、ネットの動画配信サイトでは今でも見られますので、見逃した方は、是非ご覧下さい。

　ブルーレイ版も四巻まで発売中のはずなので、そちらも宜しければ是非。

　こちらには「デスマーチからはじまる現代狂想曲」という総ページ数二一〇ページ強（一巻あたり二五～五六ページ）の外伝ストーリーが付きます。

　ゼナや仲間達が鈴木一郎（サトゥー）のいる現代日本にやってくるお話で、ファンタジー世界の仲間達が現代で巻き起こすドタバタをお楽しみ頂けます。

　東京近辺の観光地を舞台に選んであるので、実際に足を運んでサトゥー達の足跡を辿たどってみるのも楽しいかもしれません。




　さて、少々話題がアニメ寄りになっていたので、そろそろ本巻の見所を語るとしましょう。

　表紙でババンッと出ているゼナさんのイラストで既にお気づきだとは思いますが、セーリュー市で別れたゼナさんが、二巻のラストから一二冊ぶりに本編に再登場しました！

　まあ、アニメ版では准ヒロイン級の出番がありましたし、ここ二巻ほどは本編の最後にゼナ短編が掲載されていたので、久々感は少ないかもしれません。とはいえ、ゼナは大好きなキャラの一人なので、久々に一杯書けて満足しています。

　懐かしい人とも再会できた事ですし、ほのぼの全開のエピソードで一巻分を埋めたいところですが、そうも行きません。

　なぜなら、前巻で倒した狗く頭とうの魔王が、色々と不穏な発言をしていたからです。

「四ヶ月前に読んだ話なんて覚えてないよ！」という方の為ために少し復習すると、「アリサ達転生者には『神の欠片かけら』が内包されており、その『神の欠片』が原因で魔王化に至る可能性がある」といった感じの発言をしていたわけです。

　そうそう、「神の欠片」というのは魔王を倒した時に出る紫色の光です。邪気のある発言をする神剣でしか始末できないヤツなのです。

　ＷＥＢ版のサトゥーはあまり気にしていませんでしたが、書籍版のサトゥーはその辺りが気になるようです。

　彼がアリサの為にどんな事をするのか、ゼナさん達との再会話ばなしと並行してお楽しみください。

　また、ネタバレになるので詳しくは書けませんが、本巻のラストではサトゥーがとあるキャラと共闘して強敵と相対する新規シーンがあるので、ＷＥＢ版と展開一緒かな？　と思って途中で読むのを止やめると、きっと後悔する事請け合いです。ぜひ、最後まで読破してあげてください。

　あまりネタバレを書くと怒られるので、第一四巻の内容についてはこのあたりで締めましょう。




　謝辞の前に少し告知を。

　あやめぐむさんによるコミカライズ版「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第七巻、そして瀬せ上がみあきらさんによるコミカライズ版「アリサ王女の異世界奮闘記」が来月発売の予定です。今回は同時発売じゃないのでご注意ください。

　前者は小説三巻後半の魔法薬納品編のクライマックスを、後者は「デスマＥｘ」に掲載されたアリサ外伝短編をコミカライズしたモノです。

　どちらも、ほのぼのと素敵な仕上がりなので、ぜひご覧下さい。

　原作小説の挿絵では描かれていないキャラも見られて二重にお得ですよ～。




　では恒例の謝辞を！

　担当編集のＡさんとＩ氏のお二人による指摘や改稿アドバイスで様々なシーンの可読性や物語の緩急がアップしました。作者が見落としがちなポイントを的確に指摘していただけて非常に助かっています。これからも末永くご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願いいたします。

　また、毎回素敵なイラストでデスマ世界に色鮮やかな彩りを与えて盛り上げてくださるＳｈｒｉさんには感謝してもしきれません。

　現時点では表紙ラフと新キャラの設定画しか見られていませんが、どちらも完成版を期待せずにはいられない素敵なイラストでした。きっと完成版は脳内にイメージしている以上のできに違いありません。もしかしたら、発売を誰よりも楽しみにしているのは作者かも。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売、宣伝、メディアミックスに関わったすべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様には最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、迷宮都市出立編でお会いしましょう！


愛七ひろ


















　世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～　電子特別お試し版　（著：とーわ　イラスト：風花　風花）
















　元社畜のアリヒトが、転生先で就いたのは、正体不明の職業『後衛』。だがそれは、攻撃＆防御支援、回復もこなせる万能の職業だった！

　そんなアリヒトの元には、転生前の美人上司（年下）、ミステリアスな亜人の傭兵少女、そしてワケありの高レベル美少女剣士と個性的な女性メンバーが次々と集いはじめる。

　さらに『後衛』には、相手の後ろにいるだけで好感度を上昇させる能力があることが判明し──!?

　最強の見守り系支援職の冒険譚、開幕！








プロローグ　転生者の行列









　気がつくと、長く暗いトンネルの途中で、老若男女の行列に並んでいた。

　俺は確か、会社で企画された夜行バスでのスキー旅行に参加することにして、バスに乗り込んだあとは朝まで眠ろうとして目を閉じたはずだった。バスから降りる過程が記憶になく、いきなり別の場所にいるこの状況──どうも、芳しくない。

　列に並んでいる誰かの声が聞こえる。「マジかよ」「どうにかして生き返らせろよ」とか何とか。それに対応しているのは、前方に見える、列を案内している女性だ。慣れているようで、流れ作業のようにして列を進めている。

（バスが事故ったってことか……？　この列にいるやつはみんな死んだのか）

　この行列の先は天国なのだろうか。死後の世界が本当にあるというなら、死ぬことが消滅を意味するわけではないということで、喜ばしくはある。俺もまだ死ぬと思っていなかったし、未練は結構あるからだ。

　しかしこのトンネルの先は地獄かもしれないので、油断はできない。

　夢オチという可能性もあるし、そこまでシリアスなことを考えるには早いかもしれないのだが、列には一緒に来た同僚の姿が見当たらない。

「もうすぐ俺結婚するんだ」とフラグを立てていた彼が生き残ったのならば、俗に言う死亡フラグというのもさして効力がないということだろう。喜ばしいことだが、雪山で事故を起こしたとしたら、救助されるまではどう考えても過酷なので、凍傷などを起こさないようにと祈る。

　旅行に参加した他の社員のうち何人かは、俺と同じくこの行列に並んでしまっている。列を離れて移動しようとしてもなぜか足が動かず、前に進むことしかできないので、誰がいるかを確かめることはできないのだが。

（あれは……い、五十嵐いがらし課長もか。あの人まで死んじまったのか……）

　俺にとっては天敵とも言える、会社の女性上司らしき背中が、結構先に見えている。あの少しブラウンがかった艶つやのあるロングヘアは、間違いなくそうだ。

　二十九歳の俺より四つ年下なのだが、すでにキャリアウーマンの風格を持つエリートで、彼女の気の強さを知らずに好意を抱いて心をバキバキに折られる男性社員は少なくなかった。俺はそんな五十嵐課長の直属の部下であり、彼女には全く頭が上がらなかった。

　しかしさすがの彼女もこの状況には抗えないらしく、おとなしく並んでいた。背中からも感じる威圧感というか、オーラは完全には消えていないが。

　考えているうちに、目の前に並んでいた高校生くらいの女の子が、先に案内人らしき人物から何かを受取り、前方の光が指す方向へと歩いていった。

　その女の子はバスに乗るときに容姿が見えたのだが、黒髪ぱっつんでなかなか見ないくらいに大和やまと撫なでし子こという言葉が似合う姿をしていた。彼女も友人と一緒にバスに乗っていたが、もう一人はギャルっぽい雰囲気で──と、今は思い出している場合ではない。

　目の前には、ゲームに出てきそうなファンタジーっぽい服装をした女性が立っている。肩に届くくらいの長さの髪は紫色でどうも地毛らしく、半はん袖そでのシャツにキュロットというラフな格好だが、デザインがまず日本で見るようなものではない。ベレー帽のような帽子を被っているが、それもよく見ると複雑な紋様が描かれていて、いかにも魔法使いらしく見える。

　彼女は行列に並んでいる人々に何かを渡して、この先に送り出していた。たれ目でおっとりしていそうに見えるが、話し方ははきはきとしていて小気味がいい。

「次の方どうぞ。はい、これを持っていってください。向こうに行ったら、まずギルドに行って職業を決定してくださいね。寄り道してもいいことはないですよ」

「ギルド？　待ってくれ、この先って一体どうなってるんだ」

「この先は『迷宮国』です。あなたたちの魂は、迷宮国に引き取られて転生することになりました。他の転生先は選べませんので、あしからず」

　他にも聞きたいことはあったが、今はそれ以上説明してもらえないらしい。

「あなた方は、これから迷宮国で『探索者』として新たな人生を送ることになります。私も転生案内をする時以外は、あちらの町に住んでいますので。もし縁があれば、もう一度お会いすることもあるかもしれませんね」

　神様とか天使とか、そういうものでもないのだろうか。何か特別な力は持っていそうだが、それも含めて今はお預けだ。

　俺は案内嬢から、紙幣よりも一回り大きく、革のような素材でできた頑丈そうな札をもらい、前方の光を目指して進んでいった。








第一章　探索者生活の始まり










一　迷宮国






『迷宮国』は、迷宮を探索する者と、彼らを支援する者だけが暮らす国だという。

　つまり、全てが迷宮を中心に回っている。迷宮への入り口は町に何箇所もあり、中に現れる魔物などから難易度がつけられ、ランク分けをされている。

　今回、俺と一緒に集団転生した人数は三十人程度らしい。この規模の事故だと相当なニュースになっているだろうが、俺は天涯孤独というやつなので、残してきた家族を悲しませるとかそういうことがないのは救いだ。

　知人たちが悲しんでくれているかもしれないが、葬式などで世話をかけるのは申し訳ないと思うものの、くよくよしていても仕方がない。俺はこれから、この世界でいかに生きていくかを考えねばならない。

　俺たちはあのトンネルから迷宮国のいろんな場所に出たようだが、指示通りギルドを目指して集まってきたので、改めて出会った彼らから情報収集をしていろいろと分かった。

　転生する時に、一方的に案内人から『探索者』となれと言われたが、俺たち転生者はその指示には抗えないらしく、ギルドに行かずに逃げ出そうという発想は生まれなかった。

　どうも、この迷宮国では、転生したらまず『探索者』となる以外にないらしい。理不尽な話だと思いはするが、そんなに悪い話でもないかもしれないと、個人的には楽観している。

　俺が出たのはギルドの近くの広場で、特に迷うこともなく来られたのだが、一番乗りというわけではない。周辺でもひときわ大きく目立つギルドの建物に入ると、すでに『探索者』として登録を済ませ、冒険に出ていく人もいた。

「おい、新入りだろ？　単独なら星一つの初級迷宮以外は入るなよ。星二つ以上の迷宮に入ったら即死するぞ」

「そ、即死って。いくらなんでもそんな……」

　三十代くらいの働き盛りの男性が、ギルドの先輩方に声をかけられている。内容からするとまっとうな忠告のようなので、新入りに厳しい環境でもないらしい。

「ゴブリンの矢なんかで死にたくねえだろ？　あいつらはほぼこっちに敵対してくるから、問答無用で撃ってくるぞ。雑菌の繁殖した糞ふん尿にようの矢を食らったらそれで終わりだ。初級探索者ノービスなんざ、抽出した毒を使うまでもないだろうさ」

「ひぃっ……わ、分かりました。初級迷宮に……」

「いいだろう。一日目の稼ぎはあらかた貰もらうが、案内してやってもいいぜ。心配するな、多少は分配してやる」

「あ、ありがとうございます！」

　どこまでが善意か分からないが、新参者を案内することを生業としている探索者もいるのだろうか。彼が生き残ることを祈りつつ、俺はふと思いつく。

　転生者全員、あるいは元同じ会社の社員同士でパーティを組んで潜ればいいのではないか──しかし、すでに経験のある探索者と組んだ方がいいと考える者も多いようで、次々と初心者を歓迎しているパーティに誘われ、組み込まれていってしまう。

　まだ誘われていない人の中に、転生者の行列で俺の前に並んでいた少女もいた。一緒に居た友達とおぼしき少女とは一緒ではないようだ──と思ったら、その子は他のパーティに入っていた。

　友達を置いていくというのもどうなのだろうと思うが、黒髪の子は特に動揺している様子はないので、ギャルっぽい子の行動については予想していたのだろうと思われる。

　俺も早いうちにパーティに入るか、仲間を見つけて安心したい。同じ世界から来た者同士、一緒に頑張ろうじゃないかと黒髪の子を誘えるものなら誘いたかったが、そう上手くはいかなかった。

「スズナ＝シロミヤ様、ご記入ありがとうございます。あなたの希望する職業は……『巫み女こ』ですね。おめでとうございます、能力の適性を判断し、受理されました」

「あ、ありがとうございます……」

（スズナ……どういう漢字だろう）

　ギルドの登録受付に、先ほど渡された札を持っていき、そこで希望する職業を札に書き込む。適性があれば書いた職業に就くことができると、そういうことらしい。

　そして『巫女』の職業に就いた少女に、颯さつ爽そうと近づいていくのは、同じような年代の少女剣士だった。銀色の胸当てなどの防具の下に青い鎧下ギヤンベゾンを身につけている。

　きらめく金色の髪を後ろで一つに束ね、切れ長の瞳ひとみは涼やかで、遠目にも惹ひきつけられるものがある。行き交う冒険者も雑談を止めて、彼女の一挙手一投足に見入っていた。

「……ちょっといい？」

「あっ、は、はい……何でしょうか。私、この町に来たばかりで……」

「知ってる。ここで登録をしてるっていうことは、転生したばかりの初心者っていうことだから」

　黒髪の子──スズナは声をかけられて緊張している様子だった。金髪の少女剣士は声こそ小さいが、にわかに静まった空間には彼女の声がよく通る。

「私、後衛の人を探していて……前衛としてはあまり良くない部分があって、初心者の人が組むにはやりにくいと思うんだけど……で、でも、パーティに入ってくれたら、レベルはすぐに上がると思うから……」

　少女剣士は軽装ではあるが、要所に装甲のついた鎧と簡単には手に入らなさそうな長剣を腰に帯びており、かなりの熟練者に見える。しかし、どういったわけかパーティを組む相手がいないらしく、必死でスズナを説得していた。

「エリーティアがまた勧誘してるぜ。今度は何日持つだろうな」

「幾ら強くたって、『あれ』がある限り、誰と組んだって一緒なのにな。まあどうしてもって言うなら組んでやらなくもねえが」

「よせよ、身体がいくつあっても足りないぜ。遊びで手を出すもんじゃねえ」

　男たちは下卑た笑い声を上げる。エリーティアと呼ばれた少女は、それを聞いても無視しているようだった──しかし目を伏せて、その拳こぶしはきつく握られている。

　彼女はどうやら、ギルドでは有名人のようだ。強い美少女剣士なんて引く手あまただと思うのだが、そうはならない理由があるらしい。

　スズナはどうするのだろうと思って見ていると、彼女は周囲の陰口に気づいているようだが、目を伏せているエリーティアに手を差し出し、握りしめられたままの彼女の手を包みこんだ。

「こちらこそよろしくお願いします。未熟者ですが、後衛が務まるように頑張りますね」

「っ……ほ、本当に、いいの……？」

「本当は友達と行動しようとしていたんですけど、彼女が別の人のところに行ってしまって……だから、すごく心強いです。『良くない部分』というのがあるんだとしても、ぜひパーティに入れてもらいたいです」

「……ありがとう。私の名前は、エリーティア＝セントレイル。あなたは？」

「私は白しろ宮みや……いえ、スズナ＝シロミヤです」

　二人は意気投合し、連れ立ってギルドを出ていった。まだニヤついて見送っている人たちがいるが、そんなにエリーティアの抱えている『あれ』というのは深刻なのだろうか。

　気になるが、今は自分の職業決定が先決だ。登録カウンターに目を向けると、他の転生者の男性が、何やら揉もめているところだった。

「申し訳ありません、あなたには『聖騎士』の適性はないようです。見たところ『戦士』『盗賊』『格闘家』の素養があるようですが……」

「俺はもっと勇者っぽい職業に就きたいんだよ！　いいから黙って転職させろ！」

　見るからにごつい体型の声が大きい男が、受付嬢に食い下がっている。

　しかし受付嬢への恫どう喝かつと受け取られたのか、あれよと言う間に武装した兵士のような人々がやってきて、彼を取り押さえてしまった。

「うわっ、な、何すんだよ！　離せ、こんなことしてただで済むと思って……っ」

「残念ですが、お客様の行為は迷宮国において恫喝と判断されます。『カルマ』が上昇しましたので、ゼロになるまで投獄させていただきますね」

「なっ……や、やめろぉ！　離してくれっ、謝るっ、今のは謝るっ……うぁぁーっ！」

　時を同じくして転生した同士と言えなくもないが、今は反面教師として、ギルド内では秩序立った行動をすべきだと自分に言い聞かせる。彼もカルマというのがゼロになれば牢ろうから出されるのだろうから、取り返しのつかない事態ということもないだろう。

　とりあえず、職業決定を無事に終え、のんびりやっていく態勢を整えたい。迷宮を遮二無二攻略するか、この世界で安住の地を得るかは、まず生活基盤を安定させてから考えるべきだろう。





二　ギルドの受付嬢と元上司






「お客様、未登録の札をお持ちですね。探索者として登録を済ませなければ、迷宮に入ることはできない決まりになっております」

「あ、ああ……すみません、ちょっと騒ぎに気を取られてました」

　さっきスズナを『巫女』として受理した受付嬢が、俺に声をかけてくる。

　彼女は異世界らしく緑色っぽい髪をしており、眼鏡をかけていて、泣きぼくろも搭載し、色気というものをこれでもかと詰め込んだふうな妙齢の女性だった。

　そして──どうしても目が行ってしまうほど、胸が大きい。受付嬢の制服をいっぱいに張り詰めさせたそれに、思わず目を留めてしまった。

「あ……駄目ですよ、お客様。異世界の服装は露出が大きく見えるかもしれませんが、一点を注視するのは、関係性次第ではカルマが上昇する行為です。適度に視線を動かしてくださいね」

「っ……し、失礼しました」

「ふふっ……お客様、とても腰が低い方ですね。先程から謝ってばかりですが、私はかみついたりしませんから、肩の力を抜いて楽にしてください」

　手振りを交えて、受付嬢さんは俺の緊張を解こうとしてくれる──その優しさが胸にしみる。

　俺はどんな髪型にも魅力があると思っているが、アップにした髪型には比較的弱いので、正直受付嬢さんのような女性はタイプというか、しっかり意識してしまう対象だった。

「申し遅れました、私はルイーザ＝ファルメルと言いまして、今回の登録担当官であり、あなたが初級探索者ノービスの間、色々なことの相談窓口も務めさせていただきます。別の方をご指名されることもできますが、このまま手続きを進めてもよろしいですか？」

「は、はい……って、いつまでも緊張してるのも何ですかね。ぜひこのままお願いします」

　転生前は他社と連携して仕事をすることも多く、相手次第では早く打ち解けた方がやりとりがスムーズになった。ビジネスにおける関係は馴なれ合あいになってもいけないし、かといって形式張りすぎても支障を来たすことが──と考えたところで。

「痛っ……」

「お、お客様？　ああっ、転生されたばかりで記憶の混乱があるのですね。急にたくさん話しかけてしまってすみません、治癒師ヒーラーに診ていただきますか？」

「ああいや、大丈夫です。ちょっと頭痛がしただけですから」

　そう言いつつも、俺はあまりいい気分のしないことを思い出してしまっていた。

　去年の春に配置換えがあり、俺はウェブコンテンツ制作課から、メディア戦略課に移された。

　課が変わったとはいえ、仕事が降りてくる経路が変わっただけで、変わらずウェブサイトの制作を行うと聞いていたのだが、それだけではなく、会社でのキャリアも長い方だからということで、中間管理職の補佐を業務として行うことになった。

　それで補佐することになったのが、新設された『メディア戦略二課』課長の五十嵐課長だった。五十嵐課長は当時二十四歳で、最年少で課長に就任した、いわば超エリートと言える存在だった。

　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん。歩く姿は──と表現するしかない、一般人の中に混じっている芸能人クラスの際立った美女。それもグラビアアイドルに匹敵するスタイルの持ち主となると、俺も最初は変な期待をしてしまったものだったが、顔合わせから半日する頃には、俺はもう五十嵐さんを『年下の美人課長』ではなく『人使いの荒い上司』として認識していた。

　配置換えをしてからも、俺は会社都合で前の部署の仕事を兼任していたのだが、課長補佐としての仕事はそれを考慮されることなく始まってしまったため、俺は他の社員二人分の仕事をすることになった。給料が上がるわけでもないというのにだ。

　基本は課長補佐として働き、手が空いたら前の部署の残務を消化するという方向で考えたのだが、そう甘くはなかった。五十嵐課長の猪突猛進というか、チャンスがあったら絶対に逃さないという姿勢は、補佐である俺の仕事を雪だるま式に増やした。『データを集めてほしい』とか、『会議の資料を作ってほしい』というのは必要な仕事ではあるが、何日もダブルヘッダーの会議などが続いては、こちらもキャパシティの限界に挑戦するかのごとく、フル回転せざるを得ない──おかげで日中は課長補佐に専念するしかなく、必然的に前部署の仕事は残業に回された。

　これといった野心もなく、日々ルーチンワークに近い仕事でも楽しむことができた俺には、常に新しいことをしようとする五十嵐課長の考え方は真似できないものだった。しかし課長はどうも俺にも自分と同じような野心があると思っていたらしく、こんなことを言うのである。

『後あと部べくんくらいできる人なら、私のところで補佐として実績を積めば昇進できるわよ』

　それを無茶振りと受け取るか、上司の熱い期待と受け取るかで天と地の差がある。俺も俺で、仕事がパンクしているので無理を言わないでくださいとなかなか言えずにいた。

　別部署の同期からは、課長に気に入られてるんじゃないかと冗談交じりで言われたが、そう思えるほど余裕はなかった。いや、気に入られているのかもしれないが、それは『課長補佐』という俺の立場が、手足のように使いやすいという意味としか思えなかった。

　そして俺は忙しさのあまり、昇進に必要な資格を取るための勉強時間も取れなかったわけだが──それを五十嵐課長に言わずにいたら、こんなことを言われた。

『後部くんが昇進せずにいてくれたら、当分は私の補佐をしてもらえるわね』と。

　彼女は悪気がない性格なのだ、と思った。そうでも思わないとやっていられなかった。

　しかし、これだけ鬱うつ々うつとした社畜生活を思い返して、はたと気がつく。

　こうやって異世界に来てしまえば、苦手な上司の下につく必要もなくなり、会社のしがらみから解放される。そう思うと、急に心と身体が軽くなっていくように感じた。

「良かった、元気が出てきたみたいですね」

「はい、お陰さまで。それで、登録ってどうすればいいですか？」

「ではそちらの椅子にお掛けになってください。お客様の『探索者の札』には、未記入の職業欄があると思います。そちらに、自分で適性があると思う職業、あるいは就いてみたいと思う職業名を書いてみてください」

「なるほど。決まった職業から選ぶわけじゃないんですね」

「転生者の方々は、様々な経歴をお持ちですから。中には私たちが把握していない職業に就かれる方もいらっしゃいます。彼らは職業公開を希望されませんでしたので、今お伝えすることはできないのですが」

　つまりスズナは『巫女』になったことを公開してもよいと考えたので、俺やエリーティアにも話が聞こえたのだろう。

　登録の時点で、すでに周囲との競争が始まっている──俺はそう理解する。

　なぜ迷宮を探索しなくてはならないか、それは探索に行く前にでも説明を受けるとして、この世界では探索者とその周辺の人々で全てが成り立っているのだから、探索者として役割を果たすことで相応の報酬が得られると考えられる。

　ここで需要のある職業を選べるかどうかで、滑り出しの良し悪しが変わってくる。しかし俺はこれといって特殊な経歴を持ってるわけじゃないし、転生前は広告代理店のプランナーというやつで、企画書やプレゼン資料を作ったり、ＤＴＰが多少できるというくらいしかスキルがない。あとは入社時に多少プラスに働いたという英会話か。

　ルイーザさんは俺を急かすことなく、他のカウンターで別の転生者への対応を始める。人生を決定するようなものだから、たっぷり時間を与えてくれるようだ。

　だが俺も一刻も早く職業を選び、探索に挑戦してみたいという気持ちがある。俺以外の転生者は、こうしているうちにも次のステップへ進んでいるのだ。

「ねえ。後部くん、どの職業を選んだの？」

「っ……げっ、五十嵐課長！」

「ちょ、ちょっと……『げっ』て何よ。せっかく知ってる顔を見つけたから、声をかけたのに」

　振り返ると、そこにはブラウンの髪をゆるく巻いた、いかにも勝ち気そうな女性がいた。

　五十嵐いがらし鏡きよう花か──転生者の行列で後ろ姿を見て警戒していたのに、ここで声をかけられるとは思わず、つい声を上げてしまった。

　彼女は社員割引の効くスキーツアーに、俺と一緒に──といっても同行していたわけではないが──参加していて、俺と同様にバス事故に遭ったと考えられる。

「何をじっと見てるのよ……転生のショックで私の顔を忘れたとか、そういうこと？」

「い、いや、そういうわけじゃないんですが……五十嵐課長だな、と思って」

「はあ？　やっぱりショックで動揺してるんじゃないの」

　俺たちは迷宮国に来ても、転生前の服装を引き継いでいるので、五十嵐課長も見たことのある服を着ていた。それがまた、雑誌のモデルでもそのまま務まりそうなほどよく似合っている。

　俗に縦セーターと呼ばれる暖色のニットに、タイトスカート。防寒対策で厚手のタイツを穿はいてはいるが、社内で見る姿とそこまで変わらない。そのプロポーションも相変わらずだが、見とれたりすれば、舌ぜつ鋒ぽう鋭く人間性を否定されることだろう。

　──ともあれ、俺の鬼上司がいつもと同じ姿で現れたわけで。俺は情けなくも冷や汗をかき、まだ何も言われていないのにタジタジになってしまう。

「聞こえてなかったみたいだからもう一回聞くけど。後部くんは、どんな職業を選んだの？　ウェブサイトの制作者とかじゃないわよね」

「い、いや、さすがにそれは異世界じゃあまり役に立ちそうにない肩書きですから。まだ、何を選ぼうか考えてるところです」

「そんな優柔不断なこと言ってないで、早く決めちゃえばいいのに。そうしたら、私と組めるかどうか検討してあげられるしね」

　ものには言い方というものがあって、五十嵐課長は俺とパーティを組まなくもないと言ってくれているのかもしれないが、とても素直に喜べるものではない。

「全く、何でこんなことになっちゃったのよ……私たちは全員、一度は死んじゃったのよね」

「バスが事故を起こして、生存者以外は全員転生したんじゃないかと……」

「じゃあうちの課が全滅ってことじゃないわけね。残ってる人たちで上手くやってくれればいいんだけど……まあ、そんなこと気にしてる場合でもないけどね。とりあえずバスの運転手もこっちにいるなら、ひとこと言わないと気がすまないわ」

「大変なことになりましたね。課長も頑張ってください」

　早く逃げたくて言うが、きつい睨にらみが返ってきた。女性に冷たくされて喜ぶほうではないので、正直辛いものがある。

「後部くんこそ、自分の心配をしなさいよ。この世界の迷宮って怪物が出るんでしょう。ちゃんとした職業を選ばないとやっていけないわよ」

「は、はい。なんとか選んでみます」

　今度は無難な答えを返したつもりが、五十嵐課長はまだ機嫌が芳しくない。

「なんとかじゃなくて、私が頼りにするような職業を選ぶとか、そう言ってくれたら……」

「えっ……五十嵐課長、今なんて言ったんですか？」

「っ……な、何でもないわよ。じゃ、じゃあ、またどこかで。目覚めが悪くなるから、無理しないで生きてなさいよ」

「は、はい。何とかやってみます……あ、課長！」

「こっちに来たら課長じゃないんだけど、後部くんに名前で呼ばれたりしたら……それはちょっとびっくりするわね。まあそれはいいわ。なに？」

「え、えーと……よかったら、課長の職業を教えてもらえませんか」

　彼女の性格を考えると、手の内を明かすことはしないどころか、いきなり「何様のつもり？」と怒ってきても仕方ない──そう思ったのだが。

「私の職業を聞いて、参考にしたいっていうこと？」

　思ったよりも、課長の反応は柔らかいものだった。しかしこれから地雷を踏むかもしれないので、慎重に言葉を選ばなければならない。

「そ、そうですね。俺もどんな職業を選べばいいのか、迷ってるところなので」

「まあ、それは見てたから分かるけど。私と同じようなのじゃなくて、役割分担をしたほうがいいしね。戦士系でかぶっちゃった、とかだと困るでしょう」

「戦士の集団でパーティを組んでも強い気はしますけど……」

「私の意見が間違ってるっていうの？」

「えっ……い、いや、そんなことは全くないんですが」

　ピリピリしているというか、俺はそもそも女性慣れしていないので、何が地雷になるか全く見当がつかなかったりする。相性が合わないといえばそれまでだが。

（ん……今五十嵐さん、役割分担って言ったよな。それは、俺とパーティを組もうと思ってくれてるってことだったりは……）

「私の職業だけど、『ヴァルキリー』っていうのにしたわ。剣と槍やりが使えて、精霊魔法もある程度使えるみたい」

「ま、マジですか……何かすごい職業に就きましたね」

「思いついたから書いてみただけよ。色々できそうな職業にしないと、生き残るのは難しくなると思って。参考になった？」

「はい、ありがとうございます。パーティを組んだ時に役割分担ができそうで、色々こなせそうな感じの職業を選んでみます」

「……それだけ？」

「そ、そうですね、ヴァルキリーは女性向けだと思うので、俺はそれ以外で……」

　話しているうちにも、五十嵐さんは腕を組んだまま、イライラした様子で人差し指をトントンと動かしている。俺は頭をフル回転させるが、何がベストの答えなのか、皆目見当がつかない。

「その、俺もできるだけ生き残って、また五十嵐さんと元気で会えたらなと……」

「ああっ、もう……どうしてこの話の流れで気づかないのよ」

「えっ……五十嵐さん、今何か……」

　尋ねかけたところで、五十嵐さんはこちらを睨んでくる──この目にはからきし弱い。美人に睨まれるというのがご褒美という性質が、俺に少しでもあればよかったのだが。

「何でもないわ。そうね、また元気で会えるといいわね。私はそのあたりで、入れそうなパーティを探してくるわ」

「は、はい。俺も、何とか探してみます。五十嵐さんも気をつけて」

　同じ転生者であることだし、前世のしがらみを気にするよりも、課長の無事を祈る。俺も、人のことばかりを心配してはいられないが。

　そんなことを考えていると、五十嵐さんがすたすたと戻ってきた。どうやら言いそびれたことがあるようだが、顔が怒っているので身構えてしまう。

「……覚えてなさいよ。次に会う時に、惜しかったって言っても遅いんだから」

「え……い、五十嵐さんっ……！」

　次は振り返ることなく、五十嵐さんはずんずんと突き進んで、ギルドから出ていってしまう。入れそうなパーティを探すと言っていたが、迷宮に行く途上で見つけるつもりだろうか。

（もし一人で迷宮に入るようなことがあったら……いや、心配ではあるけど、俺から同行を申し出るのはちょっとな……まあ、彼女なら大丈夫だよな）

　会社という組織から自由になっても、上司との上下関係に束縛されるというのは厳しいものがある。やっと自由になれたというのに、転生前と同じ状況になっては元も子もない。

　しかし、そういったしがらみを離れられるのなら。俺にとって『ヴァルキリー』であり、気丈な性格である五十嵐さんは、可能なら組みたいと言える人物ではあった。





三　職業選択






「前の世界での上司さんですか？　大変そうでしたね」

　朗らかに微笑みつつ、俺を気遣ってくれるルイーザさん。このギルドを訪れる探索者の全員に温かく対応しているのだろうが、それでも癒される。

　俺のモテ期は幼少までで終わっており、委員会や仕事以外では女性と接する機会のない人生だった。そんなわけで、少し優しくされるだけでも幸せになってしまうのである──我ながらちょろいと思うが。

「でも、この迷宮国に来たからには、探索者としての実績次第では見返すこともできますよ。そのためにも、後悔のない職業選択をしたいですね」

　実績さえ出せば、あの課長も少しは見直してくれるだろうか。






















　この続きは現在配信中の『世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～』にてお楽しみください


(C)Towa, Huuka Kazabana 2017
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